


平成 5年 1月13日付  4資庁第12580号、 平成 5年 5月31日付  5資庁第 5098号、 

平成 5年 6月25日付  5資庁第 7613号、 平成 5年10月27日付  5資庁第11639号、 

平成 6年 4月27日付  6資庁第 4697号、 平成 6年 6月24日付  6資庁第 7494号、 

平成 7年 4月13日付  7資庁第 2127号、 平成 7年 6月23日付  7資庁第 7878号、 

平成 7年10月 6日付  7資庁第11059号、 平成 8年 8月23日付 8資庁第 8447号、 

平成 9年 1月31日付 8資庁第12743号、 平成 9年 3月24日付 平成09･02･26資第 4号、 

平成 9年 6月26日付 平成09･06･12資第12号、 平成10年 6月22日付 平成10･03･30資第45号、 

平成10年 6月25日付 平成10･06･22資第13号、 平成11年 9月 8日付 平成11･07･29資第20号、 

平成12年 1月12日付 平成11･12･14資第13号、 平成12年 5月19日付 平成12･04･17資第 5号、 

平成12年 6月26日付 平成12･06･12資第  9号、 平成13年 1月 5日付 平成12･08･31資第 9号、 

平成13年 2月23日付 平成13･02･15原第17号、 平成13年 3月30日付 平成13･03･23原第11号、 

平成13年11月 7日付 平成13･09･28原第40号、 平成14年 3月 8日付 平成14･02･07原第 7号、 

平成14年 8月28日付 平成14･07･12原第10号、 平成14年10月22日付 平成14･09･20原第 6号、 

平成15年 6月20日付 平成15･06･09原第17号、 平成15年 9月18日付 平成15･08･28原第 8号、 

平成16年 5月13日付 平成15･12･19原第36号、 平成16年 6月16日付 平成16･06･07原第10号、 

平成17年 7月20日付 平成17･07･04原第21号、 平成18年 2月22日付 平成18･01･31原第14号、 

平成18年 4月21日付 平成18･04･14原第 2号、 平成18年 9月 8日付 平成18･08･24原第10号、 

平成19年 3月15日付 平成19･02･16原第15号、 平成19年 6月26日付 平成19･06･08原第135号、 

平成19年12月13日付 ㍻19･09･28原第30号、 平成19年12月13日付 平成19･11･30原第24号、 

平成20年 5月 7日付 平成20･04･22原第24号、 平成20年 6月18日付 平成20･05･20原第 9号、 

平成20年 8月22日付 平成20･07･11原第12号、 平成20年10月 7日付 平成20･09･16原第14号、 

平成20年12月12日付 平成20･10･31原第  1号、 平成21年 3月25日付 平成21･03･03原第22号、 

平成21年11月 4日付 平成21･09･18原第12号、 平成22年 2月10日付 平成22･01･06原第12号、 

平成22年 6月25日付 平成22･06･10原第 1号、 平成22年 6月28日付 平成21･11･05原第21号、 

平成23年 5月 6日付 平成23･04･04原第32号、 平成23年 5月11日付 平成23･04･20原第 1号、 

平成24年 7月19日付 平成23･07･25原第13号、 平成24年 9月 6日付 20l208l5原第23号、 

平成25年 3月25日付 原管P収第121221001号、 平成26年 6月 9日付 原規規発第1406094号、 

平成27年 6月12日付 原規規発第1506126号、 平成27年 9月18日付 原規規発第1509182号、 

平成27年11月17日付 原規規発第1511176号、 平成28年 3月24日付 原規規発第1603249号、 

平成28年 8月 1日付 原規規発第1608013号、 平成28年11月16日付 原規規発第1611163号、 

平成29年 4月19日付 原規規発第17041913号、 平成29年 6月26日付 原規規発第1706264号、 

平成30年 1月10日付 原規規発第1801104号、 平成30年 6月26日付 原規規発第1806269号、 

平成30年11月16日付 原規規発第1811166号、 平成31年 4月25日付 原規規発第1904251号、 

令和元年11月28日付 原規規発第1911284号及び 令和 2年 2月27日付 原規規発第2002271号 

で認可を受けた美浜発電所原子炉施設保安規定の記述を、別添の美浜発電所原子炉施設保

安規定変更前後比較表の変更後欄のとおり変更する（ただし、変更箇所を示す記載は含ま

ない）。 
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２．変更の理由 

（１）原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更 

原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に

関する法律等の一部を改正する法律の一部の施行に伴い、並びに核原料物質、核燃料物質及び

原子炉の規制に関する法律の規定に基づき、及び同法を実施するため、令和２年１月２３日付

で実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則の一部の改正が行われるとともに、原子力施

設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則が制定されたことか

ら、関連する原子炉施設保安規定の条文の変更並びに新規条文を追加する。 

 

 

３．施行期日 

この規定は、原子力規制委員会の認可を受けた日より起算し、１０日を超えない範囲で施行

する。 

 

以 上 
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別 添 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表 

第１編第４章（運転管理）における枠囲みの範囲については、機密に係る

事項ですので、公開することはできません。 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
安
全
文
化
の
醸
成
）
 

第
２
条
の
２

 
第
２
条
に
係
る
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業
運
営

の
実
現
の
た
め
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。
 

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業
運
営
の
実
現
の
た
め
、
安
全
文
化
醸
成
の
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(
2)
 原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項
(2
)
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行

う
。
 

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項
(
1)
の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
従
い
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め

の
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
次
の
各
号
に
係
る
審
議
の
た
め
の
会
議
体
を
設
置
し
、
安
全
文
化
の
醸
成

の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(
1)
 安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
の
計
画
を
毎
年
度
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。

ま
た
、
第
４
条
（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(
2)
 (

1)
に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
お
よ
び
安
全
文
化
醸
成
の
状
況
を
評
価
す
る
。
 

(
3)
 (
1)
に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、
(2

)の
評
価
結
果
を
社
長
に
報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
。 

(
4)
 (

2)
の
評
価
結
果
と
(3
)の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反
映
す
る
。
 

４
．
第
４
条

(保
安
に
関
す
る
組
織
)
の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の

活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

（
削
除
）
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
第

３
条
（
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計

画
に
統
合
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
の
遵
守
）
 

第
２
条
の
３

 
第
３
条
に
基
づ
く
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
を
遵
守
す

る
こ
と
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う
。
）
を
確
実
に
す
る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。
 

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
実
に
す
る
た
め
の
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し

を
行
う
。
 

(
2)
 原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項

(2
)の
評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行

う
。
 

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項
(
1)
の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
従
い
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
部
門
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(
1)
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
の
計
画
を
毎
年
度
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
第
４
条
（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。

 

(
2)
 (

1)
に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
。
 

(
3)
 (
1)
に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、
(
2)
の
評
価
結
果
を
社
長
に
報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
。 

(
4)
 (

2)
の
評
価
結
果
と
(3
)の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反
映
す
る
。
 

４
．
第
４
条

(
保
安
に
関
す
る
組
織
)
の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の

向
上
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

 

（
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
の
遵
守
）
 

第
２
条
の
２

 
第
３
条
に
基
づ
く
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
を
遵
守
す

る
こ
と
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う
。
）
を
確
実
に
す
る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。
 

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
実
に
す
る
た
め
の
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し

を
行
う
。
 

(
2)
 原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項

(2
)の
評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行

う
。
 

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項

(
1)
の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
従
い
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
部
門
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(
1)
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
の
計
画
を
毎
年
度
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
第
４
条
（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。

 

(
2)
 (
1)
に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
。
 

(
3)
 (
1)
に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、
(
2)
の
評
価
結
果
を
社
長
に
報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
。 

(
4)
 (
2)
の
評
価
結
果
と

(3
)の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反
映
す
る
。
 

４
．
第
４
条

(
保
安
に
関
す
る
組
織

)
の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の

向
上
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

番
号
の
繰
り
上
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
２
章

 
品
質
保
証
 

 （
品
質
保
証
計
画
）
 

第
 
３
 
条

 
第
２
条
に
係
る
保
安
活
動
の
た
め
の
品
質
保
証
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
と
お

り
品
質
保
証
計
画
を
定
め
る
。

 

 

１
．
目
的
 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
安
全
を
達
成
・
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
｢原
子
力
発
電
所

に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
品
質
保
証
規
程
（

JE
AC
4
11

1
-2
0
09
）
｣（
以
下
、「

JE
AC
4
11
1
」
と
い

う
。
）
お
よ
び
関
係
法
令
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
活
動

を
行
う
し
く
み
を
含
む
。
以
下
、
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）
を
確
立
し
、
実

施
し
、
評
価
確
認
し
、
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

２
．
適
用
範
囲
 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
保
安
活
動
に
適
用
す
る
。

 

３
．
定
義
 

本
品
質
保
証
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
下
記
に
定
め
る
も
の
の
他

JE
A
C4
11
1
に
従
う
。
 

 

(1
) 
発
電
用
原
子
炉
施
設
 

原
子
力
発
電
所
を
構
成
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
等
の
総
称
を
い
う
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
「
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
）。

 

(2
) 
原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
 

原
子
力
施
設
の
事
故
も
し
く
は
故
障
等
の
情
報
ま
た
は
信
頼
性
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
お
よ
び
故
障
等
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
社

団
法
人
 原
子
力
安
全
推
進
協
会
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、「
ニ
ュ
ー

シ
ア
」
と
い
う
）
。
 

(3
) 
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
）
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
安
定
運
転
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン

ト
を
所
有
す
る
国
内
電
力
会
社
と
国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
間
で
必
要
な
技
術
検
討
の
実

施
お
よ
び
技
術
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
絡
会
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
２

０
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

４
．
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 

４
．
１

 
一
般
要
求
事
項
 

(1
) 
原
子
力
部
門
（
第
４
条

 
図
４
に
示
す
組
織
す
べ
て
を
い
う
。
以
下
、
本
規
定
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
本
品
質
保
証
計
画
に
従
っ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
文
書
化

し
、
実
施
し
、
維
持
す
る
。
ま
た
、
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的

に
改
善
す
る
。
 

      (3
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
お
い
て
、「
発
電
用
軽
水
型
原
子

炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」
（
以
下
、「
重
要
度
分
類
指
針
」
と

 

第
２
章
 
品
質
保
証
 

 （
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
）
 

第
 
３

 
条

 
保
安
活
動
の
た
め
の
品
質
保
証
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
と
お
り
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
を
定
め
る
。
 

 

１
．
目
的
 

本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
は
、
発
電
所
の
安
全
を
達
成
・
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た

め
、
「
原
子
力
施
設
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
基
準
に
関
す
る
規

則
」
お
よ
び
「
同
規
則
の
解
釈
」（
以
下
、「
品
管
規
則
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
実
施
し
、
評
価
確
認
し
、
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 ２
．
適
用
範
囲
 

本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
は
、
発
電
所
の
保
安
活
動
に
適
用
す
る
。
 

３
．
定
義
 

本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
以
下
に
定
め
る
も
の
の
他

品
管
規
則
に
従
う
。
 

(1
)
 原
子
炉
施
設
 

原
子
炉
等
規
制
法
第
４
３
条
の
３
の
５
第
２
項
第
５
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
を

い
う
。
 

(2
) 
ニ
ュ
ー
シ
ア
 

原
子
力
施
設
の
事
故
も
し
く
は
故
障
等
の
情
報
ま
た
は
信
頼
性
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
お
よ
び
故
障
等
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
社

団
法
人

 
原
子
力
安
全
推
進
協
会
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
の
こ
と
を
い
う
。
 

(3
) 
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
）
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
安
定
運
転
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン

ト
を
所
有
す
る
国
内
電
力
会
社
と
国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
間
で
必
要
な
技
術
検
討
の
実

施
な
ら
び
に
技
術
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
絡
会
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１

２
０
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

４
．
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

 

４
．
１

 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項

 

(1
) 
原
子
力
部
門
（
第
４
条
 
図
４
に
示
す
組
織
す
べ
て
を
い
う
。
以
下
、
本
編
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
に
従
っ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
、
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
を
維
持
す
る
（
保
安
活
動
の
目
的
が
達
成

さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
計
画
を
立
案
し
、
計
画
ど
お
り
に
保
安
活
動
を
実
施
し
た
結
果
、
計
画

段
階
で
意
図
し
た
効
果
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
）
た
め
、
そ
の
改
善
を
継
続
的
に
行

う
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
実
施
し
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
の
結
果
、

原
子
力
の
安
全
の
確
保
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
に
つ
い
て
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
起
因
す
る
原
因
を
究
明
し
、
是
正
処
置
や
未
然
防
止
処
置
を
通

じ
て
原
因
の
除
去
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
を

い
う
）
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
（
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出

さ
れ
る
放
射
性
物
質
が
人
と
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
度
合
い
に
応
じ
た
、

a)
、
b
)お
よ
び

c
)に

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
原

子
力
施
設
の
保
安
の

た
め
の
業
務
に
係
る

品
質
管
理
に
必
要
な

体
制
の
整
備
に
関
す

る
規
則
及
び
同
規
則

の
解
釈
（
品
管
規

則
）
の
制
定
に
伴
う

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

い
う
。
）
に
基
づ
く
重
要
性
に
応
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
の
適
用
の
程

度
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
４
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
規
定
し
、
グ
レ
ー
ド
分
け
を
行

う
。
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
き
資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
う
。
な
お
、
グ
レ
ー
ド
分
け
の
決
定
に

際
し
て
は
、
重
要
度
分
類
指
針
に
基
づ
く
重
要
性
に
加
え
て
以
下
の
事
項
を
考
慮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

 

a)
 プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
複
雑
性
、
独
自
性
ま
た
は
斬
新
性
の
程
度
 

b)
 プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
標
準
化
の
程
度
や
記
録
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度

 

c)
 検
査
ま
た
は
試
験
に
よ
る
原
子
力
安
全
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
の
検
証
可
能
性

の
程
度
 

      d)
 作
業
ま
た
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
、
要
員
、
要
領
お
よ
び
装
置
等
に
対
す
る
特
別
な
管
理
や
検

査
の
必
要
性
の
程
度
 

e
)
 
運
転
開
始
後
の
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
保
守
、
供
用
期
間
中
検
査
お
よ
び
取
替
え
の
難
易
度

 

    

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

  

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
そ
れ
ら
の
原
子
力
部
門
へ
の
適

用
を

4.
2.
1
 b

)､
c)
､
d)
お
よ
び

e）
に
示
す
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
の
中
で

明
確
に
す
る
。
 

b)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
順
序
お
よ
び
相
互
関
係
を
図
３
－
１
に
示
す
。
 

 c)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
管
理
の
い
ず
れ
も
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す

る
た
め
に
必
要
な
判
断
基
準
お
よ
び
方
法
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
て
明

確
に
す
る
。
 

  d)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
監
視
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
お
よ
び
情
報
を

利
用
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
（
６
．
参
照
）

 

 e)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
、
適
用
可
能
な
場
合
に
は
測
定
し
、
分
析
す
る
。
 

 

f)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
得
る
た
め
、
か
つ
、
継
続
的
改
善

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
処
置
を
と
る
。
 

g
) 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
体
制
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
の
整

合
が
と
れ
た
も
の
に
す
る
。

 

掲
げ
る
事
項
を
考
慮
し
た
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
管
理
の
重
み
付
け
を
い
う
。
）

に
応
じ
て
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
運
用
す
る
。
こ
の
場
合
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
適
切
に
考
慮
し
、
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る

審
査
指
針
（
以
下
、
「
重
要
度
分
類
指
針
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
重
要
性
に
応
じ
て
、
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
の
適
用
の
程
度
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
４
．
１
項
に
係

る
社
内
標
準
に
規
定
し
、
グ
レ
ー
ド
分
け
を
行
う
。

 

a
) 
原
子
炉
施
設
、
組
織
、
ま
た
は
個
別
業
務
の
重
要
度
お
よ
び
こ
れ
ら
の
複
雑
さ
の
程
度
 

b
) 
原
子
炉
施
設
も
し
く
は
機
器
等
の
品
質
ま
た
は
保
安
活
動
に
関
連
す
る
原
子
力
の
安
全
に

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
お
よ
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
潜
在
的
影
響
の
大
き
さ

（
原
子
力
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
自
然
現
象
や
人
為
に
よ
る
事
象
（
故
意

に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
お
よ
び
そ
れ
ら
に
よ
り
生
じ
得
る
影
響
や
結
果
の
大
き
さ
を
い

う
。
）
 

c
) 
機
器
等
の
故
障
も
し
く
は
通
常
想
定
さ
れ
な
い
事
象
（
設
計
上
考
慮
し
て
い
な
い
ま
た
は

考
慮
し
て
い
て
も
発
生
し
得
る
事
象
（
人
的
過
誤
に
よ
る
作
業
の
失
敗
等
）
を
い
う
。）
の

発
生
ま
た
は
保
安
活
動
が
不
適
切
に
計
画
さ
れ
、
も
し
く
は
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
起

こ
り
得
る
影
響

 

   

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
関
係
法
令
（
以
下
、
「
関
係
法
令
」
と
い

う
。
）
を
明
確
に
認
識
し
、
品
管
規
則
に
規
定
す
る
文
書
そ
の
他
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
必
要
な
文
書
（
記
録
を
除
く
。
以
下
、
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
」
と
い
う
。
）
に
明

記
す
る
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
原
子
力
部
門
に
適
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行

う
。
 

a)
 プ
ロ
セ
ス
の
運
用
に
必
要
な
情
報
お
よ
び
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
結
果

を
４
．
２
．
１

 
b)
､
c)
お
よ
び

d）
に
示
す
文
書
で
明
確
に
す
る
。
 

 b)
 プ
ロ
セ
ス
の
順
序
お
よ
び
相
互
の
関
係
（
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関
係
を
含

む
。
）
を
図
３
－
１
に
示
す
。

 

c)
 プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
管
理
の
実
効
性
の
確
保
に
必
要
な
原
子
力
部
門
の
保
安
活
動
の
状

況
を
示
す
指
標
（
以
下
、
「
保
安
活
動
指
標
」
と
い
う
。
）
な
ら
び
に
当
該
指
標
に
係
る
判

定
基
準
を
明
確
に
定
め
る
。

 

な
お
、
保
安
活
動
指
標
に
は
、
安
全
実
績
指
標
（
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
領

域
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
む
。
 

d)
 プ
ロ
セ
ス
の
運
用
な
ら
び
に
監
視
お
よ
び
測
定
（
以
下
、
「
監
視
測
定
」
と
い
う
。
）
に
必

要
な
資
源
お
よ
び
情
報
が
利
用
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
（
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
化
を

含
む
）
。
 

e)
 プ
ロ
セ
ス
の
運
用
状
況
を
監
視
測
定
し
分
析
す
る
。
た
だ
し
、
監
視
測
定
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

f)
 プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
意
図
し
た
結
果
を
得
、
お
よ
び
実
効
性
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置

（
プ
ロ
セ
ス
の
変
更
を
含
む
。
）
を
講
ず
る
。

 

g)
 プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
体
制
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
整
合
的
な
も
の

と
す
る
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

h)
 社
会
科
学
お
よ
び
行
動
科
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
促
進
す
る
。
 

  

(
4)
 原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
本
品
質
保
証
計
画
に
従
っ
て
運
営
管
理
す
る
。
 

                (5
) 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
こ
と
を
原
子
力
部

門
が
決
め
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
管
理
を
確

実
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
適
用
さ
れ
る
管
理
の
方
式
お
よ
び
程

度
は
、
原
子
力
部
門
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
定
め
る
。
 

 ４
．
２
 
文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項
 

４
．
２
．
１

 一
般

 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
文
書
体
系
図
を
図
３
－
２
に
示
す
。
 

 a)
 文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
の
表
明
 

b)
 本
品
質
保
証
計
画
お
よ
び
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
 

c)
 J

EA
C
41
11
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
表
３
－
１
に
示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ
れ
ら

の
社
内
標
準
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録
 

 d)
 原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お
よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る

た
め
に
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
表
３
－
２
に
示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ
れ
ら

の
社
内
標
準
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録
 

e)
 
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お
よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る

た
め
に
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
文
書
（
 
c）
お
よ
び

d
)の
社
内
標
準
を
除

く
。）
お
よ
び
こ
れ
ら
の
文
書
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録
 

な
お
、
b)
、
c
)お
よ
び

d
)に
示
す
社
内
標
準
以
外
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と

さ
れ
る
文
書
は
、
本
規
定
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
本
規
定
と
の
関
係
を
示
し
た
表
３
－
１
、
表
３

h)
 原
子
力
の
安
全
と
そ
れ
以
外
の
事
項
に
お
い
て
意
思
決
定
の
際
に
対
立
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
原
子
力
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
原

子
力
の
安
全
に
与
え
る
潜
在
的
な
影
響
と
原
子
力
の
安
全
に
係
る
対
策
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
与
え
る
潜
在
的
な
影
響
を
特
定
し
、
解
決
す
る
こ
と
を
含
む
。
 

(5
) 
原
子
力
部
門
は
、
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
お
よ
び
維
持
す
る
。
こ
れ
は
、
技
術
的
、
人

的
、
組
織
的
な
要
因
の
相
互
作
用
を
適
切
に
考
慮
し
て
、
効
果
的
な
取
組
み
を
通
じ
て
、
次
の

状
態
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

 

a
) 
原
子
力
の
安
全
お
よ
び
安
全
文
化
の
理
解
が
原
子
力
部
門
全
体
で
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
 

b
) 
風
通
し
の
良
い
組
織
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
 

c
) 
要
員
が
、
自
ら
行
う
原
子
力
の
安
全
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
理
解
し
て
遂
行
し
、
そ
の
業
務

に
責
任
を
持
っ
て
い
る
。
 

d
) 
全
て
の
活
動
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
を
考
慮
し
た
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

e
) 
要
員
が
、
常
に
問
い
か
け
る
姿
勢
お
よ
び
学
習
す
る
姿
勢
を
持
ち
、
原
子
力
の
安
全
に
対
す

る
自
己
満
足
を
戒
め
て
い
る
。

 

f
) 
原
子
力
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
問
題
が
速
や
か
に
報
告
さ
れ
、
報
告
さ
れ

た
問
題
が
対
処
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
関
係
す
る
要
員
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。

 

g
) 
安
全
文
化
に
関
す
る
内
部
監
査
お
よ
び
自
己
評
価
の
結
果
を
原
子
力
部
門
全
体
で
共
有
し
、

安
全
文
化
を
改
善
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
い
る
。
 

h
) 
原
子
力
の
安
全
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
関
係
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
要
員
が

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
。

 

(6
) 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
係
る
要
求
事
項
（
関
係
法
令
を
含
む
。
以

下
、
「
個
別
業
務
等
要
求
事
項
」
と
い
う
。
）
へ
の
適
合
に
影
響
を
及
ぼ
す
プ
ロ
セ
ス
を
外
部
委

託
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。
 

 (7
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
う
。

 

４
．
２

 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
化
 

４
．
２
．
１
 
一
般
 

原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
文
書
を
作
成
し
、
当
該
文
書
に

規
定
す
る
事
項
を
実
施
す
る
。
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図
を
図
３
－
２
に
示

す
。

 

a
) 
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
 

b
) 
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
 

c
) 
品
管
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
表
３
－
１
に
示
す
社
内
標
準
、
お
よ
び
、
品

管
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
指
示
書
、
図
面
等
（
以
下
、「
手
順
書
等
」
と
い

う
。）

 

d
) 
実
効
性
の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
的
な
実
施
お
よ
び
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
表
３
－
２
に
示
す
社
内
標
準
 

       

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

－
２
で
示
す
社
内
標
準
の
中
で
、
文
書
名
ま
た
は
作
成
し
管
理
す
る
こ
と
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ

り
、
本
規
定
上
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
。
 

ま
た
、
c
)、

d
)
 お
よ
び

e)
の
記
録
は
、
適
正
に
作
成
す
る
。
 

４
．
２
．
２
 品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル

 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
含
む
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係

る
品
質
保
証
規
程
」
（
本
品
質
保
証
計
画
を
含
む
。
）
を
作
成
し
、
維
持
す
る
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
組
織
に
関
す
る
事
項
 

b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
に
関
す
る
事
項
 

c)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

d)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

e)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
関
す
る
事
項
 

f)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
（
２
．
参
照
）
 

g)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
社
内
標
準
（
４
．
２
．
１
参
照
）
 

h)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関
係
に
関
す
る
記
述
（
図
３
－
１

参
照
）
 

４
．
２
．
３

 文
書
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要

と
さ
れ
る
文
書
を
管
理
す
る
。
た
だ
し
、
記
録
は
文
書
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
４
．
２
．
４
に

規
定
す
る
要
求
事
項
に
従
っ
て
管
理
す
る
。
 

      (2
) 
次
の
活
動
に
必
要
な
管
理
を
規
定
す
る
た
め
に
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内

標
準
を
確
立
す
る
。
 

  

a)
 発
行
前
に
、
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
承
認
す
る
。

 

 

b)
 文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
し
、
再
承
認
す
る
。
 

     

c)
 文
書
の
変
更
の
識
別
お
よ
び
現
在
有
効
な
版
の
識
別
を
確
実
に
す
る
。
 

 

d)
 該
当
す
る
文
書
の
適
切
な
版
が
、
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
と
こ
ろ
で
使
用
可
能
な
状
態

に
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

e)
 文
書
は
、
読
み
や
す
く
か
つ
容
易
に
識
別
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

 

   

４
．
２
．
２

 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」

に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
。

 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
係
る
組
織
に
関
す
る
事
項
 

b)
 保
安
活
動
の
計
画
、
実
施
、
評
価
お
よ
び
改
善
に
関
す
る
事
項
 

   c)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲

 

d)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
作
成
し
た
手
順
書
等
の
参
照
情
報
 

e)
 プ
ロ
セ
ス
の
相
互
の
関
係
（
図
３
－
１
参
照
）
 

 

４
．
２
．
３
 
文
書
の
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
含
む
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
管
理
す
る
。
 

  

a
) 
原
子
力
部
門
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
文
書
の
使
用
、
ま
た
は
適
切
で
は
な
い
変
更
の

防
止
 

b
) 
文
書
の
組
織
外
へ
の
流
出
等
の
防
止
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
発
行
お
よ
び
改
訂
に
係
る
審
査
の
結
果
、
当
該
審
査
の
結
果

に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
な
ら
び
に
当
該
発
行
お
よ
び
改
訂
を
承
認
し
た
者
に
関
す
る
情
報

の
維
持
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
要
員
が
判
断
お
よ
び
決
定
を
す
る
に
あ
た
り
、
適
切
な
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
文
書
を
利
用
で
き
る
よ
う
（
文
書
改
訂
時
等
の
必
要
な
時
に
当
該
文
書
作
成
時
に
使
用
し
た

根
拠
等
の
情
報
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
含
む
。
）
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
に
関
す
る
次
に

掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
表
３
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
作
成
す
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
妥
当
性
を
審
査
し
、
発
行
を
承

認
す
る
こ
と
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
改
訂
の
必
要
性
に
つ
い
て
評
価
す
る
と
と
も
に
、
改
訂
に
あ

た
り
、
そ
の
妥
当
性
を
審
査
し
、
改
訂
を
承
認
す
る
（
改
訂
の
妥
当
性
を
審
査
し
、
承
認
す

る
こ
と
を
い
う
。
）
こ
と
。
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
審
査
お
よ
び
評
価
に
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
文
書
に
定
め
ら

れ
た
活
動
を
実
施
す
る
部
門
（
第
４
条
に
規
定
す
る
組
織
の
最
小
単
位
を
い
う
。
）
の
要
員

を
参
画
さ
せ
る
こ
と
。

 

d
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
改
訂
内
容
お
よ
び
最
新
の
改
訂
状
況
を
識
別
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。
 

e
) 
改
訂
の
あ
っ
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
文
書
の

適
切
な
制
定
版
ま
た
は
改
訂
版
が
利
用
し
や
す
い
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。
 

f
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
、
読
み
や
す
く
容
易
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
 

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

f)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
お
よ
び
運
用
の
た
め
に
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決

定
し
た
外
部
か
ら
の
文
書
を
明
確
に
し
、
そ
の
配
付
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に

す
る
。
 

g)
 
廃
止
文
書
が
誤
っ
て
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
目
的
で

保
持
す
る
場
合
に
は
、
適
切
な
識
別
を
す
る
。
 

 

４
．
２
．
４

 記
録
の
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
運

用
の
証
拠
を
示
す
た
め
に
、
作
成
す
る
記
録
の
対
象
を
明
確
に
し
、
管
理
す
る
。
 

(3
) 
記
録
は
､
読
み
や
す
く
､容
易
に
識
別
可
能
か
つ
検
索
可
能
と
す
る
｡ 

 (2
) 
原
子
力
部
門
は
､記
録
の
識
別
､
保
管
､
保
護
､
検
索
､保
管
期
間
お
よ
び
廃
棄
に
関
し
て
必
要
な

管
理
を
規
定
す
る
た
め
に
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
｡ 
 

５
．
経
営
者
の
責
任
 

５
．
１

 
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
実
施
な
ら
び
に
そ
の
有
効
性
を
継
続

的
に
改
善
す
る
こ
と
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
証
拠
を
、
次
の
事
項
に
よ
っ
て
示
す
。
 

 b)
 品
質
方
針
を
設
定
す
る
。（
５
．
３
参
照
）
 

c)
 管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
（
５
．
４
．

１
参
照
）
 

f)
 安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

  d)
 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。（
５
．
６
参
照
）
 

e)
 
管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
維
持
に
必
要
な
資
源

が
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
（
６
．
参
照
）
 

a)
 
法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
原
子
力
安
全
の
重
要
性

を
原
子
力
部
門
内
に
周
知
す
る
。
 

    

５
．
２
 
原
子
力
安
全
の
重
視

 

原
子
力
安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
、
社
長
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が

決
定
さ
れ
、
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
（
７
．
２
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
１
参

照
）

 

 ５
．
３

 
品
質
方
針

 

社
長
は
、
品
質
方
針
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

   a
) 
原
子
力
部
門
の
目
的
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。

 

f
) 
組
織
運
営
に
関
す
る
方
針
と
整
合
が
と
れ
て
い
る
。
 

g
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
で
作
成
さ
れ
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
識
別
し
、
そ
の
配
付
を

管
理
す
る
こ
と
。
 

 h
) 
廃
止
し
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
文
書
を
保
持
す
る
と
き
は
、
そ
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
識
別

し
、
管
理
す
る
こ
と
。
 

４
．
２
．
４
 
記
録
の
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
管
規
則
に
規
定
す
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
実
証
す
る
記
録
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録

を
、
読
み
や
す
く
容
易
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
作
成
し
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
記
録
の
識
別
､保
存
､保
護
､
検
索
、
お
よ
び
廃
棄
に
関
し
、
所
要
の

管
理
の
方
法
を
定
め
た
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
作
成
す
る
｡
 

５
．
経
営
責
任
者
等
の
責
任
 

５
．
１
経
営
責
任
者
の
原
子
力
の
安
全
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
 

社
長
は
、
原
子
力
の
安
全
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
責
任
を
持
っ
て
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
、
実
施
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
を
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
す
る
。
 

a
) 
品
質
方
針
を
定
め
る
こ
と
。
 

b
) 
品
質
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

 c
) 
要
員
が
、
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
（
要
員
が
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
維
持
す
る
取
組
に
参
画
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
）
。
 

d
) 
５
．
６
．
１
に
規
定
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

e
) 
資
源
が
利
用
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。
 

 f
) 
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
そ
の
他
原
子
力
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
要
員

に
周
知
す
る
こ
と
。
 

g
) 
保
安
活
動
に
関
す
る
担
当
業
務
を
理
解
し
、
遂
行
す
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
を
、
要
員
に

認
識
さ
せ
る
こ
と
。
 

h
) 
全
て
の
階
層
で
行
わ
れ
る
決
定
が
、
原
子
力
の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
、
そ
の
優
先
順
位

お
よ
び
説
明
す
る
責
任
を
考
慮
し
て
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

５
．
２

 原
子
力
の
安
全
の
確
保
の
重
視
 

社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
意
思
決
定
に
あ
た
り
、
機
器
等
お
よ
び
個
別
業
務
が
個
別
業
務
等
要

求
事
項
に
適
合
し
、
か
つ
、
原
子
力
の
安
全
が
そ
れ
以
外
の
事
由
に
よ
り
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
。
 

５
．
３

 品
質
方
針
 

社
長
は
、
品
質
方
針
（
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の

（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
技
術
的
、
人
的
、
お
よ
び
組
織
的
要
因
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
間
の
相
互

作
用
が
原
子
力
の
安
全
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
組
織
全
体
の
安

全
文
化
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
）
を
含
む
。
）
が
次
に
掲
げ
る
事
項
に

適
合
し
て
い
る
よ
う
に
す
る
。

 

a
) 
原
子
力
部
門
の
目
的
お
よ
び
状
況
に
対
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
（
組
織
運
営
に
関

す
る
方
針
と
整
合
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
む
）
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

b)
 要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善

に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
む
。
 

c)
 品
質
目
標
の
設
定
お
よ
び
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
枠
組
み
を
与
え
る
。
 

d)
 原
子
力
部
門
全
体
に
伝
達
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
。
 

e)
 
適
切
性
の
持
続
の
た
め
に
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
。
 

 

５
．
４

 
計
画
 

５
．
４
．
１

 品
質
目
標
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
の
し
か
る
べ
き
部
門
お
よ
び
階
層
で
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対

す
る
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
も
の
を
含
む
品
質
目
標
（
７
．
１
（
３
）
ａ
）
参

照
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

     (
2)
 品
質
目
標
は
、
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で
、
品
質
方
針
と
の
整
合
を
と
る
。
 

  (
3)

 原
子
力
部
門
は
、
品
質
目
標
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
５
．
４
項
に
係
る
社
内

標
準
を
確
立
す
る
。
 

５
．
４
．
２
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画

 

社
長
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

a)
 品
質
目
標
に
加
え
て
４
．
１
に
規
定
す
る
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め
に
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
維
持
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
。
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
計
画
し
、
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
が

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
全
体
の
体
系
に
対
し
て
矛
盾
な
く
、
整
合
性
が
取
れ
て

い
る
。
 

        

５
．
５

 
責
任
、
権
限
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

５
．
５
．
１

 責
任
お
よ
び
権
限

 

社
長
は
、
第
５
条
、
第
１
０
条
お
よ
び
第
１
０
条
の
２
に
定
め
る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。
）
と
権
限
が
、
原
子
力
部
門
全
体
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
 

    

b
) 
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
に
社
長
が

責
任
を
持
っ
て
関
与
す
る
こ
と
。
 

c
) 
品
質
目
標
を
定
め
、
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
の
枠
組
み
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

d
) 
要
員
に
周
知
さ
れ
、
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

e
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な
改
善
に
社
長
が
責
任
を
持
っ
て
関
与
す
る
こ

と
。
 

５
．
４

 計
画
 

５
．
４
．
１
 
品
質
目
標
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
に
お
い
て
、
品
質
目
標
（
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
の
た
め

に
必
要
な
目
標
を
含
む
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
は
、
品
質
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、
次
の
事
項
を
含
む
。

 

a
) 
実
施
事
項

 

b
) 
必
要
な
資
源

 

c
) 
責
任
者
 

d
) 
実
施
事
項
の
完
了
時
期
 

e
) 
結
果
の
評
価
方
法
 

(2
) 
社
長
は
、
品
質
目
標
が
、
そ
の
達
成
状
況
を
評
価
し
得
る
（
品
質
目
標
の
達
成
状
況
を
監
視

測
定
し
、
そ
の
達
成
状
況
を
評
価
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
）
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
品
質

方
針
と
整
合
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
目
標
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
５
．
４
項
に
係
る
社
内

標
準
を
確
立
す
る
。
 

５
．
４
．
２

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

(1
)
 社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
４
．
１
の
規
定
に
適
合
す
る
よ
う
、
そ
の
実
施

に
あ
た
っ
て
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。

 

 (2
) 
社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
組
織
の
変
更
（
累
積
的
な
影
響
が
生
じ
得
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び

組
織
の
軽
微
な
変
更
を
含
む
。）
を
含
む
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
が
計
画
さ

れ
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
不
備
の

な
い
状
態
に
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に

応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
適
切
に
考
慮
す
る
。

 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
目
的
お
よ
び
当
該
変
更
に
よ
り
起
こ
り
得
る
結
果

（
当
該
変
更
に
よ
る
原
子
力
の
安
全
へ
の
影
響
の
程
度
の
分
析
お
よ
び
評
価
、
な
ら
び
に
当

該
分
析
お
よ
び
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
を
含
む
。
）
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
 

c
) 
資
源
の
利
用
可
能
性
 

d
) 
責
任
お
よ
び
権
限
の
割
当
て
 

５
．
５

 責
任
、
権
限
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

５
．
５
．
１
 
責
任
お
よ
び
権
限
 

社
長
は
、
第
５
条
、
第
１
０
条
お
よ
び
第
１
０
条
の
２
に
定
め
る
責
任
（
担
当
業
務
に
応
じ

て
、
原
子
力
部
門
の
内
外
に
対
し
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。
）
お
よ
び

権
限
な
ら
び
に
原
子
力
部
門
相
互
間
の
業
務
の
手
順
（
原
子
力
部
門
間
で
連
携
が
必
要
な
業
務
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
業
務
（
情
報
の
伝
達
を
含
む
。
）
が
停
滞
し
、
断
続
す
る
こ
と
な
く
遂
行
で

き
る
仕
組
み
を
い
う
。
）
を
定
め
さ
せ
、
関
係
す
る
要
員
が
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

５
．
５
．
２
 管
理
責
任
者
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。）
の
管
理
責
任
者
と

し
、
経
営
監
査
室
長
を
経
営
監
査
室
の
管
理
責
任
者
と
し
て
任
命
す
る
。
 

 (2
) 
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
、
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
、

次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を
も
つ
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実

に
す
る
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無

に
つ
い
て
、
社
長
に
報
告
す
る
。
 

c
) 
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。）
全
体
に
わ
た
っ
て
、
関
係
法
令
の
遵
守
お
よ
び
原

子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

(3
) 
管
理
責
任
者
（
経
営
監
査
室
長
）
、
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
、
次
に

示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を
も
つ
。
 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実

に
す
る
。
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無

に
つ
い
て
、
社
長
に
報
告
す
る
。
 

c)
 
経
営
監
査
室
全
体
に
わ
た
っ
て
、
関
係
法
令
の
遵
守
お
よ
び
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認

識
を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

５
．
５
．
３

 プ
ロ
セ
ス
責
任
者

 

社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
に
対
し
、
所
掌
す
る
業
務
に
関
し
て
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権

限
を
与
え
る
。

 

    a)
 プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。

 

 b)
 業
務
に
従
事
す
る
要
員
の
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
る
。
 

c)
 業
務
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る
。
（
５
．
４
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
３

参
照
）
。
 

d)
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

          

５
．
５
．
２

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
責
任
者
 

(
1)
 社
長
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。）
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
責
任
者
と
し
て
、
経
営
監
査
室
長
を
経
営
監
査
室
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
管
理
責
任
者
と
し
て
任
命
す
る
。
 

(2
) 
社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
責
任
者
に
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
責
任

お
よ
び
権
限
を
与
え
る
。
 

a
) 
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状
況
お
よ
び
そ
の
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
社
長

に
報
告
す
る
こ
と
。

 

c
) 
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
力
の
安
全
の
確
保

に
つ
い
て
の
認
識
が
向
上
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

d
) 
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。
 

        

５
．
５
．
３
 管
理
者
 

(1
) 
社
長
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
管
理
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
者
（
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い

て
、
管
理
者
と
し
て
責
任
お
よ
び
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
者
、
以
下
、
「
管
理
者
」
と
い

う
。）
に
、
当
該
管
理
者
が
管
理
監
督
す
る
業
務
に
係
る
責
任
お
よ
び
権
限
を
与
え
る
。

 

な
お
、
管
理
者
に
代
わ
り
、
個
別
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
を
管
理
す
る
責
任
者
を
置
い
て
、
そ
の

業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
責
任
者
の
責
任
お
よ
び
権
限

は
、
文
書
で
明
確
に
定
め
る
。

 

a
) 
個
別
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
が
維
持
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

b
) 
要
員
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
つ
い
て
の
認
識
が
向
上
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

 c
) 
個
別
業
務
の
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う
こ
と
。
 

 d
) 
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
。
 

e
) 
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。
 

(2
) 
管
理
者
は
、

(1
)の
責
任
お
よ
び
権
限
の
範
囲
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
の
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
確
実
に
実
施
す
る
。
 

a)
 
品
質
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
の
達
成
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
業
務
の
実
施
状
況
を

監
視
測
定
す
る
こ
と
。
 

b)
 
要
員
が
、
原
子
力
の
安
全
に
対
す
る
意
識
を
向
上
し
、
か
つ
、
原
子
力
の
安
全
へ
の
取
組

を
積
極
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

c)
 
原
子
力
の
安
全
に
係
る
意
思
決
定
の
理
由
お
よ
び
そ
の
内
容
を
、
関
係
す
る
要
員
に
確
実

に
伝
達
す
る
こ
と
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

         

５
．
５
．
４

 内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ

れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
ま
た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
関
し
て
の
情

報
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
５
．

５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

 

５
．
６

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

５
．
６
．
１

 一
般

 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
引
き
続
き
、
適
切
、
妥
当
か

つ
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
年
１
回
（
原
則
と
し
て
年
度
末
）
以
上
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。

 

   (2
) 
発
電
所
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を

表
３
－
２
の
５
．
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
基
づ
き
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部

長
）
へ
報
告
す
る
。
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
お
よ
び
経
営
監
査
室
長
）
は
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
含
む
自
ら
が
所
管
す
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
活
動
を
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
す
る
。
 

(3
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
の
機
会
の
評
価
、

な
ら
び
に
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
を
含
む
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
必
要

性
の
評
価
も
行
う
。
な
お
、
第
５
条
第
１
項

(
18
)
に
定
め
る
関
係
す
る
部
門
に
つ
い
て
も
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
基
づ
い
て
社
長
が
必
要
な
業
務
の
指
示
を
行
う
。
 

(
4)

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
は
、
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

５
．
６
．
２
 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
情
報
を
含
め
る
。

 

 a)
 監
査
の
結
果
 

b)
 原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方
（
８
．
２
．
１
参
照
）
 

  c)
 プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
（
品
質
目
標
の
達
成
状
況
を
含
む
。）
な
ら
び
に
検
査

お
よ
び
試
験
の
結
果
（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

  

d)
 
常
に
問
い
か
け
る
姿
勢
お
よ
び
学
習
す
る
姿
勢
を
要
員
に
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
要
員

が
、
積
極
的
に
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
関
す
る
問
題
の
報
告
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
 

e)
 
要
員
が
、
積
極
的
に
業
務
の
改
善
に
対
す
る
貢
献
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

(3
) 
管
理
者
は
、
管
理
監
督
す
る
業
務
に
関
す
る
自
己
評
価
（
安
全
文
化
に
つ
い
て
の
弱
点
の
あ

る
分
野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
を
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間

隔
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
お
よ
び
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
保

安
活
動
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
課
題
な
ら
び
に
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
変
更
を
考
慮
に
入
れ
て
設
定
さ
れ
た
間
隔
を
い
う
。）
で
行
う
。
 

５
．
５
．
４
 
組
織
の
内
部
の
情
報
の
伝
達
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
内
部
の
情
報
が
適
切
に
伝
達
さ
れ
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
に
関
す
る
情
報
が
確
実
に

伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
必
要
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
必
要
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
場
や
仕
組
み
を
決
め
、
実
行
す
る
た
め
、
表
３
－
２
の
５
．

５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。

 

５
．
６

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

５
．
６
．
１
 
一
般
 

社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
改
善
の
機
会
を

得
て
、
保
安
活
動
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
評

価
（
以
下
、
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
。
）
を
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔

（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
お
よ
び
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
保
安
活
動

と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
課
題
な
ら
び
に
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
考

慮
に
入
れ
て
設
定
さ
れ
た
間
隔
を
い
う
。
）
で
行
う
。
 

          

５
．
６
．
２

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
に
用
い
る
情
報

 

原
子
力
部
門
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
情
報
を
報

告
す
る
。

 

a
) 
内
部
監
査
の
結
果
 

b
) 
原
子
力
部
門
が
外
部
の
組
織
ま
た
は
者
か
ら
監
査
、
評
価
を
受
け
る
外
部
監
査
（
安
全
文

化
の
外
部
評
価
を
含
む
。
）
の
結
果

(
外
部
監
査
を
受
け
た
場
合
に
限
る
。
)、
地
域
住
民
の

意
見
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
意
見
等
を
含
む
、
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
の
意
見
 

c
) 
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
状
況
（

J
IS

 Q
9
00
1
の
「
プ
ロ
セ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ら
び
に
製
品

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
適
合
の
状
況
」
お
よ
び
「
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
で
得
ら
れ
た
結

果
」
に
相
当
す
る
も
の
を
い
う
。）

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

       e)
 安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
の
実
施
状
況
 

  f)
 関
係
法
令
の
遵
守
状
況

 
d)

 予
防
処
置
お
よ
び
是
正
処
置
の
状
況
（
８
．
５
．
２
お
よ
び
８
．
５
．
３
参
照
）
 

  g)
 前
回
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
５
．
６
．

３
参
照
）
 

h)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
変
更
 

i)
 
改
善
の
た
め
の
提
案
 

    

５
．
６
．
３

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
事
項
に
関
す
る
決
定
お
よ
び
処

置
す
べ
て
を
含
め
る
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
の
改
善
 

  b)
 業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
に
か
か
わ
る
改
善

 

c)
 
資
源
の
必
要
性

 

        

６
．
資
源
の
運
用
管
理

 

６
．
１

 
資
源
の
提
供
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
表
３
－
２
の
６
．
１
項
、
６
．
２
項
お
よ
び

７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
提
供
す
る
。

 

    

d
) 
使
用
前
事
業
者
検
査
お
よ
び
定
期
事
業
者
検
査
（
以
下
、
「
使
用
前
事
業
者
検
査
等
」
と
い

う
。）
な
ら
び
に
自
主
検
査
等
の
結
果

 

こ
こ
で
「
自
主
検
査
等
」
と
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
判
定
す
る
た
め
、
原
子
力

部
門
が
使
用
前
事
業
者
検
査
等
の
ほ
か
に
自
主
的
に
行
う
、
合
否
判
定
基
準
の
あ
る
検

証
、
妥
当
性
確
認
、
監
視
測
定
、
試
験
お
よ
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
も
の
を
い
う
。

 

e
) 
品
質
目
標
の
達
成
状
況
 

 f
) 
健
全
な
安
全
文
化
の
育
成
お
よ
び
維
持
の
状
況
（
内
部
監
査
に
よ
る
安
全
文
化
の
育
成
お

よ
び
維
持
の
取
組
状
況
に
係
る
評
価
の
結
果
な
ら
び
に
管
理
者
に
よ
る
安
全
文
化
に
つ
い

て
の
弱
点
の
あ
る
分
野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
に
係
る
自
己
評
価
の
結
果
を
含
む
。
）
 

g
) 
関
係
法
令
の
遵
守
状
況
 

h
) 
不
適
合
な
ら
び
に
是
正
処
置
お
よ
び
未
然
防
止
処
置
の
状
況
（
原
子
力
部
門
の
内
外
で
得

ら
れ
た
知
見
（
技
術
的
な
進
歩
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
を
含
む
。
）、
な
ら
び
に
不
適
合
そ

の
他
の
事
象
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
含
む
。
）
 

i
) 
従
前
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
受
け
て
講
じ
た
措
置
 

 j
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更

 

k
) 
原
子
力
部
門
ま
た
は
要
員
か
ら
の
改
善
の
た
め
の
提
案
 

l
) 
資
源
の
妥
当
性
 

m
) 
保
安
活
動
の
改
善
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
（
品
質
方
針
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

原
子
力
部
門
の
内
外
の
課
題
を
明
確
に
し
、
当
該
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
含
む
。
）
の
実

効
性
 

５
．
６
．
３
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
受
け
て
行
う
措
置

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
受
け
て
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
の
実
効
性
の
維
持
に
必
要
な
改
善
（
改

善
の
機
会
を
得
て
実
施
さ
れ
る
原
子
力
部
門
の
業
務
遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
活

動
を
い
う
。）

 

b
) 
個
別
業
務
に
関
す
る
計
画
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
に
関
連
す
る
保
安
活
動
の
改
善
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
お
よ
び
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
必
要

な
資
源
 

d
) 
健
全
な
安
全
文
化
の
育
成
お
よ
び
維
持
に
関
す
る
改
善
（
安
全
文
化
に
つ
い
て
の
弱
点
の

あ
る
分
野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
改
善
策
の
検
討
を
含

む
。
）
 

e
) 
関
係
法
令
の
遵
守
に
関
す
る
改
善
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す

る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、

(1
)の
決
定
を
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

６
．
資
源
の
管
理
 

６
．
１

 資
源
の
確
保
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
の
安
全
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
資
源
を

表
３
－
２
の
６
．
１
項
、
６
．
２
項
お
よ
び
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
定
め

（
本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
の
事
項
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
を
特
定
し
た

上
で
、
原
子
力
部
門
の
内
部
で
保
持
す
べ
き
資
源
と
原
子
力
部
門
の
外
部
か
ら
調
達
で
き
る
資
源

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

   ６
．
３

 
原
子
炉
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
原
子
炉
施
設
を
表
３
－
２
の
７
．
１

項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
維
持
管
理
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
表
３
－
２
の

７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
維
持
す
る
。
 

６
．
４

 
作
業
環
境

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
作
業
環
境
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項

に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
運
営
管
理
す
る
。
 

 

６
．
２
 
人
的
資
源

 

６
．
２
．
１

 一
般

 

原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要
員
は
、
適
切
な
教
育
、
訓
練
、
技
能

お
よ
び
経
験
を
判
断
の
根
拠
と
し
て
力
量
を
有
す
る
。

 

 

６
．
２
．
２
 力
量
、
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識

 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
５
．
４
項
お
よ
び
６
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次

の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

a)
 原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要
員
に
必
要
な
力
量
を
明
確
に
す

る
。
 

b)
 必
要
な
力
量
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
､そ
の
必
要
な
力
量
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
教
育
・
訓
練
を
行
う
か
、
ま
た
は
他
の
処
置
を
と
る
。
 

c)
 教
育
・
訓
練
ま
た
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。
 

d)
 原
子
力
部
門
の
要
員
が
、
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意
味
お
よ
び
重
要
性
を
認
識
し
、
品
質
目

標
の
達
成
に
向
け
て
自
ら
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
を
確
実
に
す

る
。

 

  e)
 教
育
、
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す
る
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

７
．
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施

 

７
．
１

 
業
務
の
計
画
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
お
よ
び
表
３
－
２
の
７
．

１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
基
づ
き
、
保
安
活
動
に
関
す
る
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
計
画

し
、
構
築
す
る
。

 

 (2
) 
業
務
の
計
画
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
そ
の
他
の
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
事
項
と
整

合
を
と
る
。
（
４
．
１
参
照
）
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
に
当
た
っ
て
、
次
の
各
事
項
に
つ
い
て
適
切
に
明
確
化
す

る
。
な
お
、
d
)に
つ
い
て
は
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
す

る
。
 

  

（
組
織
の
外
部
か
ら
調
達
す
る
者
を
含
む
。
）
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
い

う
。
）
、
こ
れ
を
確
保
し
、
お
よ
び
管
理
す
る
。
 

a
) 
要
員
 

b
) 
個
別
業
務
に
必
要
な
施
設
、
設
備
、
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
（
J
IS

 
Q9
00

1
の
「
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
」
を
い
う
。
）

 

   c
) 
作
業
環
境
（
作
業
場
所
の
放
射
線
量
、
温
度
、
照
度
、
狭
小
の
程
度
等
の
作
業
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
事
項
を
含
む
。
）
 

 d
) 
そ
の
他
必
要
な
資
源
 

６
．
２

 要
員
の
力
量
の
確
保
お
よ
び
教
育
訓
練
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
の
実
施
に
必
要
な
技
能
お
よ
び
経
験
を
有
し
、
意
図
し
た
結
果

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
技
能
な
ら
び
に
そ
れ
を
適
用
す
る
能
力
（
以
下
、

「
力
量
」
と
い
う
。
ま
た
、
力
量
に
は
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
す
る
技
術
的
、
人
的
お
よ

び
組
織
的
側
面
に
関
す
る
知
識
を
含
む
。）
が
実
証
さ
れ
た
者
を
要
員
に
充
て
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
要
員
の
力
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
表

３
－
２
の
５
．
４
項
お
よ
び
６
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を

行
う
。

 

a)
 要
員
に
ど
の
よ
う
な
力
量
が
必
要
か
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
。
 

 b)
 要
員
の
力
量
を
確
保
す
る
た
め
に
教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
（
必
要
な
力
量
を
有
す
る
要

員
を
新
た
に
配
属
し
、
ま
た
は
雇
用
す
る
こ
と
を
含
む
。）
を
講
ず
る
こ
と
。

 

c)
 教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
の
実
効
性
を
評
価
す
る
こ
と
。
 

d)
 要
員
が
自
ら
の
個
別
業
務
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
 

(
a)
 品
質
目
標
の
達
成
に
向
け
た
自
ら
の
貢
献
 

(
b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
維
持
す
る
た
め
の
自
ら
の
貢
献

 

(
c)
 原
子
力
の
安
全
に
対
す
る
当
該
個
別
業
務
の
重
要
性
 

e)
 要
員
の
力
量
お
よ
び
教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す

る
こ
と
。

 

７
．
個
別
業
務
に
関
す
る
計
画
の
策
定
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
 

７
．
１
 
個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
３
項
お
よ
び
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内

標
準
に
基
づ
き
、
個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
を
策
定
す
る
（
４
．
１

(2
)
c)
を
考
慮
し
て
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
と
と
も
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
す

る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
計
画
と
当
該
個
別
業
務
以
外
の
プ
ロ
セ
ス
に
係
る
個
別
業
務
等
要
求

事
項
と
の
整
合
性
（
業
務
計
画
を
変
更
す
る
場
合
の
整
合
性
を
含
む
。
）
を
確
保
す
る
。

 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
に
関
す
る
計
画
（
以
下
、
「
個
別
業
務
計
画
」
と
い
う
。
）
の

策
定
ま
た
は
変
更
（
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
組
織
の
変
更
（
累
積
的
な
影
響
が
生
じ
得
る
プ
ロ
セ
ス

お
よ
び
組
織
の
軽
微
な
変
更
を
含
む
。
）
を
含
む
。
）
を
行
う
に
あ
た
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
明
確
に
す
る
。

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

   a)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
品
質
目
標
お
よ
び
要
求
事
項
 

b)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
特
有
な
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
文
書
の
確
立
の
必
要
性
、
な
ら
び
に

資
源
の
提
供
の
必
要
性
 

c)
 
そ
の
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
た
め
の
検
証
、
妥
当
性
確
認
、
監
視
、
測
定
、
検
査
お
よ
び

試
験
活
動
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
合
否
判
定
基
準
 

 d)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
そ
の
結
果
が
、
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
実
証
す
る
た
め
に
必
要
な
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 (
4)

 こ
の
計
画
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
原
子
力
部
門
の
運
営
方
法
に
適
し
た
形
式
に
す
る
。
 

 

７
．
２
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 

７
．
２
．
１

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
明
確
化

 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
で
明
確
に
す
る
。
 

b)
 明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
不
可
欠
な
要
求
事
項

 

 a)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項

 

c)
 
原
子
力
部
門
が
必
要
と
判
断
す
る
追
加
要
求
事
項
す
べ
て
 

７
．
２
．
２
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
の
レ
ビ

ュ
ー
は
、
そ
の
要
求
事
項
を
適
用
す
る
前
に
実
施
す
る
。
 

(2
) 
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

 

a)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 

b)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
以
前
に
提
示
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合
に

は
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。

 

c)
 
原
子
力
部
門
が
、
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す
能
力
を
も
っ
て
い
る
。

 

 

(3
) 
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の
記
録

を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(4
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
書
面
で
示
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門

は
そ
の
要
求
事
項
を
適
用
す
る
前
に
確
認
す
る
。
 

(
5)

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
関

連
す
る
文
書
と
し
て
業
務
の
計
画
を
修
正
す
る
。
ま
た
、
変
更
後
の
要
求
事
項
が
、
関
連
す
る

要
員
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

７
．
２
．
３
 外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
関
し
て
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
効

果
的
な
方
法
を
表
３
－
２
の
７
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
で
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。

 

     

a
) 
個
別
業
務
計
画
の
策
定
ま
た
は
変
更
の
目
的
お
よ
び
当
該
計
画
の
策
定
ま
た
は
変
更
に
よ

り
起
こ
り
得
る
結
果
（
当
該
変
更
に
よ
る
原
子
力
の
安
全
へ
の
影
響
の
程
度
の
分
析
お
よ
び

評
価
、
な
ら
び
に
当
該
分
析
お
よ
び
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
を
含
む
。）

 

b
) 
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
係
る
品
質
目
標
お
よ
び
個
別
業
務
等
要
求
事
項
 

c
) 
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
固
有
の
プ
ロ
セ
ス
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
お
よ
び
資
源
 

 d
) 
使
用
前
事
業
者
検
査
等
、
検
証
、
妥
当
性
確
認
お
よ
び
監
視
測
定
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
個

別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
判
定
す
る
た
め
の
基
準
（
以
下
、
「
合
否
判
定
基

準
」
と
い
う
。
）

 

e
) 
個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
当
該
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
し
た
結
果
が
個
別
業
務
等

要
求
事
項
に
適
合
す
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
必
要
な
記
録
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
策
定
し
た
個
別
業
務
計
画
を
、
そ
の
個
別
業
務
の
作
業
方
法
に
適
し
た
も

の
と
す
る
。
 

７
．
２

 個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 

７
．
２
．
１
 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
し
て
明
確
に
す
べ
き
事
項
 

原
子
力
部
門
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
し
て
明
確
に
定
め
る
。
 

a
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
が
明
示
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に

必
要
な
要
求
事
項

 

b
) 
関
係
法
令

 

c
) 
a)
お
よ
び

b)
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
す
る
要
求
事
項

 

７
．
２
．
２

 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
審
査
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
個

別
業
務
等
要
求
事
項
の
審
査
を
実
施
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
審
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
確
認
す
る
。
 

a
) 
当
該
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

b
) 
当
該
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
相

違
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
相
違
点
が
解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

c
) 
原
子
力
部
門
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
す
る
た
め
の

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
審
査
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措

置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

  (4
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
関
連
す
る
文

書
が
改
訂
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
要
員
に
対
し
変
更
後
の
個
別
業
務
等
要

求
事
項
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

７
．
２
．
３
 
組
織
の
外
部
の
者
と
の
情
報
の
伝
達
等
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
か
ら
の
情
報
の
収
集
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
外
部

の
者
へ
の
情
報
の
伝
達
の
た
め
に
、
次
の
事
項
を
含
む
、
実
効
性
の
あ
る
方
法
を
表
３
－
２
の

７
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
で
明
確
に
定
め
、
こ
れ
を
実
施
す
る
。

 

a
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
と
効
果
的
に
連
絡
し
、
適
切
に
情
報
を
通
知
す
る
方
法
 

b
) 
予
期
せ
ぬ
事
態
に
お
け
る
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
と
の
時
宜
を
得
た
効
果
的
な
連
絡
方

法
 

c
) 
原
子
力
の
安
全
に
関
連
す
る
必
要
な
情
報
を
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
に
確
実
に
提
供
す
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

   

７
．
３

 
設
計
・
開
発
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

７
．
３
．
１

 設
計
・
開
発
の
計
画
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
設
計
・
開
発
の
計
画
を
策
定
し
、
管
理
す
る
。

 

      (2
) 
設
計
・
開
発
の
計
画
に
お
い
て
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
明
確
に
す
る
。

 

a)
 
設
計
・
開
発
の
段
階
 

b)
 
設
計
・
開
発
の
各
段
階
に
適
し
た
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
 

 c)
 
設
計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。
）
お

よ
び
権
限
 

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
な

割
当
て
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
設
計
・
開
発
に
関
与
す
る
グ
ル
ー
プ
間
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

を
運
営
管
理
す
る
。
 

(4
) 
設
計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
、
策
定
し
た
計
画
を
適
切
に
更
新
す
る
。
 

 

７
．
３
．
２
 設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。

（
４
．
２
．
４
参
照
）
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。
 

 

a)
 機
能
お
よ
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項
 

c)
 適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
以
前
の
類
似
し
た
設
計
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
 

 b)
 適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

d)
 設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事
項
 

(
2)

 原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
切
性
を
レ
ビ
ュ

ー
し
、
承
認
す
る
。
要
求
事
項
は
、
漏
れ
が
な
く
、
あ
い
ま
い
で
な
く
、
相
反
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
。
 

７
．
３
．
３

 設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 

(1
) 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
対
比
し
た
検
証

を
行
う
の
に
適
し
た
形
式
と
す
る
。
ま
た
、
リ
リ
ー
ス
の
前
に
、
承
認
を
受
け
る
。
 

  (2
) 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
次
の
状
態
と
す
る
。
 

 

る
方
法
 

d
) 
原
子
力
の
安
全
に
関
連
す
る
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
の
懸
念
や
期
待
を
把
握
し
、
意
思

決
定
に
お
い
て
適
切
に
考
慮
す
る
方
法
 

７
．
３

 設
計
開
発
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。

 

７
．
３
．
１
 
設
計
開
発
計
画

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
（
専
ら
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
用
い
る
た
め
の
設
計
開
発
に
限

る
。
）
の
計
画
（
以
下
、「
設
計
開
発
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る
（
不
適
合
お
よ
び
予
期
せ

ぬ
事
象
の
発
生
等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
活
動
（
４
．
１
 
(2

)c
)
の
事
項
を
考
慮
し
て
行

う
も
の
を
含
む
。）
を
行
う
こ
と
を
含
む
。）
と
と
も
に
、
設
計
開
発
を
管
理
す
る
。
 

こ
の
設
計
開
発
に
は
、
設
備
、
施
設
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
手
順
書
等
に
関
す
る
設
計
開

発
を
含
む
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
の
た
め
に
重
要
な
手
順
書
等
の
設
計
開
発

に
つ
い
て
は
、
新
規
制
定
の
場
合
に
加
え
、
重
要
な
変
更
が
あ
る
場
合
に
も
行
う
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
確
に
す
る
。

 

a
) 
設
計
開
発
の
性
質
、
期
間
お
よ
び
複
雑
さ
の
程
度
 

b
) 
設
計
開
発
の
各
段
階
に
お
け
る
適
切
な
審
査
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
の
方
法
な
ら
び

に
管
理
体
制
 

c
) 
設
計
開
発
に
係
る
部
門
お
よ
び
要
員
の
責
任
お
よ
び
権
限
 

 d
) 
設
計
開
発
に
必
要
な
原
子
力
部
門
の
内
部
お
よ
び
外
部
の
資
源
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
実
効
性
の
あ
る
情
報
の
伝
達
な
ら
び
に
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
な
割
当

て
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
設
計
開
発
に
関
与
す
る
各
者
間
の
連
絡
を
管
理
す
る
。

 

 (4
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
設
計
開
発
計
画
を
、
設
計
開
発
の
進
行
に
応
じ
て

適
切
に
変
更
す
る
。
 

７
．
３
．
２

 
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
し
て
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
で
あ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
も
の
を
明
確
に
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管

理
す
る
。

 

a
) 
機
能
お
よ
び
性
能
に
係
る
要
求
事
項
 

b
) 
従
前
の
類
似
し
た
設
計
開
発
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
設
計
開
発
に
用
い
る

情
報
と
し
て
適
用
可
能
な
も
の
 

c
) 
関
係
法
令

 

d
) 
そ
の
他
設
計
開
発
に
必
要
な
要
求
事
項
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
承
認
す

る
。
 

 ７
．
３
．
３
 
設
計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報
を
、
設
計
開
発
に
用
い
た
情
報
と
対
比
し

て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
形
式
に
よ
り
管
理
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
次
の
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
に
進
む
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、

 

当
該
設
計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報
を
承
認
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報
を
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
適
合
す
る
も
の

と
す
る
。

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

a)
 設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す
。
 

b)
 調
達
、
業
務
の
実
施
（
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
含
む
。
）
に
対
し
て
適
切
な
情
報
を
提
供
す

る
。
 

c)
 関
係
す
る
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
を
含
む
か
、
ま
た
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い

る
。
 

d)
 
安
全
な
使
用
お
よ
び
適
正
な
使
用
に
不
可
欠
な
原
子
炉
施
設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。

 

 

７
．
３
．
４

 設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(1
) 
設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を
目
的
と
し
て
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り

に
（
７
．
３
．
１
参
照
）
体
系
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
 

 

a)
 設
計
・
開
発
の
結
果
が
、
要
求
事
項
を
満
た
せ
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
。

 

b)
 
問
題
を
明
確
に
し
、
必
要
な
処
置
を
提
案
す
る
。
 

 

(
2)

 レ
ビ
ュ
ー
へ
の
参
加
者
に
は
、
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
設
計
・
開
発
段
階
に
関
連

す
る
部
門
を
代
表
す
る
者
お
よ
び
当
該
設
計
・
開
発
に
係
る
専
門
家
を
含
め
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ

ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参

照
）
 

 ７
．
３
．
５

 設
計
・
開
発
の
検
証
 

(1
) 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
て
い

る
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
（
７
．

３
．
１
参
照
）
検
証
を
実
施
す
る
。
 

 

こ
の
検
証
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．

２
．
４
参
照
）

 

(
2)

 設
計
・
開
発
の
検
証
は
、
原
設
計
者
以
外
の
者
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
。
 

７
．
３
．
６

 設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(1
) 
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
原
子
炉
施
設
が
、
指
定
さ
れ
た
用
途
ま
た
は
意
図
さ
れ
た
用
途
に
応

じ
た
要
求
事
項
を
満
た
し
得
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
し
た
方
法
（
７
．
３
．
１

参
照
）
に
従
っ
て
、
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
す
る
。
 

  (2
) 
実
行
可
能
な
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
原
子
炉
施
設
の
使
用
前
に
、
妥
当
性
確
認
を
完
了
す

る
。
 

(
3)

 妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。

（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

７
．
３
．
７

 設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
 

(1
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
を
明
確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

  (2
) 
変
更
に
対
し
て
、
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
を
適
切
に
行
い
、
そ
の
変
更
を
実

施
す
る
前
に
承
認
す
る
。
 

a
) 
設
計
開
発
に
係
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

b
) 
調
達
、
機
器
等
の
使
用
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
の
た
め
に
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
 

c
) 
合
否
判
定
基
準
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 d
) 
機
器
等
を
安
全
か
つ
適
正
に
使
用
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
当
該
機
器
等
の
特
性
が
明
確
で

あ
る
こ
と
。
 

７
．
３
．
４
 
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
目
的
と
し
た
体
系
的
な
審
査
（
以
下
、
「
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
。）
を

実
施
す
る
。
 

a
) 
設
計
開
発
の
結
果
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
。
 

b
) 
設
計
開
発
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
問
題
の
内
容
を
明
確
に
し
、
必
要
な

措
置
を
提
案
す
る
こ
と
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
に
、
当
該
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
設
計
開
発
段
階
に
関
連
す
る
部
門
の
代
表
者
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
に
係
る
専
門
家
を
参
加

さ
せ
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の

結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

７
．
３
．
５
 
設
計
開
発
の
検
証
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
が
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
状
態
を
確

保
す
る
た
め
に
、
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
検
証
を
実
施
す
る
（
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
プ

ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
移
行
す
る
前
に
、
当
該
設
計
開
発
に
係
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の

適
合
性
の
確
認
を
行
う
こ
と
を
含
む
）。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
当
該
検
証
の
結
果
に
基
づ
き

講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
当
該
設
計
開
発
を
行
っ
た
要
員
に
当
該
設
計
開
発
の
検
証
を
さ
せ
な
い
。
 

７
．
３
．
６
 
設
計
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た

め
に
、
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
、
当
該
設
計
開
発
の
妥
当
性
確
認
（
以
下
、「
設
計
開
発
妥
当

性
確
認
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
（
機
器
等
の
設
置
後
で
な
け
れ
ば
妥
当
性
確
認
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
機
器
等
の
使
用
を
開
始
す
る
前
に
、
設
計
開
発
妥
当
性
確

認
を
行
う
こ
と
を
含
む
）。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
設

計
開
発
妥
当
性
確
認
を
完
了
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
妥
当
性
確

認
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

７
．
３
．
７
 
設
計
開
発
の
変
更
の
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
変
更
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
変
更
の
内
容
を
識

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
変
更
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を

管
理
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
変
更
を
行
う
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
査
、
検
証
お
よ

び
妥
当
性
確
認
を
行
い
、
変
更
を
承
認
す
る
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

(3
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
、
そ
の
変
更
が
、
当
該
の
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る

要
素
お
よ
び
関
連
す
る
原
子
炉
施
設
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る

材
料
ま
た
は
部
品
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
を
含
む
。）
を
含
め
る
。
 

(
4)

 変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す

る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

７
．
４

 
調
達
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

７
．
４
．
１

 調
達
プ
ロ
セ
ス

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
規
定
さ
れ
た
調
達
要
求
事
項
に
、
調
達
製
品
が
適
合
す
る
こ
と
を
確
実
に

す
る
。
 

 (2
) 
供
給
者
お
よ
び
調
達
製
品
に
対
す
る
管
理
の
方
式
お
よ
び
程
度
は
、
調
達
製
品
が
、
原
子
力

安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
応
じ
て
定
め
る
。

 

       (3
) 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
が
原
子
力
部
門
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
調
達
製
品
を
供
給
す
る
能

力
を
判
断
の
根
拠
と
し
て
、
供
給
者
を
評
価
し
、
選
定
す
る
。
選
定
、
評
価
お
よ
び
再
評
価
の

基
準
を
定
め
る
。

 

 (4
) 
評
価
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
評
価
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を

維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
5)

 原
子
力
部
門
は
､
調
達
製
品
の
調
達
後
に
お
け
る
､維
持
ま
た
は
運
用
に
必
要
な
保
安
に
係
る

技
術
情
報
の
取
得
お
よ
び
そ
れ
ら
を
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
場
合
に
必
要
な
措
置
に

関
す
る
管
理
の
方
法
を
定
め
る
｡
 

  ７
．
４
．
２
 調
達
要
求
事
項

 

(1
) 
調
達
要
求
事
項
で
は
、
調
達
製
品
に
関
す
る
要
求
事
項
を
明
確
に
し
、
次
の
事
項
の
う
ち
該

当
す
る
も
の
を
含
め
る
。
 

a)
 
製
品
、
手
順
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
設
備
の
承
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

b)
 
要
員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

c)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
要
求
事
項
 

d)
 不
適
合
の
報
告
お
よ
び
処
理
に
関
す
る
要
求
事
項
 

 e)
 安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
必
要
な
要
求
事
項
 

    

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
変
更
の
審
査
に
お
い
て
、
設
計
開
発
の
変
更
が
原
子
炉
施
設

に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
材
料
ま
た
は
部
品
に
及
ぼ
す
影
響
の

評
価
を
含
む
。）
を
行
う
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、

(2
)の
審
査
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
そ
の
結
果

に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

 

７
．
４

 調
達
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

７
．
４
．
１
 
調
達
プ
ロ
セ
ス

 

 (
1)
 原
子
力
部
門
は
、
調
達
す
る
物
品
ま
た
は
役
務
（
以
下
、
「
調
達
物
品
等
」
と
い
う
。
）

が
、
自
ら
規
定
す
る
調
達
物
品
等
に
係
る
要
求
事
項
（
以
下
、
「
調
達
物
品
等
要
求
事
項
」
と

い
う
。
）
に
適
合
す
る
よ
う
に
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
お
よ
び
調
達
物

品
等
に
適
用
さ
れ
る
管
理
の
方
法
（
調
達
物
品
等
が
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
適
切
な
方
法
（
機
器
単
位
の
検
証
、
調
達
物
品
等
の
妥
当
性
確
認
等
の
方

法
 
）
を
い
う
。
）
お
よ
び
程
度
を
定
め
る
。
こ
こ
で
、
管
理
の
方
法
お
よ
び
程
度
に
は
、
力
量

を
有
す
る
者
を
原
子
力
部
門
の
外
部
か
ら
確
保
す
る
際
に
、
外
部
へ
の
業
務
委
託
の
範
囲
を
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
に
明
確
に
定
め
る
こ
と
を
含
む
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般

産
業
用
工
業
品
に
つ
い
て
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
等
か
ら
必
要
な
情
報
を
入
手
し
当
該
一

般
産
業
用
工
業
品
が
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
、

管
理
の
方
法
お
よ
び
程
度
を
定
め
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
従
い
、
調
達
物
品
等
を
供
給
す
る
能
力
を
根
拠

と
し
て
調
達
物
品
等
の
供
給
者
を
評
価
し
、
選
定
す
る
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
評
価
お
よ
び
選
定
に
係
る
判
定
基
準
を
定
め

る
。
 

(
5)
 原
子
力
部
門
は
、

(3
)の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措

置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 原
子
力
部
門
は
､
調
達
物
品
等
を
調
達
す
る
場
合
に
は
、
個
別
業
務
計
画
に
お
い
て
、
適
切
な

調
達
の
実
施
に
必
要
な
事
項
（
当
該
調
達
物
品
等
の
調
達
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
維
持
ま
た
は

運
用
に
必
要
な
技
術
情
報
（
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
取
得
お
よ
び
当

該
情
報
を
他
の
原
子
力
事
業
者
等
と
共
有
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項
を
含

む
。
）
を
定
め
る
｡ 

７
．
４
．
２
 
調
達
物
品
等
要
求
事
項
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
に
関
す
る
情
報
に
、
次
に
掲
げ
る
調
達
物
品
等
要
求
事
項
の

う
ち
、
該
当
す
る
も
の
を
含
め
る
。
 

a
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
設
備
に
係
る
要
求
事
項
 

b
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
要
員
の
力
量
に
係
る
要
求
事
項
 

c
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
 

d
) 
調
達
物
品
等
の
不
適
合
の
報
告
（
偽
造
品
ま
た
は
模
造
品
等
の
報
告
を
含
む
。）
お
よ
び
処

理
に
係
る
要
求
事
項
 

e
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
が
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
た
め
に
必
要
 

な
要
求
事
項

 

f
) 
一
般
産
業
用
工
業
品
を
機
器
等
に
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
評
価
に
必
要
な
要
求
事
項
 

g
) 
そ
の
他
調
達
物
品
等
に
必
要
な
要
求
事
項
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

   (2
) 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
に
伝
達
す
る
前
に
、
規
定
し
た
調
達
要
求
事
項
が
妥
当
で
あ
る
こ

と
を
確
実
に
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
調
達
製
品
の
供
給
者
に
対
し
、
調
達

要
求
事
項
へ
の
適
合
状
況
を
記
録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

７
．
４
．
３

 調
達
製
品
の
検
証

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
が
、
規
定
し
た
調
達
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
た
め
に
、
必
要
な
検
査
ま
た
は
そ
の
他
の
活
動
を
定
め
て
、
実
施
す
る
。

 

(
2)

 原
子
力
部
門
が
、
供
給
者
先
で
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門

は
、
そ
の
検
証
の
要
領
お
よ
び
調
達
製
品
の
リ
リ
ー
ス
の
方
法
を
調
達
要
求
事
項
の
中
で
明
確

に
す
る
。
 

７
．
５

 
業
務
の
実
施
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１

 
参
照
）
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

７
．
５
．
１

 業
務
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
を
管
理
さ
れ
た
状
態
で
実
施
す
る
。
管
理
さ
れ
た
状
態
に
は
、
次
の
事

項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め
る
。
 

 a)
 原
子
力
安
全
と
の
係
わ
り
を
述
べ
た
情
報
が
利
用
で
き
る
。

 

  b)
 必
要
に
応
じ
て
、
作
業
手
順
が
利
用
で
き
る
。
 

c)
 適
切
な
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。
 

d)
 監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
、
使
用
し
て
い
る
。

 

 e)
 監
視
お
よ
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

f)
 
業
務
の
リ
リ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

 

７
．
５
．
２
 業
務
の
実
施
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
 

(1
) 
業
務
の
実
施
の
過
程
で
結
果
と
し
て
生
じ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
そ
れ
以
降
の
監
視
ま
た
は

測
定
で
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
、
そ
の
結
果
､業
務
が
実
施
さ
れ
た
後
で
し
か
不
具
合
が
顕

在
化
し
な
い
場
合
に
は
､原
子
力
部
門
は
、
そ
の
業
務
の
該
当
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を

行
う
。
 

(2
) 
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
出
せ
る
こ
と
を
実

証
す
る
。
 

  (3
) 
原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含

ん
だ
手
続
き
を
確
立
す
る
。

 

 

a)
 プ
ロ
セ
ス
の
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
承
認
の
た
め
の
明
確
な
基
準
 

b)
 設
備
の
承
認
お
よ
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

c)
 所
定
の
方
法
お
よ
び
手
順
の
適
用

 

d)
 記
録
に
関
す
る
要
求
事
項
（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
要
求
事
項
と
し
て
、
原
子
力
部
門
が
調
達
物
品
等
の
供
給
者

の
工
場
等
に
お
い
て
使
用
前
事
業
者
検
査
等
そ
の
他
の
個
別
業
務
を
行
う
際
の
原
子
力
規
制
委

員
会
の
職
員
に
よ
る
当
該
工
場
等
へ
の
立
入
り
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
に
対
し
調
達
物
品
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
調
達
物
品
等
要
求
事
項
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
。

 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
に
対
し
、

調
達
物
品
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
状
況
を
記
録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

７
．
４
．
３
 
調
達
物
品
等
の
検
証
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
が
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
必
要
な
検
証
の
方
法
を
定
め
、
実
施
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
工
場
等
に
お
い
て
調
達
物
品
等
の
検
証
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
検
証
の
実
施
要
領
お
よ
び
調
達
物
品
等
の
供
給
者
か
ら
の
出

荷
の
可
否
の
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
調
達
物
品
等
要
求
事
項
の
中
で
明
確
に
定
め
る
。
 

７
．
５

 個
別
業
務
の
管
理
 

 ７
．
５
．
１
 
個
別
業
務
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
計
画
に
基
づ
き
、
個
別
業
務
を
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
個
別
業

務
の
内
容
等
か
ら
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）
に
適
合
す
る
よ
う
に
実
施
す

る
。
 

a
) 
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
に
必
要
な
情
報
（
保
安
の
た
め
に
使
用
す
る
機
器
等
ま
た
は

実
施
す
る
個
別
業
務
の
特
性
、
お
よ
び
、
当
該
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に

よ
り
達
成
す
べ
き
結
果
を
含
む
。
）
が
利
用
で
き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。
 

b
) 
手
順
書
等
が
必
要
な
時
に
利
用
で
き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。
 

c
) 
当
該
個
別
業
務
に
見
合
う
設
備
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。

 

d
) 
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
が
利
用
で
き
る
体
制
に
あ
り
、
か
つ
、
当
該
設
備
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
。
 

e
) 
８
．
２
．
３
項
に
基
づ
き
監
視
測
定
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
 

f
) 
本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
に
基
づ
き
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と

の
承
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

 

７
．
５
．
２

 
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
降
の
監
視
測
定

で
は
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
個
別
業
務
が
実
施
さ
れ
た

後
に
の
み
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
が
明
確
に
な
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
は
、
妥
当
性
確

認
を
行
う
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
プ
ロ
セ
ス
が
個
別
業
務
計
画
に
定
め
た
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
、

(1
)の
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
実
証
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
妥
当
性
確
認
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を

管
理
す
る
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
妥
当
性
確
認
の
対
象
と
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る

事
項
（
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
等
か
ら
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
明
確
に

す
る
。
 

a
) 
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
審
査
お
よ
び
承
認
の
た
め
の
判
定
基
準
 

b
) 
妥
当
性
確
認
に
用
い
る
設
備
の
承
認
お
よ
び
要
員
の
力
量
を
確
認
す
る
方
法
 

  

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

e)
 
妥
当
性
の
再
確
認
 

 

７
．
５
．
３

 識
別
お
よ
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

 

(1
) 
必
要
な
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
の
全
過
程
に
お
い
て
、
適

切
な
手
段
に
よ
り
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
を
識
別
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
の
全
過
程
に
お
い
て
､
監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求

事
項
に
関
連
し
て
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
識
別
す
る
。
 

(
3)

 ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
求
事
項
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
業
務
・
原
子

炉
施
設
に
つ
い
て
一
意
の
識
別
を
管
理
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

  ７
．
５
．
４

 原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
原
子
力
部
門
の
管
理
下
に
あ

る
間
、
注
意
を
払
い
、
必
要
に
応
じ
て
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４

 参
照
）
 

 

７
．
５
．
５

 調
達
製
品
の
保
存

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
検
証
後
、
受
入
か
ら
据
付
（
使
用
）
ま
で
の
間
、
要
求
事
項

へ
の
適
合
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
達
製
品
を
保
存
す
る
。
こ
の
保
存
に
は
、
該
当
す
る
場
合
、

識
別
、
取
扱
い
、
包
装
、
保
管
お
よ
び
保
護
を
含
め
る
。
保
存
は
、
取
替
品
、
予
備
品
に
も
適

用
す
る
。
 

(
2)

 原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
保
存
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
７
．
５
．
５
項

に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

７
．
６

 
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

(1
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
実
証
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門

は
、
実
施
す
べ
き
監
視
お
よ
び
測
定
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
お
よ
び
８
．
２
．
４
項
に
係
る

社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器

を
表
３
－
２
の
７
．
６
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求
事
項
と
の
整
合
性
を
確
保
で
き
る
方
法
で
監
視

お
よ
び
測
定
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係

る
社
内
標
準
に
お
い
て
確
立
す
る
。
 

(3
) 
測
定
値
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
測
定
機
器
に
関
し
、
次
の

事
項
を
満
た
す
。

 

a)
 定
め
ら
れ
た
間
隔
ま
た
は
使
用
前
に
、
国
際
ま
た
は
国
家
計
量
標
準
に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
な
計

量
標
準
に
照
ら
し
て
校
正
も
し
く
は
検
証
、
ま
た
は
そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
標
準

が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
校
正
ま
た
は
検
証
に
用
い
た
基
準
を
記
録
す
る
。
（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

c)
 校
正
の
状
態
を
明
確
に
す
る
た
め
に
識
別
を
行
う
。
 

b)
 機
器
の
調
整
を
す
る
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
再
調
整
す
る
。

 

d)
 測
定
し
た
結
果
が
無
効
に
な
る
よ
う
な
操
作
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

 

e)
 取
扱
い
、
保
守
お
よ
び
保
管
に
お
い
て
、
損
傷
お
よ
び
劣
化
し
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。

 

さ
ら
に
、
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
原
子
 

力
部
門
は
、
そ
の
測
定
機
器
で
そ
れ
ま
で
に
測
定
し
た
結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
記
録
す

 

る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

c
) 
妥
当
性
確
認
（
対
象
と
な
る
個
別
業
務
計
画
の
変
更
時
の
再
確
認
お
よ
び
一
定
期
間
が
経

過
し
た
後
に
行
う
定
期
的
な
再
確
認
を
含
む
。
）
の
方
法
 

７
．
５
．
３
 
識
別
管
理
お
よ
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
計
画
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
適
切
な
手
段
に
よ
り
、
機
器
等
お
よ
び
個
別
業
務
の
状
態
を
識
別
し
、
管
理
す
る
。
 

  (2
) 
原
子
力
部
門
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る

履
歴
、
適
用
ま
た
は
所
在
を
追
跡
で
き
る
状
態
を
い
う
。
）
の
確
保
が
個
別
業
務
等
要
求
事
項

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
を
識
別
し
、
こ
れ
を
記
録
す
る
と
と
も

に
、
当
該
記
録
を
管
理
す
る
。

 

７
．
５
．
４
 
組
織
の
外
部
の
者
の
物
品
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
の
物
品
（

JI
S 

Q9
0
01
の
「
顧
客
ま
た
は
外
部
提
供

者
の
所
有
物
」
を
い
う
。）
を
所
持
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
記
録
を
作
成

し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

７
．
５
．
５
 
調
達
物
品
の
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
し
た
物
品
が
使
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
物
品
を
調
達
物
品
等
要

求
事
項
に
適
合
す
る
よ
う
に
管
理
（
識
別
表
示
、
取
扱
い
、
包
装
、
保
管
お
よ
び
保
護
を
含

む
。
）
す
る
。
 

 (
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
の
管
理
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
７
．
５
．
５
項

に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

７
．
６

 監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
管
理
 

 (1
) 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
の
実
証

に
必
要
な
監
視
測
定
お
よ
び
当
該
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
、
７
．

６
項
、
お
よ
び
８
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
定
め
る
。
 

 (2
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
監
視
測
定
に
つ
い
て
、
実
施
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
監
視
測
定

に
係
る
要
求
事
項
と
整
合
性
の
と
れ
た
方
法
を
、
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に

お
い
て
確
立
し
、
実
施
す
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
結
果
の
妥
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
監
視
測
定
の
た
め
に

必
要
な
設
備
を
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

 

a
) 
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
（
７
．
１
 (

1
)に
基
づ
き
定
め
た
計
画
に
基
づ
く
間
隔
を
い

う
。）
で
、
ま
た
は
使
用
の
前
に
、
計
量
の
標
準
ま
で
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
な
方
法
（
当
該

計
量
の
標
準
が
存
在
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
校
正
ま
た
は
検
証
の
根
拠
に
つ
い
て
記
録

す
る
方
法
）
に
よ
り
校
正
ま
た
は
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

b
) 
校
正
の
状
態
が
明
確
に
な
る
よ
う
、
識
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

c
) 
所
要
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

d
) 
監
視
測
定
の
結
果
を
無
効
と
す
る
操
作
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

e
) 
取
扱
い
、
維
持
お
よ
び
保
管
の
間
、
損
傷
お
よ
び
劣
化
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
に
係
る
要
求
事
項
へ
の
不
適
合
が
判
明
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
従
前
の
監
視
測
定
の
結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
こ
れ
を
記
録
す
る
。
 

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

原
子
力
部
門
は
、
そ
の
機
器
、
お
よ
び
影
響
を
受
け
た
業
務
・
原
子
炉
施
設
す
べ
て
に
対
し

て
、
適
切
な
処
置
を
と
る
。
校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４

参
照
）

 

 

(
4)
 規
定
要
求
事
項
に
か
か
わ
る
監
視
お
よ
び
測
定
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
う
場

合
に
は
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
意
図
し
た
監
視
お
よ
び
測
定
が
で
き

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

こ
の
確
認
は
、
最
初
に
使
用
す
る
の
に
先
立
っ
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
再
確

認
す
る
。
 

８
．
評
価
お
よ
び
改
善

 

８
．
１

 
一
般
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
の
た
め
に
必
要
と
な
る
監
視
、
測
定
、
分
析
お
よ
び
改
善
の
プ

ロ
セ
ス
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
 

  

a)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実
証
す
る
。
 

b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
を
確
実
に
す
る
。

 

c)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

(
2)

 こ
れ
に
は
、
統
計
的
手
法
を
含
め
、
適
用
可
能
な
方
法
、
お
よ
び
そ
の
使
用
の
程
度
を
決
定

す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

８
．
２
 
監
視
お
よ
び
測
定
 

８
．
２
．
１

 原
子
力
安
全
の
達
成
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と

し
て
、
原
子
力
安
全
を
達
成
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
外
部
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い

る
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
監
視
す
る
。
こ
の
情
報
の
入
手
お
よ
び
使
用
の
方
法
を
表
３
－
２
の

８
．
２
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

８
．
２
．
２
 内
部
監
査
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
２
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実

施
す
る
。
 

(1
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
次
の
事
項
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
明
確
に
す
る
た

め
に
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
で
、
客
観
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
が
内

部
監
査
を
実
施
す
る
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
適
合
し
て
い
る

か
、

JE
AC

41
1
1
の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
、
お
よ
び
原
子
力
部
門
が
決
め
た
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
。

 

b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
か
。
 

(2
)監
査
の
対
象
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
領
域
の
状
態
お
よ
び
重
要
性
、
な
ら
び
に
こ
れ
ま
で
の

監
査
結
果
を
考
慮
し
て
、
監
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
監
査
の
基
準
、
範
囲
、
頻
度
お
よ

び
方
法
を
規
定
す
る
。
監
査
員
の
選
定
お
よ
び
監
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
監
査
プ
ロ
セ
ス
の

客
観
性
お
よ
び
公
平
性
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
監
査
員
は
、
自
ら
の
業
務
を
監
査
し
な
い
。
 

     

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
(4
)の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
お
よ
び

(4
)の
不

適
合
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
作
成

し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

 

(
7)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
に
お
い
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、

そ
の
初
回
の
使
用
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
意
図
し
た
と
お
り
に
当

該
監
視
測
定
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

  ８
．
評
価
お
よ
び
改
善
 

８
．
１

 監
視
測
定
、
分
析
、
評
価
お
よ
び
改
善
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
、
分
析
、
評
価
お
よ
び
改
善
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
（
取
り
組
む
べ

き
改
善
に
関
係
す
る
原
子
力
部
門
の
管
理
者
等
の
要
員
を
含
め
、
原
子
力
部
門
が
当
該
改
善
の

必
要
性
、
方
針
、
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
含
む
。
）
を
計
画
し
、
実
施
す

る
。
 

   (
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
要
員
が

(1
)の
監
視
測
定
の
結
果
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
要
員
が
情

報
を
容
易
に
取
得
し
、
改
善
活
動
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
あ
る
こ
と
を
い
う
）
。
 

８
．
２

 監
視
お
よ
び
測
定
 

８
．
２
．
１
 
組
織
の
外
部
の
者
の
意
見
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
一
環
と
し
て
、
原
子
力
の
安
全
の
確
保
に
対
す
る
原
子
力
部

門
の
外
部
の
者
の
意
見
を
把
握
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
(1
)の
意
見
の
把
握
お
よ
び
当
該
意
見
の
反
映
に
係
る
方
法
を
表
３
－
２
の

８
．
２
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

８
．
２
．
２

 
内
部
監
査
 

  (1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
へ
の
適
合

性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔

で
、
客
観
的
な
評
価
を
行
う
部
門
そ
の
他
の
体
制
に
よ
り
内
部
監
査
を
実
施
す
る
。
 

a
) 
品
管
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
 

  b
) 
実
効
性
の
あ
る
実
施
お
よ
び
実
効
性
の
維
持
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
の
判
定
基
準
、
監
査
範
囲
、
頻
度
、
方
法
お
よ
び
責
任
を
定
め

る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
の
対
象
と
な
り
得
る
部
門
、
個
別
業
務
、
プ
ロ
セ
ス
そ
の
他
の

領
域
（
以
下
、
「
領
域
」
と
い
う
。
）
の
状
態
お
よ
び
重
要
性
な
ら
び
に
従
前
の
監
査
の
結
果

を
考
慮
し
て
内
部
監
査
の
対
象
を
選
定
し
、
か
つ
、
内
部
監
査
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以

下
、
「
内
部
監
査
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
お
よ
び
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内

部
監
査
の
実
効
性
を
維
持
す
る
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
を
行
う
要
員
（
以
下
、
「
内
部
監
査
員
」
と
い
う
。
）
の
選
定

お
よ
び
内
部
監
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
客
観
性
お
よ
び
公
平
性
を
確
保
す
る
。

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

  (3
) 
監
査
の
計
画
お
よ
び
実
施
、
記
録
の
作
成
お
よ
び
結
果
の
報
告
に
関
す
る
責
任
お
よ
び
権

限
、
な
ら
び
に
要
求
事
項
を
規
定
す
る
。

 

(4
) 
監
査
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

    (
5)

 監
査
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
も
つ
管
理
者
は
、
検
出
さ
れ
た
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
を
除

去
す
る
た
め
に
遅
滞
な
く
、
必
要
な
修
正
お
よ
び
是
正
処
置
す
べ
て
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
、
と
ら
れ
た
処
置
の
検
証
お
よ
び
検
証
結
果
の
報
告
を
含
め

る
。
（
８
．
５
．
２
参
照
）

 

(
6)
 監
査
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
、
管
理
責
任
者
に
報
告
す
る
。
 

(
7)
 経
営
監
査
室
は
、
原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
が
実
施
し
た
内
部
監
査
を
評
価
す
る
。

そ
の
結
果
、
経
営
監
査
室
長
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
発
電
所
に

内
部
監
査
の
実
施
を
指
示
す
る
。
 

(
8)
 原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
は
、
経
営
監
査
室
長
か
ら
内
部
監
査
の
実
施
に
つ
い
て
指

示
が
あ
る
場
合
は
内
部
監
査
を
実
施
す
る
。
 

８
．
２
．
３

 プ
ロ
セ
ス
の
監
視
お
よ
び
測
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
、
お
よ
び
適
用
可
能

な
場
合
に
行
う
測
定
に
は
、
適
切
な
方
法
を
適
用
す
る
。
 

     (2
) 
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
達
成
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
実

証
す
る
も
の
と
す
る
。
 

    (
3)

 計
画
ど
お
り
の
結
果
が
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
適
切
に
、
修
正
な
ら
び
に
是
正
処
置
を

と
る
。
 

  ８
．
２
．
４

 検
査
お
よ
び
試
験

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め

に
、
表
３
－
２
の
８
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
原
子
炉
施
設
を
検
査
お
よ
び

試
験
す
る
。
検
査
お
よ
び
試
験
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
従
っ
て
、
適
切
な
段
階

で
実
施
す
る
。
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の
証
拠
を
維
持
す
る
。（
４
．

２
．
４
参
照
) 

  

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
員
ま
た
は
管
理
者
に
自
ら
の
個
別
業
務
ま
た
は
管
理
下
に
あ
る

個
別
業
務
に
関
す
る
内
部
監
査
を
さ
せ
な
い
。
 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
実
施
計
画
の
策
定
お
よ
び
実
施
な
ら
び
に
内
部
監
査
結
果
の
報

告
な
ら
び
に
記
録
の
作
成
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
お
よ
び
権
限
（
必
要
に
応
じ
、

内
部
監
査
員
ま
た
は
内
部
監
査
を
実
施
し
た
部
門
が
内
部
監
査
結
果
を
社
長
に
直
接
報
告
す
る

権
限
を
含
む
。
）
な
ら
び
に
内
部
監
査
に
係
る
要
求
事
項
を
、
表
３
－
１
の
８
．
２
．
２
項
に

係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

(
7)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
の
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
有
す
る
管
理
者
に

内
部
監
査
結
果
を
通
知
す
る
。

 

(
8)
 
原
子
力
部
門
は
、
不
適
合
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、

(7
)の
通
知
を
受
け
た
管
理
者
に
、
不

適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
措
置
お
よ
び
是
正
処
置
を
遅
滞
な
く
講
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該

措
置
の
検
証
を
行
わ
せ
、
そ
の
結
果
を
報
告
さ
せ
る
。
 

       ８
．
２
．
３
 
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
（
対
象
に
は
、
機
器
等
お
よ
び
保
安
活
動
に
係
る

不
適
合
に
つ
い
て
の
弱
点
の
あ
る
分
野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
等
に
関
す
る
情
報
を
含

む
。
）
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
に
見
合
う
方
法
に
よ
り
こ
れ

を
行
う
。

 

 
監
視
測
定
の
方
法
に
は
次
の
事
項
を
含
む
。
 

a)
 監
視
測
定
の
実
施
時
期
 

b)
 監
視
測
定
の
結
果
の
分
析
お
よ
び
評
価
の
方
法
な
ら
び
に
時
期
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
監
視
測
定
の
実
施
に
あ
た
り
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
保

安
活
動
指
標
を
用
い
る
。

 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、

(1
)の
方
法
に
よ
り
、
プ
ロ
セ
ス
が
５
．
４
．
２
(
1
)お
よ
び
７
．
１
(
1)
の

計
画
に
定
め
た
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実
証
す
る
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、

(1
)の
監
視
測
定
の
結
果
に
基
づ
き
、
保
安
活
動
の
改
善
の
た
め
に
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
５
．
４
．
２
(1

)お
よ
び
７
．
１
(1
)
の
計
画
に
定
め
た
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
当
該
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
を
特

定
し
、
当
該
問
題
に
対
し
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

８
．
２
．
４
 
機
器
等
の
検
査
等
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
に
係
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
個
別
業
務

計
画
に
従
っ
て
、
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
使
用
前
事
 

業
者
検
査
等
ま
た
は
自
主
検
査
等
を
実
施
す
る
。
 

こ
こ
で
「
自
主
検
査
等
」
と
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
判
定
す
る
た
め
、
原
子
力
部
門
が

使
用
前
事
業
者
検
査
等
の
ほ
か
に
自
主
的
に
行
う
、
合
否
判
定
基
準
の
あ
る
検
証
、
妥
当
 

性
確
認
、
監
視
測
定
、
試
験
お
よ
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
も
の
を
い
う
。

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）

 

                                         

24



美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 (
3)

 リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に
許
可
し
た
人
を
、
記
録
す
る
。
（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

   (
4)

 業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
で
決
め
た
検
査
お
よ
び
試
験
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
当
該
原

子
炉
施
設
を
据
え
付
け
た
り
、
運
転
し
た
り
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
承

認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

 (
2)

 検
査
お
よ
び
試
験
要
員
の
独
立
の
程
度
を
定
め
る
。
 

                 ８
．
３

 
不
適
合
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
状
況
が
放
置
さ

れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
識
別
し
、
管
理
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

  (2
) 
不
適
合
の
処
理
に
関
す
る
管
理
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
責
任
お
よ
び
権
限
を
規
定
す
る
。
 

  (3
) 
該
当
す
る
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
方
法
で
、
不
適
合

を
処
理
す
る
。

 

a)
 検
出
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
処
置
を
と
る
。
 

b)
 当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
、
特
別
採
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
、
リ
リ
ー
ス
、
ま
た
は
合

格
と
判
定
す
る
こ
と
を
正
式
に
許
可
す
る
。

 

 c)
 本
来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
ま
た
は
適
用
が
で
き
な
い
よ
う
な
処
置
を
と
る
。

 

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
使
用
前
事
業
者
検
査
等
ま
た
は
自
主
検
査
等
の
結
果
に
係
る
記
録
（
必
要

に
応
じ
、
検
査
に
お
い
て
使
用
し
た
試
験
体
や
計
測
機
器
等
に
関
す
る
記
録
を
含
む
。）
を
作
成

し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
行
っ
た
要
員
を
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
計
画
に
基
づ
く
使
用
前
事
業
者
検
査
等
ま
た
は
自
主
検
査
等
を

支
障
な
く
完
了
す
る
ま
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
し
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
承
認
の
権
限
を
持
つ
要
員
が
、
個
別
業
務
計
画
に
定
め
る
手
順
に
よ
り
特
に
承
認
を

す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
使
用
前
事
業
者
検
査
等
の
独
立
性
（
使

用
前
事
業
者
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
を
そ
の
対
象
と
な
る
機
器
等
を
所
管
す
る
部
門
に
属
す

る
要
員
と
部
門
を
異
に
す
る
要
員
と
す
る
こ
と
（
使
用
前
事
業
者
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
と

当
該
検
査
対
象
と
な
る
機
器
等
を
所
管
す
る
部
門
に
属
す
る
要
員
が
、
第
５
条
に
規
定
す
る
職

務
の
内
容
に
照
ら
し
て
、
別
の
部
門
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
、
使
用
前
事
業
者
検
査
等
の
中
立
性
お
よ
び
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
（
使
用
前
事
業

者
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
が
、
当
該
検
査
等
に
必
要
な
力
量
を
持
ち
、
適
正
な
判
定
を
行
う

に
あ
た
り
、
何
人
か
ら
も
不
当
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
当
該
検
査
等
を
実
施
で
き
る
状

況
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
い
う
。
）
を
確
保
す
る
。

 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
自
主
検
査
等
の
独
立
性
（
自
主
検
査
等

を
実
施
す
る
要
員
を
そ
の
対
象
と
な
る
機
器
等
を
所
管
す
る
部
門
に
属
す
る
要
員
と
必
要
に
応

じ
て
部
門
を
異
に
す
る
要
員
と
す
る
こ
と
（
自
主
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
と
当
該
検
査
対
象

と
な
る
機
器
等
を
所
管
す
る
部
門
に
属
す
る
要
員
が
、
第
５
条
に
規
定
す
る
職
務
の
内
容
に
照

ら
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
別
の
部
門
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
、
自
主
検
査
等
の
中
立
性
お
よ
び
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
（
自
主
検
査
等
を
実
施
す

る
要
員
が
、
当
該
検
査
等
に
必
要
な
力
量
を
持
ち
、
適
正
な
判
定
を
行
う
に
あ
た
り
、
何
人
か

ら
も
不
当
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
当
該
検
査
等
を
実
施
で
き
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
い

う
。
）
を
い
う
。
）
を
確
保
す
る
。
 

８
．
３

 不
適
合
の
管
理
 

  

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
機
器
等
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
は
個

別
業
務
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
当
該
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
を
特
定
し
、
こ
れ

を
管
理
す
る
（
不
適
合
が
確
認
さ
れ
た
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
が
識
別
さ
れ
、
不
適
合
が
全

て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
）
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
不
適
合
の
処
理
に
係
る
管
理
（
不
適
合
を
関
連
す
る
管
理
者
に
報
告
す
る

こ
と
を
含
む
。
）
な
ら
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
責
任
お
よ
び
権
限
を
、
表
３
－
１
の
８
．
３
項

に
係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
不
適
合
を
処
理
す
る
。

 

 a
) 
発
見
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

b
) 
不
適
合
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
手
順
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
評
価
し
、
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
承
認
を
行

う
こ
と
（
以
下
、
「
特
別
採
用
」
と
い
う
）
。

 

c
) 
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

d)
 外
部
へ
の
引
渡
し
後
ま
た
は
業
務
の
実
施
後
に
不
適
合
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
､
そ
の
不

適
合
に
よ
る
影
響
ま
た
は
起
こ
り
得
る
影
響
に
対
し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
｡ 

(
5)
 不
適
合
の
性
質
の
記
録
、
お
よ
び
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ
た
特
別
採
用
を
含
む
処
置
の
記

録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
4)
 不
適
合
に
修
正
を
施
し
た
場
合
に
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実
証
す
る
た
め
の
再
検
証
を

行
う
。
 

(6
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
向
上
に
役
立
た
せ
る
観
点
か
ら
、
公
開
基
準
に
従

い
、
不
適
合
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
シ
ア
へ
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
公
開
を
行
う
。

 

８
．
４

 
デ
ー
タ
の
分
析
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性
お
よ
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た

め
、
ま
た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
の
可
能
性
を
評
価
す

る
た
め
に
、
表
３
－
２
の
８
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
適
切
な
デ
ー
タ
を
明
確
に

し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る
。
こ
の
中
に
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
な
ら
び
に
そ
れ
以
外
の
該
当
す
る
情
報
源
か
ら
の
デ
ー
タ
を
含
め
る
。
 

   (2
) 
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
関
連
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
 

 

a)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方
（
８
．
２
．
１
参
照
）

 

 b)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４

参
照
）
 

c)
 
予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
、
特
性
お
よ

び
傾
向
（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

  d)
 
供
給
者
の
能
力
（
７
．
４
参
照
）
 

８
．
５

 
改
善
 

８
．
５
．
１

 継
続
的
改
善
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
方
針
、
品
質
目
標
、
監
査
結
果
、
デ
ー
タ
の
分
析
、
是
正
処
置
、
予
防

処
置
お
よ
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を

継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

  

８
．
５
．
２
 是
正
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実

施
す
る
。
 

(
1)

 原
子
力
部
門
は
、
再
発
防
止
の
た
め
、
不
適
合
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
と
る
。

 

(
2)

 是
正
処
置
は
､検
出
さ
れ
た
不
適
合
の
も
つ
影
響
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
。
 

(
3)

 次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（

JE
AC

4
11
1
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事

項
」
を
含
む
。
）
を
規
定
す
る
。
 

a)
 不
適
合
の
レ
ビ
ュ
ー
 

b)
 不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

 

d
) 
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
後
に
発
見
し
た
不
適
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不

適
合
に
よ
る
影
響
ま
た
は
起
こ
り
得
る
影
響
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
不
適
合
の
内
容
の
記
録
お
よ
び
当
該
不
適
合
に
対
し
て
講
じ
た
措
置
（
特

別
採
用
を
含
む
。
）
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(5
) 
原
子
力
部
門
は
、

(3
)a
)の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の

適
合
性
を
実
証
す
る
た
め
の
検
証
を
行
う
。

 

(6
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
向
上
に
役
立
た
せ
る
観
点
か
ら
、
公
開
基
準
に
従

い
、
不
適
合
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
シ
ア
へ
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
公
開
を
行
う
。

 

８
．
４

 デ
ー
タ
の
分
析
お
よ
び
評
価
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
実
効
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実

証
す
る
た
め
、
お
よ
び
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
改
善
（
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、
課
題
や
問
題
が
確
認
さ
れ
た
プ

ロ
セ
ス
を
抽
出
し
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
改
良
、
変
更
等
を
行
い
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
実
効
性
を
改
善
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
の
必
要
性
を
評
価
す
る
た
め
に
、
表
３
－
２
の

８
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
、
適
切
な
デ
ー
タ
（
監
視
測
定
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
関
連
情
報
源
か
ら
の
デ
ー
タ
を
含
む
。
）
を
明
確
に
し
、
収
集

し
、
お
よ
び
分
析
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
デ
ー
タ
の
分
析
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
評
価
を
行
い
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
係
る
情
報
を
得
る
。
 

a
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
か
ら
の
意
見
の
傾
向
お
よ
び
特
徴
そ
の
他
分
析
に
よ
り
得
ら
れ

る
知
見
 

b
) 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
 

 c
) 
機
器
等
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
の
特
性
お
よ
び
傾
向
（
是
正
処
置
を
行
う
端
緒
（
不
適
合
に
は

至
ら
な
い
機
器
等
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
の
特
性
お
よ
び
傾
向
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ

き
、
是
正
処
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
）
と
な
る
も

の
を
含
む
。
）
 

d
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
供
給
能
力
 

８
．
５

 改
善
 

８
．
５
．
１
 
継
続
的
な
改
善

 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な
改
善
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
継
続
的
な
活
動
を
い
う
。）
を
行
う
た
め
に
、
品
質
方
針

お
よ
び
品
質
目
標
の
設
定
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
内
部
監
査
の
結
果
の
活
用
、
デ
ー

タ
の
分
析
な
ら
び
に
是
正
処
置
お
よ
び
未
然
防
止
処
置
の
評
価
を
通
じ
て
改
善
が
必
要
な
事
項
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
改
善
の
実
施
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

８
．
５
．
２

 
是
正
処
置
等
 

  

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
個
々
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
が
原
子
力
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
応
じ

て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
適
切
な
是
正
処
置
を
講
じ
る
。

 

a
)
 是
正
処
置
を
講
ず
る
必
要
性
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
手
順
に
よ
り
評
価
を
行
う
。

 

 (
a
) 
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
の
分
析
（
情
報
の
収
集
お
よ
び
整
理
、
な
ら
び
に
、
技
術
的
、
人

的
お
よ
び
組
織
的
側
面
等
の
考
慮
を
含
む
。
）
お
よ
び
当
該
不
適
合
の
原
因
の
明
確
化
（
必

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

    c)
 不
適
合
の
再
発
防
止
を
確
実
に
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要
性
の
評
価
 

d)
 必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施

 

f)
 と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

         e)
 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

      

８
．
５
．
３

 予
防
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実

施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
起
こ
り
得
る
不
適
合
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動

の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
（
良
好
事
例
を
含
む
。）
お
よ
び
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知

見
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
で
取
り
扱
う
技
術
情
報
お
よ
び
ニ
ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含

む
。
）
の
活
用
を
含
め
、
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
決
め
る
。
こ
の
活
用
に
は
、
原
子
力

安
全
に
係
る
業
務
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
こ
と

も
含
む
。
 

(2
) 
予
防
処
置
は
、
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
。

 

(3
) 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（
JE
A
C4

11
1
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事

項
」
を
含
む
。
）
を
規
定
す
る
。
 

a)
 起
こ
り
得
る
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
の
特
定
 

b)
 不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要
性
の
評
価

 

c)
 必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施

 

e)
 と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

d)
 と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 
 

要
に
応
じ
て
、
日
常
業
務
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
安
全
文
化
の
弱
点
の
あ
る
分
野
お
よ
び
強
化

す
べ
き
分
野
と
の
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
 

(
b
) 
類
似
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
の
有
無
ま
た
は
当
該
類
似
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
が
発

生
す
る
可
能
性
の
明
確
化
 

b
)
 必
要
な
是
正
処
置
を
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。
 

 c
)
 講
じ
た
全
て
の
是
正
処
置
の
実
効
性
の
評
価
を
行
う
。

 

d
)
 必
要
に
応
じ
、
計
画
に
お
い
て
決
定
し
た
保
安
活
動
の
改
善
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
（
品

質
方
針
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
原
子
力
部
門
の
内
外
の
課
題
を
明
確
に
し
、
当

該
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
含
む
。
）
を
変
更
す
る
。
 

e
)
 必
要
に
応
じ
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る
。
 

f
)
 原
子
力
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
が
大
き
い
不
適
合
（
単
独
の
事
象
で
は
原
子
力
の

安
全
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
は
小
さ
い
が
、
同
様
の
事
象
が
繰
り
返
し
発
生
す
る
こ
と
に

よ
り
、
原
子
力
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
が
増
大
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
に
関
し
て
、
根
本
的
な
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に
行
う
分
析
の
手
順
を
、
表
３
－

１
の
８
．
５
．
２
項
お
よ
び
８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
に
確
立
し
、
実
施
す
る
。

 

g
)
 講
じ
た
全
て
の
是
正
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、

(1
)に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
２
項
お
よ
び

８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
手
順
書
等
に
基
づ
き
、
複
数
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
に
係
る
情
報
か
ら

類
似
す
る
事
象
に
係
る
情
報
を
抽
出
し
、
そ
の
分
析
を
行
い
、
当
該
類
似
の
事
象
に
共
通
す

る
原
因
を
明
確
に
し
た
上
で
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
（
(
1)
の
う
ち
、
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
実
施
す
る
こ
と
を
い
う
）。

 

８
．
５
．
３
 
未
然
防
止
処
置

 

  

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
運
転
経
験
等
の
知
見
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連

絡
会
で
取
り
扱
う
技
術
情
報
お
よ
び
ニ
ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含
む
。
）
を
収
集
し
、
自
ら
の

組
織
で
起
こ
り
得
る
不
適
合
（
原
子
力
施
設
そ
の
他
の
施
設
に
お
け
る
不
適
合
そ
の
他
の
事
象

が
自
ら
の
施
設
で
起
こ
る
可
能
性
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
特
定
し
た
問
題
を
含

む
。
）
の
重
要
性
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
適
切
な
未
然
防
止
処
置
を
講
じ

る
。
 

   

a
) 
起
こ
り
得
る
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
 

b
) 
未
然
防
止
処
置
を
講
ず
る
必
要
性
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

 

c
) 
必
要
な
未
然
防
止
処
置
を
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。
 

d
) 
講
じ
た
全
て
の
未
然
防
止
処
置
の
実
効
性
の
評
価
を
行
う
。

 

e
) 
講
じ
た
全
て
の
未
然
防
止
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す

る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
(1
)に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

   

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（品管規則の制定に伴う変更、法令改正に伴う用語の変更（「保守管理」を「施設管理」、

「保安検査官」を「原子力検査官」に変更）、「申請に関する説明」等事業者による検査が主体となるための変更） 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

  

                     

図
３
－
２
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図

 

  

  

                     

図
３
－
２
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図
 

 

                   

 

 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）

 

 
 

１
次
文
書

 

２
次
文
書

 

３
次
文
書

 

記
 
録
 

 
4
.
2
.1
 
b
)の
文
書
 

4
.
2
.
1
 c
)
 お
よ
び

d
) 
の
社
内
標
準
 

4
.
2
.
1
 
e
)
 の
文
書

 

4
.
2
.
1
 c

)
 
d)
 
お
よ
び

e
)
の
記
録
 

１
次
文
書
 

２
次
文
書
 

３
次
文
書
 

記
 
録

 

 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

 
表
３
－
１
お
よ
び
表
３
－
２

 
の
社
内
標
準

 

 
表
３
－
１
お
よ
び
表
３
－
２
の
 

 
社
内
標
準
に
基
づ
き
作
成
す
る
 

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書

 

 
上
記
文
書
に
基
づ
き

 

 
作
成
す
る
記
録
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前
 

変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

 表
３
－
１
：
本
品
質
保
証
計
画
関
連
条
項
と

JE
A
C4

11
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
社
内
標
準
と
の
関
 

 
 

 
 
 
係
 

本
品
質
保
証

 

計
画
関
連
条
項
 

項
 
目
 

社
内
標
準
名
 

所
管
箇
所
 

文
書
番
号

 
１
次

文
書

 
２
次
文
書
 

４
．
２
．
３

 

４
．
２
．
４

 

文
書
管
理

 

記
録
の
管
理
 

原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程 ※
１  

原
子
力
部
門
に
お
け

る
文
書
・
記
録
管
理
通

達
 

 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
企
画
部
門
 

平
成
１
８

 

原
総
通
達

 

第
３
号

 

８
．
２
．
２
 

内
部
監
査

 
原
子
力
部
門
に
お
け

る
内
部
監
査
通
達
 

 

経
営
監
査
室
 

 

平
成
１
８

 

経
営
原
通
達

 

第
１
号

 

８
．
３
 

８
．
５
．
２

 

不
適
合
管
理
 

是
正
処
置

 

不
適
合
管
理
お
よ
び

是
正
処
置
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
１
８

 

原
品
証
通
達

 

第
１
号

 

８
．
５
．
３

 
予
防
処
置

 
予
防
処
置
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
１
８

 

原
発
電
通
達

 

第
２
号
 

※
１
：
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
の
所
管
箇
所
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
総
務
室
お
よ
び

経
営
監
査
室
で
あ
り
、
文
書
番
号
は
平
成
１
５
規
程
第
５
号
と
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。
 

 

 表
３
－
１
：
本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
関
連
条
項
と
品
証
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す

る
社
内
標
準
と
の
関
係
 

本
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
計

画
関
連
条
項
 

項
 
目
 

社
内
標
準
名
 

所
管
箇
所

 
１
次

文
書
 

２
次
文
書
 

４
．
２
．
３
 

４
．
２
．
４
 

文
書
の
管
理
 

記
録
の
管
理
 

原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程 ※
１  

原
子
力
部
門
に
お
け
る
文

書
・
記
録
管
理
通
達
 

 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
企
画
部
門
 

８
．
２
．
２
 

内
部
監
査
 

原
子
力
部
門
に
お
け
る
内

部
監
査
通
達
 

 

経
営
監
査
室
 

 

８
．
３
 

８
．
５
．
２
 

不
適
合
の
管
理
 

是
正
処
置
等
 

不
適
合
管
理
お
よ
び
是
正

処
置
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門
 

８
．
５
．
２
 

８
．
５
．
３
 

是
正
処
置
等
 

未
然
防
止
処
置
 

未
然
防
止
処
置
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門
 

※
１
：
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
の
所
管
箇
所
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
総
務
室
お
よ
び
 

経
営
監
査
室
で
あ
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 原
子
力
規
制
に
お

け
る
検
査
制
度
の

見
直
し
に
伴
う
変

更
（
本
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
計
画
の
関
連
条

項
と
１
次
文
書
、

２
次
文
書
と
の
関

係
の
一
部
見
直

し
、
文
書
番
号
の

削
除
）
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

表３－２：本品質保証計画関連条項および本規定関連条項と原子力部門が必要と決定した社内標準との関係 

本品質保証 

計画関連条項 項 目 

社内標準名 

所管箇所 文書番号 本規定関連条項 １次

文書 
２次文書 

４．１ 重要度分

類 

原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程 

グレード分け通

達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原

品証通達 第

２号 

 

４．１ 安全文化 安全文化通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成２５ 原

品証通達 第

１号 

第２条の２、第２条の３、第３条 

５．４ 

５．５．３ 

６．２．２ 

品質目標 品質目標通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原

品証通達 第

３号 

 

５．５．３ プロセス

責任者 

原子力部門にお

ける文書・記録

管理通達 

原子力事業本部 

原子力企画部門 

平成１８ 原

総通達 第３

号 

 

５．５．４ 

５．６ 

内部コミ

ュニケー

ション 

内部コミュニケ

ーション通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原

品証通達 第

４号 

第６条、第８条 

６．１ 資源の提

供 

要員・組織計画

通達 

原子力事業本部 

原子力企画部門 

平成１８ 原

原企通達 第

１号 

 

６．１ 

６．２ 

力量、教

育・訓練

および認

識 

教育・訓練通達 原子力事業本部 

原子力企画部門 

平成１８ 原

原企通達 第

２号 

第１３１条、第１３２条 

 

変 
 

更 
 

後 

 

表３－２：本品質マネジメントシステム計画関連条項および本規定関連条項と原子力部門が必要と決定した社内標準との関係 

本品質マネジメ

ントシステム計

画関連条項 

項 目 

社内標準名 

所管箇所 本規定関連条項 １次

文書 
２次文書 

４．１ 重要度分

類 

原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程 

グレード分け通

達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

４．１ 安全文化 安全文化通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

第２条の２、第３条 

５．４ 

５．５．３ 

６．２ 

品質目標 品質目標通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

５．５．３ 管理者 原子力部門にお

ける文書・記録

管理通達 

原子力事業本部 

原子力企画部門 

 

５．５．４ 

５．６ 

組織の内

部の情報

の伝達 

内部コミュニケ

ーション通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

第６条、第８条 

６．１ 資源の確

保 

要員・組織計画

通達 

原子力事業本部 

原子力企画部門 

 

６．２ 要員の力

量の確保

および教

育訓練 

教育・訓練通達 原子力事業本部 

原子力企画部門 

第１３１条、第１３２条 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（本品質マネジメントシステム計画の関連条項と１次文書、２次文書との関係の一部見直

し、文書番号の削除） 

  

31



美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

表３－２（続き） 

本品質保証 

計画関連条項 項 目 

社内標準名 

所管箇所 文書番号 本規定関連条項 １次

文書 
２次文書 

６．１ 

６．３ 

６．４ 

７．１ 

７．２ 

７．５ 

７．６ 

８．２．４ 

 

運転管理 

原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程 

運転管理通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８  原発

電通達 第１号 

第９条の２、第１０条の２、第１２条の２から

第９３条、 

第１２０条、第１２０条の３、第１２０条の

４、第１３４条 

燃料管理 原子燃料管理通

達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８  原燃

保通達 第１号 

第９４条から第９９条、第１３４条 

放射性廃

棄物管理 

放射性廃棄物管

理通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８  原放

管通達 第１号 

第１００条から第１０４条、第１３４条 

放射線管

理 

放射線管理通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８  原放

管通達 第２号 

第１０５条から第１１９条、第１２２条の２、

第１２９条の２、第１３４条 

保守管理 保守管理通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８  原保

修通達 第１号 

第１２条の２、第９５条、第９８条、第１２０

条 

非常時の

措置 

非常時の措置通

達 

原子力事業本部 

原子力安全部門 

平成２６  原危

管通達 第１号 

第１８条の５、第１８条の６、第１２１条、第

１２２条、第１２３条から第１２９条、第１３

０条 

その他 安全管理通達 原子力事業本部 

原子力安全部門 

平成２６  原安

管通達 第１号 

第９条から第１１条、第１２条の２、第１２０

条の２ 

原子燃料サイク

ル通達 

原子力事業本部 

原子燃料部門 

平成１８  原燃

品通達 第１号 

第９４条から第９９条 

火災防護通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成２７  原発

電通達 第１号 

第１８条 

原子力技術業務

要綱 

原子力事業本部 

原子力技術部門 

平成１７  原プ

技要綱 第２号 

 

 

変 
 

更 
 

後 

表３－２（続き） 

本品質マネジメ

ントシステム計

画関連条項 

項 目 

社内標準名 

所管箇所 本規定関連条項 １次 

文書 
２次文書 

６．１ 

７．１ 

７．２ 

７．５ 

７．６ 

８．２．４ 

 

運転管理 

原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程 

運転管理通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

第９条の２、第１０条の２、第１２条の２から第

９３条、第１２０条、第１２０条の４、第１２０

条の５、第１３４条 

燃料管理 原子燃料管理

通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

第９４条から第９９条、第１３４条 

放射性廃

棄物管理 

放射性廃棄物

管理通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

第１００条から第１０４条、第１３４条 

放射線管

理 

放射線管理通

達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

第１０５条から第１１９条、第１２２条の２、第

１２９条の２、第１３４条 

施設管理 施設管理通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

第１２条の２、第９５条、第９８条、第１２０条

から第１２０条の５ 

非常時の

措置 

非常時の措置

通達 

原子力事業本部 

原子力安全部門 

第１８条の５、第１８条の６、第１２１条、第１

２２条、第１２３条から第１２９条、第１３０条 

その他 安全管理通達 原子力事業本部 

原子力安全部門 

第９条から第１１条、第１２条の２、第１２０条

の６ 

原子燃料サイ

クル通達 

原子力事業本部 

原子燃料部門 

第９４条から第９９条、第１００条の５ 

火災防護通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

第１８条 

原子力技術業

務要綱 

原子力事業本部 

原子力技術部門 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（本品質マネジメントシステム計画の関連条項と１次文書、２次文書との関係の一部見直

し、文書番号の削除） 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

表３－２（続き） 

本品質保証 

計画関連条項 項 目 

社内標準名 

所管箇所 文書番号 本規定関連条項 １次

文書 
２次文書 

７．２．２ 

７．２．３ 

８．２．１ 

外部との

コミュニ

ケーショ

ン 

原子力安

全の達成 原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程 

外部コミュニケー

ション通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原発

電通達 第３号 

 

７．３ 設計・開

発 

設計・開発通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原保

修通達 第２号 

第１２０条 

７．４ 

７．５．５ 

調達 

調達製品

の保存 

原子力部門におけ

る調達管理通達 

調達本部 平成２７ 調原

通達 第１号 

 

７．６ 監視機器

および測

定機器の

管理 

監視機器・測定機

器管理通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原保

修通達 第３号 

 

８．２．３ プロセス

の監視お

よび測定 

品質目標通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原品

証通達 第３号 

 

原子力部門におけ

る内部監査通達 

経営監査室 

 

平成１８経営

原通達 第１号 

 

７．６ 

８．２．４ 

検査およ

び試験 

検査・試験通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原保

修通達 第４号 

 

８．４ データの

分析 

データ分析通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

平成１８ 原品

証通達 第５号 

 

 

変 
 

更 
 

後 

表３－２（続き） 

本品質マネジメ

ントシステム計

画関連条項 

項 目 

社内標準名 

所管箇所 本規定関連条項 １次 

文書 
２次文書 

７．２．３ 

８．２．１ 

組織の外部の者と

の情報の伝達等 

組織の外部の者の

意見 

原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程 

外部コミュニケーシ

ョン通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

７．３ 設計開発 設計・開発通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

第１２０条 

原子力部門における

文章・記録管理通達 

原子力事業本部 

原子力企画部門 

 

７．４ 

７．５．５ 

調達 

調達物品の管理 

原子力部門における

調達管理通達 

調達本部  

７．６ 監視測定のための

設備の管理 

監視機器・測定機器管

理通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

８．２．３ プロセスの監視測

定 

品質目標通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

原子力部門における

内部監査通達 

経営監査室 

 

 

運転管理通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

不適合管理および是

正処置通達 

原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

未然防止処置通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

７．６ 

８．２．４ 

機器等の検査等 検査・試験通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

８．４ 

８．５．２ 

データの分析およ

び評価 

データ分析通達 原子力事業本部 

原子力発電部門 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（本品質マネジメントシステム計画の関連条項と１次文書、２次文書との関係の一部見直

し、文書番号の削除） 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
３
章
 
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価
 

 

第
１
節

 
組
織
お
よ
び
職
務
 

 （
保
安
に
関
す
る
組
織
）
 

第
 
４
 
条

 
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
図
４
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 図
４
 

【
本
 
店
】
 

 
管
理
責
任
者
（
経
営
監
査
室
長
）
 

 
 

 
 

 
社
長
 
 

 
 

経
営
監
査
室
長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
※
１
）
 

 

 
 
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 原
子
力
事
業
本
部
長
 

｜
 

 
  

 
 

原
子
力
企
画
部
門
統
括
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
品
質
保
証
会
議

 
 
 

 

 
 

 
調
達
本
部
長
 

 
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
長

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
総
務
室
長
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
 

 
 
土
木
建
築
室
長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
原
子
力
発
電
部
門
統
括
 
 
環
境
ﾓ
ﾆﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

ｾﾝ
ﾀｰ
所
長
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）

 
 

 
 

 
 

 
 
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
 

 

 
 

 
 

 
 
 
原
子
燃
料
部
門
統
括

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
（
※
２
）
 

 
 

 
 

 
 

 

 

第
３
章

 
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価
 

 

第
１
節
 
組
織
お
よ
び
職
務
 

 （
保
安
に
関
す
る
組
織
）
 

第
 
４

 
条

 
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
図
４
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 図
４
 

【
本

 
店
】
 

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

 

管
理
責
任
者
（
経
営
監
査
室
長
）
 

 
 

 
 

 
社
長
 
 

 
 

経
営
監
査
室
長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
※
１
）

 
 

 
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

 

管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 原
子
力
事
業
本
部
長

 

| 

  

 
 
 

原
子
力
企
画
部
門
統
括
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
品
質
保
証
会
議
 

 
 

 

 
 

 
調
達
本
部
長
 

 
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
長

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
総
務
室
長
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
 

 
 
土
木
建
築
室
長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
原
子
力
発
電
部
門
統
括
 
 
環
境
ﾓ
ﾆﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

ｾﾝ
ﾀｰ
所
長
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
 

 

 
 

 
 

 
 
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
 

 

 
 

 
 

 
 
 
原
子
燃
料
部
門
統
括

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
（
※
２
）
 

 
 

 
 

 
 

 

           原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
用
語
の
変
更

（
「
管
理
責
任
者
」

を
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理

責
任
者
」
に
変

更
）
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 図
４
（
続
き
）
 

【
発
電
所
】
 

  
 

品
質
保
証
室
長
 

 
 

 
安
全
・
防
災
室
長

 
 

 
（
※
１
）
 

 
所
長
室
長
 

 
 

 
 
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
 

 
 

技
術
課
長
 

 
 

 
 

 
 

原
子
燃
料
課
長
 

 
 

 
 

 
 

放
射
線
管
理
課
長
 

 
 

 
（
※
２
）
 

 
 

 
発
電
室
長
 

 
当
直
課
長
 

 
 

発
電
所
長
 
 

 
 

 
保
全
計
画
課
長

 
 
 
 
 
※
３
 

 
 

 
 

 
 

電
気
保
修
課
長
 

 
 

 
原
子
力
発
電
 

 
計
装
保
修
課
長
 

 
 

 
安
全
運
営
委
員
会
 

 
原
子
炉
保
修
課
長
 

 
 

 
発
電
所
レ
ビ
ュ
ー

 
 
 
電
気
主
任
技
術
者
 
 

タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
 

 
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
 

 
土
木
建
築
課
長
 

 
ビ
ン
主
任
技
術
者
 

 
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
 

 
 

 
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
 

 
 

 
 

 
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
※
３
：
１
，
２
号
炉
担
当
お
よ
び
３
号
炉
担
当
 

  

 図
４
（
続
き
）
 

【
発
電
所
】
 

  
 

品
質
保
証
室
長
 

 
 

 
安
全
・
防
災
室
長
 

 
 

（
※
１
）
 

 
所
長
室
長
 

 
 
 
 
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
 

 
 

技
術
課
長
 

 
 

 
 

 
 

原
子
燃
料
課
長
 

 
 

 
 

 
 

放
射
線
管
理
課
長
 

 
 
 
（
※
２
）
 

 
 

 
発
電
室
長
 

 
当
直
課
長
 

 
 

発
電
所
長
 
 

 
 

 
保
全
計
画
課
長
 
 
 
 
 
※
３
 

 
 

 
 

 
 

電
気
保
修
課
長
 

 
 
 
原
子
力
発
電
 

 
計
装
保
修
課
長
 

 
 
 
安
全
運
営
委
員
会
 

 
原
子
炉
保
修
課
長
 

 
 
 
発
電
所
レ
ビ
ュ
ー
  

 
電
気
主
任
技
術
者
 
 

タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
 

 
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー

 
 

土
木
建
築
課
長
 

 
ビ
ン
主
任
技
術
者

 
 

電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長

 
 

 
 

機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長

 
 

 
 

 
 

土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
 

 
 

  
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
※
３
：
１
，
２
号
炉
担
当
お
よ
び
３
号
炉
担
当
 

 

 変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
保
安
に
関
す
る
職
務
）
 

第
 
５
 
条

 
本
店
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 

（
略
）

 

 (
3)
 原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
第
１
項

(5
)か
ら

(1
0)
に
定
め
る
各
部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力

業
務
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
第
２
条
の
２
第
３
項
お
よ
び
第
２
条
の
３
第
３
項
の
職
務
を
行
う
。
 

 

（
略
）

 

 (
16
) 
第
１
項

(
6)
か
ら

(
10
)、

(
14

)に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
設
計

お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

   (
17
) 
第
１
項

(
5)
か
ら

(
15
)に
定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。
ま
た
、
各
所
属
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。

 

(
18
) 
そ
の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規
程
」
に
基
づ
き
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。
 

 ２
．
発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 

（
略
）

 

 

(
14
) 
定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
施
設
定
期
検
査
（
以

下
、「
定
期
検
査
」
と
い
う
。）
に
関
す
る
業
務
の
補
佐
を
行
う
。
 

 

（
略
）

 

 (
26
) 
第
２
項
(
5)
、

(
6)
、
(1

0)
か
ら

(1
3
)お
よ
び
 (

1
5)
 
か
ら

(2
3)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、

そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
運
転
お
よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

   (
27
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
課
（
室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
28
) 
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
（
以
下
、
「
原
子
炉
主
任
技
術
者
」
と
い
う
。）
を
兼
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課
長

ま
た
は
保
全
計
画
課
長
は
、
兼
任
し
た
場
合
、
担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
を

遂
行
し
な
い
こ
と
と
し
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行
う
。

 

 

 （
保
安
に
関
す
る
職
務
）
 

第
 
５

 
条

 
本
店
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 

（
略
）
 

 

(
3)
 原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
第
１
項
(5

)か
ら
(1

0)
に
定
め
る
各
部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力

業
務
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
第
２
条
の
２
第
３
項
の
職
務
を
行
う
。
 

 

（
略
）
 

 

(
16
) 
第
１
項

(
6)
か
ら

(
10
)、

(
14
)に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
設
計

お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

(
17
) 
各
職
位
は
、
第
３
条
８
．
２
．
４
項
で
要
求
さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら
ず
、
当
該
検
査
実
施
責
任
者
の
業
務

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
18
) 
第
１
項

(
5)
か
ら

(
15
)に
定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。
ま
た
、
各
所
属
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。

 

(
19
) 
そ
の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規
程
」
に
基
づ
き
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。
 

 ２
．
発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 

（
略
）

 

 

(
14
) 
定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
定
期
事
業
者
検
査
に

関
す
る
業
務
の
補
佐
を
行
う
。

 

 

（
略
）

 

 (
26
) 
第
２
項

(
5)
、

(
6)
、
(1
0)
か
ら

(1
3
)お
よ
び
 (

1
5)
 
か
ら
(2

3)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、

そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
運
転
お
よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

(
27
) 
各
職
位
は
、
第
３
条
８
．
２
．
４
項
で
要
求
さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら
ず
、
当
該
検
査
実
施
責
任
者
の
業
務

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
28
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
課
（
室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
29
) 
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
（
以
下
、
「
原
子
炉
主
任
技
術
者
」
と
い
う
。）
を
兼
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課
長

ま
た
は
保
全
計
画
課
長
は
、
兼
任
し
た
場
合
、
担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
を

遂
行
し
な
い
こ
と
と
し
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行
う
。

 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
番

号
の
繰
り
下
げ
）
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
事

業
者
検
査
の
独
立
性

確
保
の
た
め
、
必
要

な
場
合
は
他
の
職
位

が
所
管
す
る
業
務
の

検
査
に
関
す
る
業
務

を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
規
定
、
番

号
の
繰
り
下
げ
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
法

令
改
正
に
伴
う
変

更
）

 

 原
子
力
規
制
検
査
導

入
に
伴
う
変
更
 

（
事
業
者
検
査
の
独

立
性
確
保
の
た
め
、

必
要
な
場
合
は
他
の

職
位
が
所
管
す
る
業

務
の
検
査
に
関
す
る

業
務
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
規

定
、
番
号
の
繰
り
下

げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
 
８
 
条

 
発
電
所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す

る
。
 

２
．
運
営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認

す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
で
審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微

な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(
1)
 運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(e
) 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(f
) 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(g
) 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(h
) 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
i
) 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
 

(
j)
 火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る

事
項
 

(
k
) 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

 

(
2)
 燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
燃
料
の
検
査
お
よ
び
取
替
に
関
す
る
事
項
 

(
3)
 放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(a
) 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
放
出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(
4)
 放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(a
) 
管
理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別
措
置
を
要
す
る
区
域
に
関
す
る
事
項

 

(b
) 
管
理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
保
全
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
周
辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(e
) 
線
量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

(f
) 
除
染
に
関
す
る
事
項
 

(g
) 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る
事
項
 

(h
) 
放
射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(i
) 
管
理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項

 

(
5)
 保
守
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
6)
 改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

(
7)
 非
常
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
（
第
１
２
３
条
）

 

(
8)
 保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
（
第
１
３
１
条
）
に
関
す
る
事
項

 

(
9)
 事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
 

３
．
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。

 

 （
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
 
８

 
条

 
発
電
所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す

る
。
 

２
．
運
営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認

す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
で
審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微

な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(
1)
 運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項

 

(e
) 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(f
) 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(g
) 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(h
) 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項

 

(
i
) 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
 

(
j)
 火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る

事
項
 

(k
) 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

(
2)
 燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
燃
料
の
検
査
お
よ
び
取
替
に
関
す
る
事
項

 

(
3)
 放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
放
出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(
4)
 放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(a
) 
管
理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別
措
置
を
要
す
る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
管
理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
保
全
区
域
に
関
す
る
事
項

 

(d
) 
周
辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(e
) 
線
量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

(f
) 
除
染
に
関
す
る
事
項
 

(g
) 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る
事
項
 

(h
) 
放
射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(i
) 
管
理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(
5)
 施
設
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
6)
 改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項

 

(
7)
 非
常
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
（
第
１
２
３
条
）
 

(
8)
 保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
（
第
１
３
１
条
）
に
関
す
る
事
項

 

(
9)
 事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項

 

３
．
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。
 

               原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
規
定
審
査
基
準
改

正
に
伴
い
「
サ
ー
ベ

ラ
ン
ス
」
を
「
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
」
に
変

更
）

 

            原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
法

令
改
正
に
伴
い
「
保

守
管
理
」
を
「
施
設

管
理
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任

技
術
者
、
第
５
条
第
２
項
(3
)、

(5
)、

(7
)、

(
9)
か
ら

(1
2)
お
よ
び

(1
5)
か
ら
(
23
)に
定
め
る
職
位
に

加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任

技
術
者
、
第
５
条
第
２
項

(3
)、

(5
)、

(7
)、

(
9)
か
ら
(1
2
)お
よ
び
(1

5)
か
ら
(
23

)に
定
め
る
職
位
に
加

え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
）
 

第
 
９
 
条

 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
代
行
者
を
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
免

状
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
業
務
に
通
算
し
て
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
の
中

か
ら
選
任
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
施
設
の
工
事
ま
た
は
保
守
管
理
に
関
す
る
業
務

 

(
2)
 原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務

 

(
3)
 原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
業
務

 

(
4)
 原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
ま
た
は
管
理
に
関
す
る
業
務
 

２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
原
子
炉
毎
に
選
任
す
る
。

 

３
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
本
店
の
保
安
に
関
す
る
役
職
者
と
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、

品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課
長
お
よ
び
保

全
計
画
課
長
の
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
．
代
行
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
の
役
職
者
と
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
場
合
、
担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る

職
位
の
職
務
は
遂
行
せ
ず
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
代
行

者
が
原
子
炉
主
任
技
術
者
と
交
代
し
た
場
合
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。
 

６
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
（
非
常
召
集
可
能
圏
外
に
離
れ
る
場
合
を
含

む
。）
は
、
代
行
者
と
交
代
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

第
１
項
か
ら
第
３
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
選
任
す
る
。

 

 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
）
 

第
 
９

 
条

 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
代
行
者
を
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
免

状
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
業
務
に
通
算
し
て
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
の
中

か
ら
選
任
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
施
設
の
施
設
管
理
に
関
す
る
業
務
 

(
2)
 原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務

 

(
3)
 原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
業
務
 

(
4)
 原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
ま
た
は
管
理
に
関
す
る
業
務
 

２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
原
子
炉
毎
に
選
任
す
る
。
 

３
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
本
店
の
保
安
に
関
す
る
役
職
者
と
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、

品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課
長
お
よ
び
保

全
計
画
課
長
の
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
．
代
行
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
の
役
職
者
と
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
場
合
、
担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る

職
位
の
職
務
は
遂
行
せ
ず
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
代
行

者
が
原
子
炉
主
任
技
術
者
と
交
代
し
た
場
合
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。
 

６
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
（
非
常
召
集
可
能
圏
外
に
離
れ
る
場
合
を
含

む
。）
は
、
代
行
者
と
交
代
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

第
１
項
か
ら
第
３
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
選
任
す
る
。
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
）
 

第
 １
０

 条
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、
最

優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
 

 

（
略
）
 

 表
１
０
－
１

 

条
文
 

内
容

 

第
１
３
条
（
運
転
員
等
の
確
保
）

 
第
５
項
お
よ
び
第
７
項
に
定
め
る
体
制
の
構
築

 

第
１
８
条
の
５
（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制

の
整
備
）

 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施

計
画

 

第
１
８
条
の
６
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制

の
整
備
）

 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の

実
施
計
画

 

第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）

 
制
御
棒
の
挿
入
限
界
 

第
３
２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）
 
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲
お
よ

び
許
容
運
転
制
限
範
囲
 

第
３
６
条
（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力
お
よ

び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）

 

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
 

第
９
３
条
（
異
常
収
束
後
の
措
置
）

 
原
子
炉
の
再
起
動

 

第
９
７
条
（
燃
料
の
取
替
等
）

 
第
１
項
に
定
め
る
燃
料
装
荷
実
施
計
画
 

第
３
項
に
定
め
る
取
替
炉
心
の
安
全
性
評
価
の

結
果
 

第
１
０
５
条
（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）
 
第
５
項
に
定
め
る
一
時
的
な
管
理
区
域
の
設

定
・
解
除
 

第
７
項
に
定
め
る
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
 

第
１
３
１
条
（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画

 

第
１
３
２
条
（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教

育
）
 

請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
）
 

第
 １
０
 条

 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、
最

優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。

 

 

（
略
）
 

 

表
１
０
－
１
 

条
文
 

内
容
 

第
１
３
条
（
運
転
員
等
の
確
保
）

 
第
５
項
お
よ
び
第
７
項
に
定
め
る
体
制
の
構
築

 

第
１
８
条
の
５
（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制

の
整
備
）
 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施

計
画

 

第
１
８
条
の
６
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制

の
整
備
）
 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の

実
施
計
画

 

第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
 

制
御
棒
の
挿
入
限
界

 

第
３
２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）
 

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲
お
よ

び
許
容
運
転
制
限
範
囲

 

第
３
６
条
（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力
お
よ

び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）
 

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲

 

第
９
３
条
（
異
常
収
束
後
の
措
置
）
 

原
子
炉
の
再
起
動
 

第
９
７
条
（
燃
料
の
取
替
等
）
 

第
１
項
に
定
め
る
燃
料
装
荷
実
施
計
画

 

第
２
項
お
よ
び
第
４
項
に
定
め
る
取
替
炉
心
の

安
全
性
評
価
の
結
果

 

第
１
０
５
条
の
２
（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）
第
５
項
に
定
め
る
一
時
的
な
管
理
区
域
の
設

定
・
解
除
 

第
７
項
に
定
め
る
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
 

第
１
３
１
条
（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
 

第
１
３
２
条
（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教

育
）
 

請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
 

 

（
以
下
略
）
 

                      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

番
号
の
繰
り
下
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
の
運
転
期
間
）
 

第
１
２
条
の
２
 
所
長
は
、
表
１
２
の
２
に
定
め
る
原
子
炉
の
運
転
期
間
※
１
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
な

お
、
実
用
炉
規
則
第
４
９
条
第
１
項
第
２
号
に
基
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期
検
査
を
受
け
る
べ

き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
時
期
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
 

  ※
１
：
原
子
炉
の
運
転
期
間
と
は
、
定
期
検
査
が
終
了
し
た
日
か
ら
、
次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に

原
子
炉
を
停
止
す
る
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
な
お
、「
原
子
炉
を
停
止
す
る
」
と
は
、
当
該
原
子
炉

の
主
発
電
機
の
解
列
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

表
１
２
の
２
 

原
子
炉
の
運
転
期
間
 

1
3
ヶ
月
 

 

 

 

（
原
子
炉
の
運
転
期
間
）
 

第
１
２
条
の
２

 
所
長
は
、
表
１
２
の
２
に
定
め
る
原
子
炉
の
運
転
期
間
※
１
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
な

お
、
実
用
炉
規
則
第
５
５
条
第
４
項
第
１
号
に
基
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期
事
業
者
検
査
を
受

け
る
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
時
期
の
範
囲
内
で
運
転
を
行

う
。
 

 ※
１
：
原
子
炉
の
運
転
期
間
と
は
、
定
期
事
業
者
検
査
が
終
了
し
た
日
か
ら
、
次
回
定
期
事
業
者
検
査
を
開

始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を
停
止
す
る
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
な
お
、「
原
子
炉
を
停
止
す
る
」
と

は
、
当
該
原
子
炉
の
主
発
電
機
の
解
列
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

表
１
２
の
２
 

原
子
炉
の
運
転
期
間
 

1
3
ヶ
月
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 
 （
運
転
管
理
業
務
）
 

第
１
３
条
の
２
 各
課
（
室
）
長
は
、
運
転
モ
ー
ド
に
応
じ
た
原
子
力
安
全
へ
の
影
響
度
を
考
慮
し
て
原
子

炉
施
設
を
安
全
な
状
態
に
維
持
す
る
と
と
も
に
、
事
故
等
を
安
全
に
収
束
さ
せ
る
た
め
、
運
転
管
理
に

関
す
る
次
の
各
号
の
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
（
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
※
１
を
除
く
）
の
運
転
に
関
す
る

次
の
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
a)
 原
子
炉
施
設
の
運
転
に
必
要
な
監
視
項
目
※
２
を
定
め
、
中
央
制
御
室
に
お
け
る
監
視
、
第
１
４

条
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
の
巡
視
点
検
に
よ
っ
て
、
施
設
の
運
転
監
視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、

異
状
が
あ
れ
ば
関
係
各
課
（
室
）
長
に
通
知
す
る
。
 

(
b)
 運
転
操
作
（
系
統
管
理
を
含
む
）
に
係
る
事
項
を
定
め
運
用
す
る
。
 

(
c)
 原
子
炉
施
設
に
係
る
警
報
発
信
時
の
対
応
内
容
を
定
め
運
用
す
る
。
 

(
d)
 原
子
炉
施
設
の
設
備
故
障
お
よ
び
事
故
発
生
時
の
対
応
内
容
を
定
め
運
用
す
る
。
 

(
2)
 各
課
（
室
）
長
は
、
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
に
関
す
る
次
の
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
a)
 第
１
４
条
第
３
項
の
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
。
そ
の
結
果
、
設
備
故
障
が
あ
れ
ば
関
係
各
課

（
室
）
長
に
通
知
す
る
。
 

(
b)
 作
業
に
伴
う
機
器
操
作
に
係
る
事
項
を
定
め
運
用
す
る
。

 

(
c)
 原
子
炉
施
設
の
設
備
故
障
お
よ
び
事
故
発
生
時
の
対
応
内
容
を
定
め
運
用
す
る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
運
転
操
作
（
系
統
管
理
を
含
む
）
が
必
要
な
場
合
は
、
関
係
各
課
（
室
）
長
の
依

頼
に
基
づ
き
、
第
1号

(b
)に
よ
る
運
転
操
作
（
系
統
管
理
を
含
む
）
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
関
係
各

課
（
室
）
長
は
、
発
電
室
長
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
範
囲
に
対
し
て
、
必
要
な
作
業
を
行
う
。
 

(
4)
 各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
節
（
第
８
７
条
か
ら
第
９
０
条
を
除
く
）
各
条
第
２
項
の
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
行
う
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
試
験
・
確
認
等
の
計

画
を
定
め
、
実
施
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
起
動
前
の
施
設
お
よ
び
設
備
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
第
１

７
条
に
従
い
実
施
す
る
。
 

 

※
１
：
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
と
は
、
可
搬
設
備
、
緊
急
時
対
策
所
設
備
お
よ
び
通
信
連
絡
を
行

う
た
め
に
必
要
な
設
備
等
を
い
う
。
 

※
２
：
運
転
に
必
要
な
監
視
項
目
と
は
、
第
３
節
（
第
８
７
条
か
ら
第
９
０
条
を
除
く
）
各
条
第
２
項
の
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
監
視
項
目
等
を
い
う
。
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
運
転
管
理
業
務
を

包
括
的
に
規
定
し
た

条
文
の
追
加
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
巡
視
点
検
）
 

第
 １
４

 条
 
当
直
課
長
（
１
、
２
号
炉
担
当
を
含
む
。）
は
、
毎
日
１
回
以
上
、
原
子
炉
施
設
（
原
子
炉

格
納
容
器
内
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
、
第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
お
よ
び
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い

る
施
設
※
１
を
除
く
。
）
を
巡
視
し
、
次
の
施
設
お
よ
び
設
備
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
。

 

 

(
1)
 原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
 

(
2)
 制
御
材
駆
動
設
備

 

(
3)
 電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設

 

２
．
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
お
よ
び
第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
に

つ
い
て
は
、
第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
措
置
に
伴
う
立
ち
入
り
制
限
を
考
慮
し
て
、
巡
視
点
検
を
行

う
区
域
お
よ
び
方
法
を
定
め
る
。
当
直
課
長
は
、
そ
の
定
め
に
従
い
、
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
一
定
期
間
※
２
毎
に
巡
視
し
、
点
検
を

行
う
。
 

 ※
１
：
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
と
は
、
可
搬
設
備
、
緊
急
時
対
策
所
設
備
お
よ
び
通
信
連
絡
を
行

う
た
め
に
必
要
な
設
備
等
を
い
う
。
 

※
２
：
一
定
期
間
と
は
、
１
ヶ
月
を
超
え
な
い
期
間
を
い
い
、
そ
の
確
認
の
間
隔
は
７
日
間
を
上
限
と
し
て

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
実
施
回
数
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は

な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実
施
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

ま
た
、
点
検
可
能
な
時
期
が
定
期
検
査
時
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
定
期
検
査
毎
と
す
る
。

 

 （
巡
視
点
検
）
 

第
 １
４
 条

 
当
直
課
長
（
１
，
２
号
炉
担
当
含
む
）
は
、
毎
日
１
回
以
上
、
原
子
炉
施
設
（
原
子
炉
格
納

容
器
内
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
お
よ
び
第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
を
除
く
）
を
巡
視
し
、
次
の
施
設

お
よ
び
設
備
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
。
実
施
に
お
い
て
は
、
第
１
２
０
条
の
３
第
３
項
に
定
め
る
観
点
を

含
め
て
行
う
。
 

(
1)
 原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
 

(
2)
 制
御
材
駆
動
設
備
 

(
3)
 電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設
 

２
．
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
お
よ
び
第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
に

つ
い
て
は
、
第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
措
置
に
伴
う
立
ち
入
り
制
限
を
考
慮
し
て
、
巡
視
点
検
を
行

う
区
域
お
よ
び
方
法
を
定
め
る
。
当
直
課
長
は
、
そ
の
定
め
に
従
い
、
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
一
定
期
間
※
２
毎
に
巡
視
し
、
点
検
を

行
う
。
実
施
に
お
い
て
は
、
第
１
２
０
条
の
３
第
３
項
に
定
め
る
観
点
を
含
め
て
行
う
。

 

 ※
１
：
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
と
は
、
可
搬
設
備
、
緊
急
時
対
策
所
設
備
お
よ
び
通
信
連
絡
を
行

う
た
め
に
必
要
な
設
備
等
を
い
う
。
 

※
２
：
一
定
期
間
と
は
、
１
ヶ
月
を
超
え
な
い
期
間
を
い
い
、
そ
の
確
認
の
間
隔
は
７
日
間
を
上
限
と
し
て

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
実
施
回
数
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は

な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実
施
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

ま
た
、
点
検
可
能
な
時
期
が
定
期
事
業
者
検
査
時
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
定
期
事
業
者
検
査
毎

と
す
る
。

 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
施

設
管
理
と
の
関
連
の

追
記
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理

 
 
由
 

 （
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
作
成
）
 

第
 １
５

 条
 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
管

理
に
関
す
る
社
内
標
準
を
作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員

会
の
確
認
を
得
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
2)
 巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(
3)
 異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 

(
4)
 警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
5)
 原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
6)
 定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
7)
 誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項

 

(
8)
 火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事

項
 

(
9)
 重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

 

 （
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
作
成
）
 

第
 １
５
 条

 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
管
理

に
関
す
る
社
内
標
準
を
作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会

の
確
認
を
得
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
2)
 巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項

 

(
3)
 異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 

(
4)
 警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
5)
 原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
6)
 定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項

 

(
7)
 誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項

 

(
8)
 火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事

項
 

(
9)
 重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

 

         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
規
定
審
査
基
準
改

正
に
伴
い
「
サ
ー
ベ

ラ
ン
ス
」
を
「
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
」
に
変

更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
起
動
前
の
確
認
事
項
）
 

第
 １
７

 条
 
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
の
起
動
開
始
ま
で
に
、
次
の
施
設
お
よ
び
設
備
を
点
検
し
、
異

常
の
有
無
を
確
認
し
、
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
発
電
室
長
は
、
こ
の
通
知
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
 

(
2)
 制
御
材
駆
動
設
備

 

(
3)
 電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設

 

２
．
発
電
室
長
は
、
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
※
１
ま
で
に
、
第
３
節
の
条
文
中
で
定
期
検
査
時
に
関
係
課
長

か
ら
発
電
室
長
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
確
認
項
目
※
２
※
３
に
つ
い
て
、
通
知
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 ※
１
：
定
期
検
査
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
原
子
炉
を
臨
界
に
す
る
た
め
に
モ
ー
ド
５
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の

移
行
操
作
を
開
始
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
以
降
に
実
施
さ
れ
る
確
認
項
目
を
除
く
。
 

※
３
：
定
期
検
査
に
お
け
る
最
終
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
。
な
お
、
動
作
確
認
を
伴
う
確
認
項
目
お
よ
び

系
統
構
成
に
係
る
確
認
項
目
に
つ
い
て
は
、
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
前
の
１
年
以
内
の
確
認
結
果

を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

 （
原
子
炉
起
動
前
の
確
認
事
項
）
 

第
 １
７
 条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
の
起
動
開
始
ま
で
に
、
次
の
施
設
お
よ
び
設
備
を
点
検
し
、
異

常
の
有
無
を
確
認
し
、
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
発
電
室
長
は
、
こ
の
通
知
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
 

(
2)
 制
御
材
駆
動
設
備
 

(
3)
 電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設
 

２
．
発
電
室
長
は
、
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
※
１
ま
で
に
、
第
３
節
の
条
文
中
で
定
期
事
業
者
検
査
時
に
関

係
課
長
か
ら
発
電
室
長
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
確
認
項
目
※
２
※
３
に
つ
い
て
、
通
知
が
完
了

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 ※
１
：
定
期
事
業
者
検
査
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
原
子
炉
を
臨
界
に
す
る
た
め
に
モ
ー
ド
５
か
ら
モ
ー
ド

４
へ
の
移
行
操
作
を
開
始
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
以
降
に
実
施
さ
れ
る
確
認
項
目
を
除
く
。
 

※
３
：
定
期
事
業
者
検
査
に
お
け
る
最
終
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
。
な
お
、
動
作
確
認
を
伴
う
確
認
項
目

お
よ
び
系
統
構
成
に
係
る
確
認
項
目
に
つ
い
て
は
、
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
前
の
１
年
以
内
の
確

認
結
果
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

       原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
隔
離
弁
管
理
）
 

第
１
９
条
の
２

 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
通
常
時
閉
、
事
故
時
閉
と
な
る
手
動
弁
の
う
ち
、
開
と

な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
施
錠
管
理
を
行
う
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
隔
離
弁
（
原
子
炉
側
か

ら
み
た
第
１
弁
）
に
つ
い
て
、
閉
止
施
錠
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 （
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
隔
離
弁
管
理
）
 

第
１
９
条
の
２
 
発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
通
常
時
閉
、
事
故
時
閉
と
な
る
手
動
弁
の
う

ち
、
開
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
施
錠
管
理
を
行
う
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
隔
離
弁
（
原

子
炉
側
か
ら
み
た
第
１
弁
）
に
つ
い
て
、
閉
止
施
錠
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

       原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
制
御
棒
動
作
機
能
）
 

第
 ２
３

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
棒
動
作
機
能
は
、
表
２
３
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
動
作
機
能
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
全
引
抜
位
置
か
ら
の
落
下
時
間
（
原
子
炉
ト
リ
ッ

プ
信
号
発
信
か
ら
全
ス
ト
ロ
ー
ク
の
８
５
％
に
至
る
ま
で
の
時
間
）
が
２
．
１
秒
以
下
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
３
ヶ
月
に
１
回
、
全
挿
入
さ
れ
て

い
な
い
制
御
棒
を
バ
ン
ク
毎
に
動
か
し
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
御
棒
が
固

着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に

各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の
 ±

12
 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
偏
差
大
を

検
知
す
る
警
報
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ

ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の

 ±
1
2 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
制
御
棒
動
作
機
能
）
 

第
 ２
３
 条

 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
棒
動
作
機
能
は
、
表
２
３
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
動
作
機
能
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
全
引
抜
位
置
か
ら
の
落
下
時
間
（
原
子
炉

ト
リ
ッ
プ
信
号
発
信
か
ら
全
ス
ト
ロ
ー
ク
の
８
５
％
に
至
る
ま
で
の
時
間
）
が
２
．
１
秒
以
下
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
３
ヶ
月
に
１
回
、
全
挿
入
さ
れ
て

い
な
い
制
御
棒
を
バ
ン
ク
毎
に
動
か
し
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
御
棒
が
固

着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に

各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の
 ±

12
 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
偏
差
大
を

検
知
す
る
警
報
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ

ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の
 ±

1
2 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
制
御
棒
位
置
指
示
）
 

第
 ２
５

 
条

 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
指
示
は
、
表
２
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
制
御
棒
位
置
指
示
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
移
動
範
囲
に
お
い
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ

プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の

 ±
1
2
 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に

通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
表
２
５
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

は
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
措
置
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
は
制
御
棒
毎
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
は
バ
ン
ク
毎
に
、
個
別

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
制
御
棒
位
置
指
示
）
 

第
 ２
５

 
条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
指
示
は
、
表
２
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
位
置
指
示
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
移
動
範
囲
に
お
い
て
、
各
制
御
棒
位
置
が

ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の
 
±
12

 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電

室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
表
２
５
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

は
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
措
置
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
は
制
御
棒
毎
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
は
バ
ン
ク
毎
に
、
個
別

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
炉
物
理
検
査

 
－
モ
ー
ド
２
－
）
 

第
 ２
７

 条
 
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第
２
２
条
（
減
速
材
温
度
係
数
）、
第
２
３
条

（
制
御
棒
動
作
機
能
）
お
よ
び
第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
、
停
止
余
裕
は
、
表
２
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
停
止
余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を

実
施
す
る
。
 

(
1)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で
に
、
第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設

備
）
の
規
定
に
基
づ
く
出
力
領
域
お
よ
び
中
間
領
域
中
性
子
束
計
装
に
関
す
る
設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 （
炉
物
理
検
査
 
－
モ
ー
ド
２
－
）
 

第
 ２
７
 条

 
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第
２
２
条
（
減
速
材
温
度
係
数
）、
第
２
３
条

（
制
御
棒
動
作
機
能
）
お
よ
び
第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
、
停
止
余
裕
は
、
表
２
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
停
止
余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を

実
施
す
る
。
 

(
1)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で
に
、
第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設

備
）
の
規
定
に
基
づ
く
出
力
領
域
お
よ
び
中
間
領
域
中
性
子
束
計
装
に
関
す
る
設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
確
認
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

        原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
機
能
検
査
」

を
「
機
能
確
認
」
に

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
化
学
体
積
制
御
系
（
ほ
う
酸
濃
縮
機
能
））

 

第
 ２
８

 
条

 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
化
学
体
積
制
御
系
は
、
表
２
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
化
学
体
積
制
御
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
充
て
ん
／
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

(
2)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
ほ
う
酸
ポ
ン
プ
に

つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
3)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
ほ
う
酸
タ
ン
ク
の
ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う
酸
水
量
お

よ
び
ほ
う
酸
水
温
度
を
表
２
８
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
4)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
緊
急
ほ
う
酸
注
入
弁
が
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
化
学
体
積
制
御
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
表
２
８
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
こ
の
本
編
の
他
の
条
文
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
ほ
う
酸
ポ
ン
プ
１
系
統
が
復
旧
す
る
ま
で
は
、
モ
ー
ド
３
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の

移
行
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 （
化
学
体
積
制
御
系
（
ほ
う
酸
濃
縮
機
能
））

 

第
 ２
８

 
条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
化
学
体
積
制
御
系
は
、
表
２
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
化
学
体
積
制
御
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
充
て
ん
／
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

(
2)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
ほ
う
酸
ポ
ン
プ
に

つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
ほ
う
酸
タ
ン
ク
の
ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う
酸
水
量
お

よ
び
ほ
う
酸
水
温
度
を
表
２
８
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
4)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
緊
急
ほ
う
酸
注
入
弁
が
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
化
学
体
積
制
御
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
表
２
８
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
こ
の
本
編
の
他
の
条
文
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
ほ
う
酸
ポ
ン
プ
１
系
統
が
復
旧
す
る
ま
で
は
、
モ
ー
ド
３
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の

移
行
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

 

（
以
下
略
）
 

            原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
 

第
 ３
４

 条
 
次
の
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
は
、
表
３
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
保
護
系
計
装
 

(
2)
 工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装

 

(
3)
 事
故
時
監
視
計
装

 

(
4)
 デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装

 

(
5)
 中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
計
装

 

(
6)
 中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置

 

２
．
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
燃
料
課
長
、
発
電
室
長
、
当
直
課
長
、
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
３
４
－
２

か
ら
表
３
４
－
７
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
原
子
燃
料
課
長
、
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計

装
保
修
課
長
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 （
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
 

第
 ３
４
 条

 
次
の
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
は
、
表
３
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
保
護
系
計
装
 

(
2)
 工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装

 

(
3)
 事
故
時
監
視
計
装
 

(
4)
 デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装

 

(
5)
 中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
計
装
 

(
6)
 中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置
 

２
．
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
燃
料
課
長
、
発
電
室
長
、
当
直
課
長
、
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
３
４

－
２
か
ら
表
３
４
－
７
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
原
子
燃
料
課
長
、
電
気
保
修
課
長

お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 変
更
な
し
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 
表３４－２ 原子炉保護系計装 
【凡 例】 
(a) 原子炉トリップしゃ断器が閉じ、制御棒の引き抜きが行える場合 
(b) Ｐ－１０（出力領域中性子束）インターロック未満 
(c) Ｐ－６（中間領域中性子束）インターロック以上 
(d) Ｐ－６（中間領域中性子束）インターロック未満 
(e) 原子炉トリップしゃ断器が開放されている場合 
(f) Ｐ－７（低出力原子炉トリップブロック）インターロック以上 
(g) Ｐ－８（出力領域中性子束）インターロック以上 
(h) Ｐ－７（低出力原子炉トリップブロック）インターロック以上とＰ－８（出力領域中性子束）インターロック未満 

(i) Ｐ－１３（タービン低出力原子炉トリップブロック）インターロック以上 
(j) 原子炉格納容器内での燃料移動中でない場合 
(k) 原子炉格納容器内での燃料移動中の場合 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統

数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．原子炉保護系論理回路※３ － 
 
 

モード１ 
および２ 

２系統 A. １系統が動
作不能であ
る場合 

A.1 計装保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認※

４のうえ、作業のため当該系統のバイ
パスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。残
りの系統が動作可能な
状態においては、機能
確認のためのバイパス
を２時間に限り行うこ
とができる。 
 

１ヶ月に１回
（交互に１系
統ずつ） 

計装保修課長 

B. 原子炉トリ
ップしゃ断
器１系統が
動作不能で
ある場合 

B.1 電気保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認の
うえ、作業のため当該系統のバイパ
スを行うことができる。 

１時間 

C. 条件 Aまたは
B の措置を完
了時間内に
達成できな
い場合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

－ 
 
 

モード 
３(a)、４(a) 
および５(a) 

２系統 A. １系統が動
作不能であ
る場合 

A.1 計装保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認の
うえ、作業のため当該系統のバイパ
スを行うことができる。 

４８時間 

機能の確認を行う。 
 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 原子炉トリ
ップしゃ断
器１系統が
動作不能で
ある場合 

B.1 電気保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認の
うえ、作業のため当該系統のバイパ
スを行うことができる。 

４８時間 

C. 条件 Aまたは
B の措置を完
了時間内に
達成できな
い場合 

C.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断
器を開く。 

１時間 

２．手動原子炉トリップ※５ － 
 
 

モード１ 
および２ 

２ A. １チャンネ
ルが動作不
能である場
合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネルを
動作可能な状態にする。 

４８時間 機能の確認を行う。 定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 Aの措置
を完了時間
内に達成で
きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

および  
B.2 当直課長は、原子炉トリップしゃ断

器を開く。 
１３時間 

モード 
３(a)、４(a) 
および５(a) 

２ A. １チャンネ
ルが動作不
能である場
合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネルを
動作可能な状態にする。 

４８時間 

B. 条件 Aの措置
を完了時間
内に達成で
きない場合 

B.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断
器を開く。 

１時間 

※２：特に定める場合を除き、チャンネル・系統毎に個別の条件が適用される。 
※３：モード１および２における原子炉トリップしゃ断器は、重大事故等対処設備を兼ねる。 
※４：「正常な状態であることを確認」とは、定期事業者検査時の記録確認および運転中に作業を実施した場合はその復旧状態の確認を行うことをいう（以下、本条において同じ）。 
※５：モード１および２における手動原子炉トリップに必要な設備（原子炉トリップスイッチ）は、重大事故等対処設備を兼ねる。 
 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

表３４－２ 原子炉保護系計装 
【凡 例】 
(a) 原子炉トリップしゃ断器が閉じ、制御棒の引き抜きが行える場合 
(b) Ｐ－１０（出力領域中性子束）インターロック未満 
(c) Ｐ－６（中間領域中性子束）インターロック以上 
(d) Ｐ－６（中間領域中性子束）インターロック未満 
(e) 原子炉トリップしゃ断器が開放されている場合 
(f) Ｐ－７（低出力原子炉トリップブロック）インターロック以上 
(g) Ｐ－８（出力領域中性子束）インターロック以上 
(h) Ｐ－７（低出力原子炉トリップブロック）インターロック以上とＰ－８（出力領域中性子束）インターロック未満 

(i) Ｐ－１３（タービン低出力原子炉トリップブロック）インターロック以上 
(j) 原子炉格納容器内での燃料移動中でない場合 
(k) 原子炉格納容器内での燃料移動中の場合 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統

数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．原子炉保護系論理回路※３ － 
 
 

モード１ 
および２ 

２系統 A. １系統が動
作不能であ
る場合 

A.1 計装保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認※

４のうえ、作業のため当該系統のバイ
パスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施する。
残りの系統が動作可能
な状態においては、検
査のためのバイパスを
２時間に限り行うこと
ができる。 
 

１ヶ月に１回
（交互に１系
統ずつ） 

計装保修課長 

B. 原子炉トリ
ップしゃ断
器１系統が
動作不能で
ある場合 

B.1 電気保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認の
うえ、作業のため当該系統のバイパ
スを行うことができる。 

１時間 

C. 条件 Aまたは
B の措置を完
了時間内に
達成できな
い場合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

－ 
 
 

モード 
３(a)、４(a) 
および５(a) 

２系統 A. １系統が動
作不能であ
る場合 

A.1 計装保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認の
うえ、作業のため当該系統のバイパ
スを行うことができる。 

４８時間 

機能検査を実施する。 
 

定期検査時 計装保修課長 

B. 原子炉トリ
ップしゃ断
器１系統が
動作不能で
ある場合 

B.1 電気保修課長は、当該系統を動作可
能な状態にする。ただし、残りの系
統が正常な状態であることを確認の
うえ、作業のため当該系統のバイパ
スを行うことができる。 

４８時間 

C. 条件 Aまたは
B の措置を完
了時間内に
達成できな
い場合 

C.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断
器を開く。 

１時間 

２．手動原子炉トリップ※５ － 
 
 

モード１ 
および２ 

２ A. １チャンネ
ルが動作不
能である場
合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネルを
動作可能な状態にする。 

４８時間 機能検査を実施する。 定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置
を完了時間
内に達成で
きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

および  
B.2 当直課長は、原子炉トリップしゃ断

器を開く。 
１３時間 

モード 
３(a)、４(a) 
および５(a) 

２ A. １チャンネ
ルが動作不
能である場
合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネルを
動作可能な状態にする。 

４８時間 

B. 条件 Aの措置
を完了時間
内に達成で
きない場合 

B.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断
器を開く。 

１時間 

※２：特に定める場合を除き、チャンネル・系統毎に個別の条件が適用される。 
※３：モード１および２における原子炉トリップしゃ断器は、重大事故等対処設備を兼ねる。 
※４：「正常な状態であることを確認」とは、定期検査時の記録確認および運転中に作業を実施した場合はその復旧状態の確認を行うことをいう（以下、本条において同じ）。 
※５：モード１および２における手動原子炉トリップに必要な設備（原子炉トリップスイッチ）は、重大事故等対処設備を兼ねる。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

  

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

３．出力領域中性子束高 高設定 定格出力の 
111%以下 

モード１ 
および２ 

４※６ A. １チャンネル
（バイパスし
たチャンネル
を除く）が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長は当該チャンネルを
動作可能な状態にする※７。 

６時間 原子炉熱出力と出力
領域中性子束計装の
指示値との差が±2%
を超える場合は、出力
領域中性子束計装の
指示値を校正する。 

原子炉熱出力
が15％以上と
なってから２
４時間以内 
その後の１日
に１回 

当直課長 

設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

低設定 定格出力の 
27%以下 

モード１(b)お
よび２ 

４※６ A. １チャンネル
（バイパスし
たチャンネル
を除く）が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする※７。 

６時間 

動作不能でないこと
を指示値により確認※

８する。 

１日に１回 当直課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

４．出力領域中性子束変化
率高 

増加率高 定格出力の
11%ステップ
以下 

モード１ 
および２ 

４※６ A. １チャンネル
（バイパスし
たチャンネル
を除く）が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする※７。 

６時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

減少率高 定格出力の 
8%ステップ
以下 

モード１ 
および２ 

４※６ 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

５．中間領域中性子束高 定格出力の 
30%以下 

モード１(b) 
および２(c) 

２※９ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 当直課長は、P‐6未満にする。 
または 
A.2 当直課長は、P-10以上にする。 

２時間 
 

２時間 

設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. ２チャンネル
が動作不能で
ある場合 

B.1 当直課長は、１次冷却材中のほう
素濃度が低下する操作および制御
棒の引抜き操作を全て中止する。 

および 
B.2 当直課長は、P-6未満にする。 

速やかに 
 
 
 

２時間 動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

モード２(d) ２ A. １または２チ
ャンネルが動
作不能である
場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

P-6を超えるまでに 

※６：検出器特性検査時、炉内外核計装照合校正時、出力領域中性子束計装の指示校正時またはモード２での炉物理検査時においては残り３チャンネルが動作可能であることを条件に１チャンネルをバイパスすることができる。
この場合、バイパスしたチャンネルを動作不能とはみなさない。 

※７：検出器特性検査時、炉内外核計装照合校正時、出力領域中性子束計装の指示校正時またはモード２での炉物理検査時においては残り３チャンネルが動作可能であることを条件に１チャンネルをバイパスする措置を行うこと
ができる。 

※８：「動作不能でないことを指示値により確認」とは、当該チャンネルの指示値に異常な変動がないことを確認すること、また可能であれば他の計器チャンネルによって得られた値と差異がないことを確認することをいう。な
お、トリップ状態にあるチャンネルについては指示値の確認を行う必要はない（以下、本条において同じ）。 

※９：制御棒引抜き阻止の設定または中間領域中性子束高トリップ設定点の設定時においては、残りのチャンネルが動作可能であることを条件に、２時間に限り、１チャンネルをバイパスすることができる。この場合、バイパス
したチャンネルを動作不能とはみなさない。 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

３．出力領域中性子束高 高設定 定格出力の 
111%以下 

モード１ 
および２ 

４※６ A. １チャンネル
（バイパスし
たチャンネル
を除く）が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長は当該チャンネルを
動作可能な状態にする※７。 

６時間 原子炉熱出力と出力
領域中性子束計装の
指示値との差が±2%
を超える場合は、出力
領域中性子束計装の
指示値を校正する。 

原子炉熱出力
が15％以上と
なってから２
４時間以内 
その後の１日
に１回 

当直課長 

設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

低設定 定格出力の 
27%以下 

モード１(b)お
よび２ 

４※６ A. １チャンネル
（バイパスし
たチャンネル
を除く）が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする※７。 

６時間 

動作不能でないこと
を指示値により確認※

８する。 

１日に１回 当直課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

４．出力領域中性子束変化
率高 

増加率高 定格出力の
11%ステップ
以下 

モード１ 
および２ 

４※６ A. １チャンネル
（バイパスし
たチャンネル
を除く）が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする※７。 

６時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

減少率高 定格出力の 
8%ステップ
以下 

モード１ 
および２ 

４※６ 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

５．中間領域中性子束高 定格出力の 
30%以下 

モード１(b) 
および２(c) 

２※９ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 当直課長は、P‐6未満にする。 
または 
A.2 当直課長は、P-10以上にする。 

２時間 
 

２時間 

設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. ２チャンネル
が動作不能で
ある場合 

B.1 当直課長は、１次冷却材中のほう
素濃度が低下する操作および制御
棒の引抜き操作を全て中止する。 

および 
B.2 当直課長は、P-6未満にする。 

速やかに 
 
 
 

２時間 動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

モード２(d) ２ A. １または２チ
ャンネルが動
作不能である
場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

P-6を超えるまでに 

※６：検出器特性検査時、炉内外核計装照合校正時、出力領域中性子束計装の指示校正時またはモード２での炉物理検査時においては残り３チャンネルが動作可能であることを条件に１チャンネルをバイパスすることができる。
この場合、バイパスしたチャンネルを動作不能とはみなさない。 

※７：検出器特性検査時、炉内外核計装照合校正時、出力領域中性子束計装の指示校正時またはモード２での炉物理検査時においては残り３チャンネルが動作可能であることを条件に１チャンネルをバイパスする措置を行うこと
ができる。 

※８：「動作不能でないことを指示値により確認」とは、当該チャンネルの指示値に異常な変動がないことを確認すること、また可能であれば他の計器チャンネルによって得られた値と差異がないことを確認することをいう。な
お、トリップ状態にあるチャンネルについては指示値の確認を行う必要はない（以下、本条において同じ）。 

※９：制御棒引抜き阻止の設定または中間領域中性子束高トリップ設定点の設定時においては、残りのチャンネルが動作可能であることを条件に、２時間に限り、１チャンネルをバイパスすることができる。この場合、バイパス
したチャンネルを動作不能とはみなさない。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 
 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

６．中性子源領域中性子束高 2×105cps以下 モード２(d) ２※１０ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作および制御棒の引抜き操

作を全て中止する。 

速やかに 設定値確認および

機能検査を実施す

る。 

定期検査時 計装保修課長 

B. ２チャンネル

が動作不能で

ある場合 

B.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断器を

開く。 

速やかに 

モード 

３(a)、４(a) 

および５(a) 

２※１０※１１ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネルを動作

可能な状態にする。 

４８時間 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断器を

開く。 

 

１時間 

C. ２チャンネル

が動作不能で

ある場合 

C.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断器を

開く。 

速やかに 

モード 

３(e)、４(e) 

および５(e) 

１ 

（監視機能

のみ） 

A. 全てのチャン

ネルが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

および 

A.2 当直課長は、停止余裕が第２０条で定め

る運転上の制限を満足していることを確

認する。 

速やかに 

 

 

２時間その後の 

１２時間に１回 

モード６(j) １ 

（監視機能

のみ） 

A. 全てのチャン

ネルが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

および 

A.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が第８１条で定める運転上の制限を満足

していることを確認する。 

速やかに 

 

 

４時間 

その後の１２時間に

１回 

動作不能でないこ

とを指示値により

確認する。 

１日に１回 

ただし、適用

モードがモー

ド６ (k)の場

合は１２時間

に１回 

当直課長 

モード６(k) ２ 

（監視機能

のみ） 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※１２※１３。 

および 

A.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

B. ２チャンネル

が動作不能で

ある場合 

B.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※１２※１４。 

および 

B.2 当直課長は、１チャンネルを動作可能な

状態にする措置を開始する。 

および 

B.3 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

および 

B.4 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が第８１条で定める運転上の制限を満足

していることを確認する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

４時間 

その後の１２時間に

１回 

※１０：「中間領域中性子束高」２チャンネルが動作可能であることを条件に、Ｐ－６リセット時においては、２チャンネルをバイパスすることができる。この場合、バイパスしたチャンネルを動作不能とはみなさない。 
※１１：「炉停止時中性子源領域中性子束高」の警報を設定する場合は、残りのチャンネルが動作可能であることを条件に、２時間に限り、１チャンネルをバイパスすることができる。この場合、バイパスしたチャンネルを動作

不能とはみなさない。 
※１２：移動中の燃料を所定の位置に移動することを妨げるものではない。 
※１３：A.2の措置を完了し、かつ、１次冷却材中のほう素濃度が第８１条で定める運転上の制限を満足していることを１日に１回確認することで、燃料の取出作業を行うことができる。 
※１４：B.3の措置を完了し、かつ、１次冷却材中のほう素濃度が第８１条で定める運転上の制限を満足していることを１２時間に１回確認することで、燃料の取出作業を行うことができる。 
 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

６．中性子源領域中性子束高 2×105cps以下 モード２(d) ２※１０ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作および制御棒の引抜き操

作を全て中止する。 

速やかに 設定値確認およ

び機能の確認を行

う。 

定期事業者

検査時 

計装保修課長 

B. ２チャンネル

が動作不能で

ある場合 

B.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断器を

開く。 

速やかに 

モード 

３(a)、４(a) 

および５(a) 

２※１０※１１ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネルを動作

可能な状態にする。 

４８時間 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断器を

開く。 

 

１時間 

C. ２チャンネル

が動作不能で

ある場合 

C.1 当直課長は、原子炉トリップしゃ断器を

開く。 

速やかに 

モード 

３(e)、４(e) 

および５(e) 

１ 

（監視機能

のみ） 

A. 全てのチャン

ネルが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

および 

A.2 当直課長は、停止余裕が第２０条で定め

る運転上の制限を満足していることを確

認する。 

速やかに 

 

 

２時間その後の 

１２時間に１回 

モード６(j) １ 

（監視機能

のみ） 

A. 全てのチャン

ネルが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

および 

A.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が第８１条で定める運転上の制限を満足

していることを確認する。 

速やかに 

 

 

４時間 

その後の１２時間に

１回 

動作不能でないこ

とを指示値により

確認する。 

１日に１回 

ただし、適用

モードがモー

ド６ (k)の場

合は１２時間

に１回 

当直課長 

モード６(k) ２ 

（監視機能

のみ） 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※１２※１３。 

および 

A.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

B. ２チャンネル

が動作不能で

ある場合 

B.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※１２※１４。 

および 

B.2 当直課長は、１チャンネルを動作可能な

状態にする措置を開始する。 

および 

B.3 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

および 

B.4 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が第８１条で定める運転上の制限を満足

していることを確認する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

４時間 

その後の１２時間に

１回 

※１０：「中間領域中性子束高」２チャンネルが動作可能であることを条件に、Ｐ－６リセット時においては、２チャンネルをバイパスすることができる。この場合、バイパスしたチャンネルを動作不能とはみなさない。 
※１１：「炉停止時中性子源領域中性子束高」の警報を設定する場合は、残りのチャンネルが動作可能であることを条件に、２時間に限り、１チャンネルをバイパスすることができる。この場合、バイパスしたチャンネルを動作

不能とはみなさない。 
※１２：移動中の燃料を所定の位置に移動することを妨げるものではない。 
※１３：A.2の措置を完了し、かつ、１次冷却材中のほう素濃度が第８１条で定める運転上の制限を満足していることを１日に１回確認することで、燃料の取出作業を行うことができる。 
※１４：B.3の措置を完了し、かつ、１次冷却材中のほう素濃度が第８１条で定める運転上の制限を満足していることを１２時間に１回確認することで、燃料の取出作業を行うことができる。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

  

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

７．過大温度ΔＴ高 第３５条の設定範

囲内 

モード１ 

および２ 

３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 炉内外核計装照合校

正を実施する。 

 

燃料取替後、原

子炉熱出力が

70%以上となっ

て４８時間以内

に１回 

原子燃料課長 

および 

計装保修課長 
B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

炉内出力分布測定結

果と軸方向中性子束

出力偏差の差を比較

する。 

比較差が±3 % を超

える場合は、炉内外核

計装照合校正を実施

する。 

１ヶ月に１回 原子燃料課長 

および 

計装保修課長 
８．過大出力ΔＴ高 第３５条の設定範

囲内 

モード１ 

および２ 

３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

９．原子炉圧力低 12.83 

MPa[gage]以上 

モード１(f) ３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B 条件 Aの措置を完了

時間内に達成でき

ない場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

10．原子炉圧力高 16.61 

MPa[gage]以下 

モード１ 

および２ 

３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

11．加圧器水位高 計器スパンの 94%以

下 

モード１(f) ３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

７．過大温度ΔＴ高 第３５条の設定範

囲内 

モード１ 

および２ 

３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 炉内外核計装照合校

正を実施する。 

 

燃料取替後、原

子炉熱出力が

70%以上となっ

て４８時間以内

に１回 

原子燃料課長 

および 

計装保修課長 
B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

炉内出力分布測定結

果と軸方向中性子束

出力偏差の差を比較

する。 

比較差が±3 % を超

える場合は、炉内外核

計装照合校正を実施

する。 

１ヶ月に１回 原子燃料課長 

および 

計装保修課長 
８．過大出力ΔＴ高 第３５条の設定範

囲内 

モード１ 

および２ 

３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査

時 

計装保修課長 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

９．原子炉圧力低 12.83 

MPa[gage]以上 

モード１(f) ３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査

時 

計装保修課長 

B 条件 Aの措置を完了

時間内に達成でき

ない場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

10．原子炉圧力高 16.61 

MPa[gage]以下 

モード１ 

および２ 

３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査

時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

11．加圧器水位高 計器スパンの 94%以

下 

モード１(f) ３ A. １チャンネルが動

作不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査

時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件   措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

12．１次冷却材流量低 １ループ 定格流量の 
87%以上 

モード１(g) 
 

１ループあ
たり３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 
 

設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件Aの措置を完了時
間内に達成できない
場合 

B.1 当直課長は、P-8 未満にす
る。 

１２時間 

動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

２ループ 定格流量の 
87%以上 

モード１(h) 
 

１ループあ
たり３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 

B. 条件Aの措置を完了時
間内に達成できない
場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

13．１次冷却材ポンプ電源電圧低 定格電圧の 
65%以上 

モード１(f) １母線あた
り３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 電気保修課長 
および 
計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

14．１次冷却材ポンプ電源周波数低 57Hz以上 モード１(f) １母線あた
り３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 電気保修課長 
および 
計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

15．１次冷却材ポンプしゃ
断器開 

１台 開 ― モード１(g) １次冷却材
ポンプ１台
あたり１ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 機能検査を実施す
る。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-8 未満にす
る。 

１２時間 

２台 開 ― モード１(h) １次冷却材
ポンプ１台
あたり１ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

16．主蒸気－給水流量差大
と蒸気発生器水位低
の一致 

主蒸気－
給水流量
差大 

定格流量の
30%以下 

モード１ 
および２ 

１ループあ
たり２ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 
 

定期検査時 
 

計装保修課長 
 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にす
る。 

１２時間 

動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

蒸気発生
器水位低 

計器スパン
の 23%以上 

モード１ 
および２ 

１基あたり
３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にす
る。 

１２時間 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件   措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

12．１次冷却材流量低 １ループ 定格流量の 
87%以上 

モード１(g) 
 

１ループあ
たり３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 
 

設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件Aの措置を完了時
間内に達成できない
場合 

B.1 当直課長は、P-8 未満にす
る。 

１２時間 

動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

２ループ 定格流量の 
87%以上 

モード１(h) 
 

１ループあ
たり３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 

B. 条件Aの措置を完了時
間内に達成できない
場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

13．１次冷却材ポンプ電源電圧低 定格電圧の 
65%以上 

モード１(f) １母線あた
り３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

電気保修課長 
および 
計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

14．１次冷却材ポンプ電源周波数低 57Hz以上 モード１(f) １母線あた
り３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

電気保修課長 
および 
計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

15．１次冷却材ポンプしゃ
断器開 

１台 開 ― モード１(g) １次冷却材
ポンプ１台
あたり１ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-8 未満にす
る。 

１２時間 

２台 開 ― モード１(h) １次冷却材
ポンプ１台
あたり１ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7 未満にす
る。 

１２時間 

16．主蒸気－給水流量差大
と蒸気発生器水位低
の一致 

主蒸気－
給水流量
差大 

定格流量の
30%以下 

モード１ 
および２ 

１ループあ
たり２ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 
 

定期事業者検
査時 
 

計装保修課長 
 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にす
る。 

１２時間 

動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

蒸気発生
器水位低 

計器スパン
の 23%以上 

モード１ 
および２ 

１基あたり
３ 

A. １チャンネルが動作
不能である場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャ
ンネルを動作可能な状態
にする。 

６時間 

B. 条件 A の措置を完了
時間内に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にす
る。 

１２時間 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統
数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

17．蒸気発生器水位異常低 計器スパン
の 11%以上 

モード１ 
および２ 

１基あたり 
３ 

A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

18．タービントリップ 非常しゃ
断油圧低 

6.4MPa[gage
] 以上 

モード１(f) ３ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

主蒸気止
め弁閉 

― モード１(f) ４ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 機能検査を実施す
る。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

19．非常用炉心冷却系作動 表３４－３ 
機能１．非
常用炉心冷
却系を参照 

モード１ 
および２ 

２系統 
 

A. １系統が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長または電気保修課長
は、当該系統を動作可能な状態に
する。 

６時間 機能検査を実施す
る。 

定期検査時 
 
 

計装保修課長 
および 
電気保修課長 

B.  条件 Aの措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

20．地震加速度高 水平方向 原子炉補助
建屋地下 1
階床（EL-
1.6m）
160Gal以下 

モード１ 
および２ 

３ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

鉛直方向 原子炉補助
建屋地下 1
階床（EL-
1.6m）80Gal
以下 

３ B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統
数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

17．蒸気発生器水位異常低 計器スパン
の 11%以上 

モード１ 
および２ 

１基あたり 
３ 

A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

動作不能でないこと
を指示値により確認
する。 

１日に１回 当直課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

18．タービントリップ 非常しゃ
断油圧低 

6.4MPa[gage
] 以上 

モード１(f) ３ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

主蒸気止
め弁閉 

― モード１(f) ４ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

19．非常用炉心冷却系作動 表３４－３ 
機能１．非
常用炉心冷
却系を参照 

モード１ 
および２ 

２系統 
 

A. １系統が動作
不能である場
合 

A.1 計装保修課長または電気保修課長
は、当該系統を動作可能な状態に
する。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検
査時 
 
 

計装保修課長 
および 
電気保修課長 

B.  条件 Aの措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

20．地震加速度高 水平方向 原子炉補助
建屋地下 1
階床（EL-
1.6m）
160Gal以下 

モード１ 
および２ 

３ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル
を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

鉛直方向 原子炉補助
建屋地下 1
階床（EL-
1.6m）80Gal
以下 

３ B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

21．インターロック 

a. Ｐ－６ 中間領域中
性子束 
7.5×10-11～
1.3×10-10A 

モード２(d) ２ A. １チャンネル
以上が動作不
能である場合
※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

b. Ｐ－７ d項および e
項参照 

モード１(f) ２ A. １チャンネル
以上が動作不
能である場合
※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 機能検査を実施す
る。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

c. Ｐ－８ 出力領域中
性子束定格
出 力 の
40±1.8% 

モード１(g) ４ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

A.1 当直課長は、P-8未満にする。 １２時間 

d. Ｐ－１０ 出力領域中
性子束定格
出 力 の
10±1.8% 

モード１(b) 
および２ 

４ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

e. Ｐ－１３ タービン第
１段後圧力
定格出力の
10% 

モード１(i) ２ A. １チャンネル
以上が動作不
能である場合
※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-13未満にする。 １２時間 

※１５：インターロックにおける「動作不能である場合」とは、チャンネル故障あるいは出力側の故障により関連するトリップ機能が確保されない場合（手動ブロック許可信号が誤発信した場合を含む）をいう。 
 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン
ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

21．インターロック 

a. Ｐ－６ 中間領域中
性子束 
7.5×10-11～
1.3×10-10A 

モード２(d) ２ A. １チャンネル
以上が動作不
能である場合
※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

b. Ｐ－７ d項および e
項参照 

モード１(f) ２ A. １チャンネル
以上が動作不
能である場合
※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 機能の確認を行う。 定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-7未満にする。 １２時間 

c. Ｐ－８ 出力領域中
性子束定格
出 力 の
40±1.8% 

モード１(g) ４ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

A.1 当直課長は、P-8未満にする。 １２時間 

d. Ｐ－１０ 出力領域中
性子束定格
出 力 の
10±1.8% 

モード１(b) 
および２ 

４ A. １チャンネル
が動作不能で
ある場合※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

e. Ｐ－１３ タービン第
１段後圧力
定格出力の
10% 

モード１(i) ２ A. １チャンネル
以上が動作不
能である場合
※１５ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ
ックを運転状態に適合させる措置
を講じる。 

１時間 設定値確認および機
能の確認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修課長 

B. 条件 A の措置
を完了時間内
に達成できな
い場合 

B.1 当直課長は、P-13未満にする。 １２時間 

※１５：インターロックにおける「動作不能である場合」とは、チャンネル故障あるいは出力側の故障により関連するトリップ機能が確保されない場合（手動ブロック許可信号が誤発信した場合を含む）をいう。 
 

58



美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 
 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 
 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

表３４－３ 工学的安全施設等作動計装 
【凡 例】 
(a) Ｐ－１１（加圧器圧力）インタ－ロック以上 
(b) Ｐ－６（中間領域中性子束）インターロック以上 
(c) 全主蒸気止弁が閉じている場合は除く 
(d) Ｐ－１２（１次冷却材平均温度）インタ－ロックを超える場合 
(e) 主給水隔離弁、主給水制御弁および主給水バイパス制御弁が閉止または隔離されている場合は除く 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．非常用炉心冷却系 

a.非常用炉心冷却系作動論理回路 ― モード１、 

２、３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施す

る。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

b.手動起動 ― モード１、 

２、３および４ 

２ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能検査を実施す

る。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

c.原子炉格納容器圧力高 32kPa[gage] 

以下 

モード１、 

２および３ 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

 

表３４－３ 工学的安全施設等作動計装 
【凡 例】 
(a) Ｐ－１１（加圧器圧力）インタ－ロック以上 
(b) Ｐ－６（中間領域中性子束）インターロック以上 
(c) 全主蒸気止弁が閉じている場合は除く 
(d) Ｐ－１２（１次冷却材平均温度）インタ－ロックを超える場合 
(e) 主給水隔離弁、主給水制御弁および主給水バイパス制御弁が閉止または隔離されている場合は除く 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．非常用炉心冷却系 

a.非常用炉心冷却系作動論理回路 ― モード１、 

２、３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

b.手動起動 ― モード１、 

２、３および４ 

２ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

c.原子炉格納容器圧力高 32kPa[gage] 

以下 

モード１、 

２および３ 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 
 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 
 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

d.原子炉圧力異常低 10.97 

MPa[gage] 

以上 

モード１ 

および２(b) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

e.原子炉圧力低と加

圧器水位低の一致 

原子炉圧力

低 

11.66 

MPa[gage] 

以上 

モード１、 

２および３(a) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

加圧器水位

低 

計器スパン

の 3％以上 

モード１、 

２および３(a) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 

 

当直課長 

 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

f.主蒸気ライン差圧高 ループ間差

圧 0.94MPa 

以下 

モード１、 

２および３ 

各主蒸気ライ

ン毎に３ 

 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

d.原子炉圧力異常低 10.97 

MPa[gage] 

以上 

モード１ 

および２(b) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

e.原子炉圧力低と加

圧器水位低の一致 

原子炉圧力

低 

11.66 

MPa[gage] 

以上 

モード１、 

２および３(a) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

加圧器水位

低 

計器スパン

の 3％以上 

モード１、 

２および３(a) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 

 

当直課長 

 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

f.主蒸気ライン差圧高 ループ間差

圧 0.94MPa 

以下 

モード１、 

２および３ 

各主蒸気ライ

ン毎に３ 

 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

 

60



美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

  

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

g.主蒸気ライン流量高

と主蒸気ライン圧力

低 または１次冷却

材平均温度異常低の

一致 

主蒸気ライ

ン流量高 

定格流量の

50 ％ 以 下

（20%出力以

下時） 

 

モード１、 

２および３(d) 

各主蒸気ライ

ン毎に２ 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

定格流量の

120 ％ 以 下

（定格出力

時） 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

主蒸気ライ

ン圧力低 

3.35 

MPa［gage］ 

以上 

各主蒸気ライ

ン毎に３ 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

 

１日に１回 

 

当直課長 

 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

１次冷却材

平均温度異

常低 

281.9℃以上 ３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

g.主蒸気ライン流量高

と主蒸気ライン圧力

低 または１次冷却

材平均温度異常低の

一致 

主蒸気ライ

ン流量高 

定格流量の

50 ％ 以 下

（20%出力以

下時） 

 

モード１、 

２および３(d) 

各主蒸気ライ

ン毎に２ 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

定格流量の

120 ％ 以 下

（定格出力

時） 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

主蒸気ライ

ン圧力低 

3.35 

MPa［gage］ 

以上 

各主蒸気ライ

ン毎に３ 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

 

１日に１回 

 

当直課長 

 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

１次冷却材

平均温度異

常低 

281.9℃以上 ３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 
 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

２．原子炉格納容器スプレイ系 

a.原子炉格納容器スプレイ系作動

論理回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作不

能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であること

を確認のうえ、作業のため当該系

統のバイパスを行うことができ

る。 

６時間 機能検査を実施す

る。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に達

成できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

b.手動起動 ― モード１、２、 

３および４ 

４ A. １チャンネルが

動作不能である

場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能検査を実施す

る。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に達

成できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

c.原子炉格納容器圧力異常高 140kPa[gage] 

以下 

モード１、 

２および３ 

３ A. １チャンネルが

動作不能である

場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に達

成できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

２．原子炉格納容器スプレイ系 

a.原子炉格納容器スプレイ系作動

論理回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作不

能である場合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であること

を確認のうえ、作業のため当該系

統のバイパスを行うことができ

る。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に達

成できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

b.手動起動 ― モード１、２、 

３および４ 

４ A. １チャンネルが

動作不能である

場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に達

成できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

c.原子炉格納容器圧力異常高 140kPa[gage] 

以下 

モード１、 

２および３ 

３ A. １チャンネルが

動作不能である

場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に達

成できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 
 
 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 
 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

３．原子炉格納容器隔離 

a.原子炉格納容器隔離Ａ 

(1) 原子炉格納容器隔離Ａ作動論理

回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施する。 定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 手動起動 ― モード１、２、 

３および４ 

２ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能検査を実施する。 定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(3) 非常用炉心冷却系作動 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 

b.原子炉格納容器隔離Ｂ 

(1) 原子炉格納容器隔離Ｂ作動論理

回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施する。 定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 手動起動 機能２．原子炉格納容器スプレイ系 b. 手動起動を参照。 

(3) 原子炉格納容器圧力異常高 機能２．原子炉格納容器スプレイ系 c. 原子炉格納容器圧力異常高を参照。 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

３．原子炉格納容器隔離 

a.原子炉格納容器隔離Ａ 

(1) 原子炉格納容器隔離Ａ作動論理

回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 手動起動 ― モード１、２、 

３および４ 

２ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(3) 非常用炉心冷却系作動 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 

b.原子炉格納容器隔離Ｂ 

(1) 原子炉格納容器隔離Ｂ作動論理

回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 手動起動 機能２．原子炉格納容器スプレイ系 b. 手動起動を参照。 

(3) 原子炉格納容器圧力異常高 機能２．原子炉格納容器スプレイ系 c. 原子炉格納容器圧力異常高を参照。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 
 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 
 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

c.原子炉格納容器隔離Ａと非常用高圧母線低電圧信号による隔離 

(1) 原子炉格納容器隔離Ａと非常用

高圧母線低電圧信号による隔離

作動論理回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施する。 定期検査時 発電室長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 原子炉格納容器隔離Ａ 機能３．原子炉格納容器隔離 a.原子炉格納容器隔離Ａを参照。 

(3) 非常用高圧母線低電圧 定格電圧の

73.4%以上 

モード１、２、 

３および４ 

１母線あたり

３ 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

d.原子炉格納容器換気空調隔離 

(1) 原子炉格納容器換気空調隔離作

動論理回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施する。 定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 手動起動 原子炉格納容

器スプレイ手

動起動 

機能２．原子炉格納容器スプレイ系 b.手動起動を参照。 

原子炉格納容

器隔離Ａ手動

起動 

機能３．原子炉格納容器隔離 a.原子炉格納容器隔離Ａ (2)手動起動を参照。 

(3) 非常用炉心冷却系作動 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

c.原子炉格納容器隔離Ａと非常用高圧母線低電圧信号による隔離 

(1) 原子炉格納容器隔離Ａと非常用

高圧母線低電圧信号による隔離

作動論理回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 発電室長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 原子炉格納容器隔離Ａ 機能３．原子炉格納容器隔離 a.原子炉格納容器隔離Ａを参照。 

(3) 非常用高圧母線低電圧 定格電圧の

73.4%以上 

モード１、２、 

３および４ 

１母線あたり

３ 

A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

d.原子炉格納容器換気空調隔離 

(1) 原子炉格納容器換気空調隔離作

動論理回路 

― モード１、２、 

３および４ 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

(2) 手動起動 原子炉格納容

器スプレイ手

動起動 

機能２．原子炉格納容器スプレイ系 b.手動起動を参照。 

原子炉格納容

器隔離Ａ手動

起動 

機能３．原子炉格納容器隔離 a.原子炉格納容器隔離Ａ (2)手動起動を参照。 

(3) 非常用炉心冷却系作動 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

４．主蒸気ライン隔離 

a.主蒸気ライン隔離作動論理回

路 

― モード１、 

２(c)および３

(c) 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施す

る。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

b.手動起動 ― 

 

モード１、 

２(c)および３

(c) 

２ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能検査を実施す

る。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

c.原子炉格納容器圧力異常高 87kPa[gage] 

以下 

モード１、 

２(c)および３

(c) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

d.主蒸気ライン

流量高と主蒸

気ライン圧力

低または１次

冷却材平均温

度異常低の一

致 

主蒸気ライン

流量高 

機能１. 非常

用炉心冷却系 

g.主蒸気ライ

ン流量高と主

蒸気ライン圧

力低または１

次冷却材平均

温度異常低の

一致を参照。 

モード１、 

２(c)および３

(c) 

機能１. 非常用炉心冷却系 g.主蒸気ライン流量高と主蒸気ライン圧力低または１次冷却材平均温度異常低の一致を参照。 

主蒸気ライン

圧力低 

１次冷却材平

均温度異常低 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

４．主蒸気ライン隔離 

a.主蒸気ライン隔離作動論理回

路 

― モード１、 

２(c)および３

(c) 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

b.手動起動 ― 

 

モード１、 

２(c)および３

(c) 

２ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

４８時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

c.原子炉格納容器圧力異常高 87kPa[gage] 

以下 

モード１、 

２(c)および３

(c) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

d.主蒸気ライン

流量高と主蒸

気ライン圧力

低または１次

冷却材平均温

度異常低の一

致 

主蒸気ライン

流量高 

機能１. 非常

用炉心冷却系 

g.主蒸気ライ

ン流量高と主

蒸気ライン圧

力低または１

次冷却材平均

温度異常低の

一致を参照。 

モード１、 

２(c)および３

(c) 

機能１. 非常用炉心冷却系 g.主蒸気ライン流量高と主蒸気ライン圧力低または１次冷却材平均温度異常低の一致を参照。 

主蒸気ライン

圧力低 

１次冷却材平

均温度異常低 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 
 

変 
 

更 
 

後 

 

 
 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

５．給水隔離 

a.給水隔離作動論理回路 

 

― モード１、 

２(e)および３

(e) 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能検査を実施す

る。 

定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

b.蒸気発生器水位異常高 

 

計器スパン

の 77 % 以下 

モード１、 

２(e)および３

(e) 

１基あたり３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

c.非常用炉心冷却系作動 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 

d.１次冷却材平均温

度低と原子炉ト

リップの一致 

１次冷却材

平均温度低 

288 ℃ 以上 モード１、 

２(e)および３

(e) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

原子炉トリ

ップ 
表３４－２ 原子炉保護系計装を参照。 

 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

５．給水隔離 

a.給水隔離作動論理回路 

 

― モード１、 

２(e)および３

(e) 

２系統 A. １系統が動作

不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。ただし、残り

の系統が正常な状態であることを

確認のうえ、作業のため当該系統

のバイパスを行うことができる。 

６時間 機能の確認を行う。 定期事業者検査時 電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

b.蒸気発生器水位異常高 

 

計器スパン

の 77 % 以下 

モード１、 

２(e)および３

(e) 

１基あたり３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

c.非常用炉心冷却系作動 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 

d.１次冷却材平均温

度低と原子炉ト

リップの一致 

１次冷却材

平均温度低 

288 ℃ 以上 モード１、 

２(e)および３

(e) 

３ A. １チャンネル

が動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チャンネル

を動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

および 

電気保修課長 

B. 条件 A の措置

を完了時間内

に達成できな

い場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 
動作不能でないこと

を指示値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

原子炉トリ

ップ 
表３４－２ 原子炉保護系計装を参照。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 
 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

６．インターロック 

a.Ｐ－６ 中間領域中性

子束 

7.5×10-11 ～

1.3×10-10A 

モード１ 

および２(b) 

２ A. １チャンネル

以上が動作不

能である場合※

１６ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ

ックを運転状態に適合させる措置

を講じる。 

１時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

b.Ｐ－１１ 加圧器圧力 

13.73 

MPa[gage] 

モード１、 

２および３(a) 

３ A. １チャンネル

以上が動作不

能である場合※

１６ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ

ックを運転状態に適合させる措置

を講じる。 

１時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

c.Ｐ－１２ １次冷却材平

均温度 

283.9℃ 

モード１、 

２および３(d) 

３ A. １チャンネル

以上が動作不

能である場合※

１６ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ

ックを運転状態に適合させる措置

を講じる。 

１時間 設定値確認および機

能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

※１６：インターロックにおける「動作不能である場合」とは、チャンネル故障あるいは出力側の故障により関連する動作機能が確保されない場合（手動ブロック許可信号が誤発信した場合を含む）をいう。 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャンネ

ル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※2 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

６．インターロック 

a.Ｐ－６ 中間領域中性

子束 

7.5×10-11 ～

1.3×10-10A 

モード１ 

および２(b) 

２ A. １チャンネル

以上が動作不

能である場合※

１６ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ

ックを運転状態に適合させる措置

を講じる。 

１時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

b.Ｐ－１１ 加圧器圧力 

13.73 

MPa[gage] 

モード１、 

２および３(a) 

３ A. １チャンネル

以上が動作不

能である場合※

１６ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ

ックを運転状態に適合させる措置

を講じる。 

１時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

c.Ｐ－１２ １次冷却材平

均温度 

283.9℃ 

モード１、 

２および３(d) 

３ A. １チャンネル

以上が動作不

能である場合※

１６ 

A.1 計装保修課長は、当該インターロ

ックを運転状態に適合させる措置

を講じる。 

１時間 設定値確認および機

能の確認を行う。 

定期事業者検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を

完了時間内に

達成できない

場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

※１６：インターロックにおける「動作不能である場合」とは、チャンネル故障あるいは出力側の故障により関連する動作機能が確保されない場合（手動ブロック許可信号が誤発信した場合を含む）をいう。 

67



美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 
 

変 
 

更 
 

後 

 
 
 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

表３４－４ 事故時監視計装 

項   目 機   能 適用モード 

所要 

チャンネル数 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※１７ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

1次冷却系計装※１８ 

１次冷却材圧力（広域） モード１、２

および３ 

２ A.  １チャンネ

ルの計器が

動作不能で

ある場合 

A.1 計装保修課長は、当該チ

ャンネルを動作可能な状

態にする。 

３０日 機能検査を実施

する。 

定期検査時 計装保修課長 

加圧器水位 ２ 

１次冷却材温度（広域）（高温側） ３ 

１次冷却材温度（広域）（低温側） ３ 

化学体積制御系計装※１８ ほう酸タンク水位 ２ 

主蒸気および給水、補助給水

系計装※１８ 

蒸気ライン圧力 各ライン２ 

復水タンク水位 ２ B. 条件 Aの措置

を完了時間

内に達成で

きない場合 

B.1 計装保修課長は、当該計

器が故障状態であること

が運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

速やかに 

蒸気発生器水位（広域） ３ 

蒸気発生器水位（狭域） 各ＳＧ２ 

補助給水流量 ３ 

燃料取替用水系計装※１８ 燃料取替用水タンク水位 ２ 動作不能でない

ことを指示値に

より確認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

原子炉格納容器関連計装 
※１８ 

格納容器再循環サンプ水位（広域） ２ C.  １つの機能

が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機

能の１チャンネルを動作

可能な状態にする。また

は、代替の監視手段を確

保する。 

１０日 

 格納容器再循環サンプ水位（狭域） ２ 

格納容器内圧力 ２ 

格納容器内温度 ２ 

格納容器内高レンジエリアモニタ（低レン

ジ） 
２ 

格納容器内高レンジエリアモニタ（高レン

ジ） 
２ 

D. 条件 Cの措置

を完了時間

内に達成で

きない場合 

D.1 当直課長は、モード３に

する。 

および 

D.2 当直課長は、モード４に

する。 

１２時間 

 

 

３６時間 
原子炉補機冷却系計装※１８ 1次系冷却水タンク水位 ２ 

制御用空気系計装 制御用空気圧力 ２ 

安全注入系計装※１８ 
高圧安全注入流量 ２ 

低圧安全注入流量 ２ 

※１７：チャンネル毎、機能毎に個別の条件が適用される。 
※１８：各計装は、重大事故等対処設備を兼ねる。 

各計装が動作不能時は、第８５条（表８５－１６）の運転上の制限も確認する。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 
 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

表３４－５ ディーゼル発電機起動計装 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．ディーゼル発電機起動論理回路 ― モード１、２、３お

よび４ 

２系統 A. １系統が動作不

能である場合 

 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動

作可能な状態にする。ただし、

残りの系統が正常な状態であ

ることを確認のうえ、作業のた

め当該系統のバイパスを行う

ことができる。 

６時間 

 

機能検査を実施す

る 

定期検査時 発電室長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成

できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

モード５、６および

照射済燃料移動中 

１系統 A. １系統が動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、当該ディーゼル発

電機を動作不能とみなす。 

速やかに 

２．非常用高圧母線低電圧 定 格 電 圧 の

73.4%以上 

モード１、２、３、

４、５、６および照

射済燃料移動中 

所要の母線あた

り３ 

A. １母線あたり１

チャンネルが動

作不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネ

ルを動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および

機能検査を実施す

る 

定期検査時 電気保修課長 

B. １母線あたり２

チャンネル以上

が動作不能であ

る場合 

B.1 電気保修課長は、１母線あたり

２チャンネルを動作可能な状

態にする。 

２時間 

C. 条件 Aまたは Bの

措置を完了時間

内に達成できな

い場合 

C.1 当直課長は、当該ディーゼル発

電機を動作不能とみなす。 

速やかに 

３．非常用炉心冷却系作動 表３４－３ 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 

 

表３４－５ ディーゼル発電機起動計装 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．ディーゼル発電機起動論理回路 ― モード１、２、３お

よび４ 

２系統 A. １系統が動作不

能である場合 

 

A.1 電気保修課長は、当該系統を動

作可能な状態にする。ただし、

残りの系統が正常な状態であ

ることを確認のうえ、作業のた

め当該系統のバイパスを行う

ことができる。 

６時間 

 

機能の確認を行

う。 

定期事業者検査時 発電室長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成

できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

モード５、６および

照射済燃料移動中 

１系統 A. １系統が動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、当該ディーゼル発

電機を動作不能とみなす。 

速やかに 

２．非常用高圧母線低電圧 定 格 電 圧 の

73.4%以上 

モード１、２、３、

４、５、６および照

射済燃料移動中 

所要の母線あた

り３ 

A. １母線あたり１

チャンネルが動

作不能である場

合 

A.1 電気保修課長は、当該チャンネ

ルを動作可能な状態にする。 

６時間 設定値確認および

機能の確認を行う 

定期事業者検査時 電気保修課長 

B. １母線あたり２

チャンネル以上

が動作不能であ

る場合 

B.1 電気保修課長は、１母線あたり

２チャンネルを動作可能な状

態にする。 

２時間 

C. 条件 Aまたは Bの

措置を完了時間

内に達成できな

い場合 

C.1 当直課長は、当該ディーゼル発

電機を動作不能とみなす。 

速やかに 

３．非常用炉心冷却系作動 表３４－３ 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 

 

 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

表３４－６ 中央制御室非常用循環系計装 

機 能 設定値 適用モード 
所要チャン 

ネル・系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．中央制御室非常用循環系作動論理回路 ― モード１、２、 

３および４ 

所要の中央制御

室非常用循環系

につき２系統 

A. １系統が動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。 

３０日 機能検査を実施

する。 

定期検査時 発電室長 

B. ２系統が動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、当該系統を動作

可能な状態にする。 

１０日 

C. 条件 Aまたは B

の措置を完了時

間内に達成でき

ない場合 

C.1 当直課長は、中央制御室非常

用循環ファンを起動させる。 

速やかに 

２．非常用炉心冷却系作動 表３４－３ 機能１．非常用炉心冷却系を参照。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足

しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

表３４－７ 中央制御室外原子炉停止装置 

機    能 適用モード 
機能を満足できない場合の措置※１９ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

ほう酸ポンプ モード１、２および３ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 機能検査を実施する。 定期検査時 電気保修課長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

充てん／高圧注入ポンプ モード１、２、３および

４ 

A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

加圧器バックアップヒータ 

抽出水オリフィス隔離弁 

海水ポンプ B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
１次系冷却水ポンプ 

電動補助給水ポンプ 

余熱除去ポンプ モード４ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード５にする。 ５６時間 

加圧器圧力 モード１、２および３ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 機能検査を実施する。 定期検査時 計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

加圧器水位 モード１、２、３および

４ 

A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

蒸気発生器水位（広域） B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
蒸気ライン圧力 

中性子束（中性子源領域） モード２（Ｐ－６インタ

ーロック未満）、３およ

び４ 

A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

動作不能でないことを

指示値により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

１次冷却材圧力（広域） モード３および４ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

１次冷却材温度（広域）（低温側） B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード５にする。 ５６時間 

※１９：機能毎に個別の条件が適用される。 

 

表３４－７ 中央制御室外原子炉停止装置 

機    能 適用モード 
機能を満足できない場合の措置※１９ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

ほう酸ポンプ モード１、２および３ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 機能の確認を行う。 定期事業者検査

時 

電気保修課長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

充てん／高圧注入ポンプ モード１、２、３および

４ 

A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

加圧器バックアップヒータ 

抽出水オリフィス隔離弁 

海水ポンプ B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
１次系冷却水ポンプ 

電動補助給水ポンプ 

余熱除去ポンプ モード４ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード５にする。 ５６時間 

加圧器圧力 モード１、２および３ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 機能の確認を行う。 定期事業者検査

時 

計装保修課長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード４にする。 

１２時間 

 

３６時間 

加圧器水位 モード１、２、３および

４ 

A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

蒸気発生器水位（広域） B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
蒸気ライン圧力 

中性子束（中性子源領域） モード２（Ｐ－６インタ

ーロック未満）、３およ

び４ 

A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

動作不能でないことを

指示値により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

１次冷却材圧力（広域） モード３および４ A. １つの機能が動作

不能である場合 

A.1 当直課長は、当該機能を動作可能

な状態にする。 

３０日 

１次冷却材温度（広域）（低温側） B. 条件 Aの措置を完

了時間内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード５にする。 ５６時間 

※１９：機能毎に個別の条件が適用される。 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
加
圧
器
安
全
弁
）
 

第
 ４
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
１
次
冷
却
材
温
度
が

14
0
 ℃

 
を
超
え
る
）
に
お
い
て
、

加
圧
器
安
全
弁
は
、
表
４
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
加
圧
器
安
全
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を

実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
安
全
弁
の
吹
出
し
圧
力
が
表
４
４
－
２
で
定
め
る
設

定
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

（
加
圧
器
安
全
弁
）
 

第
 ４
４
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
１
次
冷
却
材
温
度
が

14
0
 ℃

 
を
超
え
る
）
に
お
い
て
、

加
圧
器
安
全
弁
は
、
表
４
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
加
圧
器
安
全
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を

実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
加
圧
器
安
全
弁
の
吹
出
し
圧
力
が
表
４
４
－
２
で
定

め
る
設
定
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
加
圧
器
逃
が
し
弁
）
 

第
 ４
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁

は
、
表
４
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
吹
出
し
圧
力
お
よ
び
吹
止
ま
り
圧
力
が

表
４
５
－
２
で
定
め
る
設
定
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 (
2)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
が
全
開
お
よ
び
全
閉
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁
が
全
開
お
よ
び
全
閉
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
加
圧
器
逃
が
し
弁
）
 

第
 ４
５
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁

は
、
表
４
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
吹
出
し
圧
力
お
よ
び
吹
止
ま
り

圧
力
が
表
４
５
－
２
で
定
め
る
設
定
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す

る
。
 

(
2)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
が
全
開
お
よ
び
全
閉
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁
が
全
開
お
よ
び
全
閉
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
低
温
過
加
圧
防
護
）
 

第
 ４
６

 条
 
モ
ー
ド
４
※
１
、
５
お
よ
び
６
※
２
に
お
い
て
、
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
は
、
表
４
６
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
２
台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
つ
い
て
、
低
温
過
加
圧
防
護
の

た
め
の
校
正
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
２
台
以
上
の
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
の
操
作
器
が
停
止
ロ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(3
)当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
全
基

が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
(
4)
 モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(a
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
加
圧
器
安
全
弁
１
台
以
上
を
取
り
外
し
、
ま
た
は
取
り
付
け
た
場
合
は
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(b
) 
当
直
課
長
は
、
１
台
以
上
の
加
圧
器
安
全
弁
が
取
り
外
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
３
日
に
１
回
、

２
台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 （
低
温
過
加
圧
防
護
）
 

第
 ４
６
 条

 
モ
ー
ド
４
※
１
、
５
お
よ
び
６
※
２
に
お
い
て
、
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
は
、
表
４
６
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
２
台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
つ
い
て
、
低
温
過
加
圧

防
護
の
た
め
の
校
正
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
２
台
以
上
の
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
の
操
作
器
が
停
止
ロ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(3
)当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
全
基

が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(a
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
加
圧
器
安
全
弁
１
台
以
上
を
取
り
外
し
、
ま
た
は
取
り
付
け
た
場
合
は
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(b
)
 当
直
課
長
は
、
１
台
以
上
の
加
圧
器
安
全
弁
が
取
り
外
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
３
日
に
１

回
、
２
台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
１
次
冷
却
材
漏
え
い
率
）
 

第
 ４
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原

子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装
置
は
、
表
４
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装
置
が
、
前
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
凝
縮
液
量
測
定
装

置
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2)
 電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ

ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 (
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン

プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
を
用
い
て
、
ま

た
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
凝
縮
液
量
測
定
装
置
を
用
い
て
、
原
子
炉
格
納

容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
※
１
。

 

な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
、
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出

装
置
ま
た
は
凝
縮
液
量
測
定
装
置
の
い
ず
れ
か
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
８
時
間
に

１
回
、
動
作
可
能
な
計
器
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 （
１
次
冷
却
材
漏
え
い
率
）
 

第
 ４
７
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原

子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装
置
は
、
表
４
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装
置
が
、
前
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
凝
縮
液
量

測
定
装
置
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管

室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す

る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン

プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
を
用
い
て
、
ま

た
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
凝
縮
液
量
測
定
装
置
を
用
い
て
、
原
子
炉
格
納

容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
※
１
。
 

な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
、
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出

装
置
ま
た
は
凝
縮
液
量
測
定
装
置
の
い
ず
れ
か
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
８
時
間
に

１
回
、
動
作
可
能
な
計
器
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
）
 

第
 ４
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
細
管
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
細
管
漏

え
い
監
視
装
置
は
、
表
４
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
蒸
気
発
生
器
細
管
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
検
出
器
の
校
正
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長

に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
渦
流
探
傷
検
査
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
の
健
全
性
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
3)
 放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
次
系
試
料

採
取
測
定
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ

タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
う
ち
２
種
類
以
上

※
１
の
モ
ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
5)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ

ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
よ

り
監
視
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
洗
浄
中
は
、
放
射
線
管
理

課
長
が
、
１
日
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ

タ
に
よ
る
確
認
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
6)

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸

気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
ま
た
は
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
値
に
有
意
な
上
昇
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
放
射
線
管
理
課
長
は
、
そ
の

後
の
８
時
間
以
内
に
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 （
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
）
 

第
 ４
８

 
条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
細
管
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
細
管
漏

え
い
監
視
装
置
は
、
表
４
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
蒸
気
発
生
器
細
管
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ

ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
検
出
器
の
校
正
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
渦
流
探
傷
検
査
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
の
健
全

性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
3)
 放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採

取
測
定
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
う
ち
２
種
類
以
上
※
１
の

モ
ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
5)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ

ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
よ
り

監
視
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
洗
浄
中
は
、
放
射
線
管
理
課

長
が
、
１
日
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ

に
よ
る
確
認
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
6
) 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸

気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
ま
た
は
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
値
に
有
意
な
上
昇
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
放
射
線
管
理
課
長
は
、
そ
の

後
の
８
時
間
以
内
に
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
監
視
）
 

第
 ４
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
余
熱
除
去
系
隔
離
弁
が
閉
止
し
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
は
、
表
４
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。 

２
．
１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
監
視
）
 

第
 ４
９
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
余
熱
除
去
系
隔
離
弁
が
閉
止
し
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
は
、
表
４
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。 

２
．
１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
－
）

 

第
 ５
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
、
表
５
２
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を
起
動
さ

せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
表

５
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
高
圧
注
入
系
の
自
動
作
動
弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置

へ
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
、
模
擬

信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路

中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
5)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に
よ
り
塞
が

れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
6)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
入
口
弁
が
、
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
7)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
以
上
の
充
て
ん
／
高

圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
２
台
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

   

（
中
略
）

 

 表
５
２
－
１

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
※
２
※
３
 
(
1)

 
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

(
2)

 
低
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

※
２
：
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
３
お
よ
び
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
４
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
弁
開
閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適

用
し
な
い
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
－
）

 

第
 ５
２
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
、
表
５
２
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を

起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
は
表
５
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
高
圧
注
入
系
の
自
動
作
動
弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し

い
位
置
へ
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
余
熱
除
去
ポ
ン
プ

が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
5)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に
よ

り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
6)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
入
口
弁
が
、
閉
止
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
7)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
以
上
の
充
て
ん
／
高

圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
２
台
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

(
8)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
弁

の
開
閉
確
認
を
行
い
、
弁
の
動
作
に
異
常
の
な
い
こ
と
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
が
、
正
し
い
位

置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 表
５
２
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
※
２
※
３
 
(
1)
 
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

(
2)
 
低
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

※
２
：
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
３
お
よ
び
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
４
：
系
統
の
空
気
抜
き
（
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

  

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
 

         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更

（
「
実
条
件
性
能
確

認
」
の
た
め
の
Ｌ
Ｃ

Ｏ
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
の
確
認
行
為
の

追
加
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
上

記
の
追
加
に
伴
う
除

外
規
定
の
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
４
－
）
 

第
 ５
３

 条
 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
、
表
５
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ

お
よ
び
１
台
以
上
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

   

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
場
合
、
表
５
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 表
５
３
－
１

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心

 

冷
却
系
※
１
※
２
※
３
 

(
1)

 高
圧
注
入
系
ま
た
は
充
て
ん
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

(
2)

 低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
※
５
 

※
１
：
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
３
お
よ
び
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。
 

※
２
：
充
て
ん
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

充
て
ん
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
弁
開
閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な

い
。
 

※
５
：
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を
用
い
て
余
熱
除
去
運
転
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
低
圧
注
入
系
へ
の
切
替
操
作

が
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

 

（
以
下
略
）

 

 （
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
４
－
）
 

第
 ５
３

 
条
 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
、
表
５
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ

お
よ
び
１
台
以
上
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
か
月
に
１
回
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
弁
の
開
閉
確
認
を

行
い
、
弁
の
動
作
に
異
常
の
な
い
こ
と
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
が
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
場
合
、
表
５
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 表
５
３
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心

 

冷
却
系
※
１
※
２
※
３
 

(
1)
 高
圧
注
入
系
ま
た
は
充
て
ん
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

(
2)
 低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
※
５
 

※
１
：
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
３
お
よ
び
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。
 

※
２
：
充
て
ん
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。

 

充
て
ん
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
４
：
系
統
の
空
気
抜
き
（
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 ※
５
：
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を
用
い
て
余
熱
除
去
運
転
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
低
圧
注
入
系
へ
の
切
替
操
作

が
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

（
以
下
略
）
 

        原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更

（
「
実
条
件
性
能
確

認
」
の
た
め
の
Ｌ
Ｃ

Ｏ
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
の
確
認
行
為
の

追
加
）
 

         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
上

記
の
追
加
に
伴
う
除

外
規
定
の
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

第
 ５
６

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
表
５
６
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
が
表
５
６
－
３
で
定
め
る
い

ず
れ
か
の
漏
え
い
率
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
の

健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
表
５
６
－
６
で
定
め
る
系
統
の
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔
離
弁
が

模
擬
信
号
に
よ
り
隔
離
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
事
故
条
件
下
に
お
い
て
閉
止
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
原
子

炉
格
納
容
器
隔
離
弁
で
、
閉
操
作
ま
た
は
閉
動
作
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
開
状
態
と
し

て
い
る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
（
前
号
で
隔
離
動
作
を
確
認
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔
離
弁
を

含
む
）
を
除
き
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
の
う

ち
、
手
動
隔
離
弁
お
よ
び
閉
止
フ
ラ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施
錠
管
理
の
実
施
、
区
域
管

理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
5)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器

圧
力
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

第
 ５
６
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
表
５
６
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
が
表
５
６
－
３
で
定

め
る
い
ず
れ
か
の
漏
え
い
率
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

機
構
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
表
５
６
－
６
で
定
め
る
系
統
の
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔

離
弁
が
模
擬
信
号
に
よ
り
隔
離
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
事
故
条
件
下
に
お
い
て
閉
止
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
で
、
閉
操
作
ま
た
は
閉
動
作
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
開
状

態
と
し
て
い
る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
（
前
号
で
隔
離
動
作
を
確
認
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔

離
弁
を
含
む
）
を
除
き
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁

の
う
ち
、
手
動
隔
離
弁
お
よ
び
閉
止
フ
ラ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施
錠
管
理
の
実
施
、
区

域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
5)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器

圧
力
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
）
 

第
 ５
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
は
、
表
５
７
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
）
 

第
 ５
７
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
は
、
表
５
７
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
弁
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
 

第
 ５
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
表
５
８
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
お

よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

(
3)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
自
動
作
動
弁
が
、
模
擬
信
号
に

よ
り
正
し
い
位
置
へ
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
5)
 
当
直
課
長
は
、
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度
お
よ
び
苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量
を
表
５

８
－
２
に
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
6)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
４
台
の
内
部
ス
プ
レ
ポ

ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操

作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

   

（
略
）
 

表
５
８
－
１

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
 

(1
) 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(2
) 
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度
お

よ
び
苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量
が
表
５
８
－
２
に
定
め

る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
お
よ
び
表
８
５
－

６
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
弁
開
閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を

適
用
し
な
い
。
 

 表
５
８
－
２

 

項
 
目
 

制
限
値
 

確
認
頻
度
 

苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度

 
3
0 

wt
% 
以
上

 
定
期
検
査
時
 

苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量

 

（
有
効
水
量
）
 

11
.2

 m
3
 
以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４
に
お
い
て

６
ヶ
月
に
１
回
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
 

第
 ５
８
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
表
５
８
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

(
3)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
自
動
作
動
弁
が
、
模
擬

信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置
へ
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
5)
 
当
直
課
長
は
、
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度
お
よ
び
苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量
を
表
５

８
－
２
に
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
6)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
４
台
の
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際

に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
7)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
系
の
弁
の
開
閉
確
認
を
行
い
、
弁
の
動
作
に
異
常
の
な
い
こ
と
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
が
、

正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

（
略
）
 

表
５
８
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
 

(1
) 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(2
) 
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度
お

よ
び
苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量
が
表
５
８
－
２
に
定
め

る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
お
よ
び
表
８
５
－

６
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
２
：
系
統
の
空
気
抜
き
（
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

  表
５
８
－
２
 

項
 
目
 

制
限
値
 

確
認
頻
度

 

苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度
 

3
0 

wt
% 
以
上
 

定
期
事
業
者
検
査
時
 

苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量
 

（
有
効
水
量
）
 

11
.2

 m
3
 
以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４
に
お
い
て

６
ヶ
月
に
１
回
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更

（
「
実
条
件
性
能
確

認
」
の
た
め
の
Ｌ
Ｃ

Ｏ
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
の
確
認
行
為
の

追
加
）
 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
上

記
の
追
加
に
伴
う
除

外
規
定
の
変
更
）
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
）
 

第
 ６
０

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
は
、
表
６
０
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率

（
総
合
除
去
効
率
）
が
表
６
０
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に

通
知
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

(
3)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動
ダ
ン
パ
が

正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環

フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
）
 

第
 ６
０
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
は
、
表
６
０
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除

去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表
６
０
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室

長
に
通
知
す
る
。

 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動
ダ

ン
パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環

フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）
 

第
 ６
１

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
は
、
表
６
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を

運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
２
５

分
以
内
に
負
圧
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）
 

第
 ６
１
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
は
、
表
６
１
－
１
で
定
め
る
事
項

を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

が
２
５
分
以
内
に
負
圧
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
主
蒸
気
安
全
弁
）
 

第
 ６
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
※
１
、
主
蒸
気
安
全
弁
は
、
表
６
２
－
１
で
定
め
る
事
項

を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
主
蒸
気
安
全
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を

実
施
す
る
。
 

(
1)
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
蒸
気
安
全
弁
設
定
値
が
表
６
２
－
３
に
定
め
る
値
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
主
蒸
気
安
全
弁
）
 

第
 ６
２
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
※
１
、
主
蒸
気
安
全
弁
は
、
表
６
２
－
１
で
定
め
る
事
項

を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
主
蒸
気
安
全
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を

実
施
す
る
。
 

(
1)
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
主
蒸
気
安
全
弁
設
定
値
が
表
６
２
－
３
に
定

め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
主
蒸
気
止
弁
）
 

第
 ６
３

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主
蒸
気
止
弁
は
、
表
６
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
主
蒸
気
止
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1)

 電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
蒸
気
止
弁
が
模
擬
信
号
で
５
秒
以
内
に
閉
止
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
主
蒸
気
止
弁
）
 

第
 ６
３
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主
蒸
気
止
弁
は
、
表
６
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
主
蒸
気
止
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実

施
す
る
。

 

(
1)
 電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
主
蒸
気
止
弁
が
模
擬
信
号
で
５
秒
以
内
に
閉
止
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御
弁
）
 

第
 ６
４

 
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ

イ
パ
ス
制
御
弁
は
、
表
６
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
給
水
隔
離
弁
が
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2)
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御
弁
が
閉
止
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御
弁
）
 

第
 ６
４

 
条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ

イ
パ
ス
制
御
弁
は
、
表
６
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
主
給
水
隔
離
弁
が
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御
弁
が
閉

止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
主
蒸
気
逃
が
し
弁
）
 

第
 ６
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）

に
お
い
て
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
は
、
表
６
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
が
手
動
で
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
主
蒸
気
逃
が
し
弁
）
 

第
 ６
５
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）

に
お
い
て
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
は
、
表
６
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
が
手
動
で
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
補
助
給
水
系
）
 

第
 ６
６

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）

に
お
い
て
、
補
助
給
水
系
は
、
表
６
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
補
助
給
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号

を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補
助
給
水
系
の
流
路
中
の
弁

が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
た
だ
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
起
動
弁
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 (
4)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭

お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
5)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
電
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
お
よ
び
１
台
の
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
6)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
手
動
で
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
補
助
給
水
系
）
 

第
 ６
６
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場

合
）
に
お
い
て
、
補
助
給
水
系
は
、
表
６
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
補
助
給
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号

を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 当
直
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補
助
給
水
系
の
流
路

中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振

動
、
異
音
、
異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
た
だ
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
起
動
弁
が
動
作
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

(
4)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
5)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
電
動
補
助
給
水
ポ

ン
プ
お
よ
び
１
台
の
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
6)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
台
以
上
の
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
手
動
で
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
）
 

第
 ６
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
は
、
表
６
８
－
１
で
定
め

る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流

路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お

よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
自
動
作
動
弁
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系

冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切
替
を
行
っ
た
場
合
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
）
 

第
 ６
８
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
は
、
表
６
８
－
１
で
定
め

る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ

と
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
自
動
作
動
弁
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系

冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切
替
を
行
っ
た
場
合
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
）

 

第
 ６
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
は
、
表
６
９
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
の

流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
海
水
ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
自
動
作
動
弁
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
海
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク

ー
ラ
の
切
替
を
行
っ
た
場
合
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
）
 

第
 ６
９
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
は
、
表
６
９
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 当
直
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
海

水
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
海
水
ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お
よ

び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
自
動
作
動
弁
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
海
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク

ー
ラ
の
切
替
を
行
っ
た
場
合
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
）
 

第
 ７
１

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い

て
、
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
は
、
表
７
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率

（
総
合
除
去
効
率
）
が
表
７
１
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に

通
知
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る

こ
と
、
お
よ
び
自
動
作
動
ダ
ン
パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に

お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
）
 

第
 ７
１
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い

て
、
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
は
、
表
７
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除

去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表
７
１
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電

室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起

動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
動
作
動
ダ
ン
パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に

お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
）

 

第
 ７
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
は
、
表
７
２
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効

率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表
７
２
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長

に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
動
作
動
ダ
ン
パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ァ
ン
を
起
動
さ
せ
、
異
音
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
補
助
建
屋
よ
う

素
除
去
排
気
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

  

（
以
下
略
）

 

 

 （
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
）
 

第
 ７
２
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
は
、
表
７
２
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素

除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表
７
２
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り

起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
動
作
動
ダ
ン
パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ァ
ン
を
起
動
さ
せ
、
異
音

が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
補
助
建
屋
よ
う

素
除
去
排
気
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

  

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 ７
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は
、
表
７
４
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。

 

(a
) 
模
擬
信
号
に
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
、
１
０
秒
以
内
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
電
圧

が
確
立
す
る
こ
と
。
 

(b
) 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
電
源
を
求
め
る
機
器
が
、
母
線
電
圧
確
立
か
ら
所
定
の
時
間
内
に
所
定
の

シ
ー
ケ
ン
ス
に
従
っ
て
順
次
負
荷
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

(c
) 
(b
)に
お
け
る
所
定
負
荷
の
も
と
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
電
圧

 6
,9
0
0±

3
4
5 
V 
お
よ

び
周
波
数

 6
0
±
3
 H
z 
で
運
転
可
能
で
あ
る
こ
と
。
 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
基
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
に
つ
い
て
、
待
機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷
運
転
時
の
電
圧
が

 
6
,9
00
±
3
45
 
V
 
お
よ
び
周
波

数
が

 
60
±
3 

H
z
 
で
あ
る
こ
と
な
ら
び
に
引
き
続
き
非
常
用
高
圧
母
線
に
並
列
し
て
定
格
出
力
で
運
転

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ

ン
ク
貯
油
量
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 ７
４
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は
、
表
７
４
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(a
) 
模
擬
信
号
に
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
、
１
０
秒
以
内
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
電
圧

が
確
立
す
る
こ
と
。
 

(b
) 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
電
源
を
求
め
る
機
器
が
、
母
線
電
圧
確
立
か
ら
所
定
の
時
間
内
に
所
定
の

シ
ー
ケ
ン
ス
に
従
っ
て
順
次
負
荷
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

(c
) 
(b
)に
お
け
る
所
定
負
荷
の
も
と
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
電
圧

 6
,9
0
0±

3
4
5 
V 
お
よ

び
周
波
数
 6
0
±
3
 H
z 
で
運
転
可
能
で
あ
る
こ
と
。
 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
基
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
に
つ
い
て
、
待
機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷
運
転
時
の
電
圧
が
 
6
,9

00
±
3
45
 
V
 
お
よ
び
周
波

数
が

 
60
±

3 
H
z
 
で
あ
る
こ
と
な
ら
び
に
引
き
続
き
非
常
用
高
圧
母
線
に
並
列
し
て
定
格
出
力
で
運
転

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ

ン
ク
貯
油
量
を
確
認
す
る
。

 

 

（
以
下
略
）
 

 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 ７
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
非
常
用
直
流
電
源
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系

用
）
お
よ
び
充
電
器
）
は
、
表
７
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
非
常
用
直
流
電
源
の
健
全
性
を
確
認
す
る
。

 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電

池
端
子
電
圧
が
 
12
6
.5

 V
 以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 ７
７
 条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
非
常
用
直
流
電
源
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系

用
）
お
よ
び
充
電
器
）
は
、
表
７
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 発
電
室
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
、
非
常
用
直
流
電
源
の
健
全
性
を
確
認
す
る
。

 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電

池
端
子
電
圧
が

 
12
6
.5
 V
 以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

第
 ８
５

 条
 
次
の
各
号
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表
８
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。
 

 

(
1)
 緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備

 

(
2)
 １
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
3)
 炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備

 

(
4)
 １
次
冷
却
系
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
5)
 原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
6)
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
7)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
8)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
9)
 水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

(
10
) 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

(
11
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(
12
) 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

(
13
) 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 

(
14
) 
電
源
設
備

 

(
15
) 
計
装
設
備

 

(
16
) 
中
央
制
御
室
 

(
17
) 
監
視
測
定
設
備
 

(
18
) 
緊
急
時
対
策
所
 

(
19
) 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

(
20
) 
そ
の
他
の
設
備
 

２
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課

長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
土
木
建
築
課
長
、
電
気
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品

質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
除
く
。）
は
、
表
８
５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２

１
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、

そ
の
結
果
を
発
電
室
長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２
１
の
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
課
（
室
）
長
へ
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、

同
表
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

          

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

第
 ８
５
 条

 
次
の
各
号
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表
８
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。
 

 

(
1)
 緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

(
2)
 １
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
3)
 炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備

 

(
4)
 １
次
冷
却
系
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
5)
 原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
6)
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
7)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
8)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
9)
 水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

(
10
) 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

(
11
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(
12
) 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

(
13
) 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
 

(
14
) 
電
源
設
備
 

(
15
) 
計
装
設
備
 

(
16
) 
中
央
制
御
室
 

(
17
) 
監
視
測
定
設
備
 

(
18
) 
緊
急
時
対
策
所
 

(
19
) 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

(
20
) 
そ
の
他
の
設
備
 

２
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課

長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
土
木
建
築
課
長
、
電
気
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品

質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
除
く
。）
は
、
表
８
５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２

１
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、

そ
の
結
果
を
発
電
室
長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２
１
の
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
課
（
室
）
長
へ
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、

同
表
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

          

変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
１

 項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

第
１
項
で
定
め
る
重
大
事
故

等
対
処
設
備
 

(1
) 
表
８
５
－
２
、
表
８
５
－
１
２
※
１
、
表
８
５
－
１
６
、
表
８

５
－
１
８
お
よ
び
表
８
５
－
２
０
に
定
め
る
機
能
、
系
統
数
お

よ
び
所
要
数
が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
モ
ー
ド
に
お
い
て
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と

 

(2
) 
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５
※
２
、
表
８
５
－
１
７
、
表

８
５
－
１
９
お
よ
び
表
８
５
－
２
１
に
つ
い
て
は
、
各
表
内
に

定
め
る
※
３
 

※
１
：
８
５
－
１
２
－
３
が
該
当
 

※
２
：
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５
の
う
ち
、
表
８
５
－
１
２
に
つ
い
て
は
、
８
５
－
１
２
－
１
、
８

５
－
１
２
－
２
お
よ
び
８
５
－
１
２
－
４
が
該
当
 

※
３
：
可
搬
型
設
備
の
系
統
に
は
、
資
機
材
等
を
含
む
。
 

 表
８
５
－
１
 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

第
１
項
で
定
め
る
重
大
事
故

等
対
処
設
備
 

(1
) 
表
８
５
－
２
、
表
８
５
－
１
２
※
１
、
表
８
５
－
１
６
、
表
８

５
－
１
８
お
よ
び
表
８
５
－
２
０
に
定
め
る
機
能
、
系
統
数
お

よ
び
所
要
数
が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
モ
ー
ド
に
お
い
て
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

(2
) 
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５
※
２
、
表
８
５
－
１
７
、
表

８
５
－
１
９
お
よ
び
表
８
５
－
２
１
に
つ
い
て
は
、
各
表
内
に

定
め
る
※
３
 

※
１
：
８
５
－
１
２
－
３
が
該
当
 

※
２
：
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５
の
う
ち
、
表
８
５
－
１
２
に
つ
い
て
は
、
８
５
－
１
２
－
１
、
８

５
－
１
２
－
２
お
よ
び
８
５
－
１
２
－
４
が
該
当
 

※
３
：
可
搬
型
設
備
の
系
統
に
は
、
資
機
材
等
を
含
む
。
 

 変
更
な
し
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

表８５－２ 緊急停止失敗時に原子炉を未臨界にするための設備 
 

８５－２－１ 原子炉出力抑制（自動）※１ 

機 能 設定値 
適用 

モード 

所要チャ

ンネル・

系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．ＡＴＷＳ緩和設備 

ａ．ＡＴＷＳ緩

和設備論理

回路 

－ モード１

および２ 

１系統 A. ＡＴＷＳ緩和

設備が動作

不能である

場合 

A.1 当直課長は、当該系統と同等な機能を

持つ重大事故等対処設備※３が動作可

能であることを確認する※４。 

および 

６時間 機能検査を実

施する。 

定期検査時 計 装 保 修

課長 

A.2 計装保修課長は、当該系統を動作可能

な状態に復旧する。 

３０日 

B. 条件 Aの措置

を完了時間

内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

ｂ．蒸気発生器

水位異常低 

計器スパン

の 7 %以上 

モード１

および２ 

３※５ A. １チャンネル

が動作不能

である場合 

A.1 当直課長は、当該系統と同等な機能を

持つ重大事故等対処設備※３が動作可

能であることを確認する※４。 

および 

６時間 設定値確認お

よび機能検査

を実施する。 

定期検査時 計 装 保 修

課長 

A.2 計装保修課長は、当該系統を動作可能

な状態に復旧する。 

３０日 

B. 条件 Aの措置

を完了時間

内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 動作不能でな

いことを指示

値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

※１：本表における動作可能とは、当該計装および制御設備に期待されている機能が達成されている状態をいう。また、動作不能とは、点検・修理のために当該チャンネルもしくは論理

回路をバイパスする場合または不動作の場合をいう。動作信号を出力させている状態または誤動作により動作信号を出力している状態は動作可能とみなす。 

※２：チャンネル・系統ごとに個別の条件が適用される。 

※３：原子炉出力抑制（手動）機能に必要な設備（原子炉トリップスイッチ、主蒸気止弁、電動補助給水ポンプおよびタービン動補助給水ポンプ）をいう。 

※４：「動作可能であること」の確認は、対象設備の至近の記録等により行う。 

※５：ＡＴＷＳ緩和設備に使用するチャンネルに限る。 

表８５－２ 緊急停止失敗時に原子炉を未臨界にするための設備 
 

８５－２－１ 原子炉出力抑制（自動）※１ 

機 能 設定値 
適用 

モード 

所要チャ

ンネル・

系統数 

所要チャンネル・系統数を満足できない場合の措置※２ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

１．ＡＴＷＳ緩和設備 

ａ．ＡＴＷＳ緩

和設備論理

回路 

－ モード１

および２ 

１系統 A. ＡＴＷＳ緩和

設備が動作

不能である

場合 

A.1 当直課長は、当該系統と同等な機能を

持つ重大事故等対処設備※３が動作可

能であることを確認する※４。 

および 

６時間 機能の確認を

行う。 

定期事業者

検査時 

計装保修

課長 

A.2 計装保修課長は、当該系統を動作可能

な状態に復旧する。 

３０日 

B. 条件 Aの措置

を完了時間

内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

ｂ．蒸気発生器

水位異常低 

計器スパン

の 7 %以上 

モード１

および２ 

３※５ A. １チャンネル

が動作不能

である場合 

A.1 当直課長は、当該系統と同等な機能を

持つ重大事故等対処設備※３が動作可

能であることを確認する※４。 

および 

６時間 設定値確認お

よび機能の確

認を行う。 

定期事業者

検査時 

計装保修

課長 

A.2 計装保修課長は、当該系統を動作可能

な状態に復旧する。 

３０日 

B. 条件 Aの措置

を完了時間

内に達成で

きない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 動作不能でな

いことを指示

値により確認

する。 

１日に１回 当直課長 

※１：本表における動作可能とは、当該計装および制御設備に期待されている機能が達成されている状態をいう。また、動作不能とは、点検・修理のために当該チャンネルもしくは論理

回路をバイパスする場合または不動作の場合をいう。動作信号を出力させている状態または誤動作により動作信号を出力している状態は動作可能とみなす。 

※２：チャンネル・系統ごとに個別の条件が適用される。 

※３：原子炉出力抑制（手動）機能に必要な設備（原子炉トリップスイッチ、主蒸気止弁、電動補助給水ポンプおよびタービン動補助給水ポンプ）をいう。 

※４：「動作可能であること」の確認は、対象設備の至近の記録等により行う。 

※５：ＡＴＷＳ緩和設備に使用するチャンネルに限る。 
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設
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安
規
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変
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前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
３

 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
３
－
１
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン

ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
る
炉
心
冷
却

系
※
１
 

(1
) 
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(2
) 
加
圧
器
逃
が
し
弁
２
台
に
よ
る
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た

め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
 

充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
 

２
台

 

加
圧
器
逃
が
し
弁

 
２
台

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
３

 

※
１
：
高
圧
注
入
系
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
減
圧
系
を
い
う
。

 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

充
て
ん
／

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、

漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉

心
冷
却
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

４
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手

動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

加
圧
器
逃

が
し
弁
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
が
全
開
お
よ
び
全
閉
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

※
４
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
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※
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２
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可
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で
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※
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) 
加
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圧
系
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可
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所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

（
蒸
気
発
生
器
が
熱
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の
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に
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場
合
）
 

充
て
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高
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プ
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台
 

加
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器
逃
が
し
弁

 
２
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取
替
用
水
タ
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ク
 

※
３
 

※
１
：
高
圧
注
入
系
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
減
圧
系
を
い
う
。

 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
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３
：
「
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１
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燃
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替
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タ
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」
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て
運
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の
制
限
を
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る
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確
認
事
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項
 
目
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度
 

担
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充
て
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高
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ポ
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プ
を
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し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
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、

漏
え
い
が
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認
す
る
。
 

定
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者
検
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時
 

発
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錠
等
に
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定
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い
な
い
非
常
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系
の
流
路
中
の
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位
置
に
あ

る
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と
を
確
認
す
る
。
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時
 

当
直
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長
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ド
１
、
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お
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び
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に
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て
、
ポ
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プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
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４
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
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作
し
た
弁
に
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て

は
、
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い
位
置
に
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し
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る
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と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
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ド
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（
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気
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生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
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、
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プ
が
手

動
起
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可
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で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。
 

１
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月
に
１
回
 
当
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長
 

加
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器
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が
し
弁
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
が
全
開
お
よ
び
全
閉
す
る
こ

と
を
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認
す
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。
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者
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時
 

計
装
保
修
課
長
 

※
４
：
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転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
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り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

                      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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変
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前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
８
５
－
４

 
炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
４
－
１
 
炉
心
注
水
 
－
非
常
用
炉
心
冷
却
系
－
 

(1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

(1
) 
高
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(2
) 
低
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ

 
１
台
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

充
て
ん
／
高
圧

注
入
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、

漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉

心
冷
却
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

３
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

余
熱
除
去
ポ
ン

プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、

漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に

お
け
る
揚
程
が

 
 
  
 
m
以
上
、
容
量
が
 
  

  

m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉

心
冷
却
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。

 
１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

※
３
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
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中
略
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却
系
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上
の
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運
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限
 

非
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の
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以
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が
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可
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、
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、
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、
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、
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台
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除
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、
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は
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て
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を
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、
ポ
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プ
を
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、
動
作
可
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で
あ
る
こ
と
を
確
認
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る
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。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
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作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
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ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

余
熱
除
去
ポ
ン

プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、

漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ
ス
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ラ
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に
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け
る
揚
程
が
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以
上
、
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量
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3
/h
以
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で
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る
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る
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事
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発
電
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長
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錠
等
に
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り
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て
い
な
い
非
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系
の
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中
の
弁
が
正
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い
位
置
に
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る
こ
と
を
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る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。
 
１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

※
３
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

                 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 ８
５
－
４
－
２
 
炉
心
注
水
 
－
蓄
圧
注
入
系
－
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

 

(
1
) 
ほ
う
素
濃
度
が

 2
,6

00
 p
pm
 以
上
で
あ
る
こ
と

 

(
2
) 
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
が
 2
9.
0
 m

3
以
上
（
１
基
あ
た
り
）
で

あ
る
こ
と

 

(
3
) 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 6
.8
9 

M
Pa

[g
ag

e]
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
圧
力
が
 
4
.0
4
 

M
Pa

[g
ag

e]
以
上
で
あ
る
こ
と

 

(
4
) 
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 6
.
89
 M
P
a[
ga
ge
]以
下
の
場

合
）
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
圧
力
が
 1
.
0 
M
Pa
[
ga
ge
]以

上
で
あ
る
こ
と
 

(
5
) 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

３
基
※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
手
動
で
の
開
弁
お
よ
び
閉
弁
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 6
.8

9 
M
Pa

[g
ag
e
]
以
下
の
場
合
）、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
所
要
数
は
２
基
。
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動
弁
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お

い
て
、
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
お
よ
び
圧

力
を
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お

い
て
、
ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

 ８
５
－
４
－
２
 
炉
心
注
水
 
－
蓄
圧
注
入
系
－
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

 

(
1
) 
ほ
う
素
濃
度
が
 2

,6
00
 p

pm
 以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
が
 2

9.
0
 m

3
以
上
（
１
基
あ
た
り
）
で

あ
る
こ
と

 

(
3
) 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 6
.8

9 

MP
a
[g

ag
e]
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
圧
力
が
 
4.
04

 

MP
a
[g

ag
e]
以
上
で
あ
る
こ
と

 

(
4
) 
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が
 6
.
89

 M
P
a[

ga
ge
]以
下
の
場

合
）
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
圧
力
が
 1
.
0 

MP
a[

ga
ge

]以

上
で
あ
る
こ
と
 

(
5
) 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６

 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

３
基
※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
手
動
で
の
開
弁
お
よ
び
閉
弁
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 6
.8

9 
M
Pa

[g
ag
e
]
以
下
の
場
合
）、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
所
要
数
は
２
基
。
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動
弁
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お

い
て
、
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
お
よ
び
圧

力
を
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お

い
て
、
ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

 

（
中
略
）
 

                        原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

８
５
－
４
－
３
 
代
替
炉
心
注
水
 
－
Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
－
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

充
て
ん
系
 

Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ

(
自
己
冷
却
)
に
よ
る
充
て
ん
系
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ

び
６
 

Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
４
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｃ
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
充
て
ん
系
の

流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異

臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

６
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

（
中
略
）
 

 

８
５
－
４
－
３
 
代
替
炉
心
注
水
 
－
Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
－
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

充
て
ん
系
 

Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
(
自
己
冷
却

)
に
よ
る
充
て
ん
系
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ

び
６
 

Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
４
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｃ
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
充
て
ん
系
の

流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異

臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

６
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

（
中
略
）
 

                             原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 ８
５
－
４
－
４
 
代
替
炉
心
注
水

 
－
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
－

 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
炉
心
注
水
系

 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
※
１

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－

Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
 

２
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ

レ
ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異

臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン

プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動

起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

 

（
中
略
）
 

 

 ８
５
－
４
－
４
 
代
替
炉
心
注
水

 
－
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
－

 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
炉
心
注
水
系

 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
※
１

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－

Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
 

２
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ

レ
ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異

臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン

プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動

起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

                  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 ８
５
－
４
－
６

 
代
替
再
循
環

 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
再
循
環
系

 

(
1)

 Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)

 Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再
循
環
系
、
ま
た
は
Ｂ
余

熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再
循
環
系
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連

絡
ラ
イ
ン
使
用
）
 

２
台
 

Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ

 
１
基
 

Ａ
・
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
入
口
弁
（
格
納
容
器
再
循

環
サ
ン
プ
側
）
 

１
台
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ

 
２
基
※
２
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン
 

２
基
※
２
 

Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）

 
１
台
 

Ｂ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
 

１
台
 

大
容
量
ポ
ン
プ
 

※
３
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
４
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
５
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ

 
※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
を
用
い
る
再
循
環
用
１
基

お
よ
び
Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
る
再
循
環
用
１
基
。
 

※
３
：
「
８
５
－
７
－
２
 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替
補
機

冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 ８
５
－
４
－
６
 
代
替
再
循
環
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
再
循
環
系
 

(
1)

 Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)

 Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再
循
環
系
、
ま
た
は
Ｂ
余

熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再
循
環
系
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連

絡
ラ
イ
ン
使
用
）
 

２
台
 

Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ

 
１
基
 

Ａ
・
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
入
口
弁
（
格
納
容
器
再
循

環
サ
ン
プ
側
）
 

１
台
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ

 
２
基
※
２
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

 
２
基
※
２
 

Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
 

１
台
 

Ｂ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
 

１
台
 

大
容
量
ポ
ン
プ
 

※
３
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
４
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
を
用
い
る
再
循
環
用
１
基

お
よ
び
Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
る
再
循
環
用
１
基
。
 

※
３
：
「
８
５
－
７
－
２
 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替
補
機

冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

(2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ａ
、
Ｂ
内
部

ス
プ
レ
ポ
ン

プ
、
Ａ
内
部

ス
プ
レ
ク
ー

ラ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し

い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

Ａ
・
Ｂ
内
部

ス
プ
レ
ポ
ン

プ
入
口
弁

（
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン

プ
側
）
 

Ａ
・
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
入
口
弁
（
格
納
容
器
再
循
環

サ
ン
プ
側
）
が
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン

プ
、
格
納
容

器
再
循
環
サ

ン
プ
ス
ク
リ

ー
ン
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に
よ
り
塞
が
れ
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程

が
 
 
  

 
 m
以
上
、
容
量
が
 
  

 
 
m3
/
h
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し

い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

 

(2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ａ
、
Ｂ
内
部

ス
プ
レ
ポ
ン

プ
、
Ａ
内
部

ス
プ
レ
ク
ー

ラ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し

い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

Ａ
・
Ｂ
内
部

ス
プ
レ
ポ
ン

プ
入
口
弁

（
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン

プ
側
）
 

Ａ
・
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
入
口
弁
（
格
納
容
器
再
循
環

サ
ン
プ
側
）
が
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン

プ
、
格
納
容

器
再
循
環
サ

ン
プ
ス
ク
リ

ー
ン
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に
よ
り
塞
が
れ
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程

が
 
 
  
 
 m
以
上
、
容
量
が
 
  

 
 
m3
/
h
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し

い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

  

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

(2
) 
確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｂ
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し

い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

(2
) 
確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ｂ
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し

い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
６

 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
６
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
 

内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
 

２
台
※
３
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
４
 

※
１
：
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
を
除
く
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
Ａ
お
よ
び
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

内
部
ス
プ
レ
 

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、

漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ

を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、

正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

 

（
中
略
）
 

 

 表
８
５
－
６

 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
６
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
 

内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
 

２
台
※
３
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
４
 

※
１
：
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
を
除
く
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
Ａ
お
よ
び
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

内
部
ス
プ
レ

 

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、

漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ

を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、

正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

 

                   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
 

 
 

107



美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

８
５
－
６
－
２
 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 
－
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
－

 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
４
 

送
水
車
 

※
５
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶

 
※
６
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
６
：
「
８
５
－
１
２
－
４
 
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ

と
、
お
よ
び
揚
程
が

 
  

 
 m
以
上
、

容
量
が

 
  
 
 m

3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

 

８
５
－
６
－
２
 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 
－
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
－
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ

 
１
台
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 
※
４
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
４
 

送
水
車
 

※
５
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
６
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。

 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。

 

※
６
：
「
８
５
－
１
２
－
４
 
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ

と
、
お
よ
び
揚
程
が

 
  

 
 m
以
上
、

容
量
が

 
  
 
 m

3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検
査
時
 
発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

 

                               原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

８
５
－
６
－
３
 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 
－
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
－
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子

炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ

び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

直
接
注
水
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
お
よ
び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
系
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ

 
１
台
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
１
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
２
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
４
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ

 
※
４
 

送
水
車

 
※
５
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
６
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
６
：
「
８
５
－
１
２
－
４
 
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏

え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
揚
程
が

 
 
 
 
 
m
以
上
、

容
量
が

 
 
  

 
m3
/
h以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

８
５
－
６
－
３
 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 
－
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
－
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子

炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ

び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

直
接
注
水
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
お
よ
び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
系
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６

 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ

 
１
台
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
２
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
４
 

送
水
車
 

※
５
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
６
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。

 

※
６
：
「
８
５
－
１
２
－
４
 
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
ポ
ン
プ

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏

え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
揚
程
が
 
 
 
 
 
m
以
上
、

容
量
が

 
 
  

 
m3
/
h以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

 

（
中
略
）
 

                                 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
８
５
－
７

 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
７
－
１
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
系
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト

 
１
基
 

１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ

 
２
台
※
２
 

１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ

 
２
基
※
３
 

１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク

 
１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
用
）

 
１
本
 

海
水
ポ
ン
プ
 

２
台
※
４
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ

ト
入
口
温
度
／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。
 

※
３
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
基
。
 

※
４
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
海
水
ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
６
－
１
 計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

Ａ
格
納
容
器
循

環
冷
暖
房
ユ
ニ

ッ
ト

 

外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
お
よ
び

１
次
系
冷
却
水

ク
ー
ラ

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷

却
水
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切
替

を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

切
替
の
都
度
 

当
直
課
長
 

１
次
系
冷
却
水
 

タ
ン
ク

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
１
次
系
冷
却

水
タ
ン
ク
加
圧

用
）

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
ボ
ン
ベ
１
次
側
圧
力
に
よ
り
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

 

表
８
５
－
７

 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
７
－
１
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
系

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基
 

１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

２
台
※
２
 

１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
 

２
基
※
３
 

１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
用
）
 

１
本
 

海
水
ポ
ン
プ
 

２
台
※
４
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ

ト
入
口
温
度
／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。
 

※
３
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
基
。
 

※
４
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
海
水
ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
６
－
１
 計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

Ａ
格
納
容
器
循

環
冷
暖
房
ユ
ニ

ッ
ト

 

外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
お
よ
び

１
次
系
冷
却
水

ク
ー
ラ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷

却
水
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切
替

を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

切
替
の
都
度
 

当
直
課
長
 

１
次
系
冷
却
水
 

タ
ン
ク
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
１
次
系
冷
却

水
タ
ン
ク
加
圧

用
）

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
ボ
ン
ベ
１
次
側
圧
力
に
よ
り
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

 

                         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

(2
) 
確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

海
水
ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷

却
海
水
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切
替

を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

切
替
の
都
度
 

当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

(2
) 
確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

海
水
ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷

却
海
水
系
の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切
替

を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た
弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

切
替
の
都
度
 

当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
８

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
８
－
１
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
タ
ン
ク
ま
た
は
送
水
車
を

用
い
た
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
 

(
1)

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１
系
統
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

ま
た
は
 

(
2)

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
ま
た
は
送
水
車

を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の

給
水
系
１
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
※
２
※
３
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去

の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
）
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

 
１
台
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
起
動
弁
（
現
場
手
動
操

作
）
 

１
台
 

蒸
気
発
生
器
 

３
基
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
４
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
５
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
６
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
６
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
６
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ

 
※
６
 

送
水
車

 
※
７
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
８
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
試
運
転
に
係

る
調
整
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。
 

※
３
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
と
は
、
現
場
手
動
に
よ
る
起
動
を
含
む
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
６
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
７
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
８
：
「
８
５
－
１
２
－
４
 
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。
 

 表
８
５
－
８

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
８
－
１
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
タ
ン
ク
ま
た
は
送
水
車
を

用
い
た
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
 

(
1)

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１
系
統
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

ま
た
は
 

(
2)

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
ま
た
は
送
水
車

を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の

給
水
系
１
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
※
２
※
３
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去

の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
）
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

 
１
台
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
起
動
弁
（
現
場
手
動
操

作
）
 

１
台
 

蒸
気
発
生
器
 

３
基
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
４
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
５
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
６
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
６
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
６
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
６
 

送
水
車
 

※
７
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
８
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
試
運
転
に
係

る
調
整
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。
 

※
３
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
と
は
、
現
場
手
動
に
よ
る
起
動
を
含
む
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
４
－
３
 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。

 

※
６
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
７
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。

 

※
８
：
「
８
５
－
１
２
－
４
 
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。
 

変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

(2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

補
助
給
水
系
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補
助
給
水
系
の
流

路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
当
直
課
長

 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
発
電
室
長

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振

動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査
時
 
発
電
室
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除

去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
電
動

補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１

回
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
９
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１

回
 

当
直
課
長

 

※
９
：
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確
認
は
、
起
動

弁
の
開
閉
確
認
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
中
略
）
 

(2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

補
助
給
水
系
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補
助
給
水
系
の
流

路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者

検
査
時
 

当
直
課
長
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者

検
査
時
 

発
電
室
長
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振

動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
事
業
者

検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除

去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
電
動

補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１

回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
９
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１

回
 

当
直
課
長
 

※
９
：
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確
認
は
、
起
動

弁
の
開
閉
確
認
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
中
略
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
９

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
９
－
１
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
系
 
手
動
で
の
開
弁
が
で
き
る
こ
と
（
現
場
手
動
含
む
）
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸

気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
）
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

３
個
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
が
手
動
で
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
計
装
 

保
修
課
長
 

 

（
中
略
）
 

 表
８
５
－
９

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
９
－
１
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
系
 
手
動
で
の
開
弁
が
で
き
る
こ
と
（
現
場
手
動
含
む
）
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸

気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
）
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

３
個
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
が
手
動
で
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

定
期
事
業
者

検
査
時

 

計
装
 

保
修
課
長
 

 

（
中
略
）
 

               原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
１
０
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
１
０
－
１
 
水
素
濃
度
低
減
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
低
減
 

(1
) 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

(2
) 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(3
) 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(4
) 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置

 
５
基
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置

 
５
個
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
 

１
２
個
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
監
視
装
置
 

１
２
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 
※
２
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
２
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 表
８
５
－
１
０
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

 ８
５
－
１
０
－
１
 
水
素
濃
度
低
減
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
低
減

 

(1
) 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(2
) 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(3
) 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

(4
) 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
 

５
基
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置

 
５
個
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
 

１
２
個
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
監
視
装
置
 

１
２
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 
※
２
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
２
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉

 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
装
置
温
度
監
視

装
置
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃
焼
装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

電
気
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
※
３
に
よ
り
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃
焼
装
置
温
度
監

視
装
置
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

※
３
：
ル
ー
プ
室
内
、
加
圧
器
室
内
お
よ
び
ド
ー
ム
部
を
除
く
。
 

 

（
中
略
）
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
装
置
温
度
監
視

装
置
 

機
能
の
確
認
を
行
う
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

計
装
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃
焼
装
置

 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

電
気
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
※
３
に
よ
り
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃
焼
装
置
温
度
監

視
装
置
 

機
能
の
確
認
を
行
う
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

計
装
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

※
３
：
ル
ー
プ
室
内
、
加
圧
器
室
内
お
よ
び
ド
ー
ム
部
を
除
く
。
 

 

（
中
略
）
 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
、
Ｌ
Ｃ

Ｏ
を
満
足
し
て
い
る

か
の
確
認
行
為
に
つ

い
て
、
「
検
査
」
を

「
確
認
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

８
５
－
１
０
－
２
 
水
素
濃
度
監
視
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
監
視
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
等
に
よ
る
水
素
濃
度
監
視
系
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ

び
６
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置

 
１
個
 

可
搬
型
原
子
炉
補
機
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ

 
１
台
 

可
搬
型
格
納
容
器
ガ
ス
試
料
圧
縮
装
置
 

１
台
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
冷
却
器
 

１
個
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
湿
分
分
離
器
 

１
個
 

大
容
量
ポ
ン
プ

 
※
１
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 
※
３
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
３
 

※
１
：
「
８
５
－
７
－
２
 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替
補
機

冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

 

８
５
－
１
０
－
２
 
水
素
濃
度
監
視
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
監
視

 
可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
等
に
よ
る
水
素
濃
度
監
視
系
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ

び
６
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
 

１
個
 

可
搬
型
原
子
炉
補
機
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ
 

１
台
 

可
搬
型
格
納
容
器
ガ
ス
試
料
圧
縮
装
置
 

１
台
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
冷
却
器
 

１
個
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
湿
分
分
離
器
 

１
個
 

大
容
量
ポ
ン
プ

 
※
１
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
３
 

※
１
：
「
８
５
－
７
－
２
 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替
補
機

冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度

 
担
 
当
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水

素
濃
度
計
測
装
置

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

  
定
期
検
査
時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
計
装
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
原
子
炉
補
機
冷

却
水
循
環
ポ
ン
プ

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
の
外
観
点
検
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
格
納
容
器
ガ
ス

試
料
圧
縮
装
置

 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス

サ
ン
プ
リ
ン
グ
冷
却

器
、
格
納
容
器
雰
囲
気

ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
湿

分
分
離
器
 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

 

当
直
課
長
 

  

（
中
略
）
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水

素
濃
度
計
測
装
置
 

機
能
の
確
認
を
行
う
。
  

定
期
事
業
者
検

査
時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
計
装
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
原
子
炉
補
機
冷

却
水
循
環
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
の
外
観
点
検
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
格
納
容
器
ガ
ス

試
料
圧
縮
装
置
 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス

サ
ン
プ
リ
ン
グ
冷
却

器
、
格
納
容
器
雰
囲
気

ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
湿

分
分
離
器
 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

 

当
直
課
長
 

  

（
中
略
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
、
Ｌ
Ｃ

Ｏ
を
満
足
し
て
い
る

か
の
確
認
行
為
に
つ

い
て
、「
検
査
」
を

「
確
認
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
１
１

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
排
出
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
 

(1
) 
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(2
) 
代
替
空
気
（
窒
素
）
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
 

１
台
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
ダ
ン
パ
作
動
用
）
 

１
本
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 
※
３
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
３
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
 

フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動
ダ
ン
パ

が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
フ
ァ
ン
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去

効
率
）
が
 9

5 
%以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
ダ
ン
パ

作
動
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
１
次
側
圧
力
に
よ
り
使

用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

※
４
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 表
８
５
－
１
１
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減

 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
排
出
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
 

(1
) 
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(2
) 
代
替
空
気
（
窒
素
）
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
 

１
台
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
ダ
ン
パ
作
動
用
）
 

１
本
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 
※
３
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
３
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン

 

フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動
ダ
ン
パ

が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
フ
ァ
ン
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去

効
率
）
が
 9
5 
%以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
ダ
ン
パ

作
動
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
１
次
側
圧
力
に
よ
り
使

用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

※
４
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

                           原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

表８５－１２ 使用済燃料ピットの冷却等のための設備 

（中略） 

 

（中略） 

変 
 

更 
 

後 

表８５－１２ 使用済燃料ピットの冷却等のための設備 

（中略） 

 

（中略） 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

８５－１２－３ 使用済燃料ピットの監視 

機 能 設 備 所要数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置※1 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

使用済燃料

ピットの監

視 

使用済燃料ピ

ット水位（広

域）※２ 

１個 使用済燃料

ピットに燃

料体を貯蔵

している期

間 

A. 動作可能

な設備が

所要数を

満足して

いない場

合 

A.1 当直課長は、使用済

燃料ピット水位がEL 

31.0 m以上および水

温が 65 ℃以下であ

ることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当

該設備を動作可能な

状態に復旧する措置

を開始する。 

および 

A.3 原子燃料課長は、使

用済燃料ピット内で

の照射済燃料の移動

を中止する※３。 

および 

A.4 原子燃料課長は、代

替措置※４を検討し、

原子炉主任技術者の

確認を得て実施する

措置を開始する。 

速やかに 

 

 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

使用済燃料ピット水位計（広域）、使用済燃料ピ

ット温度計（ＡＭ用）、使用済燃料ピットエリア

監視カメラ（使用済燃料ピットエリア監視カメ

ラ空冷装置を含む）、可搬型使用済燃料ピット

水位計および可搬式使用済燃料ピット区域周

辺エリアモニタの機能検査を実施する。 

定期検査時 計装保修

課長 

使用済燃料ピ

ット温度（Ａ

Ｍ用） 

１個 

使用済燃料ピ

ットエリア監

視カメラ（使

用済燃料ピッ

トエリア監視

カメラ空冷装

置を含む） 

１個 可搬型使用済燃料ピット水位計および可搬式

使用済燃料ピット区域周辺エリアモニタが動

作可能であることを確認する。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

使用済燃料ピット水位計（広域）および使用済

燃料ピット温度計（ＡＭ用）が動作不能でない

ことを指示値により確認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

可搬型使用済

燃料ピット水

位 

１個 

可搬式使用済

燃料ピット区

域周辺エリア

モニタ 

２個 使用済燃料ピットエリア監視カメラが動作不

能でないことを画像により確認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

使用済燃料ピットエリア監視カメラ空冷装置

が動作可能であることを確認する。 

 

１ヶ月に１回 計装保修

課長 

 

８５－１２－３ 使用済燃料ピットの監視 

機 能 設 備 所要数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置※1 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

使用済燃料

ピットの監

視 

使用済燃料ピ

ット水位（広

域）※２ 

１個 使用済燃料

ピットに燃

料体を貯蔵

している期

間 

A. 動作可能

な設備が

所要数を

満足して

いない場

合 

A.1 当直課長は、使用済

燃料ピット水位が EL 

31.0 m以上および水

温が 65 ℃以下であ

ることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当

該設備を動作可能な

状態に復旧する措置

を開始する。 

および 

A.3 原子燃料課長は、使

用済燃料ピット内で

の照射済燃料の移動

を中止する※３。 

および 

A.4 原子燃料課長は、代

替措置※４を検討し、

原子炉主任技術者の

確認を得て実施する

措置を開始する。 

速やかに 

 

 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

使用済燃料ピット水位計（広域）、使用済燃料ピ

ット温度計（ＡＭ用）、使用済燃料ピットエリア

監視カメラ（使用済燃料ピットエリア監視カメ

ラ空冷装置を含む）、可搬型使用済燃料ピット

水位計および可搬式使用済燃料ピット区域周

辺エリアモニタの機能の確認を行う。 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

使用済燃料ピ

ット温度（Ａ

Ｍ用） 

１個 

使用済燃料ピ

ットエリア監

視カメラ（使

用済燃料ピッ

トエリア監視

カメラ空冷装

置を含む） 

１個 可搬型使用済燃料ピット水位計および可搬式

使用済燃料ピット区域周辺エリアモニタが動

作可能であることを確認する。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

使用済燃料ピット水位計（広域）および使用済

燃料ピット温度計（ＡＭ用）が動作不能でない

ことを指示値により確認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

可搬型使用済

燃料ピット水

位 

１個 

可搬式使用済

燃料ピット区

域周辺エリア

モニタ 

２個 使用済燃料ピットエリア監視カメラが動作不

能でないことを画像により確認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

使用済燃料ピットエリア監視カメラ空冷装置

が動作可能であることを確認する。 

 

１ヶ月に１回 計装保修

課長 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
８
５
－
１
５
 
電
源
設
備
 

 ８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電

 
 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電

 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

 
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

２
台

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２

 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
２

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２

 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
２

 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
２

台
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
１

台
。

 
※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 
 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧

等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長

 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

 
（
中
略
）
 

 

 表
８
５
－
１
５
 
電
源
設
備
 

 ８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電

 
 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

 
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

２
台
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 
※
２
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
２
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
２

台
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
１

台
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 
 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧

等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長

 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 
１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

 

（
中
略
）
 

                      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 ８
５
－
１
５
－
３
 
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か
ら
の
給
電
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か

ら
の
給
電
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間

 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
 

１
組
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
１
組
。

 
 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が

健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
の

浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電

圧
が

 
12

6.
5
 V
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

 ８
５
－
１
５
－
３
 
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か
ら
の
給
電
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か

ら
の
給
電

 
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
 

１
組
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
１
組
。

 
 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が

健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
事
業
者
検
査

時
 

発
電
室
長
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
の

浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電

圧
が

 
12

6.
5
 V
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

当
直
課
長
 

 

（
中
略
）
 

                原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

表８５－１６ 計装設備 

 

８５－１６－１ 計装設備 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の 

温
度 

１次冷却材高温側広域温度 ①主要パラメータの他ループ 

②１次冷却材低温側広域温度 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

１次冷却材低温側広域温度 ①主要パラメータの他ループ 

②１次冷却材高温側広域温度 

 

１ 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

〔炉内温度〕※４ ①１次冷却材高温側広域温度 

②１次冷却材低温側広域温度 

１ 

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
圧
力 

冷却材圧力（広域） ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②１次冷却材高温側広域温度 

③１次冷却材低温側広域温度 

１ B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

〔加圧器圧力〕※４ ①冷却材圧力（広域） １ 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

加圧器水位 ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②原子炉水位 

 

１ 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

原子炉水位 ①加圧器水位 

 

１ 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

〔ＲＣＳノズルセンタ水位〕
※４ 

①１次冷却材高温側広域温度 

①１次冷却材低温側広域温度 

１ モード 

５および６ 

※１： プラント起動に伴う計器校正、真空ベンティングおよび原子炉格納容器漏えい率検査時に計器保護のため隔離している場合等は、動作不能とはみなさない。 
※２： 代替パラメータに記載する番号は優先順位であり、代替パラメータが複数あることを示す。 
※３： チャンネルごとに個別の条件が適用される。 
※４： 〔 〕は多様性拡張設備を示す。多様性拡張設備は運転上の制限を適用しない。 
※５： 移動中の燃料を所定の位置に移動することを妨げるものではない。 

表８５－１６ 計装設備 

 

８５－１６－１ 計装設備 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の 

温
度 

１次冷却材高温側広域温度 ①主要パラメータの他ループ 

②１次冷却材低温側広域温度 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能確認を行

う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

１次冷却材低温側広域温度 ①主要パラメータの他ループ 

②１次冷却材高温側広域温度 

 

１ 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

〔炉内温度〕※４ ①１次冷却材高温側広域温度 

②１次冷却材低温側広域温度 

１ 

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
圧
力 

冷却材圧力（広域） ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②１次冷却材高温側広域温度 

③１次冷却材低温側広域温度 

１ B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

〔加圧器圧力〕※４ ①冷却材圧力（広域） １ 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

加圧器水位 ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②原子炉水位 

 

１ 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

原子炉水位 ①加圧器水位 

 

１ 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

〔ＲＣＳノズルセンタ水位〕
※４ 

①１次冷却材高温側広域温度 

①１次冷却材低温側広域温度 

１ モード 

５および６ 

※１： プラント起動に伴う計器校正、真空ベンティングおよび原子炉格納容器漏えい率検査時に計器保護のため隔離している場合等は、動作不能とはみなさない。 
※２： 代替パラメータに記載する番号は優先順位であり、代替パラメータが複数あることを示す。 
※３： チャンネルごとに個別の条件が適用される。 
※４： 〔 〕は多様性拡張設備を示す。多様性拡張設備は運転上の制限を適用しない。 
※５： 移動中の燃料を所定の位置に移動することを妨げるものではない。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実施

する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作不能でない

ことを指示値等

により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

補助安全注入流量 

 

①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

余熱除去クーラ出口流量 ①主要パラメータの他ループ 

②燃料取替用水タンク水位 

③加圧器水位 

④原子炉水位 

⑤格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ 

恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔充てん流量〕※４ ①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

１ 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 〔アキュムレータ圧力〕※４ ①冷却材圧力（広域） 

①１次冷却材低温側広域温度 

１ 

〔アキュムレータ水位（広

域）〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①１次冷却材低温側広域温度 

１ E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
〔内部スプレ系連絡消火水

流量積算〕※４ 

①余熱除去クーラ出口流量 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

１ 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を行

う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作不能でない

ことを指示値等

により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

補助安全注入流量 

 

①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

余熱除去クーラ出口流量 ①主要パラメータの他ループ 

②燃料取替用水タンク水位 

③加圧器水位 

④原子炉水位 

⑤格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ 

恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

１ 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔充てん流量〕※４ ①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

１ 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 〔アキュムレータ圧力〕※４ ①冷却材圧力（広域） 

①１次冷却材低温側広域温度 

１ 

〔アキュムレータ水位（広

域）〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①１次冷却材低温側広域温度 

１ E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
〔内部スプレ系連絡消火水

流量積算〕※４ 

①余熱除去クーラ出口流量 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

１ 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量 

格納容器スプレ流量積算 ①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を

実施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

恒設代替低圧注水ポンプ

出口流量積算 

 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

原子炉下部キャビティ注

水ポンプ出口流量積算 

 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

補助安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

余熱除去クーラ出口流量 

 

①主要パラメータの他ループ 

②燃料取替用水タンク水位 

③格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔充てん流量〕※４ ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ D. モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

〔内部スプレクーラ出口

流量〕※４ 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
〔内部スプレ系連絡消火

水流量積算〕※４ 

①格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量 

格納容器スプレ流量積算 ①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装保修

課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

恒設代替低圧注水ポンプ

出口流量積算 

 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

原子炉下部キャビティ注

水ポンプ出口流量積算 

 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

補助安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

余熱除去クーラ出口流量 

 

①主要パラメータの他ループ 

②燃料取替用水タンク水位 

③格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔充てん流量〕※４ ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ D. モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

〔内部スプレクーラ出口

流量〕※４ 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
〔内部スプレ系連絡消火

水流量積算〕※４ 

①格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

※６： 原子炉下部キャビティ水位および原子炉格納容器水位について実施する。 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の

温
度 

格納容器内温度 ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②格納容器圧力 

③格納容器圧力（広域） 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保

修課長

または

電気保

修課長※

６ 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

原
子
炉
格
納

容
器
内
の 

圧
力 

格納容器圧力 ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②格納容器内温度 

１ 

B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長または電気保修課長※６

は、当該計器が故障状態であることが

運転員に明確に分かるような措置を講

じる。 

および 

B.3 計装保修課長または電気保修課長※６

は、当該計器を動作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

格納容器圧力（広域） ①格納容器内温度 １ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

格納容器再循環サンプ水位

（広域） 

①主要パラメータの他チャン

ネル 

②格納容器再循環サンプ水位

(狭域) 

③原子炉下部キャビティ水位 

③原子炉格納容器水位 

④燃料取替用水タンク水位 

④復水タンク水位 

④格納容器スプレ流量積算 

④恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

④原子炉下部キャビティ注水

ポンプ出口流量積算 

１ 

C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長または電気保修課長※６

は、当該機能の主要パラメータまたは、

代替パラメータを１手段以上動作可能

な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を

完了時間内に達成で

きない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

格納容器再循環サンプ水位

（狭域） 

①格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 

※６： 原子炉下部キャビティ水位および原子炉格納容器水位について実施する。 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の

温
度 

格納容器内温度 ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②格納容器圧力 

③格納容器圧力（広域） 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を

行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装保

修課長

または

電気保

修課長※

６ 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

原
子
炉
格
納

容
器
内
の 

圧
力 

格納容器圧力 ①主要パラメータの他チャン

ネル 

②格納容器内温度 

１ 

B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長または電気保修課長※６

は、当該計器が故障状態であることが

運転員に明確に分かるような措置を講

じる。 

および 

B.3 計装保修課長または電気保修課長※６

は、当該計器を動作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

格納容器圧力（広域） ①格納容器内温度 １ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

格納容器再循環サンプ水位

（広域） 

①主要パラメータの他チャン

ネル 

②格納容器再循環サンプ水位

(狭域) 

③原子炉下部キャビティ水位 

③原子炉格納容器水位 

④燃料取替用水タンク水位 

④復水タンク水位 

④格納容器スプレ流量積算 

④恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

④原子炉下部キャビティ注水

ポンプ出口流量積算 

１ 

C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長または電気保修課長※６

は、当該機能の主要パラメータまたは、

代替パラメータを１手段以上動作可能

な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を

完了時間内に達成で

きない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

格納容器再循環サンプ水位

（狭域） 

①格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

１ 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

原子炉下部キャビティ水

位 

①格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

②燃料取替用水タンク水位 

②復水タンク水位 

②格納容器スプレ流量積算 

②恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

②原子炉下部キャビティ注水

ポンプ出口流量積算 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 電気保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

A.3 電気保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を

実施する｡ 

定期検査時 計装保

修課長

または

電気保

修課長※

６ 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

原子炉格納容器水位 ①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

①格納容器スプレ流量積算 

①恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

①原子炉下部キャビティ注水

ポンプ出口流量積算 

１ 

C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 電気保修課長※６または計装保修課長

は、当該機能の主要パラメータまた

は、代替パラメータを１手段以上動作

可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

原子炉下部キャビティ水

位 

①格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

②燃料取替用水タンク水位 

②復水タンク水位 

②格納容器スプレ流量積算 

②恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

②原子炉下部キャビティ注水

ポンプ出口流量積算 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 電気保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

A.3 電気保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保

修課長

または

電気保

修課長※

６ 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

原子炉格納容器水位 ①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

①格納容器スプレ流量積算 

①恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

①原子炉下部キャビティ注水

ポンプ出口流量積算 

１ 

C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 電気保修課長※６または計装保修課長

は、当該機能の主要パラメータまた

は、代替パラメータを１手段以上動作

可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度 

可搬型格納容器内水素濃度

計測装置 

①主要パラメータの予備 

②静的触媒式水素再結合装置温

度監視装置 

②原子炉格納容器水素燃焼装置

温度監視装置 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 
および 

A.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 
 

３０日 

 

 

３０日 

可搬型格納容

器内水素濃度

計測装置の機

能検査を実施

する。 

定期検査時 計装保修

課長 

可搬型格納容

器内水素濃度

計測装置が動

作可能である

ことを確認す

る。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

静的触媒式水

素再結合装置

温度監視装置
の機能検査を

実施する。 

定期検査時 計装保修

課長 B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不
能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 
および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう
な措置を講じる。 

および 

B.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

または 

B.3.2 計装保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

速やかに 

 
 

速やかに 

 
 

 

３０日 

 

 

３０日 

原子炉格納容

器水素燃焼装
置温度監視装

置の機能検査

を実施する。 

定期検査時 計装保修

課長 

静的触媒式水

素再結合装置

温度監視装置

および原子炉

格納容器水素

燃焼装置温度

監視装置が動

作不能でない

ことを指示値

等により確認
する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの
措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 
および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

速やかに 

※７： 代替品の補充等(可搬型格納容器内水素濃度計測装置に限る)。 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度 

可搬型格納容器内水素濃度

計測装置 

①主要パラメータの予備 

②静的触媒式水素再結合装置温

度監視装置 

②原子炉格納容器水素燃焼装置

温度監視装置 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 
または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実
施する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

 
 

３０日 

可搬型格納容

器内水素濃度

計測装置の機

能の確認を行

う。 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

可搬型格納容

器内水素濃度

計測装置が動

作可能である

ことを確認す

る。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

静的触媒式水
素再結合装置

温度監視装置

の機能の確認
を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修
課長 B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 
B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 
および 

B.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 
または 

B.3.2 計装保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

速やかに 

 

 
速やかに 

 

 
 

３０日 

 
 

３０日 

原子炉格納容
器水素燃焼装

置温度監視装

置の機能の確
認を行う。 

定期事業者検
査時 

計装保修
課長 

静的触媒式水
素再結合装置

温度監視装置

および原子炉
格納容器水素

燃焼装置温度

監視装置が動

作不能でない

ことを指示値

等により確認

する。 

１ヶ月に１回 当直課長 
C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、
ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 
D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 
５６時間 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

速やかに 

※７： 代替品の補充等(可搬型格納容器内水素濃度計測装置に限る)。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度 

可搬型アニュラス内水素

濃度計測装置 

①主要パラメータの予備 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

A.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可

能な状態にする。 

または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て

実施する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

機能検査を

実施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作可能で

あることを

確認する。 

３ヶ月に１

回 

計装保修

課長 

B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

B.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可

能な状態にする。 

または 

B.3.2 計装保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て

実施する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

※８： 代替品の補充等(可搬型アニュラス内水素濃度計測装置に限る)。 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度 

可搬型アニュラス内水素

濃度計測装置 

①主要パラメータの予備 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

A.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可

能な状態にする。 

または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て

実施する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装保修

課長 

動作可能で

あることを

確認する。 

３ヶ月に１

回 

計装保修

課長 

B. 代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かる

ような措置を講じる。 

および 

B.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可

能な状態にする。 

または 

B.3.2 計装保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て

実施する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

C. １つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

※８： 代替品の補充等(可搬型アニュラス内水素濃度計測装置に限る)。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量
率 

格納容器内高レンジエリア

モニタ（高レンジ） 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

格納容器内高レンジエリア

モニタ（低レンジ） 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（高レンジ） 

 

１ 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔格納容器じんあいモニ

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

〔格納容器ガスモニタ〕※４ ①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

〔格納容器入口エリアモニ

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
〔炉内計装区域エリアモニ

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量
率 

格納容器内高レンジエリア

モニタ（高レンジ） 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を

行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるよう

な措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

格納容器内高レンジエリア

モニタ（低レンジ） 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（高レンジ） 

 

１ 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔格納容器じんあいモニ

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

〔格納容器ガスモニタ〕※４ ①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

〔格納容器入口エリアモニ

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
〔炉内計装区域エリアモニ

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

未
臨
界
の
維
持
ま
た
は
監
視 

出力領域中性子束 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②中間領域中性子束 

③１次冷却材高温側広域温度 

③１次冷却材低温側広域温度 

④ほう酸タンク水位 

１ モード 

１および２ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実施

する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作不能でない

ことを指示値等

により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

中間領域中性子束 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②出力領域中性子束 

②中性子源領域中性子束※９ 

③ほう酸タンク水位 

１ 

中性子源領域中性子束※９ ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②中間領域中性子束 

③ほう酸タンク水位 

 

１ C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１および２にお

いて条件Ａ、Ｂまたは

Ｃの措置を完了時間内

に達成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

※９： Ｐ－６以上において、中性子源領域中性子束は電源切となるが運転上の制限を満足しないとはみなさない。 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

未
臨
界
の
維
持
ま
た
は
監
視 

出力領域中性子束 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②中間領域中性子束 

③１次冷却材高温側広域温度 

③１次冷却材低温側広域温度 

④ほう酸タンク水位 

１ モード 

１および２ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を行

う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作不能でない

ことを指示値等

により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

中間領域中性子束 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②出力領域中性子束 

②中性子源領域中性子束※９ 

③ほう酸タンク水位 

１ 

中性子源領域中性子束※９ ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②中間領域中性子束 

③ほう酸タンク水位 

 

１ C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

D. モード１および２にお

いて条件Ａ、Ｂまたは

Ｃの措置を完了時間内

に達成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

※９： Ｐ－６以上において、中性子源領域中性子束は電源切となるが運転上の制限を満足しないとはみなさない。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

未
臨
界
の
維
持
ま
た
は
監
視 

〔中間領域起動率〕※４ ①中間領域中性子束 １ モード 

２、３、４、

５および６ 

A. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

B.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔中性子源領域起動率〕※４ ①中性子源領域中性子束※９ １ 

C. モード２、３および４

において条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間内

に達成できない場合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

C.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

D. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

D.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

未
臨
界
の
維
持
ま
た
は
監
視 

〔中間領域起動率〕※４ ①中間領域中性子束 １ モード 
２、３、４、

５および６ 

A. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を

行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

B.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔中性子源領域起動率〕※４ ①中性子源領域中性子束※９ １ 

C. モード２、３および４

において条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間内

に達成できない場合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

C.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

D. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

D.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

格納容器圧力 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器圧力（広域） 
③格納容器内温度 

１ モード 
１、２、３、
４、５およ
び６ 

A. 主要パラメータを計測
する計器全てが動作不
能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可
能であることを確認する。 

および 
A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態
であることが運転員に明確に分かるよ
うな措置を講じる。 

および 
A.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可

能な状態にする。 
または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※１０を検
討し、原子炉主任技術者の確認を得
て実施する。 

速やかに 
 
 
速やかに 
 
 
 
３０日 
 
 
３０日 

機能検査を実
施する｡ 
 

定期検査時 
 

計装保修
課長 
および 
原子炉保
修課長※１
２ 
 

１次系冷却水タンク水位 
 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 
②格納容器循環冷暖房ユニット
入口温度／出口温度（ＳＡ） 

１ 

〔１次系冷却水タンク圧
力〕※４ 

①１次系冷却水タンク加圧ライ
ン圧力 

１ 動作不能でな
いことを指示
値等により確
認する。※１１ 

１ヶ月に１回 当直課長 

〔格納容器空調装置冷却水
流量〕※４ 

①格納容器内温度 
①格納容器圧力 

１ 

格納容器循環冷暖房ユニッ
ト入口温度／出口温度（Ｓ
Ａ） 

①主要パラメータの予備 

②格納容器内温度 
②格納容器圧力 

１ B. 代替パラメータを計測
する計器全てが動作不
能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可
能であることを確認する。 

および 
B.2 計装保修課長および原子炉保修課長※ 

１２は、当該計器が故障状態であること
が運転員に明確に分かるような措置を
講じる。 

および 
B.3.1 計装保修課長および原子炉保修課長※

１２は、当該計器を動作可能な状態に
する。 

または 
B.3.2 計装保修課長および原子炉保修課長※

１２は、代替措置※１０を検討し、原子
炉主任技術者の確認を得て実施す
る。 

速やかに 
 
 
速やかに 
 
 
 
 
３０日 
 
 
 
３０日 

主蒸気圧力 ①主要パラメータの他チャンネ

ルまたは他ループ 

②１次冷却材低温側広域温度  
③１次冷却材高温側広域温度 

１ 格納容器循環
冷暖房ユニッ
ト入口温度／
出口温度（Ｓ
Ａ）が動作可
能であること
を確認する。 

３ヶ月に１回 計装保修
課長 

蒸気発生器水位（狭域） ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(広域) 

③１次冷却材低温側広域温度 

③１次冷却材高温側広域温度 

１ 

蒸気発生器水位（広域） ①蒸気発生器水位(狭域) 

②１次冷却材低温側広域温度 
②１次冷却材高温側広域温度 

１ 

C. １つの機能を確認する
全ての計器が動作不能
である場合 

C.1 計装保修課長および原子炉保修課長※ 

１２は、当該機能の主要パラメータまた
は、代替パラメータを１手段以上動作
可能な状態に復旧する。 

７２時間 
補助給水流量 ①復水タンク水位 

②蒸気発生器水位(広域) 
③蒸気発生器水位(狭域) 

１ 

D. モード１、２、３およ
び４において条件Ａ、
ＢまたはＣの措置を完
了時間内に達成できな
い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 
および 
D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 
 
５６時間 

〔主蒸気流量〕※４ 
 

①主蒸気圧力 

②蒸気発生器水位(狭域) 

②蒸気発生器水位(広域) 
②補助給水流量 

１ １次系冷却水
タンク加圧ラ
イン圧力が動
作可能である
ことを確認す
る。 

３ヶ月に１回 原子炉保
修課長 

E. モード５および６にお
いて条件ＡまたはＢの
措置を完了時間内に達
成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で
の燃料の移動を中止する※５。 

および 
E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃
度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 
 
 
速やかに 

※１０： 代替品の補充等(格納容器循環冷暖房ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）および１次系冷却水タンク加圧ライン圧力の場合)。  
※１１： 格納容器循環冷暖房ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）および１次系冷却水タンク加圧ライン圧力を除く。 
※１２： １次系冷却水タンク加圧ライン圧力について実施する。 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

格納容器圧力 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器圧力（広域） 
③格納容器内温度 

１ モード 
１、２、３、
４、５およ
び６ 

A. 主要パラメータを計測
する計器全てが動作不
能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可
能であることを確認する。 

および 
A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態
であることが運転員に明確に分かるよ
うな措置を講じる。 

および 
A.3.1 計装保修課長は、当該計器を動作可

能な状態にする。 
または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※１０を検
討し、原子炉主任技術者の確認を得
て実施する。 

速やかに 
 
 
速やかに 
 
 
 
３０日 
 
 
３０日 

機能の確認を
行う｡ 
 

定期事業者検
査時 
 

計装保修
課長 
および 
原子炉保
修課長※１
２ 
 

１次系冷却水タンク水位 
 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 
②格納容器循環冷暖房ユニット
入口温度／出口温度（ＳＡ） 

１ 

〔１次系冷却水タンク圧
力〕※４ 

①１次系冷却水タンク加圧ライ
ン圧力 

１ 動作不能でな
いことを指示
値等により確
認する。※１１ 

１ヶ月に１回 当直課長 

〔格納容器空調装置冷却水
流量〕※４ 

①格納容器内温度 
①格納容器圧力 

１ 

格納容器循環冷暖房ユニッ
ト入口温度／出口温度（Ｓ
Ａ） 

①主要パラメータの予備 

②格納容器内温度 
②格納容器圧力 

１ B. 代替パラメータを計測
する計器全てが動作不
能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可
能であることを確認する。 

および 
B.2 計装保修課長および原子炉保修課長※ 

１２は、当該計器が故障状態であること
が運転員に明確に分かるような措置を
講じる。 

および 
B.3.1 計装保修課長および原子炉保修課長※

１２は、当該計器を動作可能な状態に
する。 

または 
B.3.2 計装保修課長および原子炉保修課長※

１２は、代替措置※１０を検討し、原子
炉主任技術者の確認を得て実施す
る。 

速やかに 
 
 
速やかに 
 
 
 
 
３０日 
 
 
 
３０日 

主蒸気圧力 ①主要パラメータの他チャンネ

ルまたは他ループ 

②１次冷却材低温側広域温度  
③１次冷却材高温側広域温度 

１ 格納容器循環
冷暖房ユニッ
ト入口温度／
出口温度（Ｓ
Ａ）が動作可
能であること
を確認する。 

３ヶ月に１回 計装保修
課長 

蒸気発生器水位（狭域） ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(広域) 

③１次冷却材低温側広域温度 

③１次冷却材高温側広域温度 

１ 

蒸気発生器水位（広域） ①蒸気発生器水位(狭域) 

②１次冷却材低温側広域温度 
②１次冷却材高温側広域温度 

１ 

C. １つの機能を確認する
全ての計器が動作不能
である場合 

C.1 計装保修課長および原子炉保修課長※ 

１２は、当該機能の主要パラメータまた
は、代替パラメータを１手段以上動作
可能な状態に復旧する。 

７２時間 
補助給水流量 ①復水タンク水位 

②蒸気発生器水位(広域) 
③蒸気発生器水位(狭域) 

１ 

D. モード１、２、３およ
び４において条件Ａ、
ＢまたはＣの措置を完
了時間内に達成できな
い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 
および 
D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 
 
５６時間 

〔主蒸気流量〕※４ 
 

①主蒸気圧力 

②蒸気発生器水位(狭域) 

②蒸気発生器水位(広域) 
②補助給水流量 

１ １次系冷却水
タンク加圧ラ
イン圧力が動
作可能である
ことを確認す
る。 

３ヶ月に１回 原子炉保
修課長 

E. モード５および６にお
いて条件ＡまたはＢの
措置を完了時間内に達
成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で
の燃料の移動を中止する※５。 

および 
E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃
度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 
 
 
速やかに 

※１０： 代替品の補充等(格納容器循環冷暖房ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）および１次系冷却水タンク加圧ライン圧力の場合)。  
※１１： 格納容器循環冷暖房ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）および１次系冷却水タンク加圧ライン圧力を除く。 
※１２： １次系冷却水タンク加圧ライン圧力について実施する。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

蒸気発生器水位（狭域） ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(広域) 

③主蒸気圧力 

③補助給水流量 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

主蒸気圧力  ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(広域)  

②補助給水流量 

１ B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

冷却材圧力（広域） ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(狭域) 

②主蒸気圧力 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

③１次冷却材高温側広域温度 

③１次冷却材低温側広域温度 

１ D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

蒸気発生器水位（狭域） ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(広域) 

③主蒸気圧力 

③補助給水流量 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を

行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

主蒸気圧力  ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(広域)  

②補助給水流量 

１ B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

冷却材圧力（広域） ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器水位(狭域) 

②主蒸気圧力 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

③１次冷却材高温側広域温度 

③１次冷却材低温側広域温度 

１ D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 
適用 
モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

〔復水器空気抽出器ガスモ

ニタ〕※４ 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるような

措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実施

する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

および 

原子炉保

修課長※１

３ 

動作不能でない

ことを指示値等

により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

〔蒸気発生器ブローダウン

水モニタ〕※４ 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ 

〔高感度型主蒸気管モニ

タ〕※４ 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ B. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

B.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔補助建屋排気筒ガスモニ

タ〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

①格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ 

C. モード１、２、３およ

び４において条件Ａま

たはＢの措置を完了時

間内に達成できない場

合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

C.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

〔補助建屋サンプ水位〕※４ ①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

①格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ 

〔余熱除去ポンプ出口圧

力〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

①格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ D. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

D.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

〔加圧器逃がしタンク圧

力〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

１ 

〔加圧器逃がしタンク水

位〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

１ 

〔加圧器逃がしタンク温

度〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

１ 

※１３： 補助建屋サンプ水位について実施する。 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

〔復水器空気抽出器ガスモ

ニタ〕※４ 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、主要パラメータが動作可能

であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分かるような

措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能な

状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を行

う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

および 

原子炉保

修課長※１

３ 

動作不能でない

ことを指示値等

により確認す

る。 

１ヶ月に１回 当直課長 

〔蒸気発生器ブローダウン

水モニタ〕※４ 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ 

〔高感度型主蒸気管モニ

タ〕※４ 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ B. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

B.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを１手段以

上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

〔補助建屋排気筒ガスモニ

タ〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

①格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ 

C. モード１、２、３およ

び４において条件Ａま

たはＢの措置を完了時

間内に達成できない場

合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

C.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

〔補助建屋サンプ水位〕※４ ①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

①格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ 

〔余熱除去ポンプ出口圧

力〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

①格納容器再循環サンプ水位(広

域) 

①蒸気発生器水位(狭域) 

①主蒸気圧力 

１ D. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内での

燃料の移動を中止する※５。 

および 

D.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃度

が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

〔加圧器逃がしタンク圧

力〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

１ 

〔加圧器逃がしタンク水

位〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

１ 

〔加圧器逃がしタンク温

度〕※４ 

①冷却材圧力（広域） 

①加圧器水位 

１ 

※１３： 補助建屋サンプ水位について実施する。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

水
源
の
確
保 

燃料取替用水タンク水位 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

復水タンク水位 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②補助給水流量 

③格納容器スプレ積算流量 

③恒設代替低圧注水ポンプ出口

流量積算 

③原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプ出口流量積算 

１ 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

ほう酸タンク水位 ①主要パラメータの他ループ 

②出力領域中性子束 

②中間領域中性子束 

②中性子源領域中性子束※９ 

１ 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

分類 
機  能※１ 所要チャ

ンネル数 

適用 

モード 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３ 確認事項 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

水
源
の
確
保 

燃料取替用水タンク水位 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器再循環サンプ水位

(広域) 

 

１ モード 

１、２、３、

４、５およ

び６ 

A. 主要パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

機能の確認を

行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作不能でな

いことを指示

値等により確

認する。 

１ヶ月に１回 当直課長 

B. 代替パラメータを計測

する計器全てが動作不

能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが動作可

能であることを確認する。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分かるよ

うな措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動作可能

な状態にする。 

速やかに 

 

 

速やかに 

 

 

 

３０日 

C. １つの機能を確認する

全ての計器が動作不能

である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主要パラ

メータまたは、代替パラメータを１手

段以上動作可能な状態に復旧する。 

７２時間 

復水タンク水位 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②補助給水流量 

③格納容器スプレ積算流量 

③恒設代替低圧注水ポンプ出口

流量積算 

③原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプ出口流量積算 

１ 

D. モード１、２、３およ

び４において条件Ａ、

ＢまたはＣの措置を完

了時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

ほう酸タンク水位 ①主要パラメータの他ループ 

②出力領域中性子束 

②中間領域中性子束 

②中性子源領域中性子束※９ 

１ 

E. モード５および６にお

いて条件ＡまたはＢの

措置を完了時間内に達

成できない場合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容器内で

の燃料の移動を中止する※５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほう素濃

度が低下する操作を全て中止する。 

速やかに 

 

 

速やかに 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

８５－１６－２ 可搬型計測器 

設  備 所 要 数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置 確認事項 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

可搬型計測器 ４０個 モード１、２、３ 

および４ 

A. 動作可能な設備が所要

数を満足していない場

合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

または 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

３０日 

 

 

３０日 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作可能であ

ることを確認

する。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

B. 条件Ａの措置を完了時

間内に達成できない場

合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

 モード５および６ A. 動作可能な設備が所要

数を満足していない場

合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討し、

原子炉主任技術者の確認を得て実施す

る。 

速やかに 

 

 

速やかに 

   

※１： 代替品の補充等。 

８５－１６－２ 可搬型計測器 

設  備 所 要 数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置 確認事項 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

可搬型計測器 ４０個 モード１、２、３ 

および４ 

A. 動作可能な設備が所要

数を満足していない場

合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

または 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

３０日 

 

 

３０日 

機能の確認を

行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作可能であ

ることを確認

する。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

B. 条件Ａの措置を完了時

間内に達成できない場

合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

 モード５および６ A. 動作可能な設備が所要

数を満足していない場

合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討し、

原子炉主任技術者の確認を得て実施す

る。 

速やかに 

 

 

速やかに 

   

※１： 代替品の補充等。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（実用炉規則の改正に伴い「定期検査」を「定期事業者検査」に変更、ＬＣＯを満足して

いるかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

８５－１６－３ 記録 

設  備 所要数・系統数 適用モード 
所要数・系統数を満足できない場合の措置 確認事項 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格納容器循環冷暖房ユニット入口

温度／出口温度（ＳＡ） 

３個 モード１、２、３、４、

５および６ 

A. 動作可能な設備が所要

数を満足していない場

合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

機能検査を実

施する｡ 

定期検査時 計装保修

課長 

動作可能であ

ることを確認

する。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

安全パラメータ表示システム 

（ＳＰＤＳ） 

１系列 モード１、２、３、４、

５および６ 

A. 動作可能な設備が所要

数・系統数を満足して

いない場合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

動作可能であ

ることを確認

する。 

１ヶ月に１回 計装保修

課長 

ＳＰＤＳ表示装置 １台 

※１： 代替品の補充またはあらかじめ記録対象パラメータを定め、記録要員を確保すること等をいう。 

８５－１６－３ 記録 

設  備 所要数・系統数 適用モード 
所要数・系統数を満足できない場合の措置 確認事項 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格納容器循環冷暖房ユニット入口

温度／出口温度（ＳＡ） 

３個 モード１、２、３、４、

５および６ 

A. 動作可能な設備が所要

数を満足していない場

合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

機能の確認を

行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装保修

課長 

動作可能であ

ることを確認

する。 

３ヶ月に１回 計装保修

課長 

安全パラメータ表示システム 

（ＳＰＤＳ） 

１系列 モード１、２、３、４、

５および６ 

A. 動作可能な設備が所要

数・系統数を満足して

いない場合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

動作可能であ

ることを確認

する。 

１ヶ月に１回 計装保修

課長 

ＳＰＤＳ表示装置 １台 

※１： 代替品の補充またはあらかじめ記録対象パラメータを定め、記録要員を確保すること等をいう。 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
８
５
－
１
７
 
中
央
制
御
室

 
 ８
５
－
１
７
－
１
 
居
住
性
の
確
保
お
よ
び
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 
 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系

 
居
住
性
確
保
設
備

 
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
設
備

 

(
1)
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

(
2)
可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ

)、
酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度

計
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ァ
ン
 

１
台
 

制
御
建
屋
送
気
フ
ァ
ン

 
１
台
 

制
御
建
屋
循
環
フ
ァ
ン

 
１
台
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基
 

可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ
) 

６
個
 

酸
素
濃
度
計
 

１
個
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
１
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ

 
※
３
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
 

※
４
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

※
４
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
ダ
ン
パ
作
動

用
）
 

※
４
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

 

表
８
５
－
１
７
 
中
央
制
御
室
 

 ８
５
－
１
７
－
１
 
居
住
性
の
確
保
お
よ
び
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
 

居
住
性
確
保
設
備

 
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
設
備
 

(
1)
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

(
2)
可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ

)、
酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度

計
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ァ
ン
 

１
台
 

制
御
建
屋
送
気
フ
ァ
ン

 
１
台
 

制
御
建
屋
循
環
フ
ァ
ン

 
１
台
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基
 

可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ
) 

６
個
 

酸
素
濃
度
計
 

１
個
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

１
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３
 

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
 

※
３
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
 

※
４
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

※
４
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
ダ
ン
パ
作
動

用
）
 

※
４
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６
 燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び

燃
料
油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度

 
担

 
当

 
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
 

制
御
建
屋
送
気
フ
ァ

ン
 
制
御
建
屋
循
環
フ
ァ

ン
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長

 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
５
。

 
１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ

ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去

効
率
）
が

 9
5 

%以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

可
搬
型
照
明
(
Ｓ
Ａ
) 

可
搬
型
照
明
(Ｓ
Ａ

)が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
電
気
保
修
課

長
 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 
３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

※
５
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 (2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン

 
制
御
建
屋
送
気
フ
ァ

ン
 
制
御
建
屋
循
環
フ
ァ

ン
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

発
電
室
長
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
５
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ

ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去

効
率
）
が

 9
5 

%以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

定
期
事
業
者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
照
明

(
Ｓ
Ａ
) 

可
搬
型
照
明
(Ｓ
Ａ
)が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
電
気
保
修
課

長
 

酸
素
濃
度
計

 
酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 
３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

※
５
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（ＬＣＯを満足しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

  

表８５－１８ 監視測定設備 

 

８５－１８－１ 監視測定設備 

機 能 設 備 所要数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置※１ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

放射性物質

の濃度およ

び放射線量

の測定 

可搬式モニタリングポスト １０個 モード１、２、３、４、５、

６および使用済燃料ピッ

トに燃料体を貯蔵してい

る期間 

A. 動作可能な

設備が所要

数を満足し

ていない場

合 

A.1 放射線管理課長は、当

該設備を動作可能な状

態に復旧する措置を開

始する。 

および 

A.2 放射線管理課長は、代

替措置※２を検討し、原

子炉主任技術者の確認

を得て実施する措置を

開始する。 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

可搬式モニタリ

ングポストの機

能検査を実施す

る。 

１年に１

回 

放射線管

理課長 

可搬式モニタリ

ングポストが動

作可能であるこ

とを確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

電離箱サ－ベイメ－タ ２個 電離箱サ－ベイ

メ－タの機能検

査を実施する。 

１年に１

回 

放射線管

理課長 

電離箱サ－ベイ

メ－タが動作可

能であることを

確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置 

可搬式ダストサンプラ ２個 可搬型放射線計

測装置の機能検

査を実施する。 

１年に１

回 

放射線管

理課長 
汚染サ－ベイメ－タ ２個 

ＮａＩシンチレ－ショ

ンサ－ベイメ－タ 

２個 可搬型放射線計

測装置が動作可

能であることを

確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

ＺｎＳシンチレ－ショ

ンサ－ベイメ－タ 

１個 

β線サ－ベイメ－タ １個 

小型船舶 １台 小型船舶が使用

可能であること

を確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

※１：設備毎に個別の条件が適用される。 

※２：代替品の補充等。 

 

表８５－１８ 監視測定設備 

 

８５－１８－１ 監視測定設備 

機 能 設 備 所要数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置※１ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

放射性物質

の濃度およ

び放射線量

の測定 

可搬式モニタリングポスト １０個 モード１、２、３、４、５、

６および使用済燃料ピッ

トに燃料体を貯蔵してい

る期間 

A. 動作可能な

設備が所要

数を満足し

ていない場

合 

A.1 放射線管理課長は、当

該設備を動作可能な状

態に復旧する措置を開

始する。 

および 

A.2 放射線管理課長は、代

替措置※２を検討し、原

子炉主任技術者の確認

を得て実施する措置を

開始する。 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

可搬式モニタリ

ングポストの機

能の確認を行

う。 

１年に１

回 

放射線管

理課長 

可搬式モニタリ

ングポストが動

作可能であるこ

とを確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

電離箱サ－ベイメ－タ ２個 電離箱サ－ベイ

メ－タの機能の

確認を行う。 

１年に１

回 

放射線管

理課長 

電離箱サ－ベイ

メ－タが動作可

能であることを

確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置 

可搬式ダストサンプラ ２個 可搬型放射線計

測装置の機能の

確認を行う。 

１年に１

回 

放射線管

理課長 
汚染サ－ベイメ－タ ２個 

ＮａＩシンチレ－ショ

ンサ－ベイメ－タ 

２個 可搬型放射線計

測装置が動作可

能であることを

確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

ＺｎＳシンチレ－ショ

ンサ－ベイメ－タ 

１個 

β線サ－ベイメ－タ １個 

小型船舶 １台 小型船舶が使用

可能であること

を確認する。 

３ヶ月に

１回 

放射線管

理課長 

※１：設備毎に個別の条件が適用される。 

※２：代替品の補充等。 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

 

変 
 

更 
 

後 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（ＬＣＯを満足しているかの確認行為について、「検査」を「確認」に変更） 

 

項 目 設 備 所要数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置※１ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

風向、風速そ

の他の気象

条件の測定 

可搬型気象観測装置 １個 モ－ド１、２、３、４、５、

６および使用済燃料ピッ

トに燃料体を貯蔵してい

る期間 

A. 動作可能な

設備が所要

数を満足し

ていない場

合 

A.1 計装保修課長は、当

該設備を動作可能な

状態に復旧する措置

を開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代

替措置※２を検討し、

原子炉主任技術者の

確認を得て実施する

措置を開始する。 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

可搬型気象観

測装置の機能

検査を実施す

る。 

１年に１

回 

計装保修

課長 

可搬型気象観

測装置が動作

可能であるこ

とを確認する。 

３ヶ月に

１回 

計装保修

課長 

電源確保 空冷式非常用発電装置 「８５－１５－１ 空冷式非常用発電装置からの給電」において運転上の制限を定める。 

燃料油貯蔵タンク 

「８５－１５－６ 燃料油貯蔵タンク、可搬式オイルポンプ、タンクローリーおよび燃料油移送ポンプによる燃料補給設備」において運転上の制限

を定める。 

可搬式オイルポンプ 

タンクローリー 

燃料油移送ポンプ 

 

項 目 設 備 所要数 適用モード 
所要数を満足できない場合の措置※１ 確認事項 

条 件 措 置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

風向、風速そ

の他の気象

条件の測定 

可搬型気象観測装置 １個 モ－ド１、２、３、４、５、

６および使用済燃料ピッ

トに燃料体を貯蔵してい

る期間 

A. 動作可能な

設備が所要

数を満足し

ていない場

合 

A.1 計装保修課長は、当

該設備を動作可能な

状態に復旧する措置

を開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代

替措置※２を検討し、

原子炉主任技術者の

確認を得て実施する

措置を開始する。 

速やかに 

 

 

 

 

速やかに 

可搬型気象観

測装置の機能

の確認を行う。 

１年に１

回 

計装保修

課長 

可搬型気象観

測装置が動作

可能であるこ

とを確認する。 

３ヶ月に

１回 

計装保修

課長 

電源確保 空冷式非常用発電装置 「８５－１５－１ 空冷式非常用発電装置からの給電」において運転上の制限を定める。 

燃料油貯蔵タンク 

「８５－１５－６ 燃料油貯蔵タンク、可搬式オイルポンプ、タンクローリーおよび燃料油移送ポンプによる燃料補給設備」において運転上の制限

を定める。 

可搬式オイルポンプ 

タンクローリー 

燃料油移送ポンプ 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更

 
 
前
 

変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

表
８
５
－
１
９
 
緊
急
時
対
策
所
 

（
中
略
）

 

８
５
－
１
９
－
２
 
居
住
性
の
確
保
 

 (1
) 
運
転
上
の
制
限

  
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
供
給
装

置
 
居
住
性
確
保
設
備
 

(
1)

 緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
１
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
3)

 酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と

 
(4

) 
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬

型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
所
要
数

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
 

１
台
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ

ト
 

１
基
※
２
 

空
気
供
給
装
置
 

３
６
０
本
※
２
 

酸
素
濃
度
計
 

１
個
※
２
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

１
個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

１
個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

１
個
※
２
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 
※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
１
台
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄

化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
１
基
。

 
※
２
：
緊
急
時
対
策
所
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
８
－
１
 
監
視
測
定
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

  

表
８
５
－
１
９
 
緊
急
時
対
策
所
 

（
中
略
）
 

８
５
－
１
９
－
２
 
居
住
性
の
確
保

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限
  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
供
給
装

置
 

居
住
性
確
保
設
備
 

(
1)

 緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
１
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
3)

 酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

(4
) 
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬

型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
所
要
数

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
 

１
台
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ

ト
 

１
基
※
２
 

空
気
供
給
装
置
 

３
６
０
本
※
２
 

酸
素
濃
度
計
 

１
個
※
２
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

１
個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

１
個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

１
個
※
２
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 
※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
１
台
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄

化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
１
基
。
 

※
２
：
緊
急
時
対
策
所
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
８
－
１
 
監
視
測
定
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更

 
 
前
 

変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

(2
) 
確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化

系
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
（
フ
ァ
ン
お

よ
び
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除

去
効
率
）
が
 
99

.
75
 %
（
有
機
よ
う
素
）

以
上
お
よ
び

 
99

.
99
 %
（
無
機
よ
う
素
）

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

 

空
気
供
給
装
置
 

空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長
 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

 

（
以
下
略
）
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化

系
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
（
フ
ァ
ン
お

よ
び
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回
 

 
原
子
炉
 

保
修
課
長

 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除

去
効
率
）
が

 
9
9.

75
 
%（
有
機
よ
う
素
）

以
上
お
よ
び

 
9
9.

99
 
%（
無
機
よ
う
素
）

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 
 

空
気
供
給
装
置
 

空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
炉
 

保
修
課
長

 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

機
能
の
確
認
を
行
う
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

機
能
の
確
認
を
行
う
。
 

１
年
に
１
回
 

放
射
線
管
理

課
長
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
３
ヶ
月
に
１
回
 
放
射
線
管
理

課
長
 

 

（
以
下
略
）
 

              原
子
力
規
制

に
お
け
る
検

査
制
度
の
見

直
し
に
伴
う

変
更
（
Ｌ
Ｃ

Ｏ
を
満
足
し

て
い
る
か
の

確
認
行
為
に

つ
い
て
、

「
検
査
」
を

「
確
認
」
に

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
運
転
上
の
制
限
の
確
認
）
 

第
 ８
７

 条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災

室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課

長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、
「
品
質
保
証
室
長
等
」

と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
第
３
節
第

２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
２
項
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
２
項
」
と
い
う
。）
で

定
め
る
事
項
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

   ２
．
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
お
よ
び
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
３
項
（
以
下
、

各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
３
項
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
頻
度
に
関
し
て
、
そ

の
確
認
の
間
隔
は
、
表
８
７
－
１
に
定
め
る
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
※
１
※
２
。
た
だ
し
、
確

認
回
数
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実
施

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
※
１
※
２
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
に
よ
る
確
認

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
発

見
時
点
か
ら
、
速
や
か
に
当
該
事
項
の
確
認
を
実
施
し
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
規
定
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
必
要
は
な
い
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
に
な
っ

た
時
点
か
ら
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
（
期
間
）
以
内
に
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
事
項
を
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
頻
度
（
期
間
）
よ
り
、
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
の
期

間
が
短
い
場
合
は
、
当
該
確
認
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
し
て

い
る
期
間
、
当
該
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
確
認
事
項
の

実
施
に
よ
り
関
連
す
る
条
文
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
も
同
様
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ

れ
、
か
つ
そ
の
結
果
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
期
間
、
運
転
上
の
制
限
が
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第
８
８

条
で
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
除
く
。
 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
お
よ
び
当
直
課
長
を
除
く
。）
が
第
１
７
条
、
第
８
８
条
、
第
８

９
条
、
こ
の
規
定
第
２
項
お
よ
び
こ
の
規
定
第
３
項
に
基
づ
い
て
行
う
当
直
課
長
へ
の
通
知
は
、
そ
の
時

点
で
の
当
直
業
務
を
担
当
し
て
い
る
当
直
課
長
へ
の
通
知
を
い
う
。

 

８
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
確
認
事
項
が
複
数
の
条
文
で
同
一
で
あ
る
場

合
、
各
条
文
に
対
応
し
て
複
数
回
実
施
す
る
必
要
は
な
く
、
１
回
の
確
認
に
よ
り
各
条
文
の
確
認
を
実
施

し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ※
１
：
第
２
節
で
定
め
ら
れ
た
頻
度
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
：
第
８
９
条
第
３
項
で
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
時
期
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
運
転
上
の
制
限
の
確
認
）
 

第
 ８
７
 条

 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災

室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課

長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、
「
品
質
保
証
室
長
等
」

と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
第
３
節
第

２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
２
項
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
２
項
」
と
い
う
。）
で

定
め
る
事
項
に
よ
り
確
認
す
る
。
な
お
、
こ
の
確
認
は
、
確
認
す
る
機
能
が
必
要
と
な
る
事
故
時
等
の
条

件
で
必
要
な
性
能
が
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
（
以
下
、
「
実
条
件
性
能
確
認
」
と
い
う
。
）
す
る
た

め
に
十
分
な
方
法
（
事
故
時
等
の
条
件
を
模
擬
で
き
な
い
場
合
等
に
お
い
て
は
、
実
条
件
性
能
確
認
に
相

当
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
代
替
の
方
法
を
含
む
。
）
に
よ
り
行
う
。
 

２
．
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
お
よ
び
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
３
項
（
以
下
、

各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
３
項
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
頻
度
に
関
し
て
、
そ

の
確
認
の
間
隔
は
、
表
８
７
－
１
に
定
め
る
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
※
１
※
２
。
た
だ
し
、
確

認
回
数
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実
施

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
※
１
※
２
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
に
よ
る
確
認

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
発

見
時
点
か
ら
、
速
や
か
に
当
該
事
項
の
確
認
を
実
施
し
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
規
定
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
必
要
は
な
い
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
に
な
っ

た
時
点
か
ら
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
（
期
間
）
以
内
に
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
事
項
を
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
頻
度
（
期
間
）
よ
り
、
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
の
期

間
が
短
い
場
合
は
、
当
該
確
認
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。

 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
し
て

い
る
期
間
、
当
該
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
確
認
事
項
の

実
施
に
よ
り
関
連
す
る
条
文
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
も
同
様
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ

れ
、
か
つ
そ
の
結
果
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
期
間
、
運
転
上
の
制
限
が
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第
８
８

条
で
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
除
く
。
 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
お
よ
び
当
直
課
長
を
除
く
。）
が
第
１
７
条
、
第
８
８
条
、
第
８

９
条
、
こ
の
規
定
第
２
項
お
よ
び
こ
の
規
定
第
３
項
に
基
づ
い
て
行
う
当
直
課
長
へ
の
通
知
は
、
そ
の
時

点
で
の
当
直
業
務
を
担
当
し
て
い
る
当
直
課
長
へ
の
通
知
を
い
う
。
 

８
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
確
認
事
項
が
複
数
の
条
文
で
同
一
で
あ
る
場

合
、
各
条
文
に
対
応
し
て
複
数
回
実
施
す
る
必
要
は
な
く
、
１
回
の
確
認
に
よ
り
各
条
文
の
確
認
を
実
施

し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ※
１
：
第
２
節
で
定
め
ら
れ
た
頻
度
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
：
第
８
９
条
第
３
項
で
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
時
期
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

       原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
運

転
上
の
制
限
の
確
認

を
実
条
件
性
能
確
認

す
る
た
め
に
十
分
な

方
法
に
よ
り
行
う
こ

と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
 ８
９
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災

室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課

長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、
「
品
質
保
証
室
長
等
」

と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る

た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
※
１
。
な
お
、
運
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
表
８
８
－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施

す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
実
施
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
安
全
措
置
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
※
１
。
 

 ３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
表
８
９
－
１
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
、
保
全

計
画
に
基
づ
き
定
期
的
に
行
う
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
点
検
時
の
措
置
を
実

施
す
る
。
 

４
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
第
８
８
条
第
１
項
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
な
い
場
合
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
く
点

検
・
保
修
を
行
う
場
合
、
関
係
課
（
室
）
長
と
協
議
し
実
施
す
る
。

 

６
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
時
点
を
点

検
・
保
修
に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
と
す
る
。
 

７
．
第
１
項
を
実
施
す
る
場
合
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
外

に
移
行
す
る
前
に
、
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
し
た
段
階
で
要
求
さ
れ
る
措
置
※
２
を
順
次
実
施
し
、
そ
の

全
て
が
終
了
し
た
時
点
か
ら
２
４
時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実
施

し
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

 

８
．
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
第
８
８
条
第
３

項
、
第
７
項
、
第
８
項
、
第
９
項
お
よ
び
第
１
０
項
に
準
拠
す
る
。
な
お
、
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の

制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
「
要
求
さ
れ
る
措
置
」
を
「
点
検
時
の
措
置
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
 

９
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
３
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
措
置
ま
た
は
点
検
時
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
ま
た
は
第
２
項
の
場
合

に
お
い
て
安
全
措
置
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

す
る
。
 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
お
よ
び
運

転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
２
項
に
基
づ
く
点
検
・
保
修
お
よ
び
第
３
項

に
お
い
て
、
完
了
時
間
を
超
え
て
点
検
・
保
修
を
実
施
後
、
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

   ※
１
：
こ
の
規
定
第
２
項
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
同
様
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
 ８
９
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災

室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課

長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、
「
品
質
保
証
室
長
等
」

と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る

た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
※
１
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
※
２
。
な
お
、

運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表
８
８
－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施

す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
実
施
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
安
全
措
置
※
１
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
※

２
。

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
表
８
９
－
１
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
、
保
全

計
画
に
基
づ
き
定
期
的
に
行
う
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
点
検
時
の
措
置
※
１
を

実
施
す
る
。
 

４
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
第
８
８
条
第
１
項
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
な
い
場
合
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
く
点

検
・
保
修
を
行
う
場
合
、
関
係
課
（
室
）
長
と
協
議
し
実
施
す
る
。

 

６
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
時
点
を
点

検
・
保
修
に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
と
す
る
。
 

７
．
第
１
項
を
実
施
す
る
場
合
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
外

に
移
行
す
る
前
に
、
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
し
た
段
階
で
要
求
さ
れ
る
措
置
※
３
を
順
次
実
施
し
、
そ
の

全
て
が
終
了
し
た
時
点
か
ら
２
４
時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実
施

し
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

８
．
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
第
８
８
条
第
３

項
、
第
７
項
、
第
８
項
、
第
９
項
お
よ
び
第
１
０
項
に
準
拠
す
る
。
な
お
、
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の

制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、「
要
求
さ
れ
る
措
置
」
を
「
点
検
時
の
措
置
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
 

９
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
３
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
措
置
ま
た
は
点
検
時
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
ま
た
は
第
２
項
の
場
合

に
お
い
て
安
全
措
置
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

す
る
。
 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
お
よ
び
運

転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
２
項
に
基
づ
く
点
検
・
保
修
お
よ
び
第
３
項

に
お
い
て
、
完
了
時
間
を
超
え
て
点
検
・
保
修
を
実
施
後
、
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

 
 

 

※
１
：
措
置
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
等
を
用
い
て
、
措
置
の
有
効
性
を
検
証
す

る
。
 

※
２
：
こ
の
規
定
第
２
項
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
同
様
の
措
置
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
措

置
の
有
効
性
に
つ
い

て
確
率
論
的
リ
ス
ク

評
価
等
を
用
い
て
検

証
す
る
こ
と
の
規
定

に
伴
う
注
釈
番
号
の

追
加
、
繰
り
下
げ
）
 

                       原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
措

置
の
有
効
性
に
つ
い

て
確
率
論
的
リ
ス
ク

評
価
等
を
用
い
て
検

証
す
る
こ
と
を
規

定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

※
２
：
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
当
該
設
備
等
に
係
る
措
置
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
な
い
状
態

へ
移
行
す
る
措
置
を
除
く
。
ま
た
、
複
数
回
の
実
施
要
求
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
２
回
目
以
降

の
実
施
に
つ
い
て
は
除
く
。
 

※
３
：
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
当
該
設
備
等
に
係
る
措
置
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
な
い
状
態

へ
移
行
す
る
措
置
を
除
く
。
ま
た
、
複
数
回
の
実
施
要
求
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
２
回
目
以
降

の
実
施
に
つ
い
て
は
除
く
。
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 
表８９－１ 

関連条文 点検対象設備 第８９条適用時期 点検時の措置 実施頻度 

第７３条 外部電源 モード１、２、３、４、５、

６および使用済燃料ピットに

燃料体を貯蔵している期間 

・動作可能な外部電源について、電圧が確立している

ことを確認する。 

点検前※３ 

その後の１日に１回 

・所要のディーゼル発電機が動作可能であることを確

認※４する。 

点検前※３ 

点検期間が完了時間（30

日）を超えて点検を実施す

る場合は、その後の１ヶ月

に１回 

第８５条 

(85－4－2) 

アキュムレータ モード５および６ ・余熱除去ポンプが動作可能であることを確認する。 点検前※３※６ 

・Ｃ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替

炉心注水系が動作可能であることを至近の記録等に

より確認する。 

点検前※３ 

第８５条 

(85－12－3) 

・使用済燃料ピット水位（広域） 

・使用済燃料ピット温度（ＡＭ

用） 

・使用済燃料ピットエリア監視カ

メラ（使用済燃料ピットエリア

監視カメラ空冷装置を含む） 

使用済燃料ピットに燃料体を

貯蔵している期間 

・使用済燃料ピットの水位が EL ＋31.0 m以上および

水温が 65 ℃以下であることを確認する。 

点検前※３ 

その後の１週間に１回 

第８５条 

(85－15－1) 

空冷式非常用発電装置 モード１、２、３、４、５お

よび６以外 

・所要のディーゼル発電機が動作可能であることを確

認する。 

点検前※３ 

その後の１週間に１回 

第８５条 

(85－15－2) 

電源車 モード１、２、３、４、５お

よび６以外 

・所要のディーゼル発電機が動作可能であることを確

認する。 

点検前※３ 

その後の１週間に１回 

 

変 
 

更 
 

後 

 
表８９－１ 

関連条文 点検対象設備 第８９条適用時期 点検時の措置 実施頻度 

第７３条 外部電源 モード１、２、３、４、５、

６および使用済燃料ピットに

燃料体を貯蔵している期間 

・動作可能な外部電源について、電圧が確立している

ことを確認する。 

点検前※４ 

その後の１日に１回 

・所要のディーゼル発電機が動作可能であることを確

認※５する。 

点検前※４ 

点検期間が完了時間（30

日）を超えて点検を実施す

る場合は、その後の１ヶ月

に１回 

第８５条 

(85－4－2) 

アキュムレータ モード５および６ ・余熱除去ポンプが動作可能であることを確認する。 点検前※４※７ 

・Ｃ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替

炉心注水系が動作可能であることを至近の記録等に

より確認する。 

点検前※４ 

第８５条 

(85－12－3) 

・使用済燃料ピット水位（広域） 

・使用済燃料ピット温度（ＡＭ

用） 

・使用済燃料ピットエリア監視カ

メラ（使用済燃料ピットエリア

監視カメラ空冷装置を含む） 

使用済燃料ピットに燃料体を

貯蔵している期間 

・使用済燃料ピットの水位が EL ＋31.0 m以上および

水温が 65 ℃以下であることを確認する。 

点検前※４ 

その後の１週間に１回 

第８５条 

(85－15－1) 

空冷式非常用発電装置 モード１、２、３、４、５お

よび６以外 

・所要のディーゼル発電機が動作可能であることを確

認する。 

点検前※４ 

その後の１週間に１回 

第８５条 

(85－15－2) 

電源車 モード１、２、３、４、５お

よび６以外 

・所要のディーゼル発電機が動作可能であることを確

認する。 

点検前※４ 

その後の１週間に１回 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（注釈番号の繰り下げ） 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

表８９－１（続き） 

関連条文 点検対象設備 第８９条適用時期 点検時の措置 実施頻度 

第８５条 

(85－15－5) 

・代替所内電気設備分電盤 

・代替所内電気設備変圧器 

モード１、２、３、４、５およ

び６以外 

・所内電気設備の系統電圧を確認し、使用可能である

ことを確認する。 

点検前※３ 

その後の１日に１回 

第８５条 

(85－15－6) 

・燃料油貯蔵タンク 

・燃料油移送ポンプ 

モード１、２、３、４、５およ

び６以外 

・所要の非常用高圧母線に電力供給可能な外部電源２

回線以上の電圧が確立していること、および１回線

以上は他の回線に対して独立性を有していることを

確認する。 

点検前※３ 

その後の１週間に１回 

第８５条 

(85－16－1) 

原子炉下部キャビティ水位 モード５ ・以下の代替パラメータの計装設備が動作可能である

ことを確認する。 

<代替パラメータ①> 

・格納容器再循環サンプ水位(広域) 

<代替パラメータ②> 

・燃料取替用水タンク水位 

・復水タンク水位 

・格納容器スプレ流量積算 

・恒設代替低圧注水ポンプ出口流量積算 

・原子炉下部キャビティ注水ポンプ出口流量積算 

点検前※３ 

その後の１日に１回 

※３：運転上の制限外に移行する前に順次実施し、その全てが終了した時点から 24時間以内に運転上の制限外に移行する。なお、移行前に実施した措置については、移

行時点で完了したものとみなす。 

※４：「動作可能であることを確認」とは、ディーゼル発電機２基※５を起動し動作可能であること確認する。ただし、第８９条適用時期が使用済燃料ピットに燃料体を貯

蔵している期間で、かつ、点検期間が 30日を超えない場合は、至近の記録により動作可能であることを確認する。 

※５：モード１、２、３および４以外ではディーゼル発電機に非常用発電機１基を含めることができる。 

※６：運転中のポンプについては、運転状態により確認する。 

 

変 
 

更 
 

後 

 
表８９－１（続き） 

関連条文 点検対象設備 第８９条適用時期 点検時の措置 実施頻度 

第８５条 

(85－15－5) 

・代替所内電気設備分電盤 

・代替所内電気設備変圧器 

モード１、２、３、４、５お

よび６以外 

・所内電気設備の系統電圧を確認し、使用可能である

ことを確認する。 

点検前※４ 

その後の１日に１回 

第８５条 

(85－15－6) 

・燃料油貯蔵タンク 

・燃料油移送ポンプ 

モード１、２、３、４、５お

よび６以外 

・所要の非常用高圧母線に電力供給可能な外部電源２

回線以上の電圧が確立していること、および１回線

以上は他の回線に対して独立性を有していることを

確認する。 

点検前※４ 

その後の１週間に１回 

第８５条 

(85－16－1) 

原子炉下部キャビティ水位 モード５ ・以下の代替パラメータの計装設備が動作可能である

ことを確認する。 

<代替パラメータ①> 

・格納容器再循環サンプ水位(広域) 

<代替パラメータ②> 

・燃料取替用水タンク水位 

・復水タンク水位 

・格納容器スプレ流量積算 

・恒設代替低圧注水ポンプ出口流量積算 

・原子炉下部キャビティ注水ポンプ出口流量積算 

点検前※４ 

その後の１日に１回 

※４：運転上の制限外に移行する前に順次実施し、その全てが終了した時点から 24時間以内に運転上の制限外に移行する。なお、移行前に実施した措置については、移

行時点で完了したものとみなす。 

※５：「動作可能であることを確認」とは、ディーゼル発電機２基※６を起動し動作可能であること確認する。ただし、第８９条適用時期が使用済燃料ピットに燃料体を貯

蔵している期間で、かつ、点検期間が 30日を超えない場合は、至近の記録により動作可能であることを確認する。 

※６：モード１、２、３および４以外ではディーゼル発電機に非常用発電機１基を含めることができる。 

※７：運転中のポンプについては、運転状態により確認する。 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（注釈番号の繰り下げ） 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
新
燃
料
の
運
搬
）
 

第
 ９
４

 条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
新
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
補
助
建
屋
ク
レ

ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン

と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
。

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、
新

燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。

 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(
2)
 
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。 

(
3)
 新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に

運
搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送
に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 

(
1)
 容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

 

     (
3)
 容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。

 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
運
搬
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合

は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1
) 
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
2
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
（
以
下
、「
表
面
汚
染
密
度
」
と
い

う
。
）
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ

し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確

認
を
省
略
で
き
る
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定

め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

         

 （
新
燃
料
の
運
搬
）
 

第
 ９
４
 条

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
新
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
補
助
建
屋
ク
レ

ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン

と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
。
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確

認
し
、
新
燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。
 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な

燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に

運
搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送
に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確

認
す
る
。

 

(
1)
 容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(
3)
 運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
り
人
を
配
置
す
る
こ
と
。

 

(
4)
 車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。
 

(
5)
 核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た

め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

(
6)
 容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
運
搬
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合

は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1
) 
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
2
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め

る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
（
以
下
、「
表
面
汚
染
密

度
」
と
い
う
。）
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
た
だ
し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に

つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
移
動
前
に
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が

法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

７
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
輸

送
物
が
法
令
に
定
め
ら
れ
た
技
術
基
準
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
検
査

を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 外
観
検
査
 

(
2)
 線
量
当
量
率
検
査

 

(
3)
 未
臨
界
検
査
 

(
4)
 吊
上
げ
検
査
 

(
5)
 重
量
検
査
 

(
6)
 収
納
物
検
査
 

     原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
新

燃
料
の
運
搬
前
の
遵

守
事
項
に
係
る
記
載

の
充
実
）
 

                         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
新

燃
料
を
収
納
し
た
輸

送
容
器
を
管
理
区
域

外
に
運
搬
す
る
場
合

の
遵
守
事
項
を
規

定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

  ７
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

(
7)
 表
面
密
度
検
査

 

８
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

９
．
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
ま
た
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
お
よ
び
核
燃
料
物
質
等
車

両
運
搬
規
則
に
規
定
す
る
運
搬
の
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
行

わ
れ
る
運
搬
に
つ
い
て
は
、
本
条
第
２
項
、
第
３
項
お
よ
び
第
５
項
か
ら
第
７
項
は
適
用
し
な
い
。
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
燃
料
の
検
査
）
 

第
９
６
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
装
荷
予
定
の
照
射
さ
れ
た
燃
料
の
う
ち
か
ら
燃
料
集
合

体
外
観
検
査
を
行
う
燃
料
を
選
定
し
、
健
全
性
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 ２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
お
け
る
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
の
増
加
量
の
測
定
結
果

等
に
基
づ
き
、
シ
ッ
ピ
ン
グ
検
査
を
行
い
、
燃
料
の
使
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。
な
お
、
漏
え
い
と
判
断

し
た
燃
料
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
燃
料
集
合
体
外
観
検
査
を
行
う
。
 

 ３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
検
査
の
結
果
、
使
用
し
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
の
う

ち
、
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
に
収
納
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
に
つ
い
て
は
、
破
損
燃
料

容
器
に
収
納
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
燃
料
を
移
動
す
る
場
合
は
、

次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）

を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

 

 （
燃
料
の
検
査
）
 

第
９
６
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
時
に
装
荷
予
定
の
照
射
さ
れ
た
燃
料
の
う
ち
か
ら
燃
料

集
合
体
外
観
検
査
を
行
う
燃
料
を
選
定
し
、
健
全
性
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
燃
料

の
使
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

 

   ２
．
第
１
項
に
つ
い
て
は
、
第
８
章
の
施
設
管
理
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
の
検
査
の
結
果
、
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
に
収
納
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い

と
判
断
し
た
燃
料
に
つ
い
て
は
、
破
損
燃
料
容
器
に
収
納
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 ４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
燃
料
を
移
動
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵

守
す
る
。

 

(
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）

を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
定

期
事
業
者
検
査
に
よ

り
、
燃
料
の
使
用
可

否
を
判
断
す
る
こ
と

及
び
燃
料
の
検
査

は
、
施
設
管
理
に
基

づ
き
実
施
す
る
こ
と

を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

（
燃
料
の
取
替
等
）
 

第
９
７
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
取
替
炉
心
の
配

置
、
燃
料
装
荷
の
た
め
の
安
全
措
置
、
方
法
、
体
制
を
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

    ２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
を
定
め
る
前
に
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉

へ
装
荷
し
た
後
の
原
子
炉
起
動
か
ら
次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を
停
止
す
る
ま
で
の
期

間
に
わ
た
り
原
子
炉
を
運
転
で
き
る
取
替
炉
心
の
燃
焼
度
を
用
い
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
取
替
炉
心

の
安
全
性
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(1
)
 反
応
度
停
止
余
裕
 

(2
)
 最
大
線
出
力
密
度
 

(3
)
 燃
料
集
合
体
最
高
燃
焼
度
 

(4
)
 Ｆ

Ｎ
Ｘ
Ｙ
 

(5
)
 減
速
材
温
度
係
数
 

(6
)
 最
大
反
応
度
添
加
率
 

(7
)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
落
下
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び
Ｆ
Ｎ
Δ
Ｈ
 

(8
)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
飛
出
し
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び
Ｆ
Ｑ
 

     

３
．
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
に
、
第
２
項
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
原
子
燃
料
課
長
は
、
そ
の
延
長
す
る
期
間
も
含
め
第
２
項
に
定
め
る
評
価
お
よ
び
確
認
を
行
い
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
た
だ
し
、
延
長
後
の
期
間
に
わ
た
り
原
子
炉

を
運
転
で
き
る
取
替
炉
心
の
燃
焼
度
が
、
第
２
項
の
評
価
に
用
い
た
取
替
炉
心
の
燃
焼
度
を
超
え
て
い
な

い
場
合
は
除
く
。
 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
、
ま
た
は
原
子
炉
か
ら
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
へ
取
り
出
す
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1)
 燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
第
１
項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
従
う
こ

と
。
 

(
2)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
、
燃
料
移
送
装
置
、
燃
料
取
替
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら

必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(
3)
 燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
4)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

 

（
燃
料
の
取
替
等
）
 

第
９
７
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
取
替
炉
心
の
配

置
、
燃
料
装
荷
の
た
め
の
安
全
措
置
、
方
法
、
体
制
を
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
取
替
炉
心
毎
に
原
子
炉
の
運
転
履
歴
お
よ
び
燃
料
配
置
等
の
変
更
に
よ
っ
て
生
じ

る
炉
心
特
性
の
変
化
を
考
慮
し
、
原
子
炉
設
置
（
変
更
）
許
可
申
請
書
に
基
づ
き
設
定
す
る
制
限
値
（
燃

料
の
機
械
設
計
、
核
設
計
お
よ
び
熱
水
力
設
計
を
考
慮
し
た
安
全
評
価
の
解
析
入
力
値
、
設
計
条
件
に
基

づ
く
値
ま
た
は
設
計
方
針
に
よ
る
値
）
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
第
１
項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
を
定
め
る
前
に
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
の
原

子
炉
起
動
か
ら
次
回
定
期
事
業
者
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を
停
止
す
る
ま
で
の
期
間
に
わ
た
り

原
子
炉
を
所
定
の
出
力
で
運
転
で
き
る
よ
う
設
定
し
た
取
替
炉
心
の
燃
焼
度
を
用
い
て
、
以
下
の
項
目
に

つ
い
て
取
替
炉
心
の
安
全
性
評
価
を
行
う
。
な
お
、
評
価
に
は
、
妥
当
性
を
確
認
し
た
計
算
コ
ー
ド
を
用

い
る
こ
と
と
す
る
。
 

(a
)
 反
応
度
停
止
余
裕
 

(b
)
 最
大
線
出
力
密
度
 

(c
)
 燃
料
集
合
体
最
高
燃
焼
度
 

(d
)
 Ｆ
Ｎ
Ｘ
Ｙ
 

(e
)
 減
速
材
温
度
係
数
 

(f
)
 最
大
反
応
度
添
加
率
 

(g
)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
落
下
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び
Ｆ
Ｎ
Δ
Ｈ
 

(h
)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
飛
出
し
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び
Ｆ
Ｑ
 

(i
)
 出
力
運
転
時
ほ
う
素
濃
度
 

(2
) 
取
替
炉
心
の
安
全
性
の
評
価
結
果
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

３
．
原
子
力
発
電
部
門
統
括
は
、
第
２
項

(1
)の
評
価
で
用
い
る
計
算
コ
ー
ド
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
体
制

を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
。
 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
に
第
２
項
で
評
価
に
用
い
た
期
間

を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
延
長
す
る
期
間
も
含
め
第
２
項
に
定
め
る
評
価
お
よ
び
確

認
を
行
い
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
た
だ
し
、
延
長
後
の
期
間
に

わ
た
り
原
子
炉
を
運
転
で
き
る
取
替
炉
心
の
燃
焼
度
が
、
第
２
項
の
評
価
に
用
い
た
取
替
炉
心
の
燃
焼
度

を
超
え
て
い
な
い
場
合
は
除
く
。
 

５
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
、
ま
た
は
原
子
炉
か
ら
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
へ
取
り
出
す
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
第
１
項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
従
う
こ

と
。
 

(
2)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
、
燃
料
移
送
装
置
、
燃
料
取
替
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら

必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(
3)
 燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
4)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
取

替
炉
心
の
安
全
性
評

価
に
係
る
規
定
の
充

実
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

（
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
９
８
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

 

(
1)
 
使
用
済
燃
料
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。
ま
た
、
１
ヶ
月
に
１
回
以
上
、
巡
視
点
検

に
よ
り
、
貯
蔵
状
況
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、

水
面
の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
。

 

(
2)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵
施
設
で
あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意

事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
施
錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
立
ち
入
り
で
き
な
い

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）

を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
4)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
。
 

  (
5)
 使
用
済
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
に
設
置
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す

落
下
物
と
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
7)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(
8)
 原
子
炉
に
全
て
の
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
１
炉
心
以
上
の
使
用

済
燃
料
ラ
ッ
ク
の
空
き
容
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

(1
)に
定
め
る
巡
視
点
検
時
に
確
認
す
る

こ
と
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
９
８
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
（
以
下
、
照
射
済
燃
料
を
含
む
）
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
次

の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 使
用
済
燃
料
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。
ま
た
、
１
ヶ
月
に
１
回
以
上
、
巡
視
点
検

に
よ
り
、
貯
蔵
状
況
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て

は
、
水
面
の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵
施
設
で
あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意

事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
施
錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
立
ち
入
り
で
き
な
い

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）

を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
4)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
。
 

(
5)
 使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
に
収
納
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
判
断
し
た
使
用
済
燃
料
に
つ
い
て
は
、
破

損
燃
料
容
器
に
収
納
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
6)
 使
用
済
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

(
7)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
に
設
置
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す

落
下
物
と
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
8)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(
9)
 原
子
炉
に
全
て
の
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
１
炉
心
以
上
の
使
用

済
燃
料
ラ
ッ
ク
の
空
き
容
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

(1
)に
定
め
る
巡
視
点
検
時
に
確
認
す
る

こ
と
。
 

 

（
以
下
略
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
使

用
済
み
燃
料
の
貯
蔵

に
係
る
規
定
の
充

実
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
使
用
済
燃
料
の
運
搬
）
 

第
９
９
条
 
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
使
用
済
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
キ
ャ
ス
ク

ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使

用
中
を
除
く
）
を
使
用
す
る
。

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守

し
、
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。
 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(
2)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）

を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
4)
 収
納
す
る
使
用
済
燃
料
の
タ
イ
プ
お
よ
び
冷
却
期
間
が
、
容
器
の
収
納
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

(
5)
 使
用
済
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(
7)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
上
で
取
り
扱
う
場
合
は
、

燃
料
ピ
ッ
ト
ゲ
ー
ト
を
閉
止
す
る
こ
と
お
よ
び
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
の
移
動
範
囲
や
移
動
速
度
を
制

限
す
る
こ
と
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理

区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

 

(
3)
 運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。

 

(
4)
 車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。
 

(
5)
 核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た

め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

(
6)
 容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す

る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が

法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

          

 （
使
用
済
燃
料
の
運
搬
）
 

第
９
９
条
 
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
使
用
済
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
キ
ャ
ス
ク

ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使

用
中
を
除
く
）
を
使
用
す
る
。

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項

を
確
認
し
、
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。

 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）

を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

(
4)
 収
納
す
る
使
用
済
燃
料
の
タ
イ
プ
お
よ
び
冷
却
期
間
が
、
容
器
の
収
納
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

(
5)
 使
用
済
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

(
6)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(
7)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
上
で
取
り
扱
う
場
合
は
、

燃
料
ピ
ッ
ト
ゲ
ー
ト
を
閉
止
す
る
こ
と
お
よ
び
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
の
移
動
範
囲
や
移
動
速
度
を
制

限
す
る
こ
と
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理

区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(
3)
 運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。

 

(
4)
 車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。
 

(
5)
 核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た

め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

(
6)
 容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め

る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０

分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か

ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
移
動
前
に
容
器
等
の
表
面
汚

染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

６
．
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
検
査
を
実
施
す
る
課
（
室
）
長
※
１
は
、
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
輸
送
物
が
法
令
に
定
め
ら
れ
た
技
術
基
準
に
適
合
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
検
査
を
実
施
す
る
。

 

(1
)
 外
観
検
査
 

(
2)
 気
密
漏
え
い
検
査

 

(
3)
 圧
力
測
定
検
査

 

(
4)
 線
量
当
量
率
検
査

 

(
5)
 未
臨
界
検
査
 

(
6)
 温
度
測
定
検
査

 

(
7)
 吊
上
げ
検
査
 

     原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
使

用
済
み
燃
料
の
運
搬

に
係
る
規
定
の
充

実
）

 

                         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
使

用
済
み
燃
料
を
収
納

し
た
輸
送
容
器
を
管

理
区
域
外
に
運
搬
す

る
場
合
の
遵
守
事
項

お
よ
び
検
査
の
独
立

性
の
担
保
に
つ
い
て

規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

   ６
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(
8)
 重
量
検
査
 

(
9)
 収
納
物
検
査
 

(
10
) 
表
面
密
度
検
査
 

７
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

※
１
：
検
査
を
実
施
す
る
課
（
室
）
長
は
、
検
査
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
、
第
４
条
に
定
め
る
保
安
に

関
す
る
組
織
の
う
ち
、
当
該
検
査
を
実
施
す
る
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
と
す
る
。
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
６
章

 
放
射
性
廃
棄
物
管
理

 

 

 

 

第
６
章
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

 （
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
係
る
基
本
方
針
）
 

第
１
０
０
条

 
発
電
所
に
お
け
る
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
保
安
活
動
は
、
放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
公
衆

の
被
ば
く
を
、
定
め
ら
れ
た
限
度
以
下
で
あ
っ
て
か
つ
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
低
い
水
準
に
保
つ

よ
う
実
施
す
る
。

 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
精
神
に

の
っ
と
り
排
気
、
排

水
等
を
管
理
す
る
こ

と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
０
条

 

 

（
中
略
）
 

 ５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す

る
。
 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
放
射
能
濃

度
が
法
令
に
定
め
る
限
度
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
定
め
る
障
害
防
止
の
措
置
を
講
じ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
2)
 容
器
等
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

 

(
4)
 容
器
等
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

     

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬

す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限

度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

８
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
廃
棄
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
 

              

（
以
下
略
）

 

 

（
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
０
条
の
２
 

 

（
中
略
）
 

 ５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
、

運
搬
前
に
こ
れ
ら
の
措
置
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
放
射
能
濃

度
が
法
令
に
定
め
る
限
度
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
定
め
る
障
害
防
止
の
措
置
を
講
じ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
2)
 容
器
等
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(
4)
 容
器
等
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

(
5)
 運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。

 

(
6)
 車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。
 

(
7)
 核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の

た
め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め

る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１

０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限

度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

８
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
廃
棄
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

(
1)
 
埋
設
す
る
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
発
電
所
外
の
廃
棄
に
関
す
る
措
置
の
実

施
状
況
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
所
外
の
廃
棄
施
設
の
廃
棄
事
業
者
へ
埋
設
す
る
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に
関
す
る
記
録
を
引
き
渡

す
。
 

(
3)
 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
廃
棄
す
る
に
あ
た
っ
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

９
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
発
電
所
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
 

１
０
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
書
類
お
よ
び
物
品
以
外
の
も
の
が
収
納
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

１
１
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ

と
、
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
密
度

限
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 （
以
下
略
）
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

文
番
号
の
繰
り
下

げ
）
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

射
性
固
体
廃
棄
物
の

運
搬
前
の
遵
守
事
項

に
係
る
規
定
の
充

実
）

 

              原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

射
性
固
体
廃
棄
物
を

発
電
所
外
に
廃
棄
す

る
場
合
の
遵
守
事
項

を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
０
条
の
２
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
資
材
等
ま
た
は
使
用
し
た

物
品
を
、「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
場
合
に

必
要
な
以
下
の
事
項
を
定
め
る
。
 

(
1)

 「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
を
し
よ
う
と
す
る
対
象
物
の
範
囲
 

(
2)

 「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
方
法
等
 

イ
.
 使
用
履
歴
、
設
置
状
況
の
記
録
等
に
よ
る
判
断
方
法
 

ロ
.
 汚
染
さ
れ
た
資
材
等
に
つ
い
て
、
汚
染
部
位
の
特
定
・
分
離
を
行
う
場
合
の
判
断
方
法
 

ハ
.
 使
用
履
歴
の
記
録
等
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
物
品
に
つ
い
て
の
判
断
方
法
 

ニ
.
 念
の
た
め
の
放
射
線
測
定
に
係
る
事
項
 

(
3)

 「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
判
断
し
た
も
の
と
、
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の

と
の
混
在
防
止
措
置
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
資
材
等
ま
た
は
使
用
し
た
物
品
を
、「
放
射

性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
場
合
は
、
第
１
項
で
定
め

た
事
項
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

 （
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
０
条
の
３
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
資
材
等
ま
た
は
使
用
し
た

物
品
を
、「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
場
合
に

必
要
な
以
下
の
事
項
を
定
め
る
。
 

(1
)
 「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
を
し
よ
う
と
す
る
対
象
物
の
範
囲

 

(2
)
 「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
方
法
等
 

イ
．
使
用
履
歴
、
設
置
状
況
の
記
録
等
に
よ
る
判
断
方
法
 

ロ
．
汚
染
さ
れ
た
資
材
等
に
つ
い
て
、
汚
染
部
位
の
特
定
・
分
離
を
行
う
場
合
の
判
断
方
法

 

ハ
．
使
用
履
歴
の
記
録
等
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
物
品
に
つ
い
て
の
判
断
方
法
 

ニ
．
念
の
た
め
の
放
射
線
測
定
に
係
る
事
項
 

(
3)

 「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
判
断
し
た
も
の
と
、
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の

と
の
混
在
防
止
措
置

 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
資
材
等
ま
た
は
使
用
し
た
物
品
を
、「
放
射

性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
場
合
は
、
第
１
項
で
定
め

た
事
項
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

文
番
号
の
繰
り
下

げ
）
 

 
 

159



美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
降
下
物
の
影
響
確
認
）
 

第
１
０
０
条
の
３
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
お
よ
び
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
工
事
計
画

（
変
更
）
認
可
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
設
備
・
機
器
等
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
設
備
・
機
器

等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
由
来
の
放
射
性
物
質

の
降
下
物
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
降
下
物
」
と
い
う
。
）
の
影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
場
合
は
、
適

切
な
測
定
方
法
に
よ
り
、
降
下
物
の
分
布
調
査
を
行
う
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
確
認
の
結
果
、
理
論
検
出
限
界
曲
線
の
検
出
限
界
値
未
満
で
な
か
っ
た

場
合
、
設
備
・
機
器
等
を
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
降
下
物
に
よ
り

汚
染
さ
れ
た
も
の
と
し
て
発
電
所
内
で
適
切
に
管
理
す
る
。

 

 （
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
降
下
物
の
影
響
確
認
）
 

第
１
０
０
条
の
４
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
お
よ
び
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
工
事
計
画

（
変
更
）
認
可
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
設
備
・
機
器
等
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
設
備
・
機
器

等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
由
来
の
放
射
性
物
質

の
降
下
物
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
降
下
物
」
と
い
う
。
）
の
影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
場
合
は
、
適

切
な
測
定
方
法
に
よ
り
、
降
下
物
の
分
布
調
査
を
行
う
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
確
認
の
結
果
、
理
論
検
出
限
界
曲
線
の
検
出
限
界
値
未
満
で
な
か
っ
た

場
合
、
設
備
・
機
器
等
を
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
降
下
物
に
よ
り

汚
染
さ
れ
た
も
の
と
し
て
発
電
所
内
で
適
切
に
管
理
す
る
。

 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

文
番
号
の
繰
り
下

げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 
 （
輸
入
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
０
条
の
５
 
原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
輸
入
廃
棄
物
を
廃
棄
物
管
理
設
備
に
廃
棄
す
る
場
合
は
、
当

該
輸
入
廃
棄
物
が
法
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

２
．
原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
輸
入
廃
棄
物
が
法
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

輸
入
廃
棄
物
の
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
が
検
査
実
施
責
任
者
お
よ
び
検

査
員
と
し
て
実
施
す
る
検
査
を
統
括
す
る
。
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
輸

入
廃
棄
物
を
廃
棄
に

係
る
規
定
を
追
加
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
放
出
管
理
用
計
測
器
の
管
理
）
 

第
１
０
３
条

 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
０
３
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に

つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、

修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 表
１
０
３
 

分
 

 
類
 

計
測
器
種
類
 

担
当
課
長
 

数
量
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

廃
棄
物
処
理
設
備
排
水

モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

１
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置

 
放
射
線
管
理
課
長
 
２
台
※
１
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

排
気
筒
モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

２
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置

 
放
射
線
管
理
課
長
 
１
台
※
１
※
２
 

※
１
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
共
用

 

※
２
：
放
射
性
液
体
廃
棄
物
放
出
管
理
用
計
測
器
と
共
用
 

 

 （
放
出
管
理
用
計
測
器
の
管
理
）
 

第
１
０
３
条

 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
０
３
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に

つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
機
能
維
持
を
図
る
。

た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 表
１
０
３
 

分
 
 
類
 

計
測
器
種
類
 

担
当
課
長
 

数
量
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

廃
棄
物
処
理
設
備
排
水

モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

１
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 
２
台
※
１
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

排
気
筒
モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

２
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 
１
台
※
１
※
２
 

※
１
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
共
用
 

※
２
：
放
射
性
液
体
廃
棄
物
放
出
管
理
用
計
測
器
と
共
用
 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

出
管
理
用
計
測
器
の

機
能
維
持
に
係
る
規

定
の
充
実
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
７
章

 
放
射
線
管
理
 

 

 

第
７
章

 
放
射
線
管
理
 

 

第
１
節

 
基
本
方
針

 

 （
放
射
線
管
理
に
係
る
基
本
方
針
）
 

第
１
０
５
条

 
発
電
所
に
お
け
る
放
射
線
管
理
に
係
る
保
安
活
動
は
、
放
射
線
に
よ
る
従
業
員
等
の
被
ば
く

を
、
定
め
ら
れ
た
限
度
以
下
で
あ
っ
て
か
つ
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
低
い
水
準
に
保
つ
よ
う
実
施

す
る
。
 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
従

業
員
等
の
被
ば
く
を

管
理
す
る
こ
と
を
規

定
）

 

 
 

163



美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
１
節

 
区
域
管
理
 

 （
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）

 

第
１
０
５
条

 
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域
と
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ
っ
て
区
画
す
る
他
、
標
識
を
設
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
解
除
す
る
場
合
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
添
付
４
に
お
け
る
管
理
区
域
境
界
付
近
ま
た
は
管
理
区
域
設
定
・
解
除
予
定
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
表
１
０
５
に
示
す
作
業
を
行
う
場
合
は
、
３
ヶ
月
以
内
に
限
り
管
理
区
域
を
設
定
ま
た

は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間

お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長

は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
で
、
一
時
的
に
管
理
区
域
を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
場
合
は
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当

た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め

法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に

戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を

満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
設
定
に
当
た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満

足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
６
項
に
お
け
る
管
理
区
域
を
設
定
し
た
場
合
は
、
設
定
後
に
お
い
て
、
目

的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め

る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長

の
承
認
を
得
る
。
 

 表
１
０
５
 

タ
ン
ク
点
検
等
 

監
視
カ
メ
ラ
点
検
等
 

ポ
ン
プ
点
検
等
 

扉
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
他
作
業
 

バ
ル
ブ
点
検
等
 

清
掃
作
業
 

配
管
点
検
等

 
建
物
補
修

 

ケ
ー
ブ
ル
点
検
等

 
搬
出
入
作
業
 

空
調
点
検
等

 
物
品
の
仮
置
 

計
測
器
類
点
検
等

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
回
収
作
業
 

 

 

第
１
節
の
２

 
区
域
管
理
 

 （
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）
 

第
１
０
５
条
の
２
 
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域
と
す
る
。

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ
っ
て
区
画
す
る
他
、
標
識
を
設
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
解
除
す
る
場
合
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
添
付
４
に
お
け
る
管
理
区
域
境
界
付
近
ま
た
は
管
理
区
域
設
定
・
解
除
予
定
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
表
１
０
５
の
２
に
示
す
作
業
を
行
う
場
合
は
、
３
ヶ
月
以
内
に
限
り
管
理
区
域
を
設
定

ま
た
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、

期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を

満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課

長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
で
、
一
時
的
に
管
理
区
域
を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
場
合
は
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当

た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め

法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に

戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を

満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
設
定
に
当
た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満

足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
６
項
に
お
け
る
管
理
区
域
を
設
定
し
た
場
合
は
、
設
定
後
に
お
い
て
、
目

的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め

る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長

の
承
認
を
得
る
。
 

 表
１
０
５
の
２
 タ
ン
ク
点
検
等
 

監
視
カ
メ
ラ
点
検
等
 

ポ
ン
プ
点
検
等
 

扉
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
他
作
業
 

バ
ル
ブ
点
検
等
 

清
掃
作
業
 

配
管
点
検
等
 

建
物
補
修
 

ケ
ー
ブ
ル
点
検
等
 

搬
出
入
作
業
 

空
調
点
検
等
 

物
品
の
仮
置
 

計
測
器
類
点
検
等
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
回
収
作
業
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
節

番
号
、
条
文
番
号
の

繰
り
下
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
２
節

 
被
ば
く
管
理
 

 （
線
量
の
評
価
）
 

第
１
１
２
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
所
員
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
実
効
線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１

１
２
に
定
め
る
項
目
お
よ
び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
し
、
法
令
に
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

    表
１
１
２
 

項
 

 
 
目
 

頻
 
 
 
度
 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

 
３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

※
１
：
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除

く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。
 

 

 

第
２
節

 
被
ば
く
管
理
 

 （
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
管
理
等
）
 

第
１
１
２
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
内
で
作
業
を
実
施
す
る
場
合
、
作
業
内
容
に
応
じ
て
作
業
計

画
を
立
案
す
る
と
と
も
に
、
放
射
線
防
護
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量

低
減
に
努
め
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
所
員
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
実
効
線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１
１
２
に
定

め
る
項
目
お
よ
び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
し
、
法
令
に
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 表
１
１
２
 

項
 
 
 
目
 

頻
 
 
 
度

 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

※
１
：
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除

く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。
 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

名
称
の
変
更
お
よ
び

管
理
区
域
内
の
作
業

計
画
の
立
案
、
放
射

線
業
務
従
事
者
の
線

量
低
減
に
努
め
る
こ

と
（
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の

精
神
に
基
づ
く
活

動
）
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 
 

（
平
常
時
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
 

第
１
１
４
条
の
２
 
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
周
辺
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
を
確
認

す
る
た
め
、
平
常
時
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
計
画
を
立
案
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
測
定
を
行

い
評
価
す
る
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
平

常
時
の
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
立

案
お
よ
び
そ
れ
に
基

づ
く
測
定
・
評
価
を

行
う
こ
と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）

 

第
１
１
５
条

 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
１
５
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ

い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修

理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

２
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
表
１
１
５
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に

定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替

品
を
補
充
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 （
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）

 

第
１
１
５
条

 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
１
５
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ

い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
機
能
維
持
を
図
る
。
た

だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

２
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
表
１
１
５
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に

定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
機
能
維
持
を
図
る
。
た
だ
し
、
故
障
等

に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

射
線
計
測
機
器
類
の

定
期
的
な
確
認
に
よ

り
機
能
維
持
を
図
る

こ
と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
４
節

 
物
品
移
動
の
管
理
 

 （
管
理
区
域
外
等
へ
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
）
 

第
１
１
６
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
外
に
搬
出
す
る
物
品
ま
た
は
管
理
区
域

内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
物
品
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度

限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域

か
ら
搬
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
核
燃
料
物
質
等
（
第
９
４
条
、
第
９
９
条
お
よ
び
第
１
０
０
条
に

定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送
に
伴
い
車

両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
第
１
０
０
条
第
５
項
を
準
用
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合

は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
核
燃
料

物
質
等
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の

１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 

第
４
節
 
物
品
移
動
の
管
理
 

 （
管
理
区
域
外
等
へ
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
）
 

第
１
１
６
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
外
に
搬
出
す
る
物
品
ま
た
は
管
理
区
域

内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
物
品
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度

限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域

か
ら
搬
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
核
燃
料
物
質
等
（
第
９
４
条
、
第
９
９
条
お
よ
び
第
１
０
０
条
の

２
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送
に
伴

い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
第
１
０
０
条
の
２
第
５
項
を
準
用
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め

る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０

分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す

る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
核
燃
料

物
質
等
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の

１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

        原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

番
号
の
繰
り
下
げ
お

よ
び
管
理
区
域
外
へ

の
運
搬
時
の
確
認
事

項
に
つ
い
て
、
運
搬

前
に
行
う
こ
と
を
明

記
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

（
発
電
所
外
へ
の
運
搬
）
 

第
１
１
７
条

 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
お
よ
び
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
核
燃
料
物
質
等
（
第

９
４
条
、
第
９
９
条
お
よ
び
第
１
０
０
条
に
定
め
る
物
を
除
く
。
）
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 （
発
電
所
外
へ
の
運
搬
）
 

第
１
１
７
条

 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
お
よ
び
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
核
燃
料
物
質
等
（
第

９
４
条
、
第
９
９
条
お
よ
び
第
１
０
０
条
の
２
に
定
め
る
物
を
除
く
。）
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合

は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
運
搬
に
あ
た
っ
て
は
法
令
に
定
め
る
核
燃
料
物
質
等
の
区
分
に
応
じ
た
輸
送
物
と

し
て
運
搬
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
2)
 
法
令
に
定
め
る
書
類
お
よ
び
物
品
以
外
の
も
の
が
収
納
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

(
3)
 
Ｌ
型
輸
送
物
に
つ
い
て
は
、
開
封
さ
れ
た
と
き
に
見
や
す
い
位
置
に
法
令
に
定
め
る
表
示
を
行
う
こ

と
。
 

(
4)
 
Ａ
型
輸
送
物
も
し
く
は
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
に
つ
い
て
は
、
み
だ
り
に
開
封
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
か
つ
、

開
封
さ
れ
た
場
合
に
開
封
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
容
易
に
破
れ
な
い
シ
ー
ル
の
貼
付

け
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と

お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の

確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

番
号
の
繰
り
下
げ
お

よ
び
発
電
所
外
へ
の

運
搬
時
の
遵
守
事
項

お
よ
び
運
搬
前
に
順

守
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
８
章

 
保
守
管
理
 

 （
保
守
管
理
計
画
）
 

第
１
２
０
条

 
保
守
管
理
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
保
守
管
理
計
画
を
定
め
る
。

 

   

１
．
定
義
 

本
保
守
管
理
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
「
原
子
力
発
電
所
の
保
守
管
理
規
程

（
J
EA
C4

20
9
-2

00
7）
」
に
従
う
も
の
と
す
る
。
 

２
．
保
守
管
理
の
実
施
方
針
お
よ
び
保
守
管
理
目
標

 

(1
)
社
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
保
守
管
理
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る

た
め
、
保
守
管
理
の
現
状
等
を
踏
ま
え
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
１
２
．

の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態

（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
守
管
理
の
実
施
方
針
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(2
)
さ
ら
に
、
第
１
２
０
条
の
２
に
定
め
る
長
期
保
守
管
理
方
針
を
策
定
ま
た
は
変
更
し
た
場
合
に

は
、
長
期
保
守
管
理
方
針
に
従
い
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
を
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
反
映
す

る
。
 

(3
)
原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
保
守
管
理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
保
守

管
理
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守

管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
守
管
理
目
標
の
見
直
し
を

行
う
。
 

３
．
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

 

原
子
力
部
門
は
、
２
．
の
保
守
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
４
．
よ
り
１
１
．
か
ら
な
る
保
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

 

ま
た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特

別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。
 

４
．
保
全
対
象
範
囲
の
策
定
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
発
電
施
設
の
中
か
ら
、
保
全
を
行
う
べ
き
対
象
範
囲
と
し
て
次
の
各

項
の
設
備
を
選
定
す
る
。
 

(1
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
よ
り
も
さ
ら
に
高
度
な
信
頼
性
の
確
保
お

よ
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
有
す
る
設
備
 

(2
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
と
同
等
以
上
の
信
頼
性
の
確
保
お
よ
び
維

持
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
有
す
る
設
備

 

(3
) 
設
置
変
更
許
可
申
請
書
お
よ
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
で
保
管
お
よ
び
設
置
要
求
が
あ
り
、

許
可
ま
た
は
認
可
を
得
た
設
備

 

(4
) 
多
様
性
拡
張
設
備
※
１
 

(5
) 
炉
心
損
傷
ま
た
は
格
納
容
器
機
能
喪
失
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備
 

(6
) 
そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備

 

※
１
：
多
様
性
拡
張
設
備
と
は
、
技
術
基
準
上
の
全
て
の
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
や
全
て
の
プ

ラ
ン
ト
状
況
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
よ
っ
て

は
、
事
故
対
応
に
有
効
な
設
備
 

５
．
保
全
重
要
度
の
設
定

 

 

第
８
章
 
施
設
管
理
 

 （
施
設
管
理
計
画
）
 

第
１
２
０
条

 
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
原
子
炉
設
置
（
変
更
）
許
可
を
受
け
た
設
備
に
係
る
事
項
お
よ
び

「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
を
含
む
要
求
事
項
へ
の
適

合
を
維
持
し
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
以
下
の
施
設
管
理
計
画
を
定
め
る
。
 

 

   １
．
施
設
管
理
の
実
施
方
針
お
よ
び
施
設
管
理
目
標
 

(
1)
社
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
施
設
管
理
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る

た
め
、
施
設
管
理
の
現
状
等
を
踏
ま
え
、
施
設
管
理
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
１
１
．

の
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
施
設
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態

（
６
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
施
設
管
理
の
実
施
方
針
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(
2)
さ
ら
に
、
第
１
２
０
条
の
６
に
定
め
る
長
期
施
設
管
理
方
針
を
策
定
ま
た
は
変
更
し
た
場
合
に

は
、
長
期
施
設
管
理
方
針
に
従
い
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
を
施
設
管
理
の
実
施
方
針
に
反
映
す

る
。

 

(
3)
原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
施
設
管
理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
施
設

管
理
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
１
．
の
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
施
設

管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
６
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
施
設
管
理
目
標
の
見
直
し
を

行
う
。

 

２
．
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

 

原
子
力
部
門
は
、
１
．
の
施
設
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
３
．
よ
り
１
０
．
か
ら
な
る
保
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

 

ま
た
、
１
１
．
の
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
施
設
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特

別
な
状
態
（
６
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。
 

３
．
保
全
対
象
範
囲
の
策
定
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
中
か
ら
、
保
全
を
行
う
べ
き
対
象
範
囲
と
し
て
次
の
各
項
の

設
備
を
選
定
す
る
。
 

(1
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
よ
り
も
さ
ら
に
高
度
な
信
頼
性
の
確
保
お

よ
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
有
す
る
設
備
 

(2
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
と
同
等
以
上
の
信
頼
性
の
確
保
お
よ
び
維

持
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
有
す
る
設
備
 

(3
) 
設
置
変
更
許
可
申
請
書
お
よ
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
で
保
管
お
よ
び
設
置
要
求
が
あ
り
、

許
可
ま
た
は
認
可
を
得
た
設
備
 

(4
) 
多
様
性
拡
張
設
備
※
１
 

(5
) 
炉
心
損
傷
ま
た
は
格
納
容
器
機
能
喪
失
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備
 

(6
) 
そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備
 

※
１
：
多
様
性
拡
張
設
備
と
は
、
技
術
基
準
上
の
全
て
の
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
や
全
て
の
プ
ラ

ン
ト
状
況
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
よ
っ
て
は
、
事
故

対
応
に
有
効
な
設
備
 

４
．
施
設
管
理
の
重
要
度
の
設
定

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
原
子
力
事

業
者
等
に
お
け
る
使

用
前
事
業
者
検
査
、

定
期
事
業
者
検
査
、

保
安
の
た
め
の
措
置

等
に
係
る
運
用
ガ
イ

ド
（
保
安
措
置
運
用

ガ
イ
ド
）
の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
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安
規
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変
更
前
後
比
較
表
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第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
系
統
毎
の
範
囲
と
機
能
を
明
確
に
し
た
上

で
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
保
全
重
要
度
を
設
定
す
る
。

 

 

(
1)

 系
統
の
保
全
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
重
大
事
故
等
対
処
設

備
に
該
当
す
る
こ
と
、
お
よ
び
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
に
基
づ
き
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評

価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

(2
)
 機
器
の
保
全
重
要
度
は
、
当
該
機
器
が
属
す
る
系
統
の
保
全
重
要
度
と
整
合
す
る
よ
う
設
定

す
る
。
な
お
、
こ
の
際
、
機
器
が
故
障
し
た
場
合
の
系
統
機
能
へ
の
影
響
、
確
率
論
的
リ
ス
ク

評
価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
3)
構
築
物
の
保
全
重
要
度
は
、

(1
)ま
た
は
(2
)
に
基
づ
き
設
定
す
る
。

 

    

６
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
お
よ
び
監
視

 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め
に
５
．
の
保
全
重
要
度
を
踏
ま

え
、
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
お
よ
び
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
を
設
定
す
る
。

 

 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。

 

①
 
７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
自
動
ス
ク
ラ
ム
回
数
 

②
 
７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
出
力
変
動
回
数

 

③
 
工
学
的
安
全
施
設
の
計
画
外
作
動
回
数
 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
５
．
（
１
）
の
保
全
重
要
度
の
高
い
系
統
の

う
ち
、
重
要
度
分
類
指
針
ク
ラ
ス
１
、
ク
ラ
ス
２
お
よ
び
リ
ス
ク
重
要
度
の
高
い
系
統
機
能
な

ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。
 

①
 
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
 

②
 
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
※
２
 

※
２
：
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
に
つ
い
て
は
、
待
機
状
態
に
あ
る
機
能
お
よ
び
待
機
状
態
に

あ
る
系
統
の
動
作
に
必
須
の
機
能
に
対
し
て
の
み
設
定
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）。

 

(2
)
 原
子
力
部
門
は
、
以
下
に
基
づ
き
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１

１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
の
見
直
し
を
行

う
。
 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
は
、
運
転
実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
す

る
。
 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

①
 
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
の
目
標
値
は
、
運
転
実
績
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重

要
度
、
リ
ス
ク
重
要
度
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

②
 
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
の
目
標
値
は
、
点
検
実
績
お
よ
び
第
４
章
第
３
節
（
運
転
上
の
制

限
）
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間

を
参
照
し
て
設
定
す
る
。
 

原
子
力
部
門
は
、
３
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
系
統
毎
の
範
囲
と
機
能
を
明
確
に
し
た
上

で
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
施
設
管
理
の
重
要
度
と
し
て
点
検
に
用
い
る
重
要
度
（
以

下
、「
保
全
重
要
度
」
と
い
う
。）
と
設
計
お
よ
び
工
事
に
用
い
る
重
要
度
を
設
定
す
る
。
 

(1
) 
系
統
の
保
全
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
重
大
事
故
等
対
処
設

備
に
該
当
す
る
こ
と
、
お
よ
び
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
に
基
づ
き
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評

価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

 

(2
) 
機
器
の
保
全
重
要
度
は
、
当
該
機
器
が
属
す
る
系
統
の
保
全
重
要
度
と
整
合
す
る
よ
う
設
定

す
る
。
な
お
、
こ
の
際
、
機
器
が
故
障
し
た
場
合
の
系
統
機
能
へ
の
影
響
、
確
率
論
的
リ
ス
ク

評
価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
、
運
転
経
験
等
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(3
) 
構
築
物
の
保
全
重
要
度
は
、
(1

)ま
た
は

(2
)
に
基
づ
き
設
定
す
る
。

 

(4
) 
設
計
お
よ
び
工
事
に
用
い
る
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
重
大

事
故
等
対
処
設
備
の
該
当
有
無
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
等
を
組
み
合
わ
せ
て
設
定
す

る
。
 

(
5
) 
次
項
以
降
の
保
全
活
動
は
重
要
度
に
応
じ
た
管
理
を
行
う
。
 

５
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
お
よ
び
監
視
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め
に
４
．
の
施
設
管
理
の
重
要
度

を
踏
ま
え
、
施
設
管
理
目
標
の
中
で
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
お
よ
び
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理

指
標
を
設
定
す
る
。
 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。
 

①
 ７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
自
動
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
回
数
 

②
 ７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
出
力
変
動
回
数
 

③
 工
学
的
安
全
施
設
の
計
画
外
作
動
回
数
 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
４
．（
１
）
の
施
設
管
理
の
重
要
度
の
高
い
系

統
の
う
ち
、
重
要
度
分
類
指
針
ク
ラ
ス
１
、
ク
ラ
ス
２
お
よ
び
リ
ス
ク
重
要
度
の
高
い
系
統

機
能
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。
 

①
 予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
 

②
 非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
※
２
 

※
２
：
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
に
つ
い
て
は
、
待
機
状
態
に
あ
る
機
能
お
よ
び
待
機
状
態
に

あ
る
系
統
の
動
作
に
必
須
の
機
能
に
対
し
て
の
み
設
定
す
る
(
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
)
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
以
下
に
基
づ
き
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１

０
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
の
見
直
し
を
行

う
。

 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
は
、
運
転
実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
す

る
。
 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

①
 
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
の
目
標
値
は
、
運
転
実
績
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重

要
度
、
リ
ス
ク
重
要
度
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

 

②
 
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
の
目
標
値
は
、
点
検
実
績
お
よ
び
第
４
章
第
３
節
（
運
転
上
の
制

限
）
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間

を
参
照
し
て
設
定
す
る
。

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
原
子
力
事

業
者
等
に
お
け
る
使

用
前
事
業
者
検
査
、

定
期
事
業
者
検
査
、

保
安
の
た
め
の
措
置

等
に
係
る
運
用
ガ
イ

ド
（
保
安
措
置
運
用

ガ
イ
ド
）
の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

(3
)
 原
子
力
部
門
は
、
プ
ラ
ン
ト
ま
た
は
系
統
の
供
用
開
始
ま
で
に
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監

視
項
目
、
監
視
方
法
お
よ
び
算
出
周
期
を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、

監
視
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

(4
)
 原
子
力
部
門
は
、
監
視
計
画
に
従
い
保
全
活
動
管
理
指
標
に
関
す
る
情
報
の
採
取
お
よ
び
監

視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。
 

 
７
．
保
全
計
画
の
策
定
 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
な

お
、
保
全
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。

 

ａ
．
点
検
計
画
（
７
．
１
参
照
）
 

ｂ
．
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
（
７
．
２
参
照
）
 

ｃ
．
特
別
な
保
全
計
画
（
７
．
３
参
照
）
 

(2
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
５
．
の
保
全
重
要
度
を
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
て
次
の
事
項
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え

保
全
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

ａ
．
運
転
実
績
、
事
故
お
よ
び
故
障
事
例
な
ど
の
運
転
経
験
 

ｂ
．
使
用
環
境
お
よ
び
設
置
環
境
 

ｃ
．
劣
化
、
故
障
モ
ー
ド

 

ｄ
．
機
器
の
構
造
等
の
設
計
的
知
見

 

ｅ
．
科
学
的
知
見
 

(3
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
段
階
で
の
原
子
炉
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
安
全
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保
全
計
画

を
策
定
す
る
。
 

７
．
１

 
点
検
計
画
の
策
定
 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
停
止
中
ま
た
は
運
転
中
に
点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
保
全
方
式
を
選
定
し
、
点
検
の
方
法
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定

め
た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(2
)
 原
子
力
部
門
は
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
適
切
な
単
位
ご
と
に
、
予
防
保
全
を
基
本

と
し
て
、
以
下
に
示
す
保
全
方
式
か
ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。

 

ａ
．
予
防
保
全
 

①
 
時
間
基
準
保
全
 

②
 
状
態
基
準
保
全
 

ｂ
．
事
後
保
全
 

(3
)
 原
子
力
部
門
は
、
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
．
時
間
基
準
保
全
 

点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

①
 
点
検
の
具
体
的
方
法
 

②
 
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・

評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

③
 
実
施
頻
度

 

④
 
実
施
時
期

 

な
お
、
時
間
基
準
保
全
を
選
定
し
た
機
器
に
対
し
て
、
運
転
中
に
設
備
診
断
技
術
を
使
っ

た
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
、
巡
視
点
検
ま
た
は
定
例
試
験
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
場
合

は
、
状
態
監
視
の
内
容
に
応
じ
て
、
状
態
基
準
保
全
を
選
定
し
た
場
合
に
準
じ
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
。
 

ｂ
．
状
態
基
準
保
全
 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
プ
ラ
ン
ト
ま
た
は
系
統
の
供
用
開
始
ま
で
に
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監

視
項
目
、
監
視
方
法
お
よ
び
算
出
周
期
を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、

監
視
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
計
画
に
従
い
保
全
活
動
管
理
指
標
に
関
す
る
情
報
の
採
取
お
よ
び
監

視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。
 

６
．
保
全
計
画
の
策
定

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
３
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
な

お
、
保
全
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

ａ
．
点
検
計
画
（
６
．
１
参
照
）
 

ｂ
．
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
（
６
．
２
参
照
）
 

ｃ
．
特
別
な
保
全
計
画
（
６
．
３
参
照
）
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
４
．
の
施
設
管
理
の
重
要
度
を
勘
案

し
、
必
要
に
応
じ
て
次
の
事
項
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
１
０
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果

を
踏
ま
え
保
全
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

ａ
．
運
転
実
績
、
事
故
お
よ
び
故
障
事
例
な
ど
の
運
転
経
験
 

ｂ
．
使
用
環
境
お
よ
び
設
置
環
境
 

ｃ
．
劣
化
、
故
障
モ
ー
ド
 

ｄ
．
機
器
の
構
造
等
の
設
計
的
知
見
 

ｅ
．
科
学
的
知
見
 

(3
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
段
階
で
の
原
子
炉
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
安
全
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保
全
計

画
を
策
定
す
る
。
 

６
．
１

 
点
検
計
画
の
策
定
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
停
止
中
ま
た
は
運
転
中
に
点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
保
全
方
式
を
選
定
し
、
点
検
の
方
法
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定

め
た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。

 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
適
切
な
単
位
ご
と
に
、
予
防
保
全
を
基
本

と
し
て
、
以
下
に
示
す
保
全
方
式
か
ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。
 

ａ
．
予
防
保
全
 

 
①

 
時
間
基
準
保
全
 

 
②

 
状
態
基
準
保
全
 

ｂ
．
事
後
保
全
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
．
時
間
基
準
保
全
 

点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

①
 点
検
の
具
体
的
方
法

 

②
 構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確

認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

③
 実
施
頻
度
 

④
 実
施
時
期
 

な
お
、
時
間
基
準
保
全
を
選
定
し
た
機
器
に
対
し
て
、
運
転
中
に
設
備
診
断
技
術
を
使
っ

た
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
、
巡
視
点
検
ま
た
は
定
例
試
験
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
場
合

は
、
状
態
監
視
の
内
容
に
応
じ
て
、
状
態
基
準
保
全
を
選
定
し
た
場
合
に
準
じ
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
。
 

ｂ
．
状
態
基
準
保
全
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
原
子
力
事

業
者
等
に
お
け
る
使

用
前
事
業
者
検
査
、

定
期
事
業
者
検
査
、

保
安
の
た
め
の
措
置

等
に
係
る
運
用
ガ
イ

ド
（
保
安
措
置
運
用

ガ
イ
ド
）
の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

①
 
設
備
診
断
技
術
を
使
い
状
態
監
視
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め

る
。
 

ｉ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
の
具
体
的
採
取
方
法

 

ⅱ
）
機
器
の
故
障
の
兆
候
を
検
知
す
る
た
め
に
必
要
な
状
態
監
視
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方

法
お
よ
び
必
要
な
対
応
を
適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
管
理
基
準
 

ⅲ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期

 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法

 

②
 
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
巡
視
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評

価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準

 

ⅲ
）
実
施
頻
度

 

ⅳ
）
実
施
時
期

 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
す
る
か
ま
た
は
故
障
の
兆
候
を
発
見
し
た
場
合
の
対

応
方
法

 

③
定
例
試
験
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
定
例
試
験
の
具
体
的
方
法
 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確

認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度

 

ⅳ
）
実
施
時
期

 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

ｃ
．
事
後
保
全
 

事
後
保
全
を
選
定
し
た
場
合
は
、
機
能
喪
失
の
発
見
後
、
修
復
を
実
施
す
る
前
に
、
修
復

方
法
、
修
復
後
に
所
定
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
の
確
認
方
法
お
よ
び
修
復
時
期
を
定
め

る
。
 

           

７
．
２
 
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
の
策
定

 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方

法
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
安
全
上
重
要
な
機
器
等
※
３
の
補

修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く

必
要
な
手
続
き
※
４
の
要
否
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。

 

  

①
 
設
備
診
断
技
術
を
使
い
状
態
監
視
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定

め
る
。
 

ｉ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
の
具
体
的
採
取
方
法
 

ⅱ
）
機
器
の
故
障
の
兆
候
を
検
知
す
る
た
め
に
必
要
な
状
態
監
視
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方

法
お
よ
び
必
要
な
対
応
を
適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
管
理
基
準
 

ⅲ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

②
 巡
視
点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
巡
視
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評

価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度

 

ⅳ
）
実
施
時
期

 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
す
る
か
ま
た
は
故
障
の
兆
候
を
発
見
し
た
場
合
の
対

応
方
法
 

③
定
例
試
験
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
定
例
試
験
の
具
体
的
方
法
 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確

認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度

 

ⅳ
）
実
施
時
期

 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

ｃ
．
事
後
保
全
 

事
後
保
全
を
選
定
し
た
場
合
は
、
機
能
喪
失
の
発
見
後
、
修
復
を
実
施
す
る
前
に
、
修

復
方
法
、
修
復
後
に
所
定
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
の
確
認
方
法
お
よ
び
修
復
時
期
を
定

め
る
。
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
点
検
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し

う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
事
業
者
検
査
※
３
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を

定
め
る
。
 

ａ
．
事
業
者
検
査
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
者

検
査
の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
事
業
者
検
査
の
実
施
時
期
 

※
３
：
事
業
者
検
査
と
は
、
点
検
お
よ
び
工
事
に
伴
う
リ
リ
ー
ス
の
た
め
、
点
検
お
よ
び
工
事
と
は

別
に
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
確
認
す
る
合
否
判
定
行
為
で
あ
り
、
第
１
２
０
条
の
４
に
よ

る
使
用
前
事
業
者
検
査
お
よ
び
第
１
２
０
条
の
５
に
よ
る
定
期
事
業
者
検
査
を
い
う

(以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
)。

 

６
．
２

 
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
の
策
定
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
設
計
お
よ
び
工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方
法
お
よ
び

実
施
時
期
を
定
め
た
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
安
全
上
重
要
な
機
器
等
※

４
の
工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
※

５
の
要
否
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。

 

  

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
原
子
力
事

業
者
等
に
お
け
る
使

用
前
事
業
者
検
査
、

定
期
事
業
者
検
査
、

保
安
の
た
め
の
措
置

等
に
係
る
運
用
ガ
イ

ド
（
保
安
措
置
運
用

ガ
イ
ド
）
の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

   (2
)
 原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器

が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
検
査
お
よ
び
試
験
に
よ
り
確
認
・
評
価

す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

 

ａ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
具
体
的
方
法

 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査

お
よ
び
試
験
の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
実
施
時
期

 

※
３
：
安
全
上
重
要
な
機
器
等
と
は
、
「
安
全
上
重
要
な
機
器
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
機
器

お
よ
び
構
造
物
を
い
う
 (
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
３
３
条
に
お
い
て
同
じ
) 
。
 

※
４
：
法
令
に
基
づ
く
手
続
き
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
 
第
４
３
条
の
３
の
８
（
変
更
の
許
可

及
び
届
出
等
）
、
第
４
３
条
の
３
の
９
（
工
事
の
計
画
の
認
可
）、
第
４
３
条
の
３
の
１
０

（
工
事
の
計
画
の
届
出
）、
第
４
３
条
の
３
の
１
１
（
使
用
前
検
査
）、
第
４
３
条
の
３
の
１

２
（
燃
料
体
検
査
）
お
よ
び
第
４
３
条
の
３
の
１
３
（
溶
接
安
全
管
理
検
査
）、
な
ら
び
に
電

気
事
業
法
 第
４
７
条
・
第
４
８
条
（
工
事
計
画
）
お
よ
び
第
４
９
条
・
第
５
０
条
（
使
用
前

検
査
）
に
係
る
手
続
き
を
い
う
(以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
３
３
条
に
お
い
て
同
じ
)。

 

７
．
３

 
特
別
な
保
全
計
画
の
策
定

 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
長
期
停
止
を
伴
っ
た
保
全
を
実
施
す
る
場
合
な
ど

は
、
特
別
な
措
置
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
お
よ

び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(2
)
 原
子
力
部
門
は
、
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機

器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期

ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
点
検
の
具
体
的
方
法

 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検

の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
点
検
の
実
施
時
期

 

８
．
保
全
の
実
施
 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
７
．
で
定
め
た
保
全
計
画
に
し
た
が
っ
て
点
検
・
補
修
等
の
保
全
を
実
施

す
る
。
 

(2
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
以
下
の
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
す
る
。

 

 

ａ
．
工
事
計
画
 

ｂ
．
設
計
管
理
 

ｃ
．
調
達
管
理
 

ｄ
．
工
事
管
理
 

(3
)
 原
子
力
部
門
は
、
点
検
・
補
修
等
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

９
．
点
検
・
補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評
価
 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実
施
段
階
で
採
取
し
た
構
築
物
、

系
統
お
よ
び
機
器
の
点
検
･補
修
等
の
結
果
か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と

を
、
所
定
の
時
期
※
５
ま
で
に
確
認
･
評
価
し
、
記
録
す
る
。

 

 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
使
用
前
点
検
を
行
う
場
合
は
、
使
用
前
点
検
の
方

法
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た
使
用
前
点
検
の
計
画
を
策
定
す

る
。

 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
工
事
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮

し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
事
業
者
検
査
な
ら
び
に
事
業
者
検
査
以
外
の
検
査
お
よ
び
試
験

（
以
下
、「
試
験
等
」
と
い
う
。）
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め

る
。

 

ａ
．
事
業
者
検
査
お
よ
び
試
験
等
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

者
検
査
お
よ
び
試
験
等
の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
事
業
者
検
査
お
よ
び
試
験
等
の
実
施
時
期
 

※
４
：
安
全
上
重
要
な
機
器
等
と
は
、
「
安
全
上
重
要
な
機
器
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
機
器

お
よ
び
構
造
物
を
い
う
。
 

※
５
：
法
令
に
基
づ
く
手
続
き
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
 
第
４
３
条
の
３
の
８
（
変
更
の
許
可
及

び
届
出
等
）、
第
４
３
条
の
３
の
９
（
設
計
及
び
工
事
の
計
画
の
認
可
）、
第
４
３
条
の
３
の

１
０
（
設
計
及
び
工
事
の
計
画
の
届
出
）、
第
４
３
条
の
３
の
１
１
第
３
項
（
使
用
前
事
業
者

検
査
の
確
認
申
請
）、
な
ら
び
に
電
気
事
業
法
 第
４
７
条
・
第
４
８
条
（
工
事
計
画
）
お
よ

び
第
４
９
条
・
第
５
０
条
（
使
用
前
検
査
）
に
係
る
手
続
き
を
い
う
。

 

 ６
．
３

 
特
別
な
保
全
計
画
の
策
定

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
長
期
停
止
を
伴
っ
た
保
全
を
実
施
す
る
場
合
な
ど

は
、
特
別
な
措
置
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
お
よ

び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機

器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期

ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
．
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検

の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
点
検
の
実
施
時
期
 

７
．
保
全
の
実
施
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
６
．
で
定
め
た
保
全
計
画
に
し
た
が
っ
て
保
全
を
実
施
す
る
。
 

 (
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
第
１
２
０
条
の
２
に
よ
る
設
計
管
理
お
よ
び

第
１
２
０
条
の
３
に
よ
る
作
業
管
理
を
実
施
す
る
。
 

    (
3)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

８
．
保
全
の
結
果
の
確
認
・
評
価

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実
施
段
階
で
採
取
し
た
構
築
物
、

系
統
お
よ
び
機
器
の
保
全
の
結
果
か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
、
所

定
の
時
期
※
６
ま
で
に
確
認
･評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
原
子
力
事

業
者
等
に
お
け
る
使

用
前
事
業
者
検
査
、

定
期
事
業
者
検
査
、

保
安
の
た
め
の
措
置

等
に
係
る
運
用
ガ
イ

ド
（
保
安
措
置
運
用

ガ
イ
ド
）
の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

  (2
)
 原
子
力
部
門
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
点
検
・
補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※
５

ま
で
に
確
認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。

 

※
５
：
所
定
の
時
期
と
は
、
所
定
の
機
能
が
要
求
さ
れ
る
時
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
保

全
の
完
了
時
を
い
う
。

 

１
０
．
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処
置
 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
以
下
の

a
.お
よ
び

b
.の
場
合
に
は
、
不
適
合
管
理
を
行
っ
た
う
え
で
、

９
．
の
確
認
・
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
す
べ
き
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施

頻
度
お
よ
び
時
期
の
是
正
処
置
な
ら
び
に
予
防
処
置
を
講
じ
る
。

 

 

ａ
．
点
検
・
補
修
等
を
実
施
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る

こ
と
を
確
認
・
評
価
で
き
な
い
場
合
 

ｂ
．
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
、
定
め
た
プ

ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
点
検
・
補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
評
価
で
き
な
い

場
合
 

  (2
)
 原
子
力
部
門
は
、
(
1)
a.
お
よ
び

b.
の
場
合
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処
置

に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

１
１
．
保
全
の
有
効
性
評
価
 

原
子
力
部
門
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保

全
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
お
よ
び
内
容
に
基
づ
き
、
保
全
の
有
効
性
を
評

価
す
る
。
な
お
、
保
全
の
有
効
性
評
価
は
、
以
下
の
情
報
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。

 

ａ
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果

 

ｂ
．
保
全
デ
ー
タ
の
推
移
お
よ
び
経
年
劣
化
の
長
期
的
な
傾
向
監
視
の
実
績
 

ｃ
．
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
運
転
経
験

 

ｄ
．
高
経
年
化
技
術
評
価
お
よ
び
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
結
果

 

ｅ
．
他
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
経
年
劣
化
傾
向
に
係
る
デ
ー
タ
 

ｆ
．
リ
ス
ク
情
報
、
科
学
的
知
見

 

(2
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の

保
全
方
式
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
７
．
１
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
構
築

物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
点
検
間
隔
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
た
上

で
、
以
下
の
評
価
方
法
を
活
用
し
て
評
価
す
る
。
 

ａ
．
点
検
お
よ
び
取
替
結
果
の
評
価

 

ｂ
．
劣
化
ト
レ
ン
ド
に
よ
る
評
価

 

ｃ
．
類
似
機
器
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
評
価

 

ｄ
．
研
究
成
果
等
に
よ
る
評
価

 

(3
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
必
要
と
な
る
改
善
内
容

に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

１
２
．
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
 

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
た
め
に
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る

状
態
に
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
事
業
者
検
査
を
実
施
す
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
保
全
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※
６
ま
で
に
確

認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

※
６
：
所
定
の
時
期
と
は
、
所
定
の
機
能
が
要
求
さ
れ
る
時
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
保

全
の
完
了
時
を
い
う
。

 

９
．
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
未
然
防
止
処
置
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
の
対
象
と
な
る
施
設
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
、
以
下
の

a.

お
よ
び

b.
の
状
態
に
至
ら
な
い
よ
う
通
常
と
異
な
る
状
態
を
監
視
・
検
知
し
、
必
要
な
是
正
処

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
以
下
の

a.
お
よ
び

b.
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
不
適
合
管
理
を
行
っ
た

う
え
で
、
是
正
処
置
を
講
じ
る
。
 

ａ
．
保
全
を
実
施
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
こ
と
を
確

認
・
評
価
で
き
な
い
場
合
 

ｂ
．
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
、
定
め
た
プ

ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
保
全
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
評
価
で
き
な
い
場
合

 
 

(
2
)
 
原
子
力
部
門
は
、
他
の
原
子
力
施
設
の
運
転
経
験
等
の
知
見
を
基
に
、
自
ら
の
組
織
で
起
こ
り
得

る
問
題
の
影
響
に
照
ら
し
、
適
切
な
未
然
防
止
処
置
を
講
じ
る
。

 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、

(
1
)お
よ
び
(2

)の
活
動
を
第
３
条
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

１
０
．
保
全
の
有
効
性
評
価
 

原
子
力
部
門
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
全

が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
お
よ
び
内
容
に
基
づ
き
、
保
全
の
有
効
性
を
評

価
す
る
。
な
お
、
保
全
の
有
効
性
評
価
は
、
以
下
の
情
報
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。

 

ａ
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
 

ｂ
．
保
全
デ
ー
タ
の
推
移
お
よ
び
経
年
劣
化
の
長
期
的
な
傾
向
監
視
の
実
績
 

ｃ
．
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
運
転
経
験
 

ｄ
．
高
経
年
化
技
術
評
価
結
果
 

ｅ
．
他
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
経
年
劣
化
傾
向
に
係
る
デ
ー
タ
 

ｆ
．
リ
ス
ク
情
報
、
科
学
的
知
見

 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の

保
全
方
式
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
６
．
１
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
構
築

物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
点
検
間
隔
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
た
上

で
、
以
下
の
評
価
方
法
を
活
用
し
て
評
価
す
る
。

 

ａ
．
点
検
お
よ
び
取
替
結
果
の
評
価
 

ｂ
．
劣
化
ト
レ
ン
ド
に
よ
る
評
価
 

ｃ
．
類
似
機
器
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
評
価
 

ｄ
．
研
究
成
果
等
に
よ
る
評
価

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
必
要
と
な
る
改
善
内
容

に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

１
１
．
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価

 

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
原
子
力
事

業
者
等
に
お
け
る
使

用
前
事
業
者
検
査
、

定
期
事
業
者
検
査
、

保
安
の
た
め
の
措
置

等
に
係
る
運
用
ガ
イ

ド
（
保
安
措
置
運
用

ガ
イ
ド
）
の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

(1
)
 原
子
力
部
門
は
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
お
よ
び
２
．
の
保
守
管
理
目
標
の

達
成
度
か
ら
、
定
期
的
に
保
守
管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
守
管
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。

 

(2
)
 原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
改
善
内
容
に
つ
い

て
記
録
す
る
。
 

       

１
３
．
情
報
共
有
 

原
子
力
部
門
は
、
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
の
向
上
に
資
す
る
た
め

に
必
要
な
技
術
情
報
を
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
を
通
じ
て
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
情
報
共
有

を
行
う
。
 

 

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
１
０
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
お
よ
び
１
．
の
施
設
管
理
目
標
の

達
成
度
か
ら
、
定
期
的
に
施
設
管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
守
管
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
改
善
内
容
に
つ
い

て
記
録
す
る
。
 

１
２
．
構
成
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
を
通
じ
以
下
の
要
素
間
の
均
衡
を
維
持
す
る
。
 

(1
) 
設
計
要
件
（
第
３
条
７
．
２
．
１
に
示
す
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
う

ち
、
「
構
築
物
、
系
統
、
お
よ
び
機
器
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い

う
要
件
を
含
む
第
１
２
０
条
の
２
の
設
計
に
対
す
る
要
求
事
項
を
い
う
。
）
 

(2
)
 施
設
構
成
情
報
（
第
３
条
４
．
２
．
１
に
示
す
文
書
の
う
ち
、
「
構
築
物
、
系
統
、
お
よ
び

機
器
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示
す
図
書
、
情
報
」
を
い
う
。
）
 

(3
) 
物
理
的
構
成
（
実
際
の
構
築
物
、
系
統
、
お
よ
び
機
器
を
い
う
。）

 

１
３
．
情
報
共
有
 

原
子
力
部
門
は
、
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必

要
な
技
術
情
報
を
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
を
通
じ
て
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
情
報
共
有
を
行
う
。
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 
 

（
設
計
管
理
）
 

第
１
２
０
条
の
２

 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
工
事
を
行
う
場
合
、
新
た
な
設
計
ま
た
は
過
去
に
実

施
し
た
設
計
結
果
の
変
更
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
第
１
項
に
お
い
て
該
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
求
事
項
を

満
た
す
設
計
を
第
３
条
７
．
３
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

(
1)
 保
全
の
結
果
の
反
映
お
よ
び
既
設
設
備
へ
の
影
響
の
考
慮
を
含
む
、
機
能
お
よ
び
性
能
に
関
す
る
要

求
事
項
 

(2
)
 「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
の
規
定
お
よ
び
設
置
変

更
許
可
申
請
書
の
記
載
事
項
を
含
む
、
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

(
3)
 適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
以
前
の
類
似
し
た
設
計
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
 

(
4)
 設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事
項

 

３
．
本
条
に
お
け
る
設
計
管
理
に
は
、
次
条
に
定
め
る
作
業
管
理
お
よ
び
第
１
２
０
条
の
４
に
定
め
る
使
用

前
事
業
者
検
査
の
実
施
を
考
慮
す
る
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 
 （
作
業
管
理
）
 

第
１
２
０
条
の
３
 
原
子
力
部
門
は
、
前
条
の
設
計
管
理
の
結
果
に
従
い
工
事
を
実
施
す
る
。

 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
点
検
お
よ
び
工
事
を
行
う
場
合
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
次
の
事
項
を
考
慮
し
た
作
業
管
理
を
行
う
。

 

(
1)
 他
の
原
子
炉
施
設
お
よ
び
周
辺
環
境
か
ら
の
影
響
に
よ
る
作
業
対
象
設
備
の
損
傷
お
よ
び
劣
化
の

防
止
 

(
2)
 供
用
中
の
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
悪
影
響
の
防
止
 

(
3)
 供
用
開
始
後
の
管
理
上
重
要
な
初
期
デ
ー
タ
の
採
取
 

(
4)
 作
業
工
程
の
管
理
 

(
5)
 供
用
開
始
ま
で
の
作
業
対
象
設
備
の
管
理
 

(
6)
 第
６
章
に
基
づ
く
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

(
7)
 第
７
章
に
基
づ
く
放
射
線
管
理
 

３
．
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
状
況
を
日
常
的
に
確
認
し
、
偶
発
故
障
等
の
発
生
も
念
頭
に
、
設
備
等

が
正
常
な
状
態
か
ら
外
れ
、
ま
た
は
外
れ
る
兆
候
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
適
切
に
正
常
な
状
態
に
回
復

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
項
お
よ
び
第
１
４
条
に
よ
る
巡
視
点
検
を
定
期
的
に
行
う
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 
 （
使
用
前
事
業
者
検
査
の
実
施
）
 

第
１
２
０
条
の
４

 
所
長
は
、
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
の
認
可
ま
た
は
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
の
届
出

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
設
工
認
」
と
い
う
。
）
の
対
象
と
な
る
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
設
置
ま
た

は
変
更
の
工
事
に
あ
た
り
、
設
工
認
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
へ
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
使
用
前
事
業
者

検
査
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
を
統
括
す
る
。
 

な
お
、
新
燃
料
の
製
造
時
に
行
う
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
子
燃
料
部
門
統
括
が
統
括
す
る
。
 

２
．
所
長
は
、
第
４
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
置
ま
た
は
変
更
の
工

事
を
実
施
し
た
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
を
、
検
査
実
施
責
任
者
と
し
て
指
名
す
る
。
 

な
お
、
新
燃
料
の
製
造
時
に
行
う
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
子
燃
料
部
門
統
括
が
統
括
す
る
。
 

３
．
前
項
の
検
査
実
施
責
任
者
は
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。

 

(
2)
 検
査
要
領
書
※
１
を
定
め
、
検
査
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 
検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
次
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
項
目

と
、
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
基
準
を
定
め
る
。
 

a
．
設
工
認
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

b
．
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
 

(
4)
 検
査
項
目
ご
と
の
判
定
結
果
を
踏
ま
え
、
検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
前
号

a.
お
よ
び

b.
の
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
を
最
終
判
断
す
る
。
 

４
．
検
査
実
施
責
任
者
は
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
業
務
を
検
査
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、

検
査
員
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
を
指
名
す
る
。
 

(
1)
 第
４
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
置
ま
た
は
変
更
の
工
事
を
実

施
し
た
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
 

(
2)
 検
査
対
象
と
な
る
設
置
ま
た
は
変
更
の
工
事
の
調
達
に
お
け
る
供
給
者
の
な
か
で
、
当
該
工
事
を
実

施
し
た
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
 

(
3)
 前
号
に
掲
げ
る
供
給
者
と
は
別
の
、
当
該
検
査
業
務
に
係
る
役
務
の
供
給
者
 

５
．
検
査
実
施
責
任
者
は
、
検
査
内
容
お
よ
び
検
査
対
象
設
備
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
検
査
実
施
責
任
者
お

よ
び
前
項
に
規
定
す
る
検
査
員
の
立
会
頻
度
を
定
め
、
立
ち
会
う
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
お
よ
び
第
４
項
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
)
 検
査
業
務
に
係
る
役
務
を
調
達
す
る
場
合
、
当
該
役
務
の
供
給
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。

 

(2
)
 検
査
に
係
る
記
録
の
管
理
を
行
う
。
 

(3
)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 ※
１
：
使
用
前
事
業
者
検
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
検
査
の
時
期
、
対
象
、
以
下
に
示
す
方

法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
検
査
要
領
書
を
定
め
る
。

 

a
.構
造
、
強
度
お
よ
び
漏
え
い
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

b
.機
能
お
よ
び
性
能
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

 

c
.そ
の
他
設
置
ま
た
は
変
更
の
工
事
が
そ
の
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
  

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）
 

第
１
２
０
条
の
４
 
所
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査

(
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。

)に
係
る
責

任
を
有
し
、
検
査
に
必
要
な
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。
 

 ２
．
各
課
（
室
）
長
は
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を
確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。
 

  

(
1)
 検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。

 

(
3)
 検
査
の
手
順
に
従
い
実
施
す
る
。
 

               

(
4)
 検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
5)
 検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

 （
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
２
０
条
の
５

 
所
長
は
、
原
子
炉
施
設
が
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に

関
す
る
規
則
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
定
期
に
確
認
す
る
た
め
の
定
期
事
業
者
検
査
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
を
統
括
す
る
。
 

２
．
所
長
は
、
第
４
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
備
等
の
所
管
課

（
室
）
と
は
別
の
組
織
の
者
を
、
検
査
実
施
責
任
者
と
し
て
指
名
す
る
。
 

３
．
前
項
の
検
査
実
施
責
任
者
は
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。

 

(
2)
 検
査
要
領
書
※
１
を
定
め
、
検
査
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

則
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
項
目
と
、
検
査
項
目
ご
と
の
判

定
基
準
を
定
め
る
。
 

(
4)
 検
査
項
目
ご
と
の
判
定
結
果
を
踏
ま
え
、
検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
前
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
を
最
終
判
断
す
る
。
 

４
．
検
査
実
施
責
任
者
は
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
業
務
を
検
査
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、

検
査
員
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の
を
指
名
す
る
。
 

(
1)
 第
４
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
備
の
設
備
管
理
部
署
と
は
別

の
組
織
の
者
 

(
2)
 検
査
対
象
と
な
る
設
備
の
工
事
ま
た
は
点
検
の
調
達
に
お
け
る
供
給
者
の
な
か
で
、
当
該
工
事
ま
た

は
点
検
を
実
施
す
る
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
 

(
3)
 前
号
に
掲
げ
る
供
給
者
と
は
別
の
、
当
該
検
査
業
務
に
係
る
役
務
の
供
給
者
 

５
．
検
査
実
施
責
任
者
は
、
検
査
内
容
お
よ
び
検
査
対
象
設
備
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
検
査
実
施
責
任
者
お

よ
び
前
項
に
規
定
す
る
検
査
員
の
立
会
頻
度
を
定
め
、
立
ち
会
う
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
お
よ
び
第
４
項
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 検
査
業
務
に
係
る
役
務
を
調
達
す
る
場
合
、
当
該
役
務
の
供
給
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
2)
 検
査
に
係
る
記
録
の
管
理
を
行
う
。
 

(
3)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 ※
１
：
各
プ
ラ
ン
ト
の
特
徴
に
応
じ
、
検
査
の
時
期
、
対
象
、
以
下
に
示
す
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め

た
検
査
要
領
書
を
定
め
る
。
 

a
．
開
放
、
分
解
、
非
破
壊
検
査
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
、
摩
耗
お
よ
び
異
常
の
発
生
状
況
を

確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

b
．
試
運
転
そ
の
他
の
機
能
お
よ
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

c．
a
、
ｂ
に
よ
る
方
法
の
ほ
か
、
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
状
態
を
維
持
す
る
か
ど
う
か
を
判
定

す
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
お
よ
び
長
期
保
守
管
理
方
針
）
 

第
１
２
０
条
の
２
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
重
要
度
分
類
指
針
に
お
け
る
ク
ラ
ス

１
、
２
、
３
の
機
能
を
有
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
な
ら
び
に
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る

機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
※
２
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
機
器
お
よ
び
構
造
物
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

営
業
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
４
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
実
施
し
た
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
第
１

２
条
の
２
に
定
め
る
原
子
炉
の
運
転
期
間
を
変
更
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
他
経
年
劣
化
に
関
す
る
技

術
的
な
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条
件
、
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
当
該
評
価
の
見
直
し
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
策
定
し
た
長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
す
る
。

 

(
1)
 経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
 

(
2)
 前
号
に
基
づ
く
長
期
保
守
管
理
方
針
の
策
定
※
３
 

２
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
機
器
お
よ
び
構
造
物
に
つ
い
て
、
営
業
運
転
を
開
始
し

た
日
以
後
５
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
前

項
(
1)
、
(2
)
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

３
．
長
期
保
守
管
理
方
針
は
添
付
６
に
示
す
も
の
と
す
る
。
 

 ※
１
：
動
作
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
に
関
し
、
原
子
炉
施
設
の
供
用
に
伴
う
劣
化
の
状
況

が
的
確
に
把
握
さ
れ
る
箇
所
を
除
く
。

 

※
２
：「
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造

及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第
４
３
条
第
２
項
の
設
備
を
い
う
。
 

※
３
：
延
長
す
る
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
方
針
。

 

 （
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
お
よ
び
長
期
施
設
管
理
方
針
）
 

第
１
２
０
条
の
６
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
重
要
度
分
類
指
針
に
お
け
る
ク
ラ
ス

１
、
２
、
３
の
機
能
を
有
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
な
ら
び
に
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る

機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
※
２
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
機
器
お
よ
び
構
造
物
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

営
業
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
４
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
実
施
し
た
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
第
１

２
条
の
２
に
定
め
る
原
子
炉
の
運
転
期
間
を
変
更
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
他
経
年
劣
化
に
関
す
る
技

術
的
な
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条
件
、
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
当
該
評
価
の
見
直
し
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
策
定
し
た
長
期
施
設
管
理
方
針
を
変
更
す
る
。

 

(
1)
 経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
 

(
2)
 前
号
に
基
づ
く
長
期
施
設
管
理
方
針
の
策
定
※
３
 

２
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
機
器
お
よ
び
構
造
物
に
つ
い
て
、
営
業
運
転
を
開
始
し
た
日

以
後
５
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
前
項

(
1)
、

(
2
)
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

３
．
長
期
施
設
管
理
方
針
は
添
付
６
に
示
す
も
の
と
す
る
。

 

 ※
１
：
動
作
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
に
関
し
、
原
子
炉
施
設
の
供
用
に
伴
う
劣
化
の
状
況

が
的
確
に
把
握
さ
れ
る
箇
所
を
除
く
。

 

※
２
：
「
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第
４
３
条
第
２
項
の
設
備
を
い
う
。
 

※
３
：
延
長
す
る
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
方
針
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
法

令
改
正
に
伴
う
名
称

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 （
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
）
 

第
１
２
０
条
の
３
 
所
長
は
、
溶
接
事
業
者
検
査

(
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。

)に
係
る
責

任
を
有
し
、
検
査
に
必
要
な
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を
確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。

 

(
3)
 検
査
の
手
順
に
係
る
工
程
が
管
理
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4)
 検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
5)
 検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

 

(削
除

) 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
１
０
章
 
保
安
教
育
 

 （
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
１
３
１
条

 
所
長
室
長
は
、
毎
年
度
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
お
よ
び
管
理
を
行
う
所
員
へ
の
保
安
教
育
実

施
計
画
を
表
１
３
１
－
１
、
表
１
３
１
－
２
お
よ
び
表
１
３
１
－
３
の
実
施
方
針
に
基
づ
い
て
作
成
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

２
．
所
長
室
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
第
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委

員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
保
安
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
年

度
毎
に
実
施
結
果
を
所
長
に
報
告
す
る
。
 

た
だ
し
、
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に

つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
．
所
長
室
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
内
容
の
見
直
し
頻
度
を
定
め
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
の
内
容
を
定
め
る
と
と
も
に
所
長
室
長
が
定
め
る
見
直
し
頻

度
に
従
い
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。
 

 

 

第
１
０
章
 
保
安
教
育
 

 （
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
１
３
１
条

 
所
長
室
長
は
、
毎
年
度
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
お
よ
び
管
理
を
行
う
所
員
へ
の
保
安
教
育
実

施
計
画
を
表
１
３
１
－
１
、
表
１
３
１
－
２
お
よ
び
表
１
３
１
－
３
の
実
施
方
針
に
基
づ
い
て
作
成
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

２
．
所
長
室
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
第
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委

員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
保
安
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
年

度
毎
に
実
施
結
果
を
所
長
に
報
告
す
る
。
 

た
だ
し
、
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に

つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
．
所
長
室
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
内
容
の
見
直
し
頻
度
を
定
め
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
の
内
容
を
定
め
る
と
と
も
に
所
長
室
長
が
定
め
る
見
直
し
頻

度
に
従
い
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

 

 

 変
更
な
し
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（法令改正に伴い、「保守管理」を「施設管理」に変更、保安規定審査基準改正に伴い

「サーベランス」を「サーベイランス」に変更） 

表１３１－１ 
保安教育実施方針（総括表） 

保安教育の内容 
対象者と教育時間 ※３ 

運転員（１，２号炉担当および３号炉担当） 

燃料取替の業務に
関わる者 

左記以外の技術系
所員 

事務系所員 
大分類 

中分類 
（実用炉規則第９２条

の内容） 

小分類 
(項目） 

内    容 実施時期 

当直課長 
（１，２号炉担当を

含む） 
当直主任 

（３号炉担当） 

当直班長 
（３号炉担当） 
原子炉制御員 
（３号炉担当） 

主機運転員 
（３号炉担当） 
その他運転員 
（１，２号炉担

当） 

補機運転員 
（３号炉担当） 

放射性廃棄物処理
設備の業務に関わ

る者 

入所時に 
実施する 
教育 
※１ 

関係法令および保安規
定の遵守に関すること 

原子炉等規制法および法令等の遵
守※２ 

原子炉等規制法に関連する法令の概要および法令等の
遵守※２ 

入所時（原子
力発電所新規
配属時） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

原子炉施設の構造、性
能に関すること 

設備概要、主要系統の機能 
原子炉のしくみ 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

原子炉容器等主要機器の構造に関すること 
原子炉冷却系統等主要系統の機能・性能に関すること 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

○ 
（0.5時間以上） 

× 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 非常時の場合に講ずべき処置の概要 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 

放射線業 
務従事者 
教育 
※１ 

関係法令および保安規定の遵守に関すること 
法、令、労働安全衛生規則および電離放射線障害防止規
則の関係条項 

管理区域内に
おいて核燃料
物質、使用済
燃料またはこ
れらによって
汚染された物
を取り扱う業
務に就かせる
とき 

対象者と教育時間は、表１３１－２参照 

原子炉施設の構造、性能に関すること 
原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の設備の
構造に関すること 

放射線管理に関すること 

原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の設備の
取扱いの方法 

管理区域への立入りおよび退去の手順 

外部放射線による線量当量率および空気中の放射性物
質の濃度の監視の方法 

電離放射線が生体の細胞、組織、器官および全身に与え
る影響 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染された物の取
扱いに関すること 

核燃料物質または使用済燃料またはこれらによって汚
染された物の種類および性状ならびに運搬、貯蔵、廃棄
の作業の方法・順序 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 異常な事態が発生した場合における応急措置の方法 

その他 
反復教育 

関係法令および保安規
定の遵守に関すること 

原子炉施設保安規定および法令等
の遵守※２ 

総則、品質保証、保安管理体制および評価、保安教育、
記録および報告に関することおよび法令等の遵守※２ 

１回／１０年
毎以上 

対象者と実施時期、教育時間に 
ついては、表１３１－３参照 

○ 
（１時間以上) 

○ 
（１時間以上) 

原子炉施設の運転に関
すること 

運転管理 

臨界管理に関すること 

○ 
（１時間以上） 

× 

運転上の留意事項に関すること、通則に関すること 

運転上の制限に関すること 

異常時の措置に関すること 

原子炉物理・理論に関すること 

× 

巡視点検に関すること 

定期的に実施するサーベランスの操作に関すること 

異常時対応（現場機器対応）※４ 

異常時対応（中央制御室内対応）※４ 

異常時対応（指揮、状況判断）※４ 

運転訓練 

シミュレータ訓練Ⅰ（直員連携訓練） 

シミュレータ訓練Ⅱ（起動停止・異常時・警報発生時対
応訓練） 

シミュレータ訓練Ⅲ（起動停止・異常時・警報発生時の
対応・判断・指揮命令訓練） 

保守管理 保守管理計画に関すること 
○ 

（１時間以上） 

放射線管理に関するこ
と 

放射線管理 

放射線測定器の取扱い 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

○ 
（１時間以上） 

× 

管理区域への出入り管理等、区域管理に関すること 

線量限度等、被ばく管理に関すること 

外部放射線に係る線量当量率等の測定に関すること 

管理区域外への移動等物品移動の管理に関すること 

請負会社等の放射線防護に関すること 

核燃料物質および 
核燃料物質によって 
汚染された物の取 
扱いに関すること 

放射性廃棄物管理 放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること 
対象者と実施時期、教育時間に 
ついては、表１３１－３参照 

○ 
（０．５時間以上) 

× 

燃料管理 
燃料管理における臨界管理 ○ 

（０．５時間以
上） 燃料の検査、取替、運搬および貯蔵に関すること 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 

緊急事態応急対策等、原子力防災対策活動に関すること 

１回／年以上 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

重大事故等および大規模損壊発生時における原子炉施
設の保全のための活動に関すること 

火災発生時の措置に関すること 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

内部溢水発生時の措置に関すること 

火山影響等およびその他自然災害（地震、津波および
竜巻等）発生時の措置に関すること 

※１：各課（室）長が、所長により別途承認された基準に従い、各項目の全部または一部について十分な知識
および技能を有していると認めた者については、該当する教育について省略することができる。 

※２：法令等の遵守とは、関係法令および保安規定の遵守に関することをいう。 
※３：各対象者に要求されている教育項目は、対象者となった時点から課せられる。 
※４：重大事故等および大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動に関すること、火災、内部

溢水、火山影響等およびその他自然災害発生時の措置に関することを含み、その実施時期は、１回／年
以上とする。 

 

◎：全員が教育の対象者（関連する業務内容に応じて教育内容に濃淡あり） 
○：業務に関連する者が教育の対象（関連する業務内容に応じ教育内容に濃淡あり） 
×：教育の対象外 
（ ）：合計の教育時間 

表１３１－１ 
保安教育実施方針（総括表） 

保安教育の内容 
対象者と教育時間 ※３ 

運転員（１，２号炉担当および３号炉担当） 

燃料取替の業務に
関わる者 

左記以外の技術系
所員 

事務系所員 
大分類 

中分類 
（実用炉規則第９２条

の内容） 

小分類 
(項目） 

内    容 実施時期 

当直課長 
（１，２号炉担当を

含む） 
当直主任 

（３号炉担当） 

当直班長 
（３号炉担当） 
原子炉制御員 
（３号炉担当） 

主機運転員 
（３号炉担当） 
その他運転員 
（１，２号炉担

当） 

補機運転員 
（３号炉担当） 

放射性廃棄物処理
設備の業務に関わ

る者 

入所時に 
実施する 
教育 
※１ 

関係法令および保安規
定の遵守に関すること 

原子炉等規制法および法令等の遵
守※２ 

原子炉等規制法に関連する法令の概要および法令等の
遵守※２ 

入所時（原子
力発電所新規
配属時） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

原子炉施設の構造、性
能に関すること 

設備概要、主要系統の機能 

原子炉のしくみ 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 

原子炉容器等主要機器の構造に関すること 
原子炉冷却系統等主要系統の機能・性能に関すること 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

◎ 
（0.5時間以上） 

○ 
（0.5時間以上） 

× 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 非常時の場合に講ずべき処置の概要 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 
◎ 

（0.5時間以上） 

放射線業 
務従事者 
教育 
※１ 

関係法令および保安規定の遵守に関すること 
法、令、労働安全衛生規則および電離放射線障害防止規
則の関係条項 

管理区域内に
おいて核燃料
物質、使用済
燃料またはこ
れらによって
汚染された物
を取り扱う業
務に就かせる
とき 

対象者と教育時間は、表１３１－２参照 

原子炉施設の構造、性能に関すること 
原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の設備の
構造に関すること 

放射線管理に関すること 

原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の設備の
取扱いの方法 

管理区域への立入りおよび退去の手順 

外部放射線による線量当量率および空気中の放射性物
質の濃度の監視の方法 

電離放射線が生体の細胞、組織、器官および全身に与え
る影響 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染された物の取
扱いに関すること 

核燃料物質または使用済燃料またはこれらによって汚
染された物の種類および性状ならびに運搬、貯蔵、廃棄
の作業の方法・順序 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 異常な事態が発生した場合における応急措置の方法 

その他 
反復教育 

関係法令および保安規
定の遵守に関すること 

原子炉施設保安規定および法令等
の遵守※２ 

総則、品質保証、保安管理体制および評価、保安教育、
記録および報告に関することおよび法令等の遵守※２ 

１回／１０年
毎以上 

対象者と実施時期、教育時間に 
ついては、表１３１－３参照 

○ 
（１時間以上) 

○ 
（１時間以上) 

原子炉施設の運転に関
すること 

運転管理 

臨界管理に関すること 

○ 
（１時間以上） 

× 

運転上の留意事項に関すること、通則に関すること 

運転上の制限に関すること 

異常時の措置に関すること 

原子炉物理・理論に関すること 

× 

巡視点検に関すること 

定期的に実施するサーベイランスの操作に関すること 

異常時対応（現場機器対応）※４ 

異常時対応（中央制御室内対応）※４ 

異常時対応（指揮、状況判断）※４ 

運転訓練 

シミュレータ訓練Ⅰ（直員連携訓練） 

シミュレータ訓練Ⅱ（起動停止・異常時・警報発生時対
応訓練） 

シミュレータ訓練Ⅲ（起動停止・異常時・警報発生時の
対応・判断・指揮命令訓練） 

施設管理 施設管理計画に関すること 
○ 

（１時間以上） 

放射線管理に関するこ
と 

放射線管理 

放射線測定器の取扱い 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

○ 
（１時間以上） 

× 

管理区域への出入り管理等、区域管理に関すること 

線量限度等、被ばく管理に関すること 

外部放射線に係る線量当量率等の測定に関すること 

管理区域外への移動等物品移動の管理に関すること 

請負会社等の放射線防護に関すること 

核燃料物質および 
核燃料物質によって 
汚染された物の取 
扱いに関すること 

放射性廃棄物管理 放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること 

対象者と実施時期、教育時間に 
ついては、表１３１－３参照 

○ 
（０．５時間以上) 

× 

燃料管理 
燃料管理における臨界管理 ○ 

（０．５時間以
上） 

燃料の検査、取替、運搬および貯蔵に関すること 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 

緊急事態応急対策等、原子力防災対策活動に関すること 

１回／年以上 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

重大事故等および大規模損壊発生時における原子炉施
設の保全のための活動に関すること 

火災発生時の措置に関すること 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

◎ 
（１時間以上） 

内部溢水発生時の措置に関すること 

火山影響等およびその他自然災害（地震、津波および
竜巻等）発生時の措置に関すること 

※１：各課（室）長が、所長により別途承認された基準に従い、各項目の全部または一部について十分な知識
および技能を有していると認めた者については、該当する教育について省略することができる。 

※２：法令等の遵守とは、関係法令および保安規定の遵守に関することをいう。 
※３：各対象者に要求されている教育項目は、対象者となった時点から課せられる。 
※４：重大事故等および大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動に関すること、火災、内部

溢水、火山影響等およびその他自然災害発生時の措置に関することを含み、その実施時期は、１回／年
以上とする。 

 

◎：全員が教育の対象者（関連する業務内容に応じて教育内容に濃淡あり） 
○：業務に関連する者が教育の対象（関連する業務内容に応じ教育内容に濃淡あり） 
×：教育の対象外 
（ ）：合計の教育時間 
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原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（法令改正に伴い、「保守および点検」を「保全」に変更） 

  

表１３１－２ 
保安教育実施方針（放射線業務従事者教育） 

 

総括表中分類との対応 内    容 

対象者と教育時間 ※２ 

電離放射線障害防止規則の分類 

運転員（１，２号炉担当および３号炉担当） 

燃料取替の業務
に関わる者 

左記以外の 
技術系所員 

事務系所員 

当直課長 
（１，２号炉担
当を含む） 
当直主任 

（３号炉担当） 

当直班長 
（３号炉担当） 
原子炉制御員 
（３号炉担当） 

主機運転員 
（３号炉担当） 
その他運転員
（１，２号炉担

当） 

補機運転員 
（３号炉担当） 

放射性廃棄物 
処理設備の業務 
に関わる者 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

①核燃料物質または使用済燃料の種類および性状 
②核燃料物質または使用済燃料によって汚染され
た物の種類および性状 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

核燃料物質もしくは使用済燃料また
はこれらによって汚染された物に関
する知識 

放射線管理に関すること ※１ ①管理区域に関すること 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

原子炉施設における作業の方法に関
する知識 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

②核燃料物質もしくは使用済燃料またはこれらに
よって汚染された物の運搬、貯蔵および廃棄の
作業の方法および順序 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

③核燃料物質または使用済燃料によって汚染され
た設備の保全の作業の方法および順序 

放射線管理に関すること ※１ 
④外部放射線による線量当量率および空気中の放
射性物質の濃度の監視の方法 

放射線管理に関すること ※１ 
⑤天井、床、壁、設備等の表面の汚染の状態の確
認および汚染の除去の方法 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 
※１ 

⑥異常な事態が発生した場合における応急の措置
の方法 

・原子炉施設の構造、性能に関すること 
・放射線管理に関すること 
      ※１ 

原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の
設備の構造および取扱いの方法 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

原子炉施設に係る設備の構造および
取扱いの方法に関する知識 

放射線管理に関すること ※１ 
①電離放射線の種類および性質 
②電離放射線が生体の細胞、組織、器官および全
身に与える影響 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

電離放射線の生体に与える影響 

関係法令および保安規定の遵守に関するこ
と ※１ 

法、令、労働安全衛生規則および電離放射線障害
防止規則の関係条項 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

○ 

（１時間以上） 

○ 

（１時間以上） 
関係法令 

放射線管理に関すること ※１ ①管理区域への立入りおよび退去の手順 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

○ 

（２時間以上） 

○ 

（２時間以上） 

原子炉施設における作業の方法およ
び同施設に係る設備の取扱い 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

②核燃料物質もしくは使用済燃料またはこれらに
よって汚染された物の運搬、貯蔵および廃棄の
作業 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

③核燃料物質または使用済燃料によって汚染され
た設備の保全の作業 

放射線管理に関すること ※１ 
④外部放射線による線量当量率および空気中の放
射性物質の濃度の監視 

放射線管理に関すること ※１ 
⑤天井、床、壁、設備等の表面の汚染の状態の確
認および汚染の除去 

・原子炉施設の構造、性能に関すること 
・放射線管理に関すること 
      ※１ 

⑥原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他
の設備の取扱い 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 
 ※１ 

⑦異常な事態が発生した場合における応急の措置 

※１：各課（室）長が、所長により別途承認された基準に従い、各項目の全部または一部について十分な知
識および技能を有していると認めた者については、該当する教育について省略することができる。 

※２：各対象者に要求されている教育項目は、対象者となった時点から課せられる。 
 

◎：全員が教育の対象者 
○：業務に関連する者が教育の対象 
（ ）：合計の教育時間 

 

表１３１－２ 
保安教育実施方針（放射線業務従事者教育） 

 

総括表中分類との対応 内    容 

対象者と教育時間 ※２ 

電離放射線障害防止規則の分類 

運転員（１，２号炉担当および３号炉担当） 

燃料取替の業務
に関わる者 

左記以外の 
技術系所員 

事務系所員 

当直課長 
（１，２号炉担
当を含む） 
当直主任 

（３号炉担当） 

当直班長 
（３号炉担当） 
原子炉制御員 
（３号炉担当） 

主機運転員 
（３号炉担当） 
その他運転員
（１，２号炉担

当） 

補機運転員 
（３号炉担当） 

放射性廃棄物 
処理設備の業務 
に関わる者 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

①核燃料物質または使用済燃料の種類および性状 
②核燃料物質または使用済燃料によって汚染され
た物の種類および性状 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

核燃料物質もしくは使用済燃料また
はこれらによって汚染された物に関
する知識 

放射線管理に関すること ※１ ①管理区域に関すること 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

原子炉施設における作業の方法に関
する知識 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

②核燃料物質もしくは使用済燃料またはこれらに
よって汚染された物の運搬、貯蔵および廃棄の
作業の方法および順序 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

③核燃料物質または使用済燃料によって汚染され
た設備の保守および点検の作業の方法および順
序 

放射線管理に関すること ※１ 
④外部放射線による線量当量率および空気中の放
射性物質の濃度の監視の方法 

放射線管理に関すること ※１ 
⑤天井、床、壁、設備等の表面の汚染の状態の確
認および汚染の除去の方法 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 
※１ 

⑥異常な事態が発生した場合における応急の措置
の方法 

・原子炉施設の構造、性能に関すること 
・放射線管理に関すること 
      ※１ 

原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他の
設備の構造および取扱いの方法 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

◎ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

○ 

（１．５時間以

上） 

原子炉施設に係る設備の構造および
取扱いの方法に関する知識 

放射線管理に関すること ※１ 
①電離放射線の種類および性質 
②電離放射線が生体の細胞、組織、器官および全
身に与える影響 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

◎ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

○ 

（０．５時間以

上） 

電離放射線の生体に与える影響 

関係法令および保安規定の遵守に関するこ
と ※１ 

法、令、労働安全衛生規則および電離放射線障害
防止規則の関係条項 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

◎ 

（１時間以上） 

○ 

（１時間以上） 

○ 

（１時間以上） 
関係法令 

放射線管理に関すること ※１ ①管理区域への立入りおよび退去の手順 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

◎ 

（２時間以上） 

○ 

（２時間以上） 

○ 

（２時間以上） 

原子炉施設における作業の方法およ
び同施設に係る設備の取扱い 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

②核燃料物質もしくは使用済燃料またはこれらに
よって汚染された物の運搬、貯蔵および廃棄の
作業 

核燃料物質および核燃料物質によって汚染
された物の取扱いに関すること ※１ 

③核燃料物質または使用済燃料によって汚染され
た設備の保守および点検の作業 

放射線管理に関すること ※１ 
④外部放射線による線量当量率および空気中の放
射性物質の濃度の監視 

放射線管理に関すること ※１ 
⑤天井、床、壁、設備等の表面の汚染の状態の確
認および汚染の除去 

・原子炉施設の構造、性能に関すること 
・放射線管理に関すること 
      ※１ 

⑥原子炉、放射性廃棄物の廃棄設備およびその他
の設備の取扱い 

非常の場合に講ずべき処置に関すること 
 ※１ 

⑦異常な事態が発生した場合における応急の措置 

※１：各課（室）長が、所長により別途承認された基準に従い、各項目の全部または一部について十分な知
識および技能を有していると認めた者については、該当する教育について省略することができる。 

※２：各対象者に要求されている教育項目は、対象者となった時点から課せられる。 
 

◎：全員が教育の対象者 
○：業務に関連する者が教育の対象 
（ ）：合計の教育時間 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（法令改正に伴い、「保守管理」を「施設管理」に、「定期検査」を「定期事業者検査」に

変更、保安規定審査基準改正に伴い「サーベランス」を「サーベイランス」に変更） 

  

表１３1－３ 
保安教育実施方針（運転員等） 

※６：重大事故等および大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動に関すること、 
火災、内部溢水、火山影響等およびその他自然災害発生時の措置に関することを含む。 

保安教育の内容 

具体的教育内容 

対象者 ※１ 

実施時期および教育時間 

運転員（１，２号炉担当および３号炉担当） 

燃料取替の業務に関
わる者 中分類 

小分類 
（項目） 

細目 

当直課長 
（１，２号炉担当を

含む） 
当直主任 

（３号炉担当） 

当直班長 
（３号炉担当） 
原子炉制御員 
（３号炉担当） 

主機運転員 
（３号炉担当） 
その他運転員 

（１，２号炉担当） 

補機運転員 
（３号炉担当） 

放射性廃棄物処理設
備の業務に関わる者 

関係法令および
保安規定の遵守
に関すること 

原子炉施設保安規定および法令等 
の遵守※２ 

総則、品質保証、保安管理体制および評価、保安教
育、記録および報告に関する規則の概要および法令
等の遵守※２ 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

＜運転員＞ 
３年間で３０時間以上※４ 
※５(下記※５と同枠内） 
 
＜放射性廃棄物処理設備の業務に
関わる者＞ 
３年間で２４時間以上※４ 
※５(下記※５と同枠内） 
 
＜燃料取替業務に関わる者＞ 
３年間で３時間以上※４ 
※５(下記※５と同枠内) 

保安に関する各組織および各職務の具体的役割と
確認すべき記録 

◎ × × × × × 

原子炉施設の運
転に関すること 

運転管理 

原子炉物理・臨界管理 原子炉物理・臨界管理に関すること ◎※３ ◎ ◎※３ ◎ × × 

運転管理Ⅰ 

運転上の通則についての概要 

◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

× 
運転上の留意事項の概要 

運転上の制限の概要 

異常時の措置の概要 

巡視点検・定期的 
検査Ⅰ 

巡視点検の範囲と確認項目 

◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

× 
定期的に実施するサーベイランスの内容と頻度 

異常時対応※６ 
（現場機器対応） 

原子炉の起動停止の概要 

◎ ◎ ◎ ◎ 

× 

× 

各設備の運転操作の概要（現場操作） ◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

警報発生時の対応操作（現場操作） 

異常時操作の対応（現場操作） × 

運転管理Ⅱ 

運転上の通則の適用と根拠 

◎ ◎ ◎ × × × 

運転上の留意事項の基準値と管理方法 

運転上の制限の具体的値と制限を超えた場合の措
置 

異常時の措置を実施する際の運転操作基準 

巡視点検・定期的 
検査Ⅱ 

巡視点検時の確認項目の根拠 
◎ ◎ ◎ × × × 

定期的に実施するサーベイランスの操作と基準値 

異常時対応※６ 
（中央制御室内対応） 

原子炉の起動停止に関する操作と監視項目 

◎ ◎ ◎ × × × 
各設備の運転操作と監視項目 

警報発生時の対応操作（中央制御室） 

異常時操作の対応（中央制御室） 

運転管理Ⅲ 

運転上の通則に関する留意事項の根拠と制限を超
える場合の措置 

◎ × × × × × 
制限および制限を超えた場合の措置の根拠と運用 

異常時の措置を実施する際の運転操作基準の根拠 

異常時対応※６ 
（指揮、状況判断） 

異常時操作の対応（判断・指揮命令） 
◎ × × × × × 

警報発生時の監視項目 

運転訓練 

シミュレータ訓練Ⅰ 運転操作の際の連携訓練 ◎※３ ◎ ◎※３ ◎ × × ３年間で１５時間以上 

シミュレータ訓練Ⅱ 起動停止・異常時・警報発生時対応訓練 × ◎ × × × × ３年間で９時間以上 

シミュレータ訓練Ⅲ 
起動停止・異常時・警報発生時の対応・判断・指揮
命令訓練 

◎※３ × × × × × ３年間で９時間以上 

施設管理 

施設管理計画に 
関することⅠ 

定期事業者検査時の検査項目概要 ◎ ◎ ◎ ◎ × × ＜運転員＞ 
３年間で３０時間以上※４ 
※５（上記※５と同枠内） 
＜放射性廃棄物処理設備の業務に
関わる者＞ 
３年間で２４時間以上※４ 
※５（上記※５と同枠内） 
＜燃料取替業務に関わる者＞ 
３年間で３時間以上※４ 
※５(上記※５と同枠内) 

施設管理計画に 
関することⅡ 

定期事業者検査時の検査項目の根拠 ◎ × × × × × 

核燃料物質およ
び核燃料物質に
よって汚染され
た物の取扱いに
関すること 

放射性廃棄物
管理 

放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること ◎※３ ◎ ◎※３ ◎ 

◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

× 

燃料管理 
燃料の臨界管理に関すること 

◎※３ ◎ ◎※３ ◎ × ◎ 
燃料の検査・取替・運搬および貯蔵に関すること 

※１：各対象者に要求されている教育項目は、対象者となった時点から課せられる。 

※２：法令等の遵守とは、関係法令および保安規定の遵守に関することをいう。 
※３：３号炉担当のみ。 
※４：記載するに当たっての考えは、以下のとおり。 

・本教育は、同一細目であっても対象者の職位に応じて理解の範囲、深さに差がある（あ
る教育で、複数の細目をカバーする場合もある）。 
・この○年間で○○時間以上とは、運転員が行う一連の教育の時間であり、上表はこの教
育時間の中に含まれている（上述の表の細目の時間を累積した時間ではない）。 
・各細目の内容が密接に関わっていることから細目毎の時間の区別は行わない。 

 ◎：全員が教育の対象者（関連する業務内容に応じて教育内容に濃淡あり） 
×：教育の対象外 

表１３1－３ 
保安教育実施方針（運転員等） 

※６：重大事故等および大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動に関すること、 
火災、内部溢水、火山影響等およびその他自然災害発生時の措置に関することを含む。 

保安教育の内容 

具体的教育内容 

対象者 ※１ 

実施時期および教育時間 

運転員（１，２号炉担当および３号炉担当） 

燃料取替の業務に関
わる者 中分類 

小分類 
（項目） 

細目 

当直課長 
（１，２号炉担当を

含む） 
当直主任 

（３号炉担当） 

当直班長 
（３号炉担当） 
原子炉制御員 
（３号炉担当） 

主機運転員 
（３号炉担当） 
その他運転員 

（１，２号炉担当） 

補機運転員 
（３号炉担当） 

放射性廃棄物処理設
備の業務に関わる者 

関係法令および
保安規定の遵守
に関すること 

原子炉施設保安規定および法令等 
の遵守※２ 

総則、品質保証、保安管理体制および評価、保安教
育、記録および報告に関する規則の概要および法令
等の遵守※２ 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

＜運転員＞ 
３年間で３０時間以上※４ 
※５(下記※５と同枠内） 
 
＜放射性廃棄物処理設備の業務に
関わる者＞ 
３年間で２４時間以上※４ 
※５(下記※５と同枠内） 
 
＜燃料取替業務に関わる者＞ 
３年間で３時間以上※４ 
※５(下記※５と同枠内) 

保安に関する各組織および各職務の具体的役割と
確認すべき記録 

◎ × × × × × 

原子炉施設の運
転に関すること 

運転管理 

原子炉物理・臨界管理 原子炉物理・臨界管理に関すること ◎※３ ◎ ◎※３ ◎ × × 

運転管理Ⅰ 

運転上の通則についての概要 

◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

× 
運転上の留意事項の概要 

運転上の制限の概要 

異常時の措置の概要 

巡視点検・定期的 
検査Ⅰ 

巡視点検の範囲と確認項目 

◎ ◎ ◎ ◎ 

◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

× 
定期的に実施するサーベランスの内容と頻度 

異常時対応※６ 
（現場機器対応） 

原子炉の起動停止の概要 

◎ ◎ ◎ ◎ 

× 

× 

各設備の運転操作の概要（現場操作） ◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

警報発生時の対応操作（現場操作） 

異常時操作の対応（現場操作） × 

運転管理Ⅱ 

運転上の通則の適用と根拠 

◎ ◎ ◎ × × × 

運転上の留意事項の基準値と管理方法 

運転上の制限の具体的値と制限を超えた場合の措
置 

異常時の措置を実施する際の運転操作基準 

巡視点検・定期的 
検査Ⅱ 

巡視点検時の確認項目の根拠 
◎ ◎ ◎ × × × 

定期的に実施するサーベランスの操作と基準値 

異常時対応※６ 
（中央制御室内対応） 

原子炉の起動停止に関する操作と監視項目 

◎ ◎ ◎ × × × 
各設備の運転操作と監視項目 

警報発生時の対応操作（中央制御室） 

異常時操作の対応（中央制御室） 

運転管理Ⅲ 

運転上の通則に関する留意事項の根拠と制限を超
える場合の措置 

◎ × × × × × 
制限および制限を超えた場合の措置の根拠と運用 

異常時の措置を実施する際の運転操作基準の根拠 

異常時対応※６ 
（指揮、状況判断） 

異常時操作の対応（判断・指揮命令） 
◎ × × × × × 

警報発生時の監視項目 

運転訓練 

シミュレータ訓練Ⅰ 運転操作の際の連携訓練 ◎※３ ◎ ◎※３ ◎ × × ３年間で１５時間以上 

シミュレータ訓練Ⅱ 起動停止・異常時・警報発生時対応訓練 × ◎ × × × × ３年間で９時間以上 

シミュレータ訓練Ⅲ 
起動停止・異常時・警報発生時の対応・判断・指揮
命令訓練 

◎※３ × × × × × ３年間で９時間以上 

保守管理 

保守管理計画に 
関することⅠ 

定期検査時の検査項目概要 ◎ ◎ ◎ ◎ × × ＜運転員＞ 
３年間で３０時間以上※４ 
※５（上記※５と同枠内） 
＜放射性廃棄物処理設備の業務に
関わる者＞ 
３年間で２４時間以上※４ 
※５（上記※５と同枠内） 
＜燃料取替業務に関わる者＞ 
３年間で３時間以上※４ 
※５(上記※５と同枠内) 

保守管理計画に 
関することⅡ 

定期検査時の検査項目の根拠 ◎ × × × × × 

核燃料物質およ
び核燃料物質に
よって汚染され
た物の取扱いに
関すること 

放射性廃棄物
管理 

放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること ◎※３ ◎ ◎※３ ◎ 

◎ 
（放射性廃棄物 
処理設備に関 
することのみ） 

× 

燃料管理 
燃料の臨界管理に関すること 

◎※３ ◎ ◎※３ ◎ × ◎ 
燃料の検査・取替・運搬および貯蔵に関すること 

※１：各対象者に要求されている教育項目は、対象者となった時点から課せられる。 

※２：法令等の遵守とは、関係法令および保安規定の遵守に関することをいう。 
※３：３号炉担当のみ。 
※４：記載するに当たっての考えは、以下のとおり。 

・本教育は、同一細目であっても対象者の職位に応じて理解の範囲、深さに差がある（あ
る教育で、複数の細目をカバーする場合もある）。 
・この○年間で○○時間以上とは、運転員が行う一連の教育の時間であり、上表はこの教
育時間の中に含まれている（上述の表の細目の時間を累積した時間ではない）。 
・各細目の内容が密接に関わっていることから細目毎の時間の区別は行わない。 

 ◎：全員が教育の対象者（関連する業務内容に応じて教育内容に濃淡あり） 
×：教育の対象外 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

第
１
１
章
 
記
録
お
よ
び
報
告

 

 

（
記
録
）
 

 

第
１
３
３
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
１
３
３
－
１
お
よ
び
表
１
３
３
－
２
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録

を
適
正
※
１
に
作
成

(
表
１
３
３
－
１
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
を
除
く
。

)
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
３
－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正
※
１
に
作
成
し
、
保
存
す
る
。

な
お
、
記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

※
１
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
(
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
)。

 

 表
１
３
３
－
１
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）

 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間

 

１
．
使
用
前
検
査
の
結
果
 

検
査
の
都
度
 

同
一
事
項
に
関
す
る

次
の
検
査
の
時
ま
で

の
期
間
 

２
．
定
期
検
査
の
結
果
 

３
．
原
子
炉
施
設
の
巡
視
ま
た
は
点
検
の
状
況
な

ら
び
に
そ
の
担
当
者
の
氏
名

 
毎
日
１
回
 

巡
視
ま
た
は
点
検
を

実
施
し
た
施
設
ま
た

は
設
備
を
廃
棄
し
た

後
５
年
が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間

 

４
．
保
守
管
理
の
実
施
状
況
お
よ
び
そ
の
担
当
者

の
氏
名
 

(
1)

 保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
お
よ
び
そ

の
担
当
者
の
氏
名
 

(
2)

 点
検
･補
修
等
の
結
果
（
安
全
上
重
要
な
機

器
等
の
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
に
つ
い
て

は
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
の
要
否
の

確
認
結
果
を
含
む
。）
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の

氏
名

 

(
3)

 点
検
･補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評
価
お
よ

び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

(
4)
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処

置
、
予
防
処
置
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

保
守
管
理
の
実
施
の

都
度
 

保
守
管
理
を
実
施
し

た
原
子
炉
施
設
を
解

体
ま
た
は
廃
棄
し
た

後
５
年
が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間

 

５
．
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
、
保
守
管
理
の
目

標
お
よ
び
保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の

評
価
の
結
果
お
よ
び
そ
の
評
価
の
担
当
者
の
氏

名
 

(
1)

 保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の

氏
名

 

(
2)

 保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当

者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価
を
実
施
し
た
原

子
炉
施
設
の
保
守
管

理
に
関
す
る
方
針
、

保
守
管
理
の
目
標
ま

た
は
保
守
管
理
の
実

施
に
関
す
る
計
画
の

改
定
ま
で
の
期
間
 

６
．
熱
出
力
 

原
子
炉
に
燃
料
が
装

荷
さ
れ
て
い
る
場
合

連
続
し
て
 

１
０
年
間

 

７
．
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

１
０
年
間

 

８
．
炉
心
の
温
度
 

１
０
年
間

 

 

第
１
１
章
 
記
録
お
よ
び
報
告
 

 

（
記
録
）
 

 

第
１
３
３
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
１
３
３
－
１
お
よ
び
表
１
３
３
－
２
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録

を
適
正
※
１
に
作
成

(
表
１
３
３
－
１
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
を
除
く
。
)
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
３
－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正
※
１
に
作
成
し
、
保
存
す
る
。

な
お
、
記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

※
１
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う

(
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ

)。
 

 表
１
３
３
－
１
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

１
．
使
用
前
確
認
の
結
果
 

確
認
の
都
度
 

同
一
事
項
に
関
す

る
次
の
確
認
の
時

ま
で
の
期
間
 

 
 

 

２
．
施
設
管
理
の
実
施
状
況
お
よ
び
そ
の
担
当
者

の
氏
名
 

(1
) 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
お
よ
び
そ

の
担
当
者
の
氏
名
 

(2
) 
保
全
の
結
果
（
安
全
上
重
要
な
機
器
等
の
工

事
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続

き
の
要
否
の
確
認
結
果
を
含
む
。）
お
よ
び
そ

の
担
当
者
の
氏
名
 

 (3
) 
保
全
の
結
果
の
確
認
・
評
価
お
よ
び
そ
の
担

当
者
の
氏
名
 

(4
)不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
、
未
然
防
止
処
置

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名

 

施
設
管
理
の
実
施
の

都
度
 

施
設
管
理
を
実
施

し
た
原
子
炉
施
設

を
解
体
ま
た
は
廃

棄
し
た
後
５
年
が

経
過
す
る
ま
で
の

期
間
 

３
．
施
設
管
理
に
関
す
る
方
針
、
施
設
管
理
の
目
標
お

よ
び
施
設
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
評
価
の

結
果
お
よ
び
そ
の
評
価
の
担
当
者
の
氏
名

 

 (1
) 
保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の

氏
名
 

(2
) 
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当

者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価
を
実
施
し
た

原
子
炉
施
設
の
施

設
管
理
に
関
す
る

方
針
、
施
設
管
理

の
目
標
ま
た
は
施

設
管
理
の
実
施
に

関
す
る
計
画
の
改

定
ま
で
の
期
間
 

４
．
熱
出
力
 

原
子
炉
に
燃
料
が
装

荷
さ
れ
て
い
る
場
合

連
続
し
て
 

１
０
年
間
 

５
．
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

１
０
年
間
 

６
．
炉
心
の
温
度

 
１
０
年
間
 

          原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
実
用
炉
規
則
改
正

の
反
映
）
 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
記
録
項
目
の
番
号

繰
り
上
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

※
２
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
点
検
・
故
障
ま
た
は
消
耗
品

の
取
替
え
に
よ
り
記
録
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 
 

 表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

９
．
冷
却
材
入
口
温
度
 

モ
ー
ド
１
お
よ
び
２

に
お
い
て
１
時
間
毎

 

１
０
年
間
 

10
．
冷
却
材
出
口
温
度
 

１
０
年
間
 

11
．
冷
却
材
圧
力

 
１
０
年
間
 

12
．
冷
却
材
流
量

 
１
０
年
間
 

13
．
制
御
棒
位
置

 
１
年
間
 

14
．
再
結
合
装
置
内
の
温
度

 

(1
) 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度

 

(2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度

 

運
転
中
※
３
１
時
間
毎
 

１
年
間
 

15
．
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
の
純
度
お

よ
び
毎
日
の
補
給
量

 

モ
ー
ド
１
お
よ
び
２

に
お
い
て
毎
日
１
回
 

１
年
間
 

16
．
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置

 
配
置
ま
た
は
配
置
替

え
の
都
度
 

取
出
後
１
０
年
間
 

17
．
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果
 

開
始
の
都
度
 

１
年
間
 

18
．
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果
 

停
止
の
都
度
 

１
年
間
 

19
．
運
転
開
始
日
時
 

そ
の
都
度
 

１
年
間
 

20
．
臨
界
到
達
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

21
．
運
転
切
替
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

22
．
緊
急
し
ゃ
断
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

23
．
運
転
停
止
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

24
．
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
の
内
容
※
４
 

そ
の
都
度
 

１
年
間
 

25
．
運
転
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
運
転
員
の
氏
名

な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
交
代
の
日
時
お
よ

び
交
代
時
の
引
継
事
項

 

交
代
の
都
度
 

１
年
間
 

 
 

 

26
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料

体
の
配
置

 

配
置
ま
た
は
配
置
替

え
の
都
度
 

５
年
間
 

27
．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能

の
量
 

払
出
し
の
都
度

 
１
０
年
間
 

2
8．
燃
料
体
の
形
状
ま
た
は
性
状
に
関
す
る
検
査

の
結
果
 

挿
入
前
お
よ
び
取
出

後
（
装
荷
予
定
の
な

い
場
合
を
除
く
）
 

取
出
後
１
０
年
間
 

※
３
：
添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
か
か
る
実
施
基
準
」
に
定
め
る
判
断
基
準
に
よ

り
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
を
起
動
し
て
い
る
期
間
。
 

※
４
：
「
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
付
属
施
設
の
技
術
基

準
に
関
す
る
規
則
第
４
７
条
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
に
規
定
す
る
範
囲
の
警
報
を
い
う
。

 

※
２
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
点
検
・
故
障
ま
た
は
消
耗
品

の
取
替
え
に
よ
り
記
録
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 
 

 表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

７
．
冷
却
材
入
口
温
度
 

モ
ー
ド
１
お
よ
び
２

に
お
い
て
１
時
間
毎
 

１
０
年
間
 

８
．
冷
却
材
出
口
温
度
 

１
０
年
間
 

９
．
冷
却
材
圧
力
 

１
０
年
間
 

10
．
冷
却
材
流
量
 

１
０
年
間
 

11
．
制
御
棒
位
置
 

１
年
間
 

12
．
再
結
合
装
置
内
の
温
度

 

(1
) 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度

 

(2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
 

運
転
中
※
３
１
時
間
毎
 

１
年
間
 

13
．
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
の
純
度
お

よ
び
毎
日
の
補
給
量
 

モ
ー
ド
１
お
よ
び
２

に
お
い
て
毎
日
１
回
 

１
年
間
 

14
．
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置

 
配
置
ま
た
は
配
置
替

え
の
都
度
 

取
出
後
１
０
年
間
 

15
．
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果

 
開
始
の
都
度
 

１
年
間
 

16
．
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果

 
停
止
の
都
度
 

１
年
間
 

17
．
運
転
開
始
日
時
 

そ
の
都
度
 

１
年
間
 

18
．
臨
界
到
達
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

19
．
運
転
切
替
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

20
．
緊
急
し
ゃ
断
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

21
．
運
転
停
止
日
時
 

同
上

 
１
年
間
 

22
．
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
の
内
容
※
４
 

そ
の
都
度
 

１
年
間
 

23
．
運
転
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
運
転
員
の
氏
名

な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
交
代
の
日
時
お
よ

び
交
代
時
の
引
継
事
項

 

交
代
の
都
度
 

１
年
間
 

24
．
運
転
上
の
制
限
の
確
認
お
よ
び
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に

講
じ
た
措
置
 

そ
の
都
度
 

1
年
間
（
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断

し
た
場
合
は
、
当

該
記
録
に
つ
い
て

５
年
間
）
 

25
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料

体
の
配
置

 

配
置
ま
た
は
配
置
替

え
の
都
度
 

５
年
間
 

26
．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能

の
量
 

払
出
し
の
都
度
 

１
０
年
間
 

2
7．
燃
料
体
の
形
状
ま
た
は
性
状
に
関
す
る
検
査

の
結
果
 

挿
入
前
お
よ
び
取
出

後
（
装
荷
予
定
の
な

い
場
合
を
除
く
）
 

取
出
後
１
０
年
間
 

※
３
：
添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
か
か
る
実
施
基
準
」
に
定
め
る
判
断
基
準
に
よ

り
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
を
起
動
し
て
い
る
期
間
。
 

※
４
：
「
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
付
属
施
設
の
技
術
基

準
に
関
す
る
規
則
第
４
７
条
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
に
規
定
す
る
範
囲
の
警
報
を
い
う
。

 

     原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
記
録
項
目
の
番
号

繰
り
上
げ
）
 

                  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
実
用
炉
規
則
改
正

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）

 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間

 

29
．
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
、
放

射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の
放
射
線
し
ゃ
へ
い

物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
 

毎
日
運
転
中
１
回
 

１
０
年
間

 

30
．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視
設

備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排
水
監
視
設
備
に
お
け

る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ
い

て
の
平
均
濃
度

 

１
日
間
の
平
均
濃
度

に
あ
っ
て
は
毎
日
１

回
、
３
月
間
の
平
均

濃
度
に
あ
っ
て
は
３

月
毎
に
１
回
 

１
０
年
間

 

3
1．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１
週

間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
１
週

間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の

密
度

 

毎
週
１
回
 

１
０
年
間

 

3
2．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を
始
期
と
す

る
１
年
間
の
線
量
、
女
子
※
５
の
放
射
線
業
務
従
事

者
の
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ

び
１
月
１
日
を
始
期
と
す
る
各
３
月
間
の
線
量
な

ら
び
に
本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知

る
こ
と
と
な
っ
た
女
子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に

あ
っ
て
は
出
産
ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す

る
１
月
間
の
線
量
 

１
年
間
の
線
量
に
あ

っ
て
は
毎
年
度
１

回
、
３
月
間
の
線
量

に
あ
っ
て
は
３
月
毎

に
１
回
、
１
月
間
の

線
量
に
あ
っ
て
は
１

月
毎
に
１
回
 

※
６
 

3
3．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
が
２

０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
放
射
線
業
務
従
事

者
の
当
該
１
年
間
を
含
む
原
子
力
規
制
委
員
会
が

定
め
る
５
年
間
の
線
量

 

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
に

お
い
て
毎
年
度
１
回

（
左
欄
に
掲
げ
る
当

該
１
年
間
以
降
に
限

る
）

 

※
６
 

3
4．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
し
た

期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期
な
ら
び
に
放
射
線
業
務

従
事
者
の
当
該
期
間
の
線
量
 

そ
の
都
度
 

※
６
 

3
5．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に
就
く
日
の

属
す
る
年
度
に
お
け
る
当
該
日
以
前
の
放
射
線
被

ば
く
の
経
歴
お
よ
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め

る
５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
の

放
射
線
被
ば
く
の
経
歴

 

そ
の
者
が
当
該
業
務

に
就
く
時
 

※
６
 

※
５
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
６
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て

い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関

に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。
 

    

 表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

28
．
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
、
放

射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の
放
射
線
し
ゃ
へ
い

物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
 

毎
日
運
転
中
１
回
 

１
０
年
間
 

29
．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視
設

備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排
水
監
視
設
備
に
お
け

る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ
い

て
の
平
均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度

に
あ
っ
て
は
毎
日
１

回
、
３
月
間
の
平
均

濃
度
に
あ
っ
て
は
３

月
毎
に
１
回
 

１
０
年
間
 

3
0．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１
週

間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
１
週

間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の

密
度
 

毎
週
１
回
 

１
０
年
間
 

3
1．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を
始
期
と
す

る
１
年
間
の
線
量
、
女
子
※
５
の
放
射
線
業
務
従
事

者
の
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ

び
１
月
１
日
を
始
期
と
す
る
各
３
月
間
の
線
量
な

ら
び
に
本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知

る
こ
と
と
な
っ
た
女
子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に

あ
っ
て
は
出
産
ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す

る
１
月
間
の
線
量
 

１
年
間
の
線
量
に
あ

っ
て
は
毎
年
度
１

回
、
３
月
間
の
線
量

に
あ
っ
て
は
３
月
毎

に
１
回
、
１
月
間
の

線
量
に
あ
っ
て
は
１

月
毎
に
１
回
 

※
６
 

3
2．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
が
２

０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
放
射
線
業
務
従
事

者
の
当
該
１
年
間
を
含
む
原
子
力
規
制
委
員
会
が

定
め
る
５
年
間
の
線
量

 

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
に

お
い
て
毎
年
度
１
回

（
左
欄
に
掲
げ
る
当

該
１
年
間
以
降
に
限

る
）

 

※
６
 

3
3．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
し
た

期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期
な
ら
び
に
放
射
線
業
務

従
事
者
の
当
該
期
間
の
線
量
 

そ
の
都
度
 

※
６
 

3
4．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に
就
く
日
の

属
す
る
年
度
に
お
け
る
当
該
日
以
前
の
放
射
線
被

ば
く
の
経
歴
お
よ
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め

る
５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
の

放
射
線
被
ば
く
の
経
歴

 

そ
の
者
が
当
該
業
務

に
就
く
時
 

※
６
 

※
５
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
６
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て

い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関

に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。
 

    

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
記
録
項
目
の
番
号

繰
り
上
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）

 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

3
6．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質

等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運
搬
に
使
用
し
た
容

器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
日
時
お
よ
び
経

路
 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

3
7．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種

類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物

質
の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入

し
、
ま
た
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合

に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び
比
重
な
ら
び
に
そ

の
廃
棄
の
日
、
場
所
お
よ
び
方
法

 

そ
の
廃
棄
の
都
度
 

※
７

 

3
8．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容

器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
 

封
入
ま
た
は
固
型
化

の
都
度
 

※
７

 

3
9．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お

よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
状
況
お
よ

び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ

び
除
去
の
都
度
 

１
年
間
 

4
0．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復
旧
の
日
時

 
そ
の
都
度
 

※
７

 

4
1．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処

置
 

同
上
 

※
７

 

4
2．
事
故
の
原
因
 

同
上
 

※
７

 

4
3．
事
故
後
の
処
置
 

同
上
 

※
７

 

4
4．
風
向
お
よ
び
風
速
 

連
続
し
て
 

１
０
年
間
 

4
5．
降
雨
量
 

同
上
 

１
０
年
間
 

4
6．
大
気
温
度
 

同
上
 

１
０
年
間
 

4
7．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

4
8．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
、
項
目
お
よ
び
受
け
た

者
の
氏
名

 
実
施
の
都
度
 

３
年
間
 

4
9．
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
の
状

況
の
評
価
の
結
果
※
８
 

評
価
の
都
度
 

※
７

 
5
0．
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た
保
安
活
動
へ

の
最
新
の
技
術
的
知
見
の
反
映
状
況
の
評
価
の
結

果
※
８
 

※
７
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

※
８
：
本
記
録
は
、
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
属
員
に
記
録
を
適
正
に
作
成
さ
せ
る
。
な
お
、
所
属
員
は

記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

        

表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

3
5．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質

等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運
搬
に
使
用
し
た
容

器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
日
時
お
よ
び
経

路
 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

3
6．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種

類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物

質
の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入

し
、
ま
た
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合

に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び
比
重
な
ら
び
に
そ

の
廃
棄
の
日
、
場
所
お
よ
び
方
法

 

そ
の
廃
棄
の
都
度
 

※
７
 

3
7．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容

器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
 

封
入
ま
た
は
固
型
化

の
都
度
 

※
７
 

3
8．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お

よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
状
況
お
よ

び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ

び
除
去
の
都
度
 

１
年
間
 

3
9．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復
旧
の
日
時
 

そ
の
都
度
 

※
７
 

4
0．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処

置
 

同
上
 

※
７
 

4
1．
事
故
の
原
因
 

同
上
 

※
７
 

4
2．
事
故
後
の
処
置
 

同
上
 

※
７
 

4
3．
風
向
お
よ
び
風
速
 

連
続
し
て
 

１
０
年
間
 

4
4．
降
雨
量
 

同
上
 

１
０
年
間
 

4
5．
大
気
温
度
 

同
上
 

１
０
年
間
 

4
6．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

4
7．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
、
項
目
お
よ
び
受
け
た

者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

３
年
間
 

4
8．
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
の
状

況
の
評
価
の
結
果
※
８
 

評
価
の
都
度
 

※
７
 

4
9．
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た
保
安
活
動
へ

の
最
新
の
技
術
的
知
見
の
反
映
状
況
の
評
価
の
結

果
※
８
 

※
７
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

※
８
：
本
記
録
は
、
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
属
員
に
記
録
を
適
正
に
作
成
さ
せ
る
。
な
お
、
所
属
員
は

記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

        

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
記
録
項
目
の
番
号

繰
り
上
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
１
３
３
－
２
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
３
７
条

 

お
よ
び
第
５
７
条
に
基
づ
く
記
録
）

 
記
録
す
べ
き
場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
溶
接
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(1
) 
検
査
年
月
日

 

(2
) 
検
査
の
対
象

 

(3
) 
検
査
の
方
法

 

(4
) 
検
査
の
結
果
 

(5
) 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
 

(6
) 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講

じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(7
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

(8
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(9
) 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

 (1
0)

 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(1
1)

 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項
 

検
査
の
都
度
 

当
該
溶
接
事
業
者

検
査
に
係
る
原
子

炉
容
器
等
の
存
続

す
る
期
間
 

当
該
溶
接
事
業
者

検
査
を
行
っ
た
後

最
初
の
原
子
炉
等

規
制
法
第

4
3
条
の

３
の

1
3
第

6
項
の

通
知
を
受
け
る
ま

で
の
期
間
 

２
．
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(1
) 
検
査
年
月
日

 

(2
) 
検
査
の
対
象

 

(3
) 
検
査
の
方
法

 

(4
) 
検
査
の
結
果
 

(5
) 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
 

(6
) 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講

じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(7
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

(8
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(9
) 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合

に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

 (1
0)

 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(1
1)

 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項
 

検
査
の
都
度
 

そ
の
特
定
発
電
用

原
子
炉
施
設
が
廃

棄
さ
れ
た
後
５
年

が
経
過
す
る
ま
で

の
期
間
 

            

表
１
３
３
－
２
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
１
４
条
の
３
 

お
よ
び
第
５
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
使
用
前
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1)
 検
査
年
月
日
 

(
2)
 検
査
の
対
象
 

(
3)
 検
査
の
方
法
 

(
4)
 検
査
の
結
果
 

(
5)
 検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

(
6)
 検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講

じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(
7)
 検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

 

(
8)
 検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

 

(
9)
 検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事

項
 

(
10
) 
検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
11
) 
検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

 

検
査
の
都
度
 

当
該
使
用
前
事
業

者
検
査
に
係
る
発

電
用
原
子
炉
施
設

の
存
続
す
る
期
間
 

２
．
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1)
 検
査
年
月
日
 

(
2)
 検
査
の
対
象
 

(
3)
 検
査
の
方
法
 

(
4)
 検
査
の
結
果
 

(
5)
 検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

(
6)
 検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講

じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(
7)
 検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

 

(
8)
 検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

 

(9
) 
検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事

項
 

(
10
) 
検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
11
) 
検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

 

検
査
の
都
度
 

そ
の
発
電
用
原
子

炉
施
設
が
廃
棄
さ

れ
た
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

               

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
実
用
炉
規
則
改
正

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
１
３
３
－
３
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
９
 
記
録
す
べ
き
場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

２
．
第
３
条
に
定
め
る
品
質
保
証
計
画
お
よ
び
原
子

力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

３
．

JE
AC

41
1
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次

の
社
内
標
準

 

(1
) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
文
書
・
記
録
管
理
通
達
 

(2
) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
内
部
監
査
通
達

 

(3
) 
不
適
合
管
理
お
よ
び
是
正
処
置
通
達

 

(4
) 
予
防
処
置
通
達
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

４
．
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用

お
よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
組
織

が
必
要
と
判
断
し
た
次
の
文
書

 

(1
) 
グ
レ
ー
ド
分
け
通
達
 

(2
) 
安
全
文
化
通
達
 

(3
) 
品
質
目
標
通
達
 

(4
) 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(5
) 
要
員
・
組
織
計
画
通
達

 

(6
) 
教
育
・
訓
練
通
達
 

(7
) 
運
転
管
理
通
達
 

(8
) 
原
子
燃
料
管
理
通
達
 

(9
) 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
通
達
 

(1
0)

 放
射
線
管
理
通
達

 

(1
1)

 保
守
管
理
通
達

 

(1
2)

 非
常
時
の
措
置
通
達
 

(1
3)

 安
全
管
理
通
達

 

(1
4)

 原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
通
達
 

(1
5)

 火
災
防
護
通
達

 

(1
6)

 原
子
力
技
術
業
務
要
綱

 

(1
7)

 外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達

 

(1
8)

 設
計
・
開
発
通
達

 

(1
9)

 原
子
力
部
門
に
お
け
る
調
達
管
理
通
達
 

(2
0)

 監
視
機
器
・
測
定
機
器
管
理
通
達

 

(2
1)

 検
査
・
試
験
通
達

 

(2
2)

 デ
ー
タ
分
析
通
達

 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

※
９
：
表
１
３
３
－
１
お
よ
び
表
１
３
３
－
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
 

       

表
１
３
３
－
３
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
９
 
記
録
す
べ
き
場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

２
．
第
３
条
に
定
め
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
計
画
お
よ
び
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質

保
証
規
程
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

３
．
品
管
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次

の
社
内
標
準

 

(1
) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
文
書
・
記
録
管
理
通
達
 

(2
) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
内
部
監
査
通
達
 

(3
) 
不
適
合
管
理
お
よ
び
是
正
処
置
通
達

 

(4
) 
未
然
防
止
処
置
通
達
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

４
．
実
効
性
の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
的
な
実
施
お

よ
び
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要

な
次
の
文
書
 

(1
) 
グ
レ
ー
ド
分
け
通
達
 

(2
) 
安
全
文
化
通
達
 

(3
) 
品
質
目
標
通
達
 

(4
) 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(5
) 
要
員
・
組
織
計
画
通
達

 

(6
) 
教
育
・
訓
練
通
達
 

(7
) 
運
転
管
理
通
達
 

(8
) 
原
子
燃
料
管
理
通
達
 

(9
) 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
通
達
 

(1
0)
 放
射
線
管
理
通
達
 

(1
1)
 施
設
管
理
通
達

 

(1
2)
 非
常
時
の
措
置
通
達
 

(1
3)
 安
全
管
理
通
達

 

(1
4)
 原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
通
達
 

(1
5)
 火
災
防
護
通
達

 

(1
6)
 原
子
力
技
術
業
務
要
綱

 

(1
7)
 外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(1
8)
 設
計
・
開
発
通
達
 

(1
9)
 原
子
力
部
門
に
お
け
る
調
達
管
理
通
達
 

(2
0)
 監
視
機
器
・
測
定
機
器
管
理
通
達
 

(2
1)
 検
査
・
試
験
通
達
 

(2
2)
 デ
ー
タ
分
析
通
達
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

※
９
：
表
１
３
３
－
１
お
よ
び
表
１
３
３
－
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
 

        

     原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
１
３
３
－
３
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
９
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間

 

５
．

JE
AC

41
1
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
記
録
 

(1
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録

 

(2
) 
教
育
・
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す
る
記
録
 

(3
) 
業
務
の
計
画
で
必
要
と
定
め
た
記
録
（
本
項
の
他
で
定
め
る

も
の
を
除
く
。
）
 

 (4
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結

果
の
記
録
お
よ
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の

記
録
 

(5
) 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
設
計
・
開
発
へ
の
イ

ン
プ
ッ
ト
の
記
録
 

(6
) 
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必
要
な
処

置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(7
) 
設
計
・
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必
要
な
処
置
が

あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(8
) 
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必
要
な

処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(9
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
記
録
 

(1
0)

 設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び

必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(1
1)

 供
給
者
の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
評
価
に
よ
っ
て
必

要
と
さ
れ
た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(1
2)

 プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
で
組
織
が
記
録
を
必
要
と
し
た

活
動
の
記
録

 

(1
3)

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
記

録
 

(1
4)

 組
織
外
の
所
有
物
に
関
し
て
、
組
織
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
の
記
録

 

(1
5)

 校
正
ま
た
は
検
証
に
用
い
た
基
準
の
記
録
 

 (1
6)

 測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
と
判
明
し
た

場
合
の
、
過
去
の
測
定
結
果
の
妥
当
性
評
価
の
記
録
 

 (1
7)

 校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録

 

(1
8)

 内
部
監
査
の
結
果
の
記
録
 

(1
9)

 検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の
記
録
 

(2
0)

 リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に
許
可
し
た

人
の
記
録
 

(2
1)

 不
適
合
の
性
質
、
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ
た
特
別
採
用

を
含
む
処
置
の
記
録
 

(2
2)

 是
正
処
置
の
結
果
の
記
録
 

(2
3)

 予
防
処
置
の
結
果
の
記
録
 

作
成
の
都
度

 
５
年
 

  

表
１
３
３
－
３
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
８
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間
 

５
．
品
管
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
記
録
 

(
1
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
 

(
2
) 
要
員
の
力
量
お
よ
び
教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
に
係
る
記
録
 

(
3
) 
個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
当
該
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
し

た
結
果
が
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
す
る
こ
と
を
実
証
す
る
た

め
に
必
要
な
記
録
（
本
項
の
他
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）

 

(
4
) 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
審
査
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
審
査

の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

 (
5
) 
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
に
係
る
記
録
 

 (
6
) 
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
レ
ビ

ュ
ー
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

(
7
) 
設
計
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
検
証
の
結
果
に
基

づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録

 

(
8
) 
設
計
開
発
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
妥

当
性
確
認
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

(
9
) 
設
計
開
発
の
変
更
に
係
る
記
録
 

(
1
0)
設
計
開
発
の
変
更
の
審
査
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
の
結
果
の

記
録
お
よ
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

(
1
1)
供
給
者
の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
評
価
の
結
果
に
基
づ

き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

(
1
2)
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記

録
 

(
1
3)
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
記
録
 

 (
1
4)
組
織
の
外
部
の
者
の
物
品
を
所
持
し
て
い
る
場
合
の
記
録
 

 (
1
5)
当
該
計
量
の
標
準
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
け
る
、
校
正
ま
た
は

検
証
の
根
拠
の
記
録
 

(
1
6)
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
に
係
る
要
求
事
項
へ
の
不
適
合
が
判
明

し
た
場
合
に
お
け
る
、
従
前
の
監
視
測
定
の
結
果
の
妥
当
性
を
評
価

し
た
記
録

 

(
1
7)
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
 

(
1
8)
内
部
監
査
結
果
の
記
録

 

(
1
9)
使
用
前
事
業
者
検
査
等
ま
た
は
自
主
検
査
等
の
結
果
に
係
る
記
録
 

(
2
0)
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
行
っ
た
要
員
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
記
録
 

(
2
1)
不
適
合
の
内
容
の
記
録
お
よ
び
当
該
不
適
合
に
対
し
て
講
じ
た
措

置
（
特
別
採
用
を
含
む
。
）
に
係
る
記
録
 

(
2
2)
講
じ
た
全
て
の
是
正
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
 

(
2
3)
講
じ
た
全
て
の
未
然
防
止
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
 

作
成
の
都
度

 
５
年
 

 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

（
安
全
文
化
の
醸
成
）
 

第
１
３
７
条
 
第
１
３
６
条
に
係
る
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業

運
営
の
実
現
の
た
め
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。

 

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業
運
営
の
実
現
の
た
め
、
安
全
文
化
醸
成
の
方
針
を
定
め
る
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(2
) 
原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項
(
2)
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行

う
。
 

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項
(1

)の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
従
い
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め

の
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
次
の
各
号
に
係
る
審
議
の
た
め
の
会
議
体
を
設
置
し
、
安
全
文
化
の
醸
成

の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(1
) 
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
の
計
画
を
毎
年
度
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行

う
。
ま
た
、
第
１
４
０
条
（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(2
) 

(1
)に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
お
よ
び
安
全
文
化
醸
成
の
状
況
を
評
価
す
る
。
 

(3
) 

(1
)に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、
(2
)
の
評
価
結
果
を
社
長
に
報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け

る
。
 

(4
) 

(2
)の
評
価
結
果
と
(
3)
の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反
映
す
る
。

 

４
．
第
１
４
０
条
(保
安
に
関
す
る
組
織

)
の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た

め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

 

（
削
除
）

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
第

１
３
９
条
（
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
計
画
）
に
統
合
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
２
章
 
品
質
保
証
 

 （
品
質
保
証
計
画
）
 

第
１
３
９
条

 
第
１
３
６
条
に
係
る
保
安
活
動
の
た
め
の
品
質
保
証
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の

と
お
り
品
質
保
証
計
画
を
定
め
る
。
 

 

１
．
目
的
 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
安
全
を
達
成
・
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
｢原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
安
全
の
た
め
の
品
質
保
証
規
程
（

JE
AC
4
11

1-
20
0
9）
｣（
以
下
、「

JE
AC
4
11
1」
と
い
う
。
）
お
よ
び
関

係
法
令
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
活
動
を
行
う
し
く
み
を
含

む
。
以
下
、「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
を
確
立
し
、
実
施
し
、
評
価
確
認
し
、
継
続

的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

２
．
適
用
範
囲
 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
保
安
活
動
に
適
用
す
る
。

 

３
．
定
義
 

本
品
質
保
証
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
下
記
に
定
め
る
も
の
の
他

JE
A
C4
11
1
に
従
う
。
 

 

(1
) 
発
電
用
原
子
炉
施
設
 

原
子
力
発
電
所
を
構
成
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
等
の
総
称
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
「
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
）。

 

(2
) 
原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

 

原
子
力
施
設
の
事
故
も
し
く
は
故
障
等
の
情
報
ま
た
は
信
頼
性
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
お
よ
び
故
障
等
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
 
原

子
力
安
全
推
進
協
会
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、「
ニ
ュ
ー
シ
ア
」
と
い
う
）。
 

 (3
) 
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会

 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
）
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
安
定
運
転
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
を

所
有
す
る
国
内
電
力
会
社
と
国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
間
で
必
要
な
技
術
検
討
の
実
施
お
よ

び
技
術
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
絡
会
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
８
７
条
に
お
い

て
同
じ
）
。
 

４
．
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 

４
．
１

 
一
般
要
求
事
項
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
（
第
１
４
０
条

 
図
１
４
０
に
示
す
組
織
す
べ
て
を
い
う
。
以
下
、
本
規
定
に
お
い
て

同
じ
。
）
は
、
本
品
質
保
証
計
画
に
従
っ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
文
書
化
し
、

実
施
し
、
維
持
す
る
。
ま
た
、
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す

る
。
 

     (3
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
お
い
て
、「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施

設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」
（
以
下
、「
重
要
度
分
類
指
針
」
と
い
う
。）
を

参
考
と
し
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
の
適
用
の
程
度
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
２

 

第
２
章

 
品
質
保
証
 

 （
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
）
 

第
１
３
９
条
 
保
安
活
動
の
た
め
の
品
質
保
証
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
と
お
り
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
を
定
め
る
。

 

 １
．
目
的
 

本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
は
、
発
電
所
の
安
全
を
達
成
・
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、「
原

子
力
施
設
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
基
準
に
関
す
る
規
則
」
お
よ
び

「
同
規
則
の
解
釈
」（
以
下
、「
品
管
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
、
実
施
し
、
評
価
確
認
し
、
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

２
．
適
用
範
囲
 

本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
は
、
発
電
所
の
保
安
活
動
に
適
用
す
る
。
 

３
．
定
義
 

本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
以
下
に
定
め
る
も
の
の
他
品
管
規

則
に
従
う
。
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
 

原
子
炉
等
規
制
法
第
４
３
条
の
３
の
５
第
２
項
第
５
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。
 

 (
2)
 
ニ
ュ
ー
シ
ア

 

原
子
力
施
設
の
事
故
も
し
く
は
故
障
等
の
情
報
ま
た
は
信
頼
性
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
お
よ
び
故
障
等
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人

 原

子
力
安
全
推
進
協
会
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
こ
と

を
い
う
。

 

(
3)
 
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
）
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
安
定
運
転
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
を

所
有
す
る
国
内
電
力
会
社
と
国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
間
で
必
要
な
技
術
検
討
の
実
施
お
よ

び
技
術
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
絡
会
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
８
７
条
に
お
い

て
同
じ
）
。
 

４
．
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

 

４
．
１

 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項

 

(
1)
 
原
子
力
部
門
（
第
１
４
０
条
 
図
１
４
０
に
示
す
組
織
す
べ
て
を
い
う
。
以
下
、
本
編
に
お
い
て
同

じ
。）
は
、
本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
に
従
っ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
、
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
を
維
持
す
る
（
保
安
活
動
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
蓋
然
性
が

高
い
計
画
を
立
案
し
、
計
画
ど
お
り
に
保
安
活
動
を
実
施
し
た
結
果
、
計
画
段
階
で
意
図
し
た
効
果
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。）
た
め
、
そ
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
基
づ
き
実
施
し
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
の
結
果
、
原
子
力
の
安
全
の
確
保
が
維
持
さ
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
に
つ
い
て
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
起
因
す
る
原
因
を
究

明
し
、
是
正
処
置
や
未
然
防
止
処
置
を
通
じ
て
原
因
の
除
去
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
シ
ス
テ
ム

の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
を
い
う
）。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
（
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る

放
射
性
物
質
が
人
と
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
度
合
い
に
応
じ
た
、
a
）、

b
)お
よ
び

c
)に
掲
げ
る
事
項
を

考
慮
し
た
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
管
理
の
重
み
付
け
を
い
う
。
）
に
応
じ
て
品
質
マ
ネ
ジ

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
原

子
力
施
設
の
保
安
の

た
め
の
業
務
に
係
る

品
質
管
理
に
必
要
な

体
制
の
整
備
に
関
す

る
規
則
及
び
同
規
則

の
解
釈
（
品
管
規

則
）
の
制
定
に
伴
う

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

の
４
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
規
定
し
、
グ
レ
ー
ド
分
け
を
行
う
。
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
き
資
源
の

適
切
な
配
分
を
行
う
。
な
お
、
グ
レ
ー
ド
分
け
の
決
定
に
際
し
て
は
、
重
要
度
分
類
指
針
を
参
考
と
し

た
重
要
性
に
加
え
て
以
下
の
事
項
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

a)
 
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
複
雑
性
、
独
自
性
ま
た
は
斬
新
性
の
程
度

 

b)
 
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
標
準
化
の
程
度
や
記
録
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度

 

c)
 
検
査
ま
た
は
試
験
に
よ
る
原
子
力
安
全
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
の
検
証
可
能
性
の
程

度
 

    d)
 
作
業
ま
た
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
、
要
員
、
要
領
お
よ
び
装
置
等
に
対
す
る
特
別
な
管
理
や
検
査
の

必
要
性
の
程
度

 

e
) 
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
保
守
、
検
査
お
よ
び
取
替
え
の
難
易
度
 

   

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
そ
れ
ら
の
原
子
力
部
門
へ
の
適
用

を
4.

2.
1
 b
)､
c
)､
d)
お
よ
び

e）
に
示
す
文
書
で
明
確
に
す
る
。

 

b)
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
順
序
お
よ
び
相
互
関
係
を
図
１
３
９
－
１
に
示
す
。

 

 c)
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
管
理
の
い
ず
れ
も
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る

た
め
に
必
要
な
判
断
基
準
お
よ
び
方
法
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
て
明
確
に

す
る
。
 

  d)
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
監
視
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
お
よ
び
情
報
を
利

用
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
（
６
．
参
照
）
 

e)
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
、
適
用
可
能
な
場
合
に
は
測
定
し
、
分
析
す
る
。
 

 f)
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
得
る
た
め
、
か
つ
、
継
続
的
改
善
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
処
置
を
と
る
。
 

g)
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
体
制
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合

が
と
れ
た
も
の
に
す
る
。
 

h)
 
社
会
科
学
お
よ
び
行
動
科
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
促

進
す
る
。
 

  (
4)
 原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
本
品
質
保
証
計
画
に
従
っ
て
運
営
管
理
す
る
。
 

    

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
運
用
す
る
。
こ
の
場
合
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
適
切
に
考
慮
し
、
重
要

度
分
類
指
針
を
参
考
と
し
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
の
適
用
の
程
度
に
つ
い
て
、

表
１
３
９
－
２
の
４
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
規
定
し
、
グ
レ
ー
ド
分
け
を
行
う
。
 

a
) 
原
子
炉
施
設
、
組
織
、
ま
た
は
個
別
業
務
の
重
要
度
お
よ
び
こ
れ
ら
の
複
雑
さ
の
程
度

 

b
) 
原
子
炉
施
設
も
し
く
は
機
器
等
の
品
質
ま
た
は
保
安
活
動
に
関
連
す
る
原
子
力
の
安
全
に
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
お
よ
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
潜
在
的
影
響
の
大
き
さ
（
原
子
力
の

安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
自
然
現
象
や
人
為
に
よ
る
事
象
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除

く
。）
お
よ
び
そ
れ
ら
に
よ
り
生
じ
得
る
影
響
や
結
果
の
大
き
さ
を
い
う
。）

 

c
) 
機
器
等
の
故
障
も
し
く
は
通
常
想
定
さ
れ
な
い
事
象
（
設
計
上
考
慮
し
て
い
な
い
ま
た
は
考
慮
し

て
い
て
も
発
生
し
得
る
事
象
（
人
的
過
誤
に
よ
る
作
業
の
失
敗
等
）
を
い
う
。）
の
発
生
ま
た
は
保

安
活
動
が
不
適
切
に
計
画
さ
れ
、
も
し
く
は
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
得
る
影
響

 

   

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
関
係
法
令
（
以
下
、「
関
係
法
令
」
と
い
う
。
）
を
明

確
に
認
識
し
、
品
管
規
則
に
規
定
す
る
文
書
そ
の
他
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
文
書

（
記
録
を
除
く
。
以
下
、
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
」
と
い
う
。
）
に
明
記
す
る
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
原
子
力
部
門
に
適
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。
 

a
) 
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
に
必
要
な
情
報
お
よ
び
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
結
果
を

４
．
２
．
１

 
b)
､
c)
お
よ
び

d）
に
示
す
文
書
で
明
確
に
す
る
。

 

b
) 
プ
ロ
セ
ス
の
順
序
お
よ
び
相
互
の
関
係
（
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関
係
を
含
む
。）

を
図
１
３
９
－
１
に
示
す
。

 

c
) 
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
管
理
の
実
効
性
の
確
保
に
必
要
な
原
子
力
部
門
の
保
安
活
動
の
状
況

を
示
す
指
標
（
以
下
、「
保
安
活
動
指
標
」
と
い
う
。）
な
ら
び
に
当
該
指
標
に
係
る
判
定
基
準
を

明
確
に
定
め
る
。

 

な
お
、
保
安
活
動
指
標
に
は
、
安
全
実
績
指
標
（
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
領
域
に

係
る
も
の
を
除
く
。）
を
含
む
。
 

d
) 
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
な
ら
び
に
監
視
お
よ
び
測
定
（
以
下
、「
監
視
測
定
」
と
い
う
。）
に
必
要
な
資

源
お
よ
び
情
報
が
利
用
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
（
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
化
を
含
む
）。

 

e
) 
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
状
況
を
監
視
測
定
し
分
析
す
る
。
た
だ
し
、
監
視
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

f
) 
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
意
図
し
た
結
果
を
得
、
お
よ
び
実
効
性
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置
（
プ
ロ

セ
ス
の
変
更
を
含
む
。）
を
講
ず
る
。
 

g
) 
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
体
制
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
整
合
的
な
も
の
と

す
る
。
 

h
) 
原
子
力
の
安
全
と
そ
れ
以
外
の
事
項
に
お
い
て
意
思
決
定
の
際
に
対
立
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
原

子
力
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
原
子
力
の
安
全

に
与
え
る
潜
在
的
な
影
響
と
原
子
力
の
安
全
に
係
る
対
策
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
与
え
る
潜

在
的
な
影
響
を
特
定
し
、
解
決
す
る
こ
と
を
含
む
。
 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
お
よ
び
維
持
す
る
。
こ
れ
は
、
技
術
的
、
人
的
、
組
織

的
な
要
因
の
相
互
作
用
を
適
切
に
考
慮
し
て
、
効
果
的
な
取
組
み
を
通
じ
て
、
次
の
状
態
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
を
い
う
。
 

a
) 
原
子
力
の
安
全
お
よ
び
安
全
文
化
の
理
解
が
原
子
力
部
門
全
体
で
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 

b
) 
風
通
し
の
良
い
組
織
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

           (
5)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
こ
と
を
原
子
力
部
門
が

決
め
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
管
理
を
確
実
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
適
用
さ
れ
る
管
理
の
方
式
お
よ
び
程
度
は
、
原
子
力
部
門

の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
定
め
る
。
 

 ４
．
２

 
文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項
 

４
．
２
．
１

 
一
般
 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
文
書
体
系
図
を
図
１
３
９
－
２
に
示
す
。

 

a)
 
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
の
表
明
 

b)
 
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」

 

c)
 
JE
AC

41
1
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
表
１
３
９
－
１
に
示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ
れ
ら

の
社
内
標
準
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録

 

d)
 
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お
よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め

に
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
表
１
３
９
－
２
に
示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ
れ
ら
の
社
内

標
準
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録

 

e)
 
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お
よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め

に
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
文
書
（
 
c）
お
よ
び

d
)
の
社
内
標
準
を
除
く
。）
お
よ
び

こ
れ
ら
の
文
書
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録
 

な
お
、
b
)、

c)
お
よ
び

d)
に
示
す
社
内
標
準
以
外
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と
さ

れ
る
文
書
は
、
表
１
３
９
－
１
、
表
１
３
９
－
２
で
示
す
社
内
標
準
の
中
で
、
文
書
名
ま
た
は
作
成

し
管
理
す
る
こ
と
を
記
載
す
る
。
 

ま
た
、
c
)、

d)
 お
よ
び

e)
の
記
録
は
、
適
正
に
作
成
す
る
。
 

４
．
２
．
２
 品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル

 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
含
む
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品

質
保
証
規
程
」
（
本
品
質
保
証
計
画
を
含
む
。
）
を
作
成
し
、
維
持
す
る
。
 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
組
織
に
関
す
る
事
項
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
に
関
す
る
事
項
 

c)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

d)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

e)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
関
す
る
事
項
 

f)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
（
２
．
参
照
）

 

g)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
社
内
標
準
（
４
．
２
．
１
参
照
）

 

h)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関
係
に
関
す
る
記
述
（
図
１
３
９
－
１
参

c
) 
要
員
が
、
自
ら
行
う
原
子
力
の
安
全
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
理
解
し
て
遂
行
し
、
そ
の
業
務
に
責

任
を
持
っ
て
い
る
。
 

d
) 
全
て
の
活
動
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
を
考
慮
し
た
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

e
) 
要
員
が
、
常
に
問
い
か
け
る
姿
勢
お
よ
び
学
習
す
る
姿
勢
を
持
ち
、
原
子
力
の
安
全
に
対
す
る
自

己
満
足
を
戒
め
て
い
る
。
 

f
) 
原
子
力
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
問
題
が
速
や
か
に
報
告
さ
れ
、
報
告
さ
れ
た
問

題
が
対
処
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
関
係
す
る
要
員
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
 

g
) 
安
全
文
化
に
関
す
る
内
部
監
査
お
よ
び
自
己
評
価
の
結
果
を
原
子
力
部
門
全
体
で
共
有
し
、
安
全

文
化
を
改
善
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
い
る
。

 

h
) 
原
子
力
の
安
全
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
関
係
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
要
員
が
必
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
。

 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
係
る
要
求
事
項
（
関
係
法
令
を
含
む
。
以
下
、「
個
別

業
務
等
要
求
事
項
」
と
い
う
。
）
へ
の
適
合
に
影
響
を
及
ぼ
す
プ
ロ
セ
ス
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
と
し

た
と
き
は
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。
 

 (
7)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
う
。

 

４
．
２

 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
化
 

４
．
２
．
１
 
一
般
 

原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
文
書
を
作
成
し
、
当
該
文
書
に
規
定
す

る
事
項
を
実
施
す
る
。
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図
を
図
１
３
９
－
２
に
示
す
。
 

a
) 
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標

 

b
) 
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
 

c
) 
品
管
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
表
１
３
９
－
１
に
示
す
社
内
標
準
、
お
よ
び
、
品
管

規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
指
示
書
、
図
面
等
（
以
下
、
「
手
順
書
等
」
と
い
う
。
）
 

d
) 
実
効
性
の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
的
な
実
施
お
よ
び
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
原

子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
表
１
３
９
－
２
に
示
す
社
内
標
準
 

 

       

４
．
２
．
２
 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
に
次
に

掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
係
る
組
織
に
関
す
る
事
項
 

b
) 
保
安
活
動
の
計
画
、
実
施
、
評
価
お
よ
び
改
善
に
関
す
る
事
項
 

   c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲

 

d
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
作
成
し
た
手
順
書
等
の
参
照
情
報
 

e
) 
プ
ロ
セ
ス
の
相
互
の
関
係
（
図
１
３
９
－
１
参
照
）
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

照
）
 

４
．
２
．
３

 文
書
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と
さ
れ

る
文
書
を
管
理
す
る
。
た
だ
し
、
記
録
は
文
書
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
４
．
２
．
４
に
規
定
す
る
要
求

事
項
に
従
っ
て
管
理
す
る
。

 

    (2
) 
次
の
活
動
に
必
要
な
管
理
を
規
定
す
る
た
め
に
、
表
１
３
９
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
す
る
。
 

  

a)
 
発
行
前
に
、
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
承
認
す
る
。

 

 b)
 
文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
し
、
再
承
認
す
る
。

 

     c)
 
文
書
の
変
更
の
識
別
お
よ
び
現
在
有
効
な
版
の
識
別
を
確
実
に
す
る
。
 

 d)
 
該
当
す
る
文
書
の
適
切
な
版
が
、
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
と
こ
ろ
で
使
用
可
能
な
状
態
に
あ

る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

e)
 
文
書
は
、
読
み
や
す
く
か
つ
容
易
に
識
別
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

 f)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
お
よ
び
運
用
の
た
め
に
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し

た
外
部
か
ら
の
文
書
を
明
確
に
し
、
そ
の
配
付
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

g
) 
廃
止
文
書
が
誤
っ
て
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
目
的
で
保
持
す

る
場
合
に
は
、
適
切
な
識
別
を
す
る
。
 

 

４
．
２
．
４

 記
録
の
管
理
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
運
用
の
証

拠
を
示
す
た
め
に
作
成
す
る
記
録
の
対
象
を
明
確
に
し
、
管
理
す
る
。
 

(
3)

 
記
録
は
､
読
み
や
す
く
､容
易
に
識
別
可
能
か
つ
検
索
可
能
と
す
る
｡ 

 (
2)
 原
子
力
部
門
は
、
記
録
の
識
別
、
保
管
、
保
護
、
検
索
、
保
管
期
間
お
よ
び
廃
棄
に
関
し
て
必
要
な

管
理
を
規
定
す
る
た
め
に
、
表
１
３
９
－
１
の
４
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
｡ 

５
．
経
営
者
の
責
任

 

５
．
１

 
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
実
施
な
ら
び
に
そ
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改

善
す
る
こ
と
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
証
拠
を
、
次
の
事
項
に
よ
っ
て
示
す
。
 

 b)
 
品
質
方
針
を
設
定
す
る
。（
５
．
３
参
照
）
 

 

４
．
２
．
３
 
文
書
の
管
理
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
含
む
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
管
理
す
る
。
 

  a
) 
原
子
力
部
門
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
文
書
の
使
用
、
ま
た
は
適
切
で
は
な
い
変
更
の
防
止
 

b
) 
文
書
の
組
織
外
へ
の
流
出
等
の
防
止
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
発
行
お
よ
び
改
訂
に
係
る
審
査
の
結
果
、
当
該
審
査
の
結
果
に
基
づ

き
講
じ
た
措
置
な
ら
び
に
当
該
発
行
お
よ
び
改
訂
を
承
認
し
た
者
に
関
す
る
情
報
の
維
持

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
要
員
が
判
断
お
よ
び
決
定
を
す
る
に
あ
た
り
、
適
切
な
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書

を
利
用
で
き
る
よ
う
（
文
書
改
訂
時
等
の
必
要
な
時
に
当
該
文
書
作
成
時
に
使
用
し
た
根
拠
等
の
情
報

が
確
認
で
き
る
こ
と
を
含
む
。）
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
表

１
３
９
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
作
成
す
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
妥
当
性
を
審
査
し
、
発
行
を
承
認
す
る

こ
と
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
改
訂
の
必
要
性
に
つ
い
て
評
価
す
る
と
と
も
に
、
改
訂
に
あ
た
り
、

そ
の
妥
当
性
を
審
査
し
、
改
訂
を
承
認
す
る
（
改
訂
の
妥
当
性
を
審
査
し
、
承
認
す
る
こ
と
を
い

う
。）
こ
と
。
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
審
査
お
よ
び
評
価
に
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
文
書
に
定
め
ら
れ
た
活

動
を
実
施
す
る
部
門
（
第
１
４
０
条
に
規
定
す
る
組
織
の
最
小
単
位
を
い
う
。）
の
要
員
を
参
画
さ

せ
る
こ
と
。

 

d
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
の
改
訂
内
容
お
よ
び
最
新
の
改
訂
状
況
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
 

e
) 
改
訂
の
あ
っ
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
文
書
の
適
切
な

制
定
版
ま
た
は
改
訂
版
が
利
用
し
や
す
い
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。
 

f
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
、
読
み
や
す
く
容
易
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。
 

g
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
で
作
成
さ
れ
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
を
識
別
し
、
そ
の
配
付
を
管
理
す

る
こ
と
。
 

h
) 
廃
止
し
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
文
書
を
保
持
す
る
と
き
は
、
そ
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
識
別
し
、
管
理
す
る

こ
と
。
 

４
．
２
．
４
 
記
録
の
管
理
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
品
管
規
則
に
規
定
す
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
実
証
す
る
記
録
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
、
読
み
や
す
く

容
易
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
、
保
安
活

動
の
重
要
度
に
応
じ
て
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
(1
)の
記
録
の
識
別
、
保
存
、
保
護
、
検
索
、
お
よ
び
廃
棄
に
関
し
、
所
要
の
管
理

の
方
法
を
定
め
た
、
表
１
３
９
－
１
の
４
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
作
成
す
る
｡ 

５
．
経
営
責
任
者
等
の
責
任
 

５
．
１

 経
営
責
任
者
の
原
子
力
の
安
全
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
 

社
長
は
、
原
子
力
の
安
全
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
責
任
を
持
っ
て
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
、
実
施
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
、
次
に
掲

げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
す
る
。

 

a
) 
品
質
方
針
を
定
め
る
こ
と
。

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

c)
 
管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
（
５
．
４
．
１
参
照
） 

f)
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

  d)
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。（
５
．
６
参
照
）

 

e
) 
管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
維
持
に
必
要
な
資
源
が
使
用

で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
（
６
．
参
照
）
 

a)
 
法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
原
子
力
安
全
の
重
要
性
を
原
子

力
部
門
内
に
周
知
す
る
。

 

    

５
．
２

 
原
子
力
安
全
の
重
視

 

原
子
力
安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
、
社
長
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
決
定

さ
れ
、
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。（
７
．
２
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
１
参
照
）

 

５
．
３

 
品
質
方
針

 

社
長
は
、
品
質
方
針
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

   a)
 
原
子
力
部
門
の
目
的
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。

 

f)
 
組
織
運
営
に
関
す
る
方
針
と
整
合
が
と
れ
て
い
る
。
 

b)
 
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
に
対

す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
む
。
 

c)
 
品
質
目
標
の
設
定
お
よ
び
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
枠
組
み
を
与
え
る
。
 

d)
 
原
子
力
部
門
全
体
に
伝
達
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
。

 

e
) 
適
切
性
の
持
続
の
た
め
に
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
。
 

５
．
４

 
計
画
 

５
．
４
．
１

 
品
質
目
標

 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
の
し
か
る
べ
き
部
門
お
よ
び
階
層
で
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要

求
事
項
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
も
の
を
含
む
品
質
目
標
（
７
．
１
（
３
）
ａ
）
参
照
）
が
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

     (2
) 
品
質
目
標
は
、
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で
、
品
質
方
針
と
の
整
合
を
と
る
。
 

  (3
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
目
標
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
２
の
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
す
る
。

 

５
．
４
．
２
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

社
長
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

b
) 
品
質
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

c
) 
要
員
が
、
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
（
要
員
が
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
維
持
す
る
取
組
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る

こ
と
を
い
う
）
。
 

d
) 
５
．
６
．
１
に
規
定
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

e
) 
資
源
が
利
用
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

 f
) 
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
そ
の
他
原
子
力
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
要
員
に
周

知
す
る
こ
と
。

 

g
) 
保
安
活
動
に
関
す
る
担
当
業
務
を
理
解
し
、
遂
行
す
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
を
、
要
員
に
認
識
さ

せ
る
こ
と
。

 

h
) 
全
て
の
階
層
で
行
わ
れ
る
決
定
が
、
原
子
力
の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
、
そ
の
優
先
順
位
お
よ
び

説
明
す
る
責
任
を
考
慮
し
て
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

５
．
２

 原
子
力
の
安
全
の
確
保
の
重
視
 

社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
意
思
決
定
に
あ
た
り
、
機
器
等
お
よ
び
個
別
業
務
が
個
別
業
務
等
要
求
事
項

に
適
合
し
、
か
つ
、
原
子
力
の
安
全
が
そ
れ
以
外
の
事
由
に
よ
り
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

５
．
３

 品
質
方
針
 

社
長
は
、
品
質
方
針
（
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
（
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
技
術
的
、
人
的
、
お
よ
び
組
織
的
要
因
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
間
の
相
互
作
用
が
原
子
力

の
安
全
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
組
織
全
体
の
安
全
文
化
の
あ
る
べ
き
姿

を
目
指
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
。）
を
含
む
。）
が
次
に
掲
げ
る
事
項
に
適
合
し
て
い
る
よ
う
に
す
る
。
 

a
) 
原
子
力
部
門
の
目
的
お
よ
び
状
況
に
対
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
（
組
織
運
営
に
関
す
る
方

針
と
整
合
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
む
）
。
 

b
) 
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
に
社
長
が
責
任

を
持
っ
て
関
与
す
る
こ
と
。

 

c
) 
品
質
目
標
を
定
め
、
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
の
枠
組
み
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

d
) 
要
員
に
周
知
さ
れ
、
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

e
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な
改
善
に
社
長
が
責
任
を
持
っ
て
関
与
す
る
こ
と
。
 

５
．
４

 計
画

 

５
．
４
．
１
 
品
質
目
標
 

(
1)
 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
に
お
い
て
、
品
質
目
標
（
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
の
た
め
に
必
要

な
目
標
を
含
む
。）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
は
、
品
質
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計

画
と
し
て
、
次
の
事
項
を
含
む
。
 

a
) 
実
施
事
項

 

b
) 
必
要
な
資
源

 

c
) 
責
任
者
 

d
) 
実
施
事
項
の
完
了
時
期
 

e
) 
結
果
の
評
価
方
法
 

(
2)
 
社
長
は
、
品
質
目
標
が
、
そ
の
達
成
状
況
を
評
価
し
得
る
（
品
質
目
標
の
達
成
状
況
を
監
視
測
定
し
、

そ
の
達
成
状
況
を
評
価
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
）
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
品
質
方
針
と
整
合
的
な

も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
目
標
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
２
の
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
す
る
。
 

５
．
４
．
２
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

(
1)
 
社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
４
．
１
の
規
定
に
適
合
す
る
よ
う
、
そ
の
実
施
に
あ
た

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

a)
 
品
質
目
標
に
加
え
て
４
．
１
に
規
定
す
る
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め
に
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
構
築
と
維
持
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
計
画
し
、
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
が
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
全
体
の
体
系
に
対
し
て
矛
盾
な
く
、
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
。

 

         

５
．
５

 
責
任
、
権
限
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

５
．
５
．
１

 責
任
お
よ
び
権
限

 

社
長
は
、
第
１
４
１
条
、
第
１
４
５
条
に
定
め
る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任

を
含
む
。
）
と
権
限
が
、
原
子
力
部
門
全
体
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

   

５
．
５
．
２
 管
理
責
任
者
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。）
の
管
理
責
任
者
と
し
、

経
営
監
査
室
長
を
経
営
監
査
室
の
管
理
責
任
者
と
し
て
任
命
す
る
。

 

 (2
) 
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
、
次
に

示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を
も
つ
。
 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実
に
す

る
。
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ

い
て
、
社
長
に
報
告
す
る
。
 

c)
 
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。
）
全
体
に
わ
た
っ
て
、
関
係
法
令
の
遵
守
お
よ
び
原
子
力

安
全
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

(
3)

 
管
理
責
任
者
（
経
営
監
査
室
長
）
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
、
次
に
示

す
責
任
お
よ
び
権
限
を
も
つ
。

 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実
に
す

る
。
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ

い
て
、
社
長
に
報
告
す
る
。
 

c
) 
経
営
監
査
室
全
体
に
わ
た
っ
て
、
関
係
法
令
の
遵
守
お
よ
び
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識
を
高

め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

５
．
５
．
３

 プ
ロ
セ
ス
責
任
者

 

社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
に
対
し
、
所
掌
す
る
業
務
に
関
し
て
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を

与
え
る
。
 

 

っ
て
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。
 

 (
2)
 
社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
組
織
の
変
更
（
累
積
的
な
影
響
が
生
じ
得
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
組
織
の

軽
微
な
変
更
を
含
む
。
）
を
含
む
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
が
計
画
さ
れ
、
そ
れ
が
実
施

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
不
備
の
な
い
状
態
に
維
持
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
適

切
に
考
慮
す
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
目
的
お
よ
び
当
該
変
更
に
よ
り
起
こ
り
得
る
結
果
（
当

該
変
更
に
よ
る
原
子
力
の
安
全
へ
の
影
響
の
程
度
の
分
析
お
よ
び
評
価
、
な
ら
び
に
当
該
分
析
お

よ
び
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
を
含
む
。）

 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
 

c
) 
資
源
の
利
用
可
能
性
 

d
) 
責
任
お
よ
び
権
限
の
割
当
て

 

５
．
５

 責
任
、
権
限
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

５
．
５
．
１
 
責
任
お
よ
び
権
限
 

社
長
は
、
第
１
４
１
条
お
よ
び
第
１
４
５
条
に
定
め
る
責
任
（
担
当
業
務
に
応
じ
て
、
原
子
力
部
門
の

内
外
に
対
し
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。
）
お
よ
び
権
限
な
ら
び
に
原
子
力
部

門
相
互
間
の
業
務
の
手
順
（
原
子
力
部
門
間
で
連
携
が
必
要
な
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
業
務
（
情

報
の
伝
達
を
含
む
。）
が
停
滞
し
、
断
続
す
る
こ
と
な
く
遂
行
で
き
る
仕
組
み
を
い
う
。）
を
定
め
さ
せ
、

関
係
す
る
要
員
が
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

５
．
５
．
２
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
責
任
者

 

(
1)
 
社
長
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。
）
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
管
理
責
任
者
と
し
て
、
経
営
監
査
室
長
を
経
営
監
査
室
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理

責
任
者
と
し
て
任
命
す
る
。

 

(
2)
 
社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
責
任
者
に
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
責
任
お
よ
び

権
限
を
与
え
る
。
 

a
) 
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状
況
お
よ
び
そ
の
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
社
長
に
報

告
す
る
こ
と
。

 

c
) 
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
力
の
安
全
の
確
保
に
つ
い

て
の
認
識
が
向
上
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

d
) 
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。
 

 

       ５
．
５
．
３
 
管
理
者
 

(
1)
 
社
長
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
管
理
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
者
（
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
管

理
者
と
し
て
責
任
お
よ
び
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
者
、
以
下
、「
管
理
者
」
と
い
う
。）
に
、
当
該
管

理
者
が
管
理
監
督
す
る
業
務
に
係
る
責
任
お
よ
び
権
限
を
与
え
る
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

   a)
 
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。

 

 b)
 
業
務
に
従
事
す
る
要
員
の
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め

る
。
 

c)
 
業
務
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る
。（
５
．
４
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
３
参
照
）。
 

d)
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

                 

５
．
５
．
４

 内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
る
こ

と
を
確
実
に
す
る
。
ま
た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
関
し
て
の
情
報
交
換
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
２
の
５
．
５
．

４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

 

５
．
６

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー

 

５
．
６
．
１

 一
般

 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
引
き
続
き
、
適
切
、
妥
当
か
つ
有
効

で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
年
１
回
（
原
則
と
し
て
年
度
末
）
以
上
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。

 

(2
) 
発
電
所
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
表
１
３

９
－
２
の
５
．
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
基
づ
き
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
へ
報
告

す
る
。
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
お
よ
び
経
営
監
査
室
長
）
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
含
む
自

ら
が
所
管
す
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
活
動
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
す
る
。
 

(3
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
の
機
会
の
評
価
、
な
ら
び

に
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
を
含
む
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
必
要
性
の
評
価
も

な
お
、
管
理
者
に
代
わ
り
、
個
別
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
を
管
理
す
る
責
任
者
を
置
い
て
、
そ
の
業
務
を

行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
責
任
者
の
責
任
お
よ
び
権
限
は
、
文
書
で
明

確
に
定
め
る
。
 

a
) 
個
別
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
が
維
持
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

b
) 
要
員
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
つ
い
て
の
認
識
が
向
上
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

 c
) 
個
別
業
務
の
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う
こ
と
。
 

d
) 
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
こ
と
。

 

e
) 
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
管
理
者
は
、

(
1)
の
責
任
お
よ
び
権
限
の
範
囲
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
確
実
に
実
施
す
る
。

 

a
) 
品
質
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
の
達
成
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
業
務
の
実
施
状
況
を
監
視
測

定
す
る
こ
と
。

 

b
) 
要
員
が
、
原
子
力
の
安
全
に
対
す
る
意
識
を
向
上
し
、
か
つ
、
原
子
力
の
安
全
へ
の
取
組
を
積
極

的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

c
) 
原
子
力
の
安
全
に
係
る
意
思
決
定
の
理
由
お
よ
び
そ
の
内
容
を
、
関
係
す
る
要
員
に
確
実
に
伝
達

す
る
こ
と
。

 

d
) 
常
に
問
い
か
け
る
姿
勢
お
よ
び
学
習
す
る
姿
勢
を
要
員
に
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
要
員
が
、
積

極
的
に
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
関
す
る
問
題
の
報
告
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

e
) 
要
員
が
、
積
極
的
に
業
務
の
改
善
に
対
す
る
貢
献
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 
管
理
者
は
、
管
理
監
督
す
る
業
務
に
関
す
る
自
己
評
価
（
安
全
文
化
に
つ
い
て
の
弱
点
の
あ
る
分
野

お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
を
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
（
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
お
よ
び
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
保
安
活
動
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
課
題
な
ら
び
に
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
考
慮
に
入
れ
て
設
定
さ

れ
た
間
隔
を
い
う
。）
で
行
う
。
 

５
．
５
．
４
 
組
織
の
内
部
の
情
報
の
伝
達
 

(
1)
 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
内
部
の
情
報
が
適
切
に
伝
達
さ
れ
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
に
関
す
る
情
報
が
確
実
に
伝
達
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
必
要
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
場
や
仕
組
み
を
決
め
、
実
行
す
る
た
め
、
表
１
３
９
－
２
の
５
．
５
．
４
項

に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

５
．
６

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

５
．
６
．
１
 
一
般
 

社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
改
善
の
機
会
を
得
て
、

保
安
活
動
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
評
価
（
以
下
、「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
。）
を
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
実
効
性
の
維
持
お
よ
び
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
保
安
活
動
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
課
題

な
ら
び
に
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
考
慮
に
入
れ
て
設
定
さ
れ
た
間
隔
を
い
う
。
）

で
行
う
。
 

    

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

行
う
。
な
お
、
第
１
４
１
条
第
１
項

(
18
)
に
定
め
る
関
係
す
る
部
門
に
つ
い
て
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ

ュ
ー
の
結
果
に
基
づ
い
て
社
長
が
必
要
な
業
務
の
指
示
を
行
う
。
 

(4
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
は
、
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

５
．
６
．
２
 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト

 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
情
報
を
含
め
る
。
 

a)
 
監
査
の
結
果

 

b)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方
（
８
．
２
．
１
参
照
）
 

  c)
 
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
（
品
質
目
標
の
達
成
状
況
を
含
む
。
）
な
ら
び
に
検
査
お
よ

び
試
験
の
結
果
（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

       e)
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
の
実
施
状
況

 

  f)
 
関
係
法
令
の
遵
守
状
況
 

d)
 
予
防
処
置
お
よ
び
是
正
処
置
の
状
況
（
８
．
５
．
２
お
よ
び
８
．
５
．
３
参
照
）
 

  g)
 
前
回
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
５
．
６
．
３
参
照
） 

h）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
変
更
 

i
) 
改
善
の
た
め
の
提
案
 

   

５
．
６
．
３

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
事
項
に
関
す
る
決
定
お
よ
び
処
置
す

べ
て
を
含
め
る
。
 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
の
改
善

 

 b)
 
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
に
か
か
わ
る
改
善

 

c)
 
資
源
の
必
要
性

 

      

６
．
資
源
の
運
用
管
理

 

   ５
．
６
．
２
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
に
用
い
る
情
報
 

原
子
力
部
門
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
情
報
を
報
告
す
る
。 

a
) 
内
部
監
査
の
結
果
 

b
) 
原
子
力
部
門
が
外
部
の
組
織
ま
た
は
者
か
ら
監
査
、
評
価
を
受
け
る
外
部
監
査
（
安
全
文
化
の
外

部
評
価
を
含
む
。）
の
結
果

(外
部
監
査
を
受
け
た
場
合
に
限
る
。
)、
地
域
住
民
の
意
見
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
意
見
等
を
含
む
、
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
の
意
見
 

c
) 
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
状
況
（

J
IS

 
Q9

00
1
の
「
プ
ロ
セ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ら
び
に
製
品
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
の
適
合
の
状
況
」
お
よ
び
「
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
で
得
ら
れ
た
結
果
」
に
相
当
す

る
も
の
を
い
う
。
）
 

d
) 
使
用
前
事
業
者
検
査
お
お
び
定
期
事
業
者
検
査
（
以
下
、
「
使
用
前
事
業
者
検
査
等
」
と
い
う
。
）

な
ら
び
に
自
主
検
査
等
の
結
果

 

こ
こ
で
「
自
主
検
査
等
」
と
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
判
定
す
る
た
め
、
原
子
力
部
門
が

使
用
前
事
業
者
検
査
等
の
ほ
か
に
自
主
的
に
行
う
、
合
否
判
定
基
準
の
あ
る
検
証
、
妥
当
性
確
認
、

監
視
測
定
、
試
験
お
よ
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
も
の
を
い
う
。
 

e
) 
品
質
目
標
の
達
成
状
況
 

f
) 
健
全
な
安
全
文
化
の
育
成
お
よ
び
維
持
の
状
況
（
内
部
監
査
に
よ
る
安
全
文
化
の
育
成
お
よ
び
維

持
の
取
組
状
況
に
係
る
評
価
の
結
果
な
ら
び
に
管
理
者
に
よ
る
安
全
文
化
に
つ
い
て
の
弱
点
の

あ
る
分
野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
に
係
る
自
己
評
価
の
結
果
を
含
む
。
）
 

g
) 
関
係
法
令
の
遵
守
状
況
 

h
) 
不
適
合
な
ら
び
に
是
正
処
置
お
よ
び
未
然
防
止
処
置
の
状
況
（
原
子
力
部
門
の
内
外
で
得
ら
れ
た

知
見
（
技
術
的
な
進
歩
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
を
含
む
。）
、
な
ら
び
に
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
含
む
。）

 

i
) 
従
前
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
受
け
て
講
じ
た
措
置
 

j
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
変
更
 

k
) 
原
子
力
部
門
ま
た
は
要
員
か
ら
の
改
善
の
た
め
の
提
案
 

l
) 
資
源
の
妥
当
性
 

m
) 
保
安
活
動
の
改
善
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
（
品
質
方
針
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
原
子
力

部
門
の
内
外
の
課
題
を
明
確
に
し
、
当
該
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
含
む
。）
の
実
効
性
 

５
．
６
．
３
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
受
け
て
行
う
措
置
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
受
け
て
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
決
定
す
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
の
実
効
性
の
維
持
に
必
要
な
改
善
（
改
善
の
機

会
を
得
て
実
施
さ
れ
る
原
子
力
部
門
の
業
務
遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
い
う
。）

 

b
) 
個
別
業
務
に
関
す
る
計
画
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
に
関
連
す
る
保
安
活
動
の
改
善
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
維
持
お
よ
び
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
必
要
な
資

源
 

d
) 
健
全
な
安
全
文
化
の
育
成
お
よ
び
維
持
に
関
す
る
改
善
（
安
全
文
化
に
つ
い
て
の
弱
点
の
あ
る
分

野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
改
善
策
の
検
討
を
含
む
。）

 

e
) 
関
係
法
令
の
遵
守
に
関
す
る
改
善
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、

(1
)の
決
定
を
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

６
．
資
源
の
管
理
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

６
．
１

 
資
源
の
提
供

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
表
１
３
９
－
２
の
６
．
１
項
、
６
．
２
項
お
よ
び

７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
提
供
す
る
。
 

     ６
．
３

 
原
子
炉
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
原
子
炉
施
設
を
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項

に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
維
持
管
理
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
表
１
３
９
－
２
の
７
．

１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
維
持
す
る
。
 

６
．
４

 
作
業
環
境

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
作
業
環
境
を
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項
に

係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
し
、
運
営
管
理
す
る
。
 

 ６
．
２

 
人
的
資
源

 

６
．
２
．
１

 一
般

 

原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要
員
は
、
適
切
な
教
育
、
訓
練
、
技
能
お
よ
び

経
験
を
判
断
の
根
拠
と
し
て
力
量
を
有
す
る
。
 

６
．
２
．
２
 力
量
、
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
２
の
５
．
４
項
お
よ
び
６
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次

の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

a)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要
員
に
必
要
な
力
量
を
明
確
に
す
る
。
 

b)
 
必
要
な
力
量
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
､そ
の
必
要
な
力
量
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
教
育
・
訓
練
を
行
う
か
、
ま
た
は
他
の
処
置
を
と
る
。
 

c)
 
教
育
・
訓
練
ま
た
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。
 

d)
 
原
子
力
部
門
の
要
員
が
、
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意
味
お
よ
び
重
要
性
を
認
識
し
、
品
質
目
標
の
達

成
に
向
け
て
自
ら
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

  e)
 
教
育
、
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す
る
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参

照
）
 

７
．
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
 

７
．
１

 
業
務
の
計
画
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
お
よ
び
表
１
３
９
－
２
の
７
．

１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
基
づ
き
、
保
安
活
動
に
関
す
る
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
、
構
築

す
る
。
 

(2
) 
業
務
の
計
画
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
そ
の
他
の
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
事
項
と
整
合
を
と

る
。
（
４
．
１
参
照
）
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
に
当
た
っ
て
、
次
の
各
事
項
に
つ
い
て
適
切
に
明
確
化
す
る
。

 

な
お
、
d
)に
つ
い
て
は
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。

 

  

６
．
１

 資
源
の
確
保
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
の
安
全
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
資
源
を
表
１
３

９
－
２
の
６
．
１
項
、
６
．
２
項
お
よ
び
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
定
め
（
本
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
の
事
項
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
を
特
定
し
た
上
で
、
原
子
力
部

門
の
内
部
で
保
持
す
べ
き
資
源
と
原
子
力
部
門
の
外
部
か
ら
調
達
で
き
る
資
源
（
組
織
の
外
部
か
ら
調
達

す
る
者
を
含
む
。
）
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
い
う
。）
、
こ
れ
を
確
保
し
、
お
よ
び
管
理

す
る
。
 

a
) 
要
員
 

b
) 
個
別
業
務
に
必
要
な
施
設
、
設
備
、
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
（

JI
S 

Q
90
0
1
の
「
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
」
を
い
う
。）

 

   c
) 
作
業
環
境
（
作
業
場
所
の
放
射
線
量
、
温
度
、
照
度
、
狭
小
の
程
度
等
の
作
業
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
事
項
を
含
む
。）

 

 d
) 
そ
の
他
必
要
な
資
源
 

６
．
２

 要
員
の
力
量
の
確
保
お
よ
び
教
育
訓
練
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
の
実
施
に
必
要
な
技
能
お
よ
び
経
験
を
有
し
、
意
図
し
た
結
果
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
技
能
な
ら
び
に
そ
れ
を
適
用
す
る
能
力
（
以
下
、「
力
量
」
と
い
う
。

ま
た
、
力
量
に
は
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
す
る
技
術
的
、
人
的
お
よ
び
組
織
的
側
面
に
関
す
る
知
識

を
含
む
。
）
が
実
証
さ
れ
た
者
を
要
員
に
充
て
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
要
員
の
力
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
表
１
３
９

－
２
の
５
．
４
項
お
よ
び
６
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。
 

a
) 
要
員
に
ど
の
よ
う
な
力
量
が
必
要
か
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
。
 

b
) 
要
員
の
力
量
を
確
保
す
る
た
め
に
教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
（
必
要
な
力
量
を
有
す
る
要
員
を
新

た
に
配
属
し
、
ま
た
は
雇
用
す
る
こ
と
を
含
む
。）
を
講
ず
る
こ
と
。
 

c
) 
教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
の
実
効
性
を
評
価
す
る
こ
と
。

 

d
) 
要
員
が
自
ら
の
個
別
業
務
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

(
a)
 品
質
目
標
の
達
成
に
向
け
た
自
ら
の
貢
献
 

(
b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
維
持
す
る
た
め
の
自
ら
の
貢
献
 

(
c)
 原
子
力
の
安
全
に
対
す
る
当
該
個
別
業
務
の
重
要
性
 

e
) 
要
員
の
力
量
お
よ
び
教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

７
．
個
別
業
務
に
関
す
る
計
画
の
策
定
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
 

７
．
１

 個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
１
の
４
．
２
．
３
項
お
よ
び
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社

内
標
準
に
基
づ
き
、
個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
を
策
定
す
る
（
４
．
１
(
2)

c)
を

考
慮
し
て
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
含
む
。）
と
と
も
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
計
画
と
当
該
個
別
業
務
以
外
の
プ
ロ
セ
ス
に
係
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項

と
の
整
合
性
（
業
務
計
画
を
変
更
す
る
場
合
の
整
合
性
を
含
む
。
）
を
確
保
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
に
関
す
る
計
画
（
以
下
、「
個
別
業
務
計
画
」
と
い
う
。）
の
策
定
ま
た

は
変
更
（
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
組
織
の
変
更
（
累
積
的
な
影
響
が
生
じ
得
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
組
織
の
軽

微
な
変
更
を
含
む
。）
を
含
む
。
）
を
行
う
に
あ
た
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
確
に
す
る
。

 

a
) 
個
別
業
務
計
画
の
策
定
ま
た
は
変
更
の
目
的
お
よ
び
当
該
計
画
の
策
定
ま
た
は
変
更
に
よ
り
起

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

  a)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
品
質
目
標
お
よ
び
要
求
事
項

 

b)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
特
有
な
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
文
書
の
確
立
の
必
要
性
、
な
ら
び
に
資
源
の

提
供
の
必
要
性

 

c)
 
そ
の
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
た
め
の
検
証
、
妥
当
性
確
認
、
監
視
、
測
定
、
検
査
お
よ
び
試
験
活

動
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
合
否
判
定
基
準
 

d
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
そ
の
結
果
が
、
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
実

証
す
る
た
め
に
必
要
な
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
4)
 こ
の
計
画
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
原
子
力
部
門
の
運
営
方
法
に
適
し
た
形
式
に
す
る
。

 

 ７
．
２

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 

７
．
２
．
１

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
明
確
化
 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
で
明
確
に
す
る
。
 

b)
 
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
不
可
欠
な
要
求
事
項

 

 a)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項

 

c)
 
原
子
力
部
門
が
必
要
と
判
断
す
る
追
加
要
求
事
項
す
べ
て
 

７
．
２
．
２
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー

は
、
そ
の
要
求
事
項
を
適
用
す
る
前
に
実
施
す
る
。
 

(
2)

 
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

 

a)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 

b)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
以
前
に
提
示
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合
に
は
、
そ

れ
に
つ
い
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
 

c)
 
原
子
力
部
門
が
、
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す
能
力
を
も
っ
て
い
る
。

 

 

(3
) 
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の
記
録
を
維

持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
4)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
書
面
で
示
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
そ

の
要
求
事
項
を
適
用
す
る
前
に
確
認
す
る
。
 

(
5)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
関
連
す

る
文
書
と
し
て
業
務
の
計
画
を
修
正
す
る
。
ま
た
、
変
更
後
の
要
求
事
項
が
、
関
連
す
る
要
員
に
理

解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

７
．
２
．
３

 外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
関
し
て
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
効
果
的
な

方
法
を
表
１
３
９
－
２
の
７
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
で
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。

 

       

こ
り
得
る
結
果
（
当
該
変
更
に
よ
る
原
子
力
の
安
全
へ
の
影
響
の
程
度
の
分
析
お
よ
び
評
価
、
な

ら
び
に
当
該
分
析
お
よ
び
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
を
含
む
。
）
 

b
) 
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
係
る
品
質
目
標
お
よ
び
個
別
業
務
等
要
求
事
項
 

c
) 
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
固
有
の
プ
ロ
セ
ス
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
お
よ
び
資
源

 

 d
) 
使
用
前
事
業
者
検
査
等
、
検
証
、
妥
当
性
確
認
お
よ
び
監
視
測
定
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
個
別
業
務

等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
判
定
す
る
た
め
の
基
準
（
以
下
、「
合
否
判
定
基
準
」
と
い
う
。
）
 

e
) 
個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
当
該
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
し
た
結
果
が
個
別
業
務
等
要
求

事
項
に
適
合
す
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
必
要
な
記
録

 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
策
定
し
た
個
別
業
務
計
画
を
、
そ
の
個
別
業
務
の
作
業
方
法
に
適
し
た
も
の
と
す

る
。
 

７
．
２

 個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 

７
．
２
．
１
 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
し
て
明
確
に
す
べ
き
事
項
 

原
子
力
部
門
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
し
て
明
確
に
定
め
る
。

 

a
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
が
明
示
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
必
要
な

要
求
事
項
 

b
) 
関
係
法
令
 

c
) 
a)
お
よ
び

b)
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
子
力
部
門
が
必
要
と
す
る
要
求
事
項
 

７
．
２
．
２
 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
審
査

 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
個
別
業
務

等
要
求
事
項
の
審
査
を
実
施
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
審
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
確

認
す
る
。
 

a
) 
当
該
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 

b
) 
当
該
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
相
違
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
相
違
点
が
解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

c
) 
原
子
力
部
門
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
す
る
た
め
の
能
力
を

有
し
て
い
る
こ
と
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
審
査
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に

係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

  (
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
関
連
す
る
文
書
が
改

訂
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
要
員
に
対
し
変
更
後
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
が
周
知

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

７
．
２
．
３
 
組
織
の
外
部
の
者
と
の
情
報
の
伝
達
等
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
か
ら
の
情
報
の
収
集
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
へ

の
情
報
の
伝
達
の
た
め
に
、
次
の
事
項
を
含
む
、
実
効
性
の
あ
る
方
法
を
表
１
３
９
－
２
の
７
．
２
．
３

項
に
係
る
社
内
標
準
で
明
確
に
定
め
、
こ
れ
を
実
施
す
る
。

 

a
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
と
効
果
的
に
連
絡
し
、
適
切
に
情
報
を
通
知
す
る
方
法
 

b
) 
予
期
せ
ぬ
事
態
に
お
け
る
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
と
の
時
宜
を
得
た
効
果
的
な
連
絡
方
法
 

c
) 
原
子
力
の
安
全
に
関
連
す
る
必
要
な
情
報
を
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
に
確
実
に
提
供
す
る
方

法
 

d
) 
原
子
力
の
安
全
に
関
連
す
る
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
の
懸
念
や
期
待
を
把
握
し
、
意
思
決
定
に

お
い
て
適
切
に
考
慮
す
る
方
法
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

７
．
３

 
設
計
・
開
発
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。 

７
．
３
．
１

 設
計
・
開
発
の
計
画

 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
設
計
・
開
発
の
計
画
を
策
定
し
、
管
理
す
る
。
 

      (
2)

 
設
計
・
開
発
の
計
画
に
お
い
て
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
明
確
に
す
る
。
 

a)
 
設
計
・
開
発
の
段
階
 

 b)
 
設
計
・
開
発
の
各
段
階
に
適
し
た
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認

 

 c)
 
設
計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。
）
お
よ
び

権
限
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
な
割
当
て

を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
設
計
・
開
発
に
関
与
す
る
グ
ル
ー
プ
間
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
運
営
管
理
す

る
。
 

(
4)
 設
計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
、
策
定
し
た
計
画
を
適
切
に
更
新
す
る
。

 

 ７
．
３
．
２
 設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．

４
参
照
）
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。
 

a)
 
機
能
お
よ
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項
 

c)
 
適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
以
前
の
類
似
し
た
設
計
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
 

 b)
 
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

d)
 
設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事
項

 

(
2)
 原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
切
性
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、

承
認
す
る
。
要
求
事
項
は
、
漏
れ
が
な
く
、
あ
い
ま
い
で
な
く
、
相
反
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。 

７
．
３
．
３

 設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

(1
) 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
対
比
し
た
検
証
を
行
う

の
に
適
し
た
形
式
と
す
る
。
ま
た
、
リ
リ
ー
ス
の
前
に
、
承
認
を
受
け
る
。
 

  (
2)

 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
次
の
状
態
と
す
る
。
 

a
)
 設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す
。

 

b
)
 調
達
、
業
務
の
実
施
（
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
含
む
。）
に
対
し
て
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
。
 

 c)
 
関
係
す
る
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
を
含
む
か
、
ま
た
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
 

d
) 
安
全
な
使
用
お
よ
び
適
正
な
使
用
に
不
可
欠
な
原
子
炉
施
設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。

 

 

７
．
３
．
４

 設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
 

７
．
３

 設
計
開
発
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。 

７
．
３
．
１
 
設
計
開
発
計
画

 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
（
専
ら
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
用
い
る
た
め
の
設
計
開
発
に
限
る
。
）
の

計
画
（
以
下
、「
設
計
開
発
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る
（
不
適
合
お
よ
び
予
期
せ
ぬ
事
象
の
発
生

等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
活
動
（
４
．
１
(
2)
c
)の
事
項
を
考
慮
し
て
行
う
も
の
を
含
む
。）
を
行

う
こ
と
を
含
む
。）
と
と
も
に
、
設
計
開
発
を
管
理
す
る
。

 

こ
の
設
計
開
発
に
は
、
設
備
、
施
設
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
手
順
書
等
に
関
す
る
設
計
開
発
を
含

む
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
の
た
め
に
重
要
な
手
順
書
等
の
設
計
開
発
に
つ
い
て
は
、

新
規
制
定
の
場
合
に
加
え
、
重
要
な
変
更
が
あ
る
場
合
に
も
行
う
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
確
に
す
る
。
 

 a
) 
設
計
開
発
の
性
質
、
期
間
お
よ
び
複
雑
さ
の
程
度
 

b
) 
設
計
開
発
の
各
段
階
に
お
け
る
適
切
な
審
査
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
の
方
法
な
ら
び
に
管
理

体
制
 

c
) 
設
計
開
発
に
係
る
部
門
お
よ
び
要
員
の
責
任
お
よ
び
権
限

 

d
) 
設
計
開
発
に
必
要
な
原
子
力
部
門
の
内
部
お
よ
び
外
部
の
資
源
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
実
効
性
の
あ
る
情
報
の
伝
達
な
ら
び
に
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
な
割
当
て
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
設
計
開
発
に
関
与
す
る
各
者
間
の
連
絡
を
管
理
す
る
。
 

 (
4)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
設
計
開
発
計
画
を
、
設
計
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
適
切

に
変
更
す
る
。

 

７
．
３
．
２
 
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
と
し
て
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ

る
も
の
を
明
確
に
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

a
) 
機
能
お
よ
び
性
能
に
係
る
要
求
事
項
 

b
) 
従
前
の
類
似
し
た
設
計
開
発
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
と

し
て
適
用
可
能
な
も
の
 

c
) 
関
係
法
令
 

d
) 
そ
の
他
設
計
開
発
に
必
要
な
要
求
事
項
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
承
認
す
る
。

 

 ７
．
３
．
３
 
設
計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報

 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報
を
、
設
計
開
発
に
用
い
た
情
報
と
対
比
し
て
検
証

す
る
こ
と
が
で
き
る
形
式
に
よ
り
管
理
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
次
の
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
に
進
む
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
設

計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報
を
承
認
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
に
係
る
情
報
を
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。 

a
) 
設
計
開
発
に
係
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

b
) 
調
達
、
機
器
等
の
使
用
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
の
た
め
に
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
 

c
) 
合
否
判
定
基
準
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

d
) 
機
器
等
を
安
全
か
つ
適
正
に
使
用
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
当
該
機
器
等
の
特
性
が
明
確
で
あ
る

こ
と
。
 

７
．
３
．
４
 
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

(1
) 
設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を
目
的
と
し
て
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
（
７
．

３
．
１
参
照
）
体
系
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
 

a)
 
設
計
・
開
発
の
結
果
が
、
要
求
事
項
を
満
た
せ
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
。

 

b)
 
問
題
を
明
確
に
し
、
必
要
な
処
置
を
提
案
す
る
。

 

 

(
2)

 
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
参
加
者
に
は
、
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
設
計
・
開
発
段
階
に
関
連
す
る
部

門
を
代
表
す
る
者
お
よ
び
当
該
設
計
・
開
発
に
係
る
専
門
家
を
含
め
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記

録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

 ７
．
３
．
５

 設
計
・
開
発
の
検
証

 

(
1)

 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
て
い
る
要
求

事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
（
７
．
３
．
１
参
照
）

検
証
を
実
施
す
る
。
 

 

こ
の
検
証
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

(
2)

 
設
計
・
開
発
の
検
証
は
、
原
設
計
者
以
外
の
者
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
。
 

７
．
３
．
６

 設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(1
) 
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
原
子
炉
施
設
が
、
指
定
さ
れ
た
用
途
ま
た
は
意
図
さ
れ
た
用
途
に
応
じ
た
要

求
事
項
を
満
た
し
得
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
し
た
方
法
（
７
．
３
．
１
参
照
）
に
従
っ

て
、
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 (
2)

 
実
行
可
能
な
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
原
子
炉
施
設
の
使
用
前
に
、
妥
当
性
確
認
を
完
了
す
る
。
 

 (
3)
 妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

７
．
３
．
７

 設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
 

(1
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
を
明
確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 (2
) 
変
更
に
対
し
て
、
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
を
適
切
に
行
い
、
そ
の
変
更
を
実
施
す
る

前
に
承
認
す
る
。

 

(3
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
、
そ
の
変
更
が
、
当
該
の
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
要
素
お

よ
び
関
連
す
る
原
子
炉
施
設
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
材
料
ま
た
は
部

品
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
を
含
む
。
）
を
含
め
る
。
 

(
4)
 変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．

２
．
４
参
照
）

 

７
．
４

 
調
達
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。 

７
．
４
．
１

 調
達
プ
ロ
セ
ス

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
規
定
さ
れ
た
調
達
要
求
事
項
に
、
調
達
製
品
が
適
合
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

  (2
) 
供
給
者
お
よ
び
調
達
製
品
に
対
す
る
管
理
の
方
式
お
よ
び
程
度
は
、
調
達
製
品
が
、
原
子
力
安
全
に

及
ぼ
す
影
響
に
応
じ
て
定
め
る
。
 

 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
目
的
と
し
た
体
系
的
な
審
査
（
以
下
、「
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
。
 

a
) 
設
計
開
発
の
結
果
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
。

 

b
) 
設
計
開
発
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
問
題
の
内
容
を
明
確
に
し
、
必
要
な
措
置
を

提
案
す
る
こ
と
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
に
、
当
該
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
設
計

開
発
段
階
に
関
連
す
る
部
門
の
代
表
者
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
に
係
る
専
門
家
を
参
加
さ
せ
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に

基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

７
．
３
．
５
 
設
計
開
発
の
検
証
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
が
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
状
態
を
確
保
す

る
た
め
に
、
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
検
証
を
実
施
す
る
（
設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
プ
ロ
セ
ス
の
次

の
段
階
に
移
行
す
る
前
に
、
当
該
設
計
開
発
に
係
る
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
の
確
認
を

行
う
こ
と
を
含
む
）。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
当
該
検
証
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ

た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
当
該
設
計
開
発
を
行
っ
た
要
員
に
当
該
設
計
開
発
の
検
証
を
さ
せ
な
い
。
 

７
．
３
．
６
 
設
計
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
結
果
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、

設
計
開
発
計
画
に
従
っ
て
、
当
該
設
計
開
発
の
妥
当
性
確
認
（
以
下
、「
設
計
開
発
妥
当
性
確
認
」
と
い

う
。
）
を
実
施
す
る
（
機
器
等
の
設
置
後
で
な
け
れ
ば
妥
当
性
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

お
い
て
、
当
該
機
器
等
の
使
用
を
開
始
す
る
前
に
、
設
計
開
発
妥
当
性
確
認
を
行
う
こ
と
を
含
む
）。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
設
計
開
発

妥
当
性
確
認
を
完
了
す
る
。

 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
妥
当
性
確
認
の
結

果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

７
．
３
．
７
 
設
計
開
発
の
変
更
の
管
理
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
変
更
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
変
更
の
内
容
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
変
更
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
変
更
を
行
う
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
査
、
検
証
お
よ
び
妥
当

性
確
認
を
行
い
、
変
更
を
承
認
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
開
発
の
変
更
の
審
査
に
お
い
て
、
設
計
開
発
の
変
更
が
原
子
炉
施
設
に
及
ぼ

す
影
響
の
評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
材
料
ま
た
は
部
品
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
を
含
む
。
）

を
行
う
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
2)
の
審
査
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
そ
の
結
果
に
基

づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

７
．
４

 調
達

 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。 

７
．
４
．
１
 
調
達
プ
ロ
セ
ス

 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
す
る
物
品
ま
た
は
役
務
（
以
下
、「
調
達
物
品
等
」
と
い
う
。
）
が
、
自
ら
規

定
す
る
調
達
物
品
等
に
係
る
要
求
事
項
（
以
下
、「
調
達
物
品
等
要
求
事
項
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る

よ
う
に
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
お
よ
び
調
達
物
品
等
に

適
用
さ
れ
る
管
理
の
方
法
（
調
達
物
品
等
が
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
適
切
な
方
法
（
機
器
単
位
の
検
証
、
調
達
物
品
等
の
妥
当
性
確
認
等
の
方
法

 ）
を
い
う
。
）
お
よ
び

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

     (3
) 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
が
原
子
力
部
門
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
調
達
製
品
を
供
給
す
る
能
力
を
判

断
の
根
拠
と
し
て
、
供
給
者
を
評
価
し
、
選
定
す
る
。
選
定
、
評
価
お
よ
び
再
評
価
の
基
準
を
定
め
る
。 

 (4
) 
評
価
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
評
価
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す

る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

(5
) 
原
子
力
部
門
は
､
調
達
製
品
の
調
達
後
に
お
け
る
､
維
持
ま
た
は
運
用
に
必
要
な
保
安
に
係
る
技
術

情
報
の
取
得
お
よ
び
そ
れ
ら
を
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
場
合
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
管

理
方
法
を
定
め
る
｡ 

 

７
．
４
．
２
 調
達
要
求
事
項
 

(1
) 
調
達
要
求
事
項
で
は
、
調
達
製
品
に
関
す
る
要
求
事
項
を
明
確
に
し
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る

も
の
を
含
め
る
。
 

a)
 
製
品
、
手
順
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
設
備
の
承
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

b)
 
要
員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

c)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
要
求
事
項
 

d)
 
不
適
合
の
報
告
お
よ
び
処
理
に
関
す
る
要
求
事
項

 

 e)
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
必
要
な
要
求
事
項
 

      

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
に
伝
達
す
る
前
に
、
規
定
し
た
調
達
要
求
事
項
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
調
達
製
品
の
供
給
者
に
対
し
、
調
達
要
求
事

項
へ
の
適
合
状
況
を
記
録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

７
．
４
．
３

 調
達
製
品
の
検
証
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
が
、
規
定
し
た
調
達
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る

た
め
に
、
必
要
な
検
査
ま
た
は
そ
の
他
の
活
動
を
定
め
て
、
実
施
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
が
、
供
給
者
先
で
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
そ
の

検
証
の
要
領
お
よ
び
調
達
製
品
の
リ
リ
ー
ス
の
方
法
を
調
達
要
求
事
項
の
中
で
明
確
に
す
る
。
 

 

７
．
５

 
業
務
の
実
施
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１

 
参
照
）
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

７
．
５
．
１

 業
務
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
を
管
理
さ
れ
た
状
態
で
実
施
す
る
。
管
理
さ
れ
た
状
態
に
は
、
次
の
事
項
の

う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め
る
。
 

a)
 
原
子
力
安
全
と
の
係
わ
り
を
述
べ
た
情
報
が
利
用
で
き
る
。

 

程
度
を
定
め
る
。
こ
こ
で
、
管
理
の
方
法
お
よ
び
程
度
に
は
、
力
量
を
有
す
る
者
を
原
子
力
部
門
の
外

部
か
ら
確
保
す
る
際
に
、
外
部
へ
の
業
務
委
託
の
範
囲
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
文
書
に
明
確
に
定
め
る

こ
と
を
含
む
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
産
業
用
工
業
品
に
つ
い
て
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者

等
か
ら
必
要
な
情
報
を
入
手
し
当
該
一
般
産
業
用
工
業
品
が
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
管
理
の
方
法
お
よ
び
程
度
を
定
め
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
従
い
、
調
達
物
品
等
を
供
給
す
る
能
力
を
根
拠
と
し
て

調
達
物
品
等
の
供
給
者
を
評
価
し
、
選
定
す
る
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
評
価
お
よ
び
選
定
に
係
る
判
定
基
準
を
定
め
る
。

 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
3)
の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に

係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
を
調
達
す
る
場
合
に
は
、
個
別
業
務
計
画
に
お
い
て
、
適
切
な
調
達

の
実
施
に
必
要
な
事
項
（
当
該
調
達
物
品
等
の
調
達
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
維
持
ま
た
は
運
用
に
必
要

な
技
術
情
報
（
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
取
得
お
よ
び
当
該
情
報
を
他
の
原
子

力
事
業
者
等
と
共
有
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）
を
定
め
る
｡ 

７
．
４
．
２
 
調
達
物
品
等
要
求
事
項
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
に
関
す
る
情
報
に
、
次
に
掲
げ
る
調
達
物
品
等
要
求
事
項
の
う
ち
、

該
当
す
る
も
の
を
含
め
る
。

 

a
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
設
備
に
係
る
要
求
事
項
 

b
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
要
員
の
力
量
に
係
る
要
求
事
項

 

c
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
 

d
) 
調
達
物
品
等
の
不
適
合
の
報
告
（
偽
造
品
ま
た
は
模
造
品
等
の
報
告
を
含
む
。
）
お
よ
び
処
理
に

係
る
要
求
事
項

 

e
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
が
健
全
な
安
全
文
化
を
育
成
し
、
お
よ
び
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
要
求

事
項
 

f
) 
一
般
産
業
用
工
業
品
を
機
器
等
に
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
評
価
に
必
要
な
要
求
事
項

 

g
) 
そ
の
他
調
達
物
品
等
に
必
要
な
要
求
事
項
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
要
求
事
項
と
し
て
、
原
子
力
部
門
が
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
工
場

等
に
お
い
て
使
用
前
事
業
者
検
査
等
そ
の
他
の
個
別
業
務
を
行
う
際
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
職
員

に
よ
る
当
該
工
場
等
へ
の
立
入
り
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
に
対
し
調
達
物
品
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
に
あ
た

り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
調
達
物
品
等
要
求
事
項
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
に
対
し
、
調
達
物

品
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
状
況
を
記
録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

７
．
４
．
３
 
調
達
物
品
等
の
検
証
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
が
調
達
物
品
等
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必

要
な
検
証
の
方
法
を
定
め
、
実
施
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
工
場
等
に
お
い
て
調
達
物
品
等
の
検
証
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
検
証
の
実
施
要
領
お
よ
び
調
達
物
品
等
の
供
給
者
か
ら
の
出
荷
の
可
否
の
決

定
の
方
法
に
つ
い
て
調
達
物
品
等
要
求
事
項
の
中
で
明
確
に
定
め
る
。

 

７
．
５

 個
別
業
務
の
管
理
 

 ７
．
５
．
１
 
個
別
業
務
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
計
画
に
基
づ
き
、
個
別
業
務
を
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
個
別
業
務
の
内

容
等
か
ら
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）
に
適
合
す
る
よ
う
に
実
施
す
る
。
 

a
) 
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
に
必
要
な
情
報
（
保
安
の
た
め
に
使
用
す
る
機
器
等
ま
た
は
実
施
す

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

  b)
 
必
要
に
応
じ
て
、
作
業
手
順
が
利
用
で
き
る
。

 

c)
 
適
切
な
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。

 

d)
 
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
、
使
用
し
て
い
る
。

 

 e)
 
監
視
お
よ
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

f
) 
業
務
の
リ
リ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

 

７
．
５
．
２
 業
務
の
実
施
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
 

(
1)
 業
務
の
実
施
の
過
程
で
結
果
と
し
て
生
じ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
そ
れ
以
降
の
監
視
ま
た
は
測
定
で

検
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
、
そ
の
結
果
､
業
務
が
実
施
さ
れ
た
後
で
し
か
不
具
合
が
顕
在
化
し
な
い

場
合
に
は
､原
子
力
部
門
は
、
そ
の
業
務
の
該
当
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を
行
う
。
 

(
2)
 
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
出
せ
る
こ
と
を
実
証
す

る
。
 

  

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
ん
だ
手

続
き
を
確
立
す
る
。
 

a)
 
プ
ロ
セ
ス
の
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
承
認
の
た
め
の
明
確
な
基
準

 

b)
 
設
備
の
承
認
お
よ
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

c)
 
所
定
の
方
法
お
よ
び
手
順
の
適
用
 

d)
 
記
録
に
関
す
る
要
求
事
項
（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

e)
 
妥
当
性
の
再
確
認
 

 

７
．
５
．
３

 識
別
お
よ
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
 

(1
) 
必
要
な
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
の
全
過
程
に
お
い
て
、
適
切
な
手

段
に
よ
り
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
を
識
別
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
の
全
過
程
に
お
い
て
､
監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求
事
項

に
関
連
し
て
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
識
別
す
る
。

 

(
3)
 ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
求
事
項
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
業
務
・
原
子
炉
施
設

に
つ
い
て
一
意
の
識
別
を
管
理
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

  ７
．
５
．
４

 原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
原
子
力
部
門
の
管
理
下
に
あ
る
間
、

注
意
を
払
い
、
必
要
に
応
じ
て
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
 参
照
）
 

 

７
．
５
．
５

 調
達
製
品
の
保
存

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
検
証
後
、
受
入
か
ら
据
付
（
使
用
）
ま
で
の
間
、
要
求
事
項
へ
の
適

合
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
達
製
品
を
保
存
す
る
。
こ
の
保
存
に
は
、
該
当
す
る
場
合
、
識
別
、
取
扱
い
、

包
装
、
保
管
お
よ
び
保
護
を
含
め
る
。
保
存
は
、
取
替
品
、
予
備
品
に
も
適
用
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
保
存
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
５
．
５
項
に

係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。

 

７
．
６

 
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
の
管
理
 

る
個
別
業
務
の
特
性
、
お
よ
び
、
当
該
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
よ
り
達
成
す

べ
き
結
果
を
含
む
。）
が
利
用
で
き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。
 

b
) 
手
順
書
等
が
必
要
な
時
に
利
用
で
き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。

 

c
) 
当
該
個
別
業
務
に
見
合
う
設
備
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。

 

d
) 
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
が
利
用
で
き
る
体
制
に
あ
り
、
か
つ
、
当
該
設
備
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
。
 

e
) 
８
．
２
．
３
項
に
基
づ
き
監
視
測
定
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
 

f
) 
本
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
に
基
づ
き
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
 

７
．
５
．
２
 
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
降
の
監
視
測
定
で
は
当

該
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
個
別
業
務
が
実
施
さ
れ
た
後
に
の
み
不
適

合
そ
の
他
の
事
象
が
明
確
に
な
る
場
合
を
含
む
。）
に
お
い
て
は
、
妥
当
性
確
認
を
行
う
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
プ
ロ
セ
ス
が
個
別
業
務
計
画
に
定
め
た
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
、

(1
)
の
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
実
証
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
妥
当
性
確
認
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す

る
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
妥
当
性
確
認
の
対
象
と
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項

（
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
等
か
ら
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）
を
明
確
に
す
る
。
 

a
) 
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
審
査
お
よ
び
承
認
の
た
め
の
判
定
基
準

 

b
) 
妥
当
性
確
認
に
用
い
る
設
備
の
承
認
お
よ
び
要
員
の
力
量
を
確
認
す
る
方
法
 

  c
) 
妥
当
性
確
認
（
対
象
と
な
る
個
別
業
務
計
画
の
変
更
時
の
再
確
認
お
よ
び
一
定
期
間
が
経
過
し
た

後
に
行
う
定
期
的
な
再
確
認
を
含
む
。）
の
方
法
 

７
．
５
．
３
 
識
別
管
理
お
よ
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
計
画
お
よ
び
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

適
切
な
手
段
に
よ
り
、
機
器
等
お
よ
び
個
別
業
務
の
状
態
を
識
別
し
、
管
理
す
る
。
 

  (
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
履
歴
、

適
用
ま
た
は
所
在
を
追
跡
で
き
る
状
態
を
い
う
。
）
の
確
保
が
個
別
業
務
等
要
求
事
項
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
を
識
別
し
、
こ
れ
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
管
理

す
る
。
 

７
．
５
．
４
 
組
織
の
外
部
の
者
の
物
品
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
の
物
品
（
JI
S 

Q
90

01
の
「
顧
客
ま
た
は
外
部
提
供
者
の

所
有
物
」
を
い
う
。）
を
所
持
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管

理
す
る
。
 

７
．
５
．
５
 
調
達
物
品
の
管
理
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
し
た
物
品
が
使
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
物
品
を
調
達
物
品
等
要
求
事
項

に
適
合
す
る
よ
う
に
管
理
（
識
別
表
示
、
取
扱
い
、
包
装
、
保
管
お
よ
び
保
護
を
含
む
。）
す
る
。
 

 (
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
物
品
の
管
理
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
５
．
５
項
に

係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。

 

７
．
６

 監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
管
理
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

(
1)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
実
証
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門
は
、

実
施
す
べ
き
監
視
お
よ
び
測
定
を
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項
お
よ
び
８
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内

標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
を
表
１
３

９
－
２
の
７
．
６
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
 

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求
事
項
と
の
整
合
性
を
確
保
で
き
る
方
法
で
監
視
お
よ

び
測
定
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社

内
標
準
に
お
い
て
確
立
す
る
。
 

(
3)

 
測
定
値
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
測
定
機
器
に
関
し
、
次
の
事
項

を
満
た
す
。

 

a)
 
定
め
ら
れ
た
間
隔
ま
た
は
使
用
前
に
、
国
際
ま
た
は
国
家
計
量
標
準
に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
な
計
量
標

準
に
照
ら
し
て
校
正
も
し
く
は
検
証
、
ま
た
は
そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
標
準
が
存
在
し

な
い
場
合
に
は
、
校
正
ま
た
は
検
証
に
用
い
た
基
準
を
記
録
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 c)
 
校
正
の
状
態
を
明
確
に
す
る
た
め
に
識
別
を
行
う
。
 

b)
 
機
器
の
調
整
を
す
る
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
再
調
整
す
る
。

 

d)
 
測
定
し
た
結
果
が
無
効
に
な
る
よ
う
な
操
作
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

 

e)
 
取
扱
い
、
保
守
お
よ
び
保
管
に
お
い
て
、
損
傷
お
よ
び
劣
化
し
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。

 

さ
ら
に
、
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部

門
は
、
そ
の
測
定
機
器
で
そ
れ
ま
で
に
測
定
し
た
結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
記
録
す
る
。
（
４
．

２
．
４
参
照
）
 

原
子
力
部
門
は
、
そ
の
機
器
、
お
よ
び
影
響
を
受
け
た
業
務
・
原
子
炉
施
設
す
べ
て
に
対
し
て
、
適

切
な
処
置
を
と
る
。
校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

  

(
4)

 
規
定
要
求
事
項
に
か
か
わ
る
監
視
お
よ
び
測
定
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
う
場
合
に

は
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
意
図
し
た
監
視
お
よ
び
測
定
が
で
き
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

こ
の
確
認
は
、
最
初
に
使
用
す
る
の
に
先
立
っ
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
再
確
認
す

る
。
 

８
．
評
価
お
よ
び
改
善

 

８
．
１

 
一
般
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
の
た
め
に
必
要
と
な
る
監
視
、
測
定
、
分
析
お
よ
び
改
善
の
プ
ロ
セ
ス

を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
 

 

a)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実
証
す
る
。
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
を
確
実
に
す
る
。

 

c)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

(
2)
 こ
れ
に
は
、
統
計
的
手
法
を
含
め
、
適
用
可
能
な
方
法
、
お
よ
び
そ
の
使
用
の
程
度
を
決
定
す
る
こ

と
を
含
め
る
。

 

８
．
２

 
監
視
お
よ
び
測
定
 

８
．
２
．
１

 原
子
力
安
全
の
達
成

 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
、

原
子
力
安
全
を
達
成
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
外
部
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
に
つ
い

て
の
情
報
を
監
視
す
る
。
こ
の
情
報
の
入
手
お
よ
び
使
用
の
方
法
を
表
１
３
９
－
２
の
８
．
２
．
１
項
に

 (
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
の
実
証
に
必
要

な
監
視
測
定
お
よ
び
当
該
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
を
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項
、
７
．
６
項
、
お

よ
び
８
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
定
め
る
。
 

 (
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
(
1)
の
監
視
測
定
に
つ
い
て
、
実
施
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
監
視
測
定
に
係
る

要
求
事
項
と
整
合
性
の
と
れ
た
方
法
を
、
表
１
３
９
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
確

立
し
、
実
施
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
結
果
の
妥
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
監
視
測
定
の
た
め
に
必
要
な

設
備
を
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。
 

a
) 
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
（
７
．
１

(1
)
に
基
づ
き
定
め
た
計
画
に
基
づ
く
間
隔
を
い
う
。
）

で
、
ま
た
は
使
用
の
前
に
、
計
量
の
標
準
ま
で
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
な
方
法
（
当
該
計
量
の
標

準
が
存
在
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
校
正
ま
た
は
検
証
の
根
拠
に
つ
い
て
記
録
す
る
方
法
）
に

よ
り
校
正
ま
た
は
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

b
) 
校
正
の
状
態
が
明
確
に
な
る
よ
う
、
識
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

c
) 
所
要
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

d
) 
監
視
測
定
の
結
果
を
無
効
と
す
る
操
作
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

e
) 
取
扱
い
、
維
持
お
よ
び
保
管
の
間
、
損
傷
お
よ
び
劣
化
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
に
係
る
要
求
事
項
へ
の
不
適
合
が
判
明
し
た
場
合
に
お

い
て
は
、
従
前
の
監
視
測
定
の
結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
こ
れ
を
記
録
す
る
。
 

 (
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
(4
)の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
お
よ
び
(4

)の
不
適
合
に

よ
り
影
響
を
受
け
た
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ

を
管
理
す
る
。

 

(
7)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
に
お
い
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
そ
の
初

回
の
使
用
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
意
図
し
た
と
お
り
に
当
該
監
視
測
定
に

適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

  ８
．
評
価
お
よ
び
改
善
 

８
．
１

 監
視
測
定
、
分
析
、
評
価
お
よ
び
改
善
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
、
分
析
、
評
価
お
よ
び
改
善
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
（
取
り
組
む
べ
き
改
善

に
関
係
す
る
原
子
力
部
門
の
管
理
者
等
の
要
員
を
含
め
、
原
子
力
部
門
が
当
該
改
善
の
必
要
性
、
方
針
、

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
含
む
。）
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。

 

   (
2)
 原
子
力
部
門
は
、
要
員
が
(
1
)の
監
視
測
定
の
結
果
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
要
員
が
情
報
を
容

易
に
取
得
し
、
改
善
活
動
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
あ
る
こ
と
を
い
う
）。

 

８
．
２

 監
視
お
よ
び
測
定
 

８
．
２
．
１
 
組
織
の
外
部
の
者
の
意
見
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
測
定
の
一
環
と
し
て
、
原
子
力
の
安
全
の
確
保
に
対
す
る
原
子
力
部
門
の
外

部
の
者
の
意
見
を
把
握
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
意
見
の
把
握
お
よ
び
当
該
意
見
の
反
映
に
係
る
方
法
を
表
１
３
９
－
２
の

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

８
．
２
．
２
 内
部
監
査
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
２
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実

施
す
る
。
 

(1
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
次
の
事
項
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
で
、
客
観
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
が
内
部
監
査
を
実
施

す
る
。
 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
J
EA
C4
1
11

の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
、
お
よ
び
原
子
力
部
門
が
決
め
た
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
。
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
か
。
 

(
2)
 監
査
の
対
象
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
領
域
の
状
態
お
よ
び
重
要
性
、
な
ら
び
に
こ
れ
ま
で
の
監
査

結
果
を
考
慮
し
て
、
監
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
監
査
の
基
準
、
範
囲
、
頻
度
お
よ
び
方
法
を
規

定
す
る
。
監
査
員
の
選
定
お
よ
び
監
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
監
査
プ
ロ
セ
ス
の
客
観
性
お
よ
び
公
平

性
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
監
査
員
は
、
自
ら
の
業
務
を
監
査
し
な
い
。

 

     (3
) 
監
査
の
計
画
お
よ
び
実
施
、
記
録
の
作
成
お
よ
び
結
果
の
報
告
に
関
す
る
責
任
お
よ
び
権
限
、
な

 

ら
び
に
要
求
事
項
を
規
定
す
る
。
 

(
4)
 監
査
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

   (
5)
 監
査
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
も
つ
管
理
者
は
、
検
出
さ
れ
た
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
を
除
去
す
る

た
め
に
遅
滞
な
く
、
必
要
な
修
正
お
よ
び
是
正
処
置
す
べ
て
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
、
と
ら
れ
た
処
置
の
検
証
お
よ
び
検
証
結
果
の
報
告
を
含
め
る
。
（
８
．
５
．
２
参

照
）
 

(
6)

 
監
査
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
、
管
理
責
任
者
に
報
告
す
る
。
 

(
7)

 
経
営
監
査
室
は
、
原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
が
実
施
し
た
内
部
監
査
を
評
価
す
る
。
そ
の
結

果
、
経
営
監
査
室
長
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
発
電
所
に
内
部
監
査
の
実

施
を
指
示
す
る
。

 

(
8)

 
原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
は
、
経
営
監
査
室
長
か
ら
内
部
監
査
の
実
施
に
つ
い
て
指
示
が
あ

る
場
合
は
内
部
監
査
を
実
施
す
る
。
 

８
．
２
．
３

 プ
ロ
セ
ス
の
監
視
お
よ
び
測
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
、
お
よ
び
適
用
可
能
な
場
合

に
行
う
測
定
に
は
、
適
切
な
方
法
を
適
用
す
る
。
 

    (2
) 
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
達
成
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る

も
の
と
す
る
。
 

８
．
２
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

８
．
２
．
２
 
内
部
監
査
 

  (
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
へ
の
適
合
性
を
確

認
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
間
隔
で
、
客
観
的
な
評

価
を
行
う
部
門
そ
の
他
の
体
制
に
よ
り
内
部
監
査
を
実
施
す
る
。
 

a
) 
品
管
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
 

  b
) 
実
効
性
の
あ
る
実
施
お
よ
び
実
効
性
の
維
持

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
の
判
定
基
準
、
監
査
範
囲
、
頻
度
、
方
法
お
よ
び
責
任
を
定
め
る
。

 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
の
対
象
と
な
り
得
る
部
門
、
個
別
業
務
、
プ
ロ
セ
ス
そ
の
他
の
領
域
（
以

下
、「
領
域
」
と
い
う
。
）
の
状
態
お
よ
び
重
要
性
な
ら
び
に
従
前
の
監
査
の
結
果
を
考
慮
し
て
内
部
監

査
の
対
象
を
選
定
し
、
か
つ
、
内
部
監
査
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
、「
内
部
監
査
実
施
計
画
」
と

い
う
。）
を
策
定
し
、
お
よ
び
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
部
監
査
の
実
効
性
を
維
持
す
る
。

 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
を
行
う
要
員
（
以
下
、「
内
部
監
査
員
」
と
い
う
。）
の
選
定
お
よ
び
内

部
監
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
客
観
性
お
よ
び
公
平
性
を
確
保
す
る
。
 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
員
ま
た
は
管
理
者
に
自
ら
の
個
別
業
務
ま
た
は
管
理
下
に
あ
る
個
別
業

務
に
関
す
る
内
部
監
査
を
さ
せ
な
い
。
 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
実
施
計
画
の
策
定
お
よ
び
実
施
な
ら
び
に
内
部
監
査
結
果
の
報
告
な
ら

び
に
記
録
の
作
成
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
お
よ
び
権
限
（
必
要
に
応
じ
、
内
部
監
査
員
ま

た
は
内
部
監
査
を
実
施
し
た
部
門
が
内
部
監
査
結
果
を
社
長
に
直
接
報
告
す
る
権
限
を
含
む
。）
な
ら

び
に
内
部
監
査
に
係
る
要
求
事
項
を
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
２
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。 

(
7)
 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
監
査
の
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
有
す
る
管
理
者
に
内
部
監

査
結
果
を
通
知
す
る
。
 

(
8)
 
原
子
力
部
門
は
、
不
適
合
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
(
7)
の
通
知
を
受
け
た
管
理
者
に
、
不
適
合
を

除
去
す
る
た
め
の
措
置
お
よ
び
是
正
処
置
を
遅
滞
な
く
講
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
措
置
の
検
証
を

行
わ
せ
、
そ
の
結
果
を
報
告
さ
せ
る
。
 

       ８
．
２
．
３
 
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
（
対
象
に
は
、
機
器
等
お
よ
び
保
安
活
動
に
係
る
不
適
合

に
つ
い
て
の
弱
点
の
あ
る
分
野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野
等
に
関
す
る
情
報
を
含
む
。
）
を
行
う
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
測
定
に
見
合
う
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
行
う
。
 

監
視
測
定
の
方
法
に
は
次
の
事
項
を
含
む
。
 

a
) 
監
視
測
定
の
実
施
時
期
 

b
) 
監
視
測
定
の
結
果
の
分
析
お
よ
び
評
価
の
方
法
な
ら
び
に
時
期
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
(1
)の
監
視
測
定
の
実
施
に
あ
た
り
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
保
安
活
動

指
標
を
用
い
る
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

    (
3)
 計
画
ど
お
り
の
結
果
が
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
適
切
に
、
修
正
な
ら
び
に
是
正
処
置
を
と
る
。
 

   ８
．
２
．
４

 検
査
お
よ
び
試
験

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
表
１

３
９
－
２
の
８
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
原
子
炉
施
設
を
検
査
お
よ
び
試
験
す
る
。

検
査
お
よ
び
試
験
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
従
っ
て
、
適
切
な
段
階
で
実
施
す
る
。
検
査

お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の
証
拠
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
) 

     (3
) 
リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に
許
可
し
た
人
を
、
記
録
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
） 

 (
4)
 業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
で
決
め
た
検
査
お
よ
び
試
験
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
当
該
原
子
炉
施

設
を
据
え
付
け
た
り
、
運
転
し
た
り
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
承
認
し
た
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

 

(2
) 
検
査
お
よ
び
試
験
要
員
の
独
立
の
程
度
を
定
め
る
。
 

               ８
．
３

 
不
適
合
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
状
況
が
放
置
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
識
別
し
、
管
理
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
(
1)
の
方
法
に
よ
り
、
プ
ロ
セ
ス
が
５
．
４
．
２
(
1)
お
よ
び
７
．
１

(
1)
の
計
画
に

定
め
た
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実
証
す
る
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
(1
)の
監
視
測
定
の
結
果
に
基
づ
き
、
保
安
活
動
の
改
善
の
た
め
に
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
。

 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
５
．
４
．
２
(1

)お
よ
び
７
．
１
(1

)の
計
画
に
定
め
た
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
ま
た
は
当
該
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
個
別
業
務

等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
を
特
定
し
、
当
該
問
題
に
対

し
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

８
．
２
．
４
 
機
器
等
の
検
査
等
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
機
器
等
に
係
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
個
別
業
務
計
画
に

従
っ
て
、
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
使
用
前
事
業
者
検
査
等
ま

た
は
自
主
検
査
等
を
実
施
す
る
。
 

こ
こ
で
「
自
主
検
査
等
」
と
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
判
定
す
る
た
め
、
原
子
力
部
門
が
使
用

前
事
業
者
検
査
等
の
ほ
か
に
自
主
的
に
行
う
、
合
否
判
定
基
準
の
あ
る
検
証
、
妥
当
性
確
認
、
監
視
測

定
、
試
験
お
よ
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
も
の
を
い
う
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
使
用
前
事
業
者
検
査
等
ま
た
は
自
主
検
査
等
の
結
果
に
係
る
記
録
（
必
要
に
応
じ
、

検
査
に
お
い
て
使
用
し
た
試
験
体
や
計
測
機
器
等
に
関
す
る
記
録
を
含
む
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管

理
す
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
行
っ
た
要
員
を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
計
画
に
基
づ
く
使
用
前
事
業
者
検
査
等
ま
た
は
自
主
検
査
等
を
支
障
な

く
完
了
す
る
ま
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
承
認

の
権
限
を
持
つ
要
員
が
、
個
別
業
務
計
画
に
定
め
る
手
順
に
よ
り
特
に
承
認
を
す
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
使
用
前
事
業
者
検
査
等
の
独
立
性
（
使
用
前
事

業
者
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
を
そ
の
対
象
と
な
る
機
器
等
を
所
管
す
る
部
門
に
属
す
る
要
員
と
部

門
を
異
に
す
る
要
員
と
す
る
こ
と
（
使
用
前
事
業
者
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
と
当
該
検
査
対
象
と
な

る
機
器
等
を
所
管
す
る
部
門
に
属
す
る
要
員
が
、
第
１
４
１
条
に
規
定
す
る
職
務
の
内
容
に
照
ら
し

て
、
別
の
部
門
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
使
用
前
事
業
者
検
査
等
の

中
立
性
お
よ
び
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
（
使
用
前
事
業
者
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
が
、
当
該

検
査
等
に
必
要
な
力
量
を
持
ち
、
適
正
な
判
定
を
行
う
に
あ
た
り
、
何
人
か
ら
も
不
当
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
当
該
検
査
等
を
実
施
で
き
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。）
を
い
う
。）
を
確
保
す
る
。
 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
自
主
検
査
等
の
独
立
性
（
自
主
検
査
等
を
実
施

す
る
要
員
を
そ
の
対
象
と
な
る
機
器
等
を
所
管
す
る
部
門
に
属
す
る
要
員
と
必
要
に
応
じ
て
部
門
を

異
に
す
る
要
員
と
す
る
こ
と
（
自
主
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
と
当
該
検
査
対
象
と
な
る
機
器
等
を
所

管
す
る
部
門
に
属
す
る
要
員
が
、
第
１
４
１
条
に
規
定
す
る
職
務
の
内
容
に
照
ら
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
別
の
部
門
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
自
主
検
査
等
の
中
立
性
お

よ
び
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
な
い
こ
と
（
自
主
検
査
等
を
実
施
す
る
要
員
が
、
当
該
検
査
等
に
必
要
な
力

量
を
持
ち
、
適
正
な
判
定
を
行
う
に
あ
た
り
、
何
人
か
ら
も
不
当
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
当
該

検
査
等
を
実
施
で
き
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
い
う
。
）
を
確
保
す
る
。
 

８
．
３

 不
適
合
の
管
理
 

  (
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
機
器
等
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
は
個
別
業
務

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
当
該
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
を
特
定
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
（
不

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

  (2
) 
不
適
合
の
処
理
に
関
す
る
管
理
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
責
任
お
よ
び
権
限
を
規
定
す
る
。
 

  (3
) 
該
当
す
る
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
方
法
で
、
不
適
合
を
処
理

す
る
。
 

a)
 
検
出
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
処
置
を
と
る
。
 

b)
 
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
、
特
別
採
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
、
リ
リ
ー
ス
、
ま
た
は
合
格
と
判

定
す
る
こ
と
を
正
式
に
許
可
す
る
。
 

 c)
 
本
来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
ま
た
は
適
用
が
で
き
な
い
よ
う
な
処
置
を
と
る
。

 

 d)
 
外
部
へ
の
引
渡
し
後
ま
た
は
業
務
の
実
施
後
に
不
適
合
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
､
そ
の
不
適
合

に
よ
る
影
響
ま
た
は
起
こ
り
得
る
影
響
に
対
し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
｡ 

(
5)

 
不
適
合
の
性
質
の
記
録
、
お
よ
び
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ
た
特
別
採
用
を
含
む
処
置
の
記
録
を

維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
4)

 
不
適
合
に
修
正
を
施
し
た
場
合
に
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実
証
す
る
た
め
の
再
検
証
を
行

う
。
 

(6
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
向
上
に
役
立
た
せ
る
観
点
か
ら
、
公
開
基
準
に
従
い
、

不
適
合
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
シ
ア
へ
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
公
開
を
行
う
。

 

８
．
４

 
デ
ー
タ
の
分
析
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性
お
よ
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
、

ま
た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
の
可
能
性
を
評
価
す
る
た
め
に
、

表
１
３
９
－
２
の
８
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
適
切
な
デ
ー
タ
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る
。
こ
の
中
に
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

な
ら
び
に
そ
れ
以
外
の
該
当
す
る
情
報
源
か
ら
の
デ
ー
タ
を
含
め
る
。

 

  (
2)

 
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
関
連
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
 

 a)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方
（
８
．
２
．
１
参
照
）
 

 b)
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

c)
 
予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
、
特
性
お
よ
び
傾
向

（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）

 

 d
) 
供
給
者
の
能
力
（
７
．
４
参
照
）

 

８
．
５

 
改
善
 

８
．
５
．
１

 継
続
的
改
善
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
方
針
、
品
質
目
標
、
監
査
結
果
、
デ
ー
タ
の
分
析
、
是
正
処
置
、
予
防
処
置
お

よ
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善

す
る
。
 

  

適
合
が
確
認
さ
れ
た
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
が
識
別
さ
れ
、
不
適
合
が
全
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
い
う
）
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
不
適
合
の
処
理
に
係
る
管
理
（
不
適
合
を
関
連
す
る
管
理
者
に
報
告
す
る
こ
と
を

含
む
。）
な
ら
び
に
そ
れ
に
関
連
す
る
責
任
お
よ
び
権
限
を
、
表

1３
９
－
１
の
８
．
３
項
に
係
る
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
不
適
合
を
処
理
す
る
。

 

 

a
) 
発
見
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

b
) 
不
適
合
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
手
順
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
評
価
し
、
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
承
認
を
行
う
こ
と
（
以
下
、

「
特
別
採
用
」
と
い
う
）。

 

c
) 
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
 

d
) 
機
器
等
の
使
用
ま
た
は
個
別
業
務
の
実
施
後
に
発
見
し
た
不
適
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
適
合
に

よ
る
影
響
ま
た
は
起
こ
り
得
る
影
響
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
不
適
合
の
内
容
の
記
録
お
よ
び
当
該
不
適
合
に
対
し
て
講
じ
た
措
置
（
特
別
採
用

を
含
む
。
）
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

 

(
5)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
3)
a)
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合

性
を
実
証
す
る
た
め
の
検
証
を
行
う
。
 

(
6)
 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
向
上
に
役
立
た
せ
る
観
点
か
ら
、
公
開
基
準
に
従
い
、
不

適
合
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
シ
ア
へ
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
公
開
を
行
う
。
 

８
．
４

 デ
ー
タ
の
分
析
お
よ
び
評
価
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
実
効
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る

た
め
、
お
よ
び
当
該
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
改
善
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
実
効
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、
課
題
や
問
題
が
確
認
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
抽
出
し
、
当

該
プ
ロ
セ
ス
の
改
良
、
変
更
等
を
行
い
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
改
善
す
る
こ
と

を
含
む
。
）
の
必
要
性
を
評
価
す
る
た
め
に
、
表
１
３
９
－
２
の
８
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い

て
、
適
切
な
デ
ー
タ
（
監
視
測
定
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
関
連
情
報
源
か

ら
の
デ
ー
タ
を
含
む
。
）
を
明
確
に
し
、
収
集
し
、
お
よ
び
分
析
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
の
デ
ー
タ
の
分
析
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
評
価
を
行
い
、
次
に
掲
げ
る
事
項

に
係
る
情
報
を
得
る
。
 

a
) 
原
子
力
部
門
の
外
部
の
者
か
ら
の
意
見
の
傾
向
お
よ
び
特
徴
そ
の
他
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
る
知

見
 

b
) 
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
 

c
) 
機
器
等
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
の
特
性
お
よ
び
傾
向
（
是
正
処
置
を
行
う
端
緒
（
不
適
合
に
は
至
ら
な

い
機
器
等
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
の
特
性
お
よ
び
傾
向
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
是
正
処
置
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
を
い
う
。）
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
 

d
) 
調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
供
給
能
力
 

８
．
５

 改
善

 

８
．
５
．
１
 
継
続
的
な
改
善

 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な
改
善
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
継
続
的
な
活
動
を
い
う
。
）
を
行
う
た
め
に
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質

目
標
の
設
定
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
内
部
監
査
の
結
果
の
活
用
、
デ
ー
タ
の
分
析
な
ら
び
に

是
正
処
置
お
よ
び
未
然
防
止
処
置
の
評
価
を
通
じ
て
改
善
が
必
要
な
事
項
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
当

該
改
善
の
実
施
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）

 

                                         

212



美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

８
．
５
．
２
 是
正
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
５
．
２
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実

施
す
る
。
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
再
発
防
止
の
た
め
、
不
適
合
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
と
る
。

 

(
2)

 
是
正
処
置
は
､検
出
さ
れ
た
不
適
合
の
も
つ
影
響
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
。
 

(
3)

 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（
JE
A
C
41

11
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を

含
む
。
）
を
規
定
す
る
。
 

a)
 
不
適
合
の
レ
ビ
ュ
ー
 

b)
 
不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

    c)
 
不
適
合
の
再
発
防
止
を
確
実
に
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要
性
の
評
価
 

d)
 
必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施
 

f)
 
と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

         e)
 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

     

８
．
５
．
３

 予
防
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実

施
す
る
。
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
起
こ
り
得
る
不
適
合
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
実

施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
（
良
好
事
例
を
含
む
。
）
お
よ
び
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
（
Ｐ
Ｗ

Ｒ
事
業
者
連
絡
会
で
取
り
扱
う
技
術
情
報
お
よ
び
ニ
ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含
む
。
）
の
活
用
を
含

め
、
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
決
め
る
。
こ
の
活
用
に
は
、
原
子
力
安
全
に
係
る
業
務
の
実
施

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
こ
と
も
含
む
。
 

(
2)

 
予
防
処
置
は
、
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
。
 

(
3)

 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（
JE
A
C
41

11
附
属
書
「
根
本
原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を

含
む
。
）
を
規
定
す
る
。
 

a)
 
起
こ
り
得
る
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
の
特
定

 

b)
 
不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要
性
の
評
価

 

c)
 
必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施
 

８
．
５
．
２
 
是
正
処
置
等
 

  (
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
個
々
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
が
原
子
力
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
応
じ
て
、
次

に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
適
切
な
是
正
処
置
を
講
じ
る
。
 

a
) 
是
正
処
置
を
講
ず
る
必
要
性
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
手
順
に
よ
り
評
価
を
行
う
。
 

 (
a)
 不
適
合
そ
の
他
の
事
象
の
分
析
（
情
報
の
収
集
お
よ
び
整
理
、
な
ら
び
に
、
技
術
的
、
人
的
お

よ
び
組
織
的
側
面
等
の
考
慮
を
含
む
。）
お
よ
び
当
該
不
適
合
の
原
因
の
明
確
化
（
必
要
に
応
じ

て
、
日
常
業
務
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
安
全
文
化
の
弱
点
の
あ
る
分
野
お
よ
び
強
化
す
べ
き
分
野

と
の
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
 

(
b)
 
類
似
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
の
有
無
ま
た
は
当
該
類
似
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
が
発
生

す
る
可
能
性
の
明
確
化
 

b
) 
必
要
な
是
正
処
置
を
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。

 

 c
) 
講
じ
た
全
て
の
是
正
処
置
の
実
効
性
の
評
価
を
行
う
。

 

d
) 
必
要
に
応
じ
、
計
画
に
お
い
て
決
定
し
た
保
安
活
動
の
改
善
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
（
品
質
方
針

に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
原
子
力
部
門
の
内
外
の
課
題
を
明
確
に
し
、
当
該
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
を
含
む
。）
を
変
更
す
る
。
 

e
) 
必
要
に
応
じ
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る
。
 

f
) 
原
子
力
の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
が
大
き
い
不
適
合
（
単
独
の
事
象
で
は
原
子
力
の
安
全
に

及
ぼ
す
影
響
の
程
度
は
小
さ
い
が
、
同
様
の
事
象
が
繰
り
返
し
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
力

の
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
が
増
大
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
含
む
。）
に
関
し
て
、
根
本
的

な
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に
行
う
分
析
の
手
順
を
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
５
．
２
項
お
よ
び
８
．

５
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
に
確
立
し
、
実
施
す
る
。
 

g
) 
講
じ
た
全
て
の
是
正
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
５
．
２
項
お
よ
び
８
．

５
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
手
順
書
等
に
基
づ
き
、
複
数
の
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
に
係
る
情
報
か
ら
類
似
す

る
事
象
に
係
る
情
報
を
抽
出
し
、
そ
の
分
析
を
行
い
、
当
該
類
似
の
事
象
に
共
通
す
る
原
因
を
明
確
に

し
た
上
で
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
（

(1
)の
う
ち
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
を
い
う
）
。 

８
．
５
．
３
 
未
然
防
止
処
置

 

  (
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
運
転
経
験
等
の
知
見
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
で

取
り
扱
う
技
術
情
報
お
よ
び
ニ
ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含
む
。
）
を
収
集
し
、
自
ら
の
組
織
で
起
こ
り

得
る
不
適
合
（
原
子
力
施
設
そ
の
他
の
施
設
に
お
け
る
不
適
合
そ
の
他
の
事
象
が
自
ら
の
施
設
で
起
こ

る
可
能
性
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
特
定
し
た
問
題
を
含
む
。）
の
重
要
性
に
応
じ
て
、
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
適
切
な
未
然
防
止
処
置
を
講
じ
る
。

 

   a
) 
起
こ
り
得
る
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
 

b
) 
未
然
防
止
処
置
を
講
ず
る
必
要
性
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

 

c
) 
必
要
な
未
然
防
止
処
置
を
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

e)
 
と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

d)
 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

   

  

d
) 
講
じ
た
全
て
の
未
然
防
止
処
置
の
実
効
性
の
評
価
を
行
う
。

 

e
) 
講
じ
た
全
て
の
未
然
防
止
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
(1
)に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
１
３
９
－
１
の
８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内
標

準
に
定
め
る
。
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（品管規則の制定に伴う変更、法令改正に伴う用語の変更（「保守管理」を「施設管理」、

「保安検査官」を「原子力検査官」に変更）、「申請に関する説明」等事業者による検査が主体となるための変更） 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前
（
20

XX
/X
X/

XX
時
点
最
新
版
）
 

変
 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

  

 

図
１
３
９
－
２
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図
 

 

 

 

 

図
１
３
９
－
２

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前
（
20

XX
/X
X/

XX
時
点
最
新
版
）
 

変
 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
本

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
計
画
の
関

連
条
項
と
１
次
文

書
、
２
次
文
書
と
の

関
係
の
一
部
見
直

し
、
文
書
番
号
の
削

除
）
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（本品質マネジメントシステム計画の関連条項と１次文書、２次文書との関係の一部見直

し、文書番号の削除） 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（本品質マネジメントシステム計画の関連条項と１次文書、２次文書との関係の一部見直

し、文書番号の削除） 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

 

変 
 

更 
 

後 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（本品質マネジメントシステム計画の関連条項と１次文書、２次文書との関係の一部見直

し、文書番号の削除） 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
３
章
 
保
安
管
理
体
制
 

 

第
１
節

 
組
織
お
よ
び
職
務
 

 （
保
安
に
関
す
る
組
織
）
 

第
１
４
０
条
 
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
図
１
４
０
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 

 
 

 

 

第
３
章
 
保
安
管
理
体
制
 

 

第
１
節
 
組
織
お
よ
び
職
務

 

 （
保
安
に
関
す
る
組
織
）
 

第
１
４
０
条
 
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
図
１
４
０
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

 

 

           原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
用
語
の
変
更

（
「
管
理
責
任
者
」

を
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理

責
任
者
」
に
変

更
）
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

 

 

 

 

 

 変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
保
安
に
関
す
る
職
務
）

 

第
１
４
１
条
 
本
店
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。

 

 

（
略
）

 

 (3
) 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
第
１
項

(5
)
か
ら
(
1
0)
に
定
め
る
各
部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力

業
務
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
第
１
３
７
条
第
３
項
お
よ
び
第
１
３
８
条
第
３
項
の
職
務
を
行
う
。

 

 

（
略
）

 

 (1
6)

 第
１
項

(6
)か
ら

(
10
)、

(1
4)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
設
計

お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。

 

   (1
7)

 第
１
項

(5
)か
ら

(
15
)に
定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。
ま
た
、
各
所
属
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(1
8)

 そ
の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規
程
」
に
基
づ
き
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。

 

 

２
．
発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 

（
略
）

 

 (1
4)

 定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
施
設
定
期
検
査
（
以

下
、
「
定
期
検
査
」
と
い
う
。）
に
関
す
る
業
務
の
補
佐
を
行
う
。

 

（
略
）

 

 (2
6)

 第
２
項
(5

)、
(6

)
、
(1
0
)か
ら

(1
3)
お
よ
び

(1
5)
か
ら
(
23
)に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ

の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
運
転
お
よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。

 

   (
27
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
課
（
室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

 

 （
保
安
に
関
す
る
職
務
）

 

第
１
４
１
条
 
本
店
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 

（
略
）
 

 

(
3)
 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
第
１
項

(5
)
か
ら
(
10

)に
定
め
る
各
部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力

業
務
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
第
１
３
８
条
第
３
項
の
職
務
を
行
う
。
 

 

（
略
）
 

 (
16
)
 第
１
項

(6
)か
ら
(1
0)
、

(
1
4)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
設
計

お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

(
17
)
各
職
位
は
、
第
１
３
９
条
８
．
２
．
４
項
で
要
求
さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら
ず
、
当
該
検
査
実
施
責
任
者
の
業

務
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
18
)
 第
１
項

(5
)か
ら
(1
5)
に
定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。
ま
た
、
各
所
属
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
19
)
 そ
の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規
程
」
に
基
づ
き
所
管
業
務
を
遂
行
す

る
。
 

 

２
．
発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。

 

 

（
略
）
 

 

(
14
)
 定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
定
期
事
業
者
検
査
に

関
す
る
業
務
の
補
佐
を
行
う
。

 

（
略
）
 

 

(
26
)
 第
２
項

(5
)、

(6
)、

(1
0)
か
ら
(
13
)
お
よ
び
(
15

)か
ら

(2
3)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ

の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
運
転
お
よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を
含
む
。
 

(
27
)
各
職
位
は
、
第
１
３
９
条
８
．
２
．
４
項
で
要
求
さ
れ
る
使
用
前
事
業
者
検
査
等
に
お
け
る
独
立
性

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
は
、
本
項
の
職
務
の
内
容
に
よ
ら
ず
、
当
該
検
査
実
施
責
任
者
の
業

務
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
28
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
課
（
室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
員
は
、
そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

  

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
第

１
３
７
条
の
削
除
に

伴
う
変
更
）
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
事

業
者
検
査
の
独
立
性

確
保
の
た
め
、
必
要

な
場
合
は
他
の
職
位

が
所
管
す
る
業
務
の

検
査
に
関
す
る
業
務

を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
規
定
、
番

号
の
繰
り
下
げ
）
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
法

令
改
正
に
伴
う
変

更
）

 

 原
子
力
規
制
検
査
導

入
に
伴
う
変
更
（
事

業
者
検
査
の
独
立
性

確
保
の
た
め
、
必
要

な
場
合
は
他
の
職
位

が
所
管
す
る
業
務
の

検
査
に
関
す
る
業
務

を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
規
定
、
番

号
の
繰
り
下
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
１
４
３
条
 
発
電
所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す

る
。
 

２
．
運
営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認

す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
で
審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微

な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(1
) 
廃
止
措
置
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)

 運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

(
b)

 当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

(
c)

 廃
止
措
置
計
画
に
関
す
る
事
項

 

(
d)

 安
全
貯
蔵
措
置
に
関
す
る
事
項

 

(
e)

 巡
視
に
関
す
る
事
項
 

(
f)

 警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
g)

 原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
h)

 定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(2
) 
燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(
a)

 新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(
b)

 新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

(3
) 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)

 放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項

 

(
b)

 放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
c)

 放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
d)

 放
出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(4
) 
放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(
a)

 管
理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別
措
置
を
要
す
る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
b)

 管
理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事
項

 

(
c)

 保
全
区
域
に
関
す
る
事
項

 

(
d)

 周
辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項

 

(
e)

 線
量
の
評
価
に
関
す
る
事
項

 

(
f)

 除
染
に
関
す
る
事
項
 

(
g)

 外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る
事
項
 

(
h)

 放
射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(
i)

 管
理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(5
) 
保
守
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(6
) 
改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

(
7
)
 
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
（
第
２
０
１
条
）
に
関
す
る
事
項

 

(8
) 
事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項

 

３
．
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。
 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
廃
止
措
置
主
任
者
、
第
１
４
１
条
第
２
項

(3
)、

(
5)
、
(7
)、
同
項

(9
)か

ら
(1

2)
お
よ
び
(
15
)
か
ら
(2
3)
に
定
め
る
職
位
に
加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
 

 

 （
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
１
４
３
条
 
発
電
所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す

る
。

 

２
．
運
営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認

す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
で
審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
た
軽
微

な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(
1)
 
廃
止
措
置
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項

 

(b
) 
当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
廃
止
措
置
計
画
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
安
全
貯
蔵
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(e
) 
巡
視
に
関
す
る
事
項

 

(f
) 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 

(g
) 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(h
) 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項

 

(
2)
 
燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

(
3)
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(c
) 
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(d
) 
放
出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(
4)
 
放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(a
) 
管
理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別
措
置
を
要
す
る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
管
理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
保
全
区
域
に
関
す
る
事
項

 

(d
) 
周
辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(e
) 
線
量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

(f
) 
除
染
に
関
す
る
事
項

 

(g
) 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る
事
項
 

(h
) 
放
射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項

 

(i
) 
管
理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(
5)
 
施
設
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
6)
 
改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項

 

(
7
)
 
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
（
第
２
０
１
条
）
に
関
す
る
事
項

 

(
8)
 
事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項

 

３
．
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。
 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
廃
止
措
置
主
任
者
、
第
１
４
１
条
第
２
項

(3
)
、
(
5)
、
(
7)
、
同
項
(
9
)か

ら
(
12
)お
よ
び

(1
5)
か
ら

(2
3
)に
定
め
る
職
位
に
加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
 

 

               原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
規
定
審
査
基
準
改

正
に
伴
い
「
サ
ー
ベ

ラ
ン
ス
」
を
「
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
」
に
変

更
）

 

           原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
法

令
改
正
に
伴
い
「
保

守
管
理
」
を
「
施
設

管
理
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
廃
止
措
置
主
任
者
の
選
任
）

 

第
１
４
４
条
 
所
長
は
、
廃
止
措
置
主
任
者
を
、
保
安
活
動
を
監
督
す
る
に
当
た
り
必
要
な
知
識
を
有
す
る

こ
と
を
所
長
が
認
め
た
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
業
務
に
通
算
し
て
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者
か
ら
選
任
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
工
事
ま
た
は
保
守
管
理
に
関
す
る
業
務
 

(2
) 
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務

 

(3
) 
原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
業
務
 

(4
) 
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
ま
た
は
管
理
に
関
す
る
業
務
 

２
．
廃
止
措
置
主
任
者
は
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
で
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
．
廃
止
措
置
主
任
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
と
す
る
。
 

４
．
廃
止
措
置
主
任
者
に
は
代
行
者
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
．
廃
止
措
置
主
任
者
が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
に

基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
廃
止
措
置
主
任
者
を
選
任
す
る
。
 

 

 （
廃
止
措
置
主
任
者
の
選
任
）

 

第
１
４
４
条
 
所
長
は
、
廃
止
措
置
主
任
者
を
、
保
安
活
動
を
監
督
す
る
に
当
た
り
必
要
な
知
識
を
有
す
る

こ
と
を
所
長
が
認
め
た
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
業
務
に
通
算
し
て
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者
か
ら
選
任
す
る
。

 

(
1)
 
原
子
炉
施
設
の
施
設
管
理
に
関
す
る
業
務
 

(
2)
 
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務
 

(
3)
 
原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
業
務
 

(
4)
 
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
ま
た
は
管
理
に
関
す
る
業
務
 

２
．
廃
止
措
置
主
任
者
は
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
で
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
．
廃
止
措
置
主
任
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
と
す
る
。
 

４
．
廃
止
措
置
主
任
者
に
は
代
行
者
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
．
廃
止
措
置
主
任
者
が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
に

基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
廃
止
措
置
主
任
者
を
選
任
す
る
。
 

 

     原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
法

令
改
正
に
伴
い
「
工

事
ま
た
は
保
守
管

理
」
を
「
施
設
管

理
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
廃
止
措
置
主
任
者
の
職
務
等
）
 

第
１
４
５
条
 
廃
止
措
置
主
任
者
は
、
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、

最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
所
長
へ
意
見
具
申
す
る
。

 

(2
) 
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
廃
止
措
置
に
従
事
す
る
者
へ
指
導
・
助

言
を
行
う
。
 

(3
) 
廃
止
措
置
主
任
者
は
、
第
２
０
４
条
第
１
項
の
報
告
に
つ
い
て
、
精
査
し
、
必
要
な
指
導
・
助
言
を

行
う
。
 

(4
) 
表
１
４
５
－
１
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
の
承
認
に
先
立
ち
確
認
す
る
。

 

(5
) 
表
１
４
５
－
２
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
内
容
等
を
確
認
す
る
。
 

(6
) 
表
１
４
５
－
３
に
示
す
記
録
の
内
容
を
確
認
す
る
。

 

(7
) 
そ
の
他
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
の
監
督
に
必
要
な
職
務
を
行
う
。

 

 

（
略
）

 

 

 表
１
４
５
－
１

 

条
文
 

内
容
 

第
１
７
２
条
（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）
 

第
５
項
に
定
め
る
一
時
的
な
管
理
区
域
の
設

定
・
解
除
 

第
７
項
に
定
め
る
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除

 

第
２
０
１
条
（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）

 
所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画

 

第
２
０
２
条
（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教

育
）

 

請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画

 

 

（
以
下
略
）

 

 （
廃
止
措
置
主
任
者
の
職
務
等
）
 

第
１
４
５
条
 
廃
止
措
置
主
任
者
は
、
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、

最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
所
長
へ
意
見
具
申
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
廃
止
措
置
に
従
事
す
る
者
へ
指
導
・
助

言
を
行
う
。

 

(
3)
 
廃
止
措
置
主
任
者
は
、
第
２
０
４
条
第
１
項
の
報
告
に
つ
い
て
、
精
査
し
、
必
要
な
指
導
・
助
言
を

行
う
。
 

(
4)
 
表
１
４
５
－
１
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
の
承
認
に
先
立
ち
確
認
す
る
。
 

(
5)
 
表
１
４
５
－
２
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
内
容
等
を
確
認
す
る
。

 

(
6)
 
表
１
４
５
－
３
に
示
す
記
録
の
内
容
を
確
認
す
る
。
 

(
7)
 
そ
の
他
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
し
保
安
の
監
督
に
必
要
な
職
務
を
行
う
。
 

 

（
略
）
 

  表
１
４
５
－
１
 

条
文
 

内
容
 

第
１
７
２
条
の
２
（
管
理
区
域
の
設
定
・
解

除
）

 

第
５
項
に
定
め
る
一
時
的
な
管
理
区
域
の
設

定
・
解
除
 

第
７
項
に
定
め
る
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
 

第
２
０
１
条
（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
 

第
２
０
２
条
（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教

育
）
 

請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
 

 

（
以
下
略
）
 

         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

番
号
の
繰
り
下
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 
 （
運
転
管
理
業
務
）
 

第
１
４
７
条
の
２
 
各
課
（
室
）
長
は
、
廃
止
措
置
の
段
階
に
応
じ
た
必
要
な
原
子
炉
施
設
の
機
能
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
事
故
等
を
安
全
に
収
束
さ
せ
る
た
め
、
運
転
管
理
に
関
す
る
次
の
各
号
の
業
務
を
実
施
す

る
。

 

(
1)
 
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
次
の
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(a
) 
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
必
要
な
監
視
項
目
※
１
を
定
め
、
中
央
制
御
室
に
お
け
る
監
視
、
第
１
４
８

条
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
の
巡
視
に
よ
っ
て
、
施
設
の
運
転
監
視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
異
状
が
あ

れ
ば
関
係
各
課
（
室
）
長
に
通
知
す
る
。
 

(b
) 
運
転
操
作
（
系
統
管
理
を
含
む
）
に
係
る
事
項
を
定
め
運
用
す
る
。
 

(c
) 
原
子
炉
施
設
に
係
る
警
報
発
信
時
の
対
応
内
容
を
定
め
運
用
す
る
。
 

(d
) 
原
子
炉
施
設
の
設
備
故
障
お
よ
び
事
故
発
生
時
の
対
応
内
容
を
定
め
運
用
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
室
長
は
、
運
転
操
作
（
系
統
管
理
を
含
む
）
が
必
要
な
場
合
は
、
関
係
各
課
（
室
）
長
の
依
頼
に

基
づ
き
、
第
１
号
(
b)
に
よ
る
運
転
操
作
（
系
統
管
理
を
含
む
）
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
関
係
各
課
（
室
）

長
は
、
発
電
室
長
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
範
囲
に
対
し
て
、
必
要
な
作
業
を
行
う
。
 

(
3)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
節
（
第
１
５
８
条
か
ら
第
１
６
０
条
を
除
く
）
各
条
第
２
項
の
施
設
運
用
上

の
基
準
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
行
う
原
子
炉
施
設
確
認
の
計
画
を
定
め
、
実
施
す

る
。
 

 ※
１
：
運
転
に
必
要
な
監
視
項
目
と
は
、
第
３
節
（
第
１
５
８
条
か
ら
第
１
６
０
条
を
除
く
）
各
条
第
２
項
の

施
設
運
用
上
の
基
準
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
監
視
項
目
等
を
い
う
。

 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
運
転
管
理
業
務
を

包
括
的
に
規
定
し
た

条
文
の
追
加
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
巡
視
）
 

第
１
４
８
条
 
当
直
課
長
（
３
号
炉
担
当
を
含
む
）
は
、
毎
日
１
回
以
上
、
原
子
炉
施
設
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内

お
よ
び
第
１
７
４
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
を
除
く
）
を
巡
視
す
る
。

 

 ２
．
発
電
室
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
お
よ
び
第
１
７
４
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
第
１
７
４

条
第
１
項
で
定
め
る
措
置
に
伴
う
立
ち
入
り
制
限
を
考
慮
し
て
、
巡
視
を
行
う
区
域
お
よ
び
方
法
を
定
め

る
。
当
直
課
長
（
３
号
炉
担
当
を
含
む
）
は
、
そ
の
定
め
に
従
い
、
巡
視
を
実
施
す
る
。

 

 

 （
巡
視
）
 

第
１
４
８
条
 
当
直
課
長
（
３
号
炉
担
当
を
含
む
）
は
、
毎
日
１
回
以
上
、
原
子
炉
施
設
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内

お
よ
び
第
１
７
４
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
を
除
く
）
を
巡
視
す
る
。
実
施
に
お
い
て
は
、
第
１
８
７
条

の
３
第
３
項
に
定
め
る
観
点
を
含
め
て
行
う
。
 

２
．
発
電
室
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
お
よ
び
第
１
７
４
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
第
１
７
４

条
第
１
項
で
定
め
る
措
置
に
伴
う
立
ち
入
り
制
限
を
考
慮
し
て
、
巡
視
を
行
う
区
域
お
よ
び
方
法
を
定
め

る
。
当
直
課
長
（
３
号
炉
担
当
を
含
む
）
は
、
そ
の
定
め
に
従
い
、
巡
視
を
実
施
す
る
。

 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
施

設
管
理
と
の
関
連
の

追
記
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
廃
止
措
置
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
作
成
）
 

第
１
４
９
条
 
発
電
室
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
を

作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
１
４
３
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。

 

(1
) 
巡
視
に
関
す
る
事
項
 

(2
) 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 

(3
) 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項

 

(4
) 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項

 

 

 （
廃
止
措
置
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
作
成
）
 

第
１
４
９
条
 
発
電
室
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
を

作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
１
４
３
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

(
1)
 
巡
視
に
関
す
る
事
項
 

(
2)
 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
3)
 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
4)
 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項

 

 

       原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
規
定
審
査
基
準
改

正
に
伴
い
「
サ
ー
ベ

ラ
ン
ス
」
を
「
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
」
に
変

更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
地
震
・
火
災
等
発
生
時
の
措
置
）
 

第
１
５
２
条
 
各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
・
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
次
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
を
所
長
お
よ
び
廃
止
措
置
主
任
者
に
報
告
す
る
。
 

(1
) 
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終
了

後
、
維
持
す
べ
き
原
子
炉
施
設
※
１
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。

 

(2
) 
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
早
期
消
火
お
よ
び
延
焼
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

火
災
鎮
火
後
、
維
持
す
べ
き
原
子
炉
施
設
※
１
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。

 

 

（
略
）

 

 

※
１
：
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
維
持
管
理
対
象
設
備
を
い
う
。
 

 

 （
地
震
・
火
災
等
発
生
時
の
措
置
）

 

第
１
５
２
条
 
各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
・
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
次
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
を
所
長
お
よ
び
廃
止
措
置
主
任
者
に
報
告
す
る
。
 

(
1)
 
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終
了

後
、
維
持
す
べ
き
原
子
炉
施
設
※
１
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
早
期
消
火
お
よ
び
延
焼
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

火
災
鎮
火
後
、
維
持
す
べ
き
原
子
炉
施
設
※
１
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

 

（
略
）
 

 

※
１
：
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
性
能
維
持
施
設
を
い
う
。

 

  

           原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
維
持
管
理
対

象
設
備
」
を
「
性
能
維

持
施
設
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
５
章
 
燃
料
管
理
 

 （
新
燃
料
の
運
搬
）
 

第
１
６
１
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
新
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
補
助
建
屋
ク
レ
ー

ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す

る
。
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、
新
燃

料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。
 

(1
) 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(2
) 
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃

料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(3
) 
新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
な
お
、
新
燃
料
か
ら
燃
料
棒
を
引
抜
き
、
燃
料
棒

表
面
を
除
染
す
る
場
合
は
、
取
り
扱
う
数
量
を
燃
料
集
合
体
１
体
毎
か
つ
そ
の
１
体
分
の
燃
料
棒
に
限

定
す
る
こ
と
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運

搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送
に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

 

(1
) 
容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。
 

(2
) 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

     

(3
) 
容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
（
以
下
、
「
表
面
汚
染
密
度
」
と
い
う
。）

が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
７

３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き

る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に

新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め

る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

           

 

第
５
章
 
燃
料
管
理
 

 （
新
燃
料
の
運
搬
）
 

第
１
６
１
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
新
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
補
助
建
屋
ク
レ
ー

ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す

る
。

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認

し
、
新
燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。

 

(
1)
 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な

燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 
新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
な
お
、
新
燃
料
か
ら
燃
料
棒
を
引
抜
き
、
燃
料
棒

表
面
を
除
染
す
る
場
合
は
、
取
り
扱
う
数
量
を
燃
料
集
合
体
１
体
毎
か
つ
そ
の
１
体
分
の
燃
料
棒
に
限

定
す
る
こ
と
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運

搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送
に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認

す
る
。

 

(
1)
 
容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
 

(
2)
 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(
3)
 
運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
り
人
を
配
置
す
る
こ
と
。
 

(
4)
 
車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。

 

(
5)
 
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た

め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る

値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
（
以
下
、「
表
面
汚
染
密
度
」
と

い
う
。
）
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省

略
で
き
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に

新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
移
動
前
に
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法

令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

６
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
輸
送

物
が
法
令
に
定
め
ら
れ
た
技
術
基
準
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
検
査
を
実

施
す
る
。

 

(
1)
 
外
観
検
査
 

(
2)
 
線
量
当
量
率
検
査
 

(
3)
 
未
臨
界
検
査
 

(
4)
 
吊
上
げ
検
査
 

(
5)
 
重
量
検
査
 

(
6)
 
収
納
物
検
査
 

(
7)
 
表
面
密
度
検
査

 

 

       原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
新

燃
料
の
運
搬
前
の
遵

守
事
項
に
係
る
記
載

の
充
実
）
 

                      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
新

燃
料
を
収
納
し
た
輸

送
容
器
を
管
理
区
域

外
に
運
搬
す
る
場
合

の
遵
守
事
項
を
規

定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

６
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

７
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

８
．
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
ま
た
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
お
よ
び
核
燃
料
物
質
等
車

両
運
搬
規
則
に
規
定
す
る
運
搬
の
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
行
わ

れ
る
運
搬
に
つ
い
て
は
、
本
条
第
２
項
、
第
３
項
お
よ
び
第
４
項
か
ら
第
６
項
は
適
用
し
な
い
。
 

 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
新

燃
料
を
収
納
し
た
輸

送
容
器
を
管
理
区
域

外
に
運
搬
す
る
場
合

の
遵
守
事
項
を
規

定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
１
６
３
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

 (1
) 
各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
を
表
１
６
３
に
定
め
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。
 

(2
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵
施
設
で
あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意

事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。

 

(3
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(4
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
。
 

(5
) 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
で
燃
料
の
配
置
変
更
を
行
う
場
合
は
、
燃
料
が
臨

界
に
達
し
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
評
価
お
よ
び
確
認
す
る
こ
と
。
 

 表
１
６
３
 

各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
 

貯
蔵
可
能
な
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
 

１
号
炉
 

１
号
炉
、
３
号
炉
 

２
号
炉
 

２
号
炉
、
３
号
炉
 

 
 

 （
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
１
６
３
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
（
以
下
、
照
射
済
燃
料
を
含
む
）
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
次

の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1)
 
各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
を
表
１
６
３
に
定
め
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵
施
設
で
あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意

事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
4)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
。
 

(
5)
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
で
燃
料
の
配
置
変
更
を
行
う
場
合
は
、
燃
料
が
臨

界
に
達
し
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
評
価
お
よ
び
確
認
す
る
こ
と
。
 

 表
１
６
３
 

各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
 

貯
蔵
可
能
な
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

 

１
号
炉
 

１
号
炉
、
３
号
炉
 

２
号
炉
 

２
号
炉
、
３
号
炉
 

 
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
使

用
済
み
燃
料
の
貯
蔵

に
係
る
規
定
の
充

実
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
使
用
済
燃
料
の
運
搬
）
 

第
１
６
４
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
使
用
済
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
。

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。

 

(1
) 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(2
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(3
) 
使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(4
) 
収
納
す
る
使
用
済
燃
料
の
タ
イ
プ
お
よ
び
冷
却
期
間
が
、
容
器
の
収
納
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区

域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(1
) 
容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。
 

(2
) 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(3
) 
運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。
 

(4
) 
車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。
 

(5
) 
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た
め

に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

 

(6
) 
容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場

合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に

使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法

令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

             ６
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

 （
使
用
済
燃
料
の
運
搬
）
 

第
１
６
４
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
使
用
済
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
。
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を

確
認
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。
 

(
1)
 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 
使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
4)
 
収
納
す
る
使
用
済
燃
料
の
タ
イ
プ
お
よ
び
冷
却
期
間
が
、
容
器
の
収
納
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
管
理
区

域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。

 

(
1)
 
容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
 

(
2)
 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(
3)
 
運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。
 

(
4)
 
車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。

 

(
5)
 
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た

め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
容
器
お
よ
び
車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る

値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分

の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運

搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に

使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
移
動
前
に
容
器
等
の
表
面
汚
染

密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

６
．
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
検
査
を
実
施
す
る
課
（
室
）
長
※
１
は
、
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
輸
送
物
が
法
令
に
定
め
ら
れ
た
技
術
基
準
に
適
合
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
検
査
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
外
観
検
査
 

(
2)
 
気
密
漏
え
い
検
査
 

(
3)
 
圧
力
測
定
検
査
 

(
4)
 
線
量
当
量
率
検
査
 

(
5)
 
未
臨
界
検
査
 

(
6)
 
温
度
測
定
検
査
 

(
7)
 
吊
上
げ
検
査
 

(
8)
 
重
量
検
査
 

(
9)
 
収
納
物
検
査
 

(
10
)
 表
面
密
度
検
査
 

７
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 ※
１
：
検
査
を
実
施
す
る
課
（
室
）
長
は
、
検
査
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
、
第
１
４
０
条
に
定
め
る
保
安

に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
当
該
検
査
を
実
施
す
る
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
と
す
る
。

 

 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
使

用
済
み
燃
料
の
運
搬

に
係
る
規
定
の
充

実
）

 

                  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
使

用
済
み
燃
料
を
収
納

し
た
輸
送
容
器
を
管

理
区
域
外
に
運
搬
す

る
場
合
の
遵
守
事
項

お
よ
び
検
査
の
独
立

性
の
担
保
に
つ
い
て

規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
６
章

 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

 

 

第
６
章
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

 （
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
係
る
基
本
方
針
）
 

第
１
６
５
条
 
発
電
所
に
お
け
る
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
保
安
活
動
は
、
放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
公
衆

の
被
ば
く
を
、
定
め
ら
れ
た
限
度
以
下
で
あ
っ
て
か
つ
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
低
い
水
準
に
保
つ
よ

う
実
施
す
る
。
 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
精
神
に

の
っ
と
り
排
気
、
排

水
等
を
管
理
す
る
こ

と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
６
５
条
 

 

 

（
中
略
）
 

 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す

る
。
 

(1
) 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
放
射
能
濃

度
が
法
令
に
定
め
る
限
度
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
定
め
る
障
害
防
止
の
措
置
を
講
じ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(2
) 
容
器
等
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。
 

(3
) 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(4
) 
容
器
等
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

     ６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬

す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

 ７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限

度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

８
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
廃
棄
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
 

              

 （
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）

 

第
１
６
５
条
の
２
 
 

 

（
中
略
）
 

 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
、

運
搬
前
に
こ
れ
ら
の
措
置
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
。

 

(
1)
 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
放
射
能
濃

度
が
法
令
に
定
め
る
限
度
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
定
め
る
障
害
防
止
の
措
置
を
講
じ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
2)
 
容
器
等
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

 

(
3)
 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(
4)
 
容
器
等
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

(
5)
 
運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の
車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。
 

(
6)
 
車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。

 

(
7)
 
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の

た
め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め

る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１

０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域

に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限

度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

８
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
廃
棄
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
実
施
す

る
。

 

(
1)
 
埋
設
す
る
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
発
電
所
外
の
廃
棄
に
関
す
る
措
置
の
実

施
状
況
を
確
認
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
所
外
の
廃
棄
施
設
の
廃
棄
事
業
者
へ
埋
設
す
る
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に
関
す
る
記
録
を
引
き
渡

す
。
 

(
3)
 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
廃
棄
す
る
に
あ
た
っ
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

９
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
発
電
所
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。

 

１
０
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。

 

(
1)
 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
2)
 
法
令
に
定
め
る
書
類
お
よ
び
物
品
以
外
の
も
の
が
収
納
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

１
１
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ

と
、
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
た
だ
し
、
第
１
７
３
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
密
度
限
度

に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

文
番
号
の
繰
り
下

げ
）
 

原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

射
性
固
体
廃
棄
物
の

運
搬
前
の
遵
守
事
項

に
係
る
規
定
の
充

実
）

 

              原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

射
性
固
体
廃
棄
物
を

発
電
所
外
に
廃
棄
す

る
場
合
の
遵
守
事
項

を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 
 （
輸
入
廃
棄
物
の
管
理
）

 

第
１
６
７
条
の
２
 
原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
輸
入
廃
棄
物
を
廃
棄
物
管
理
設
備
に
廃
棄
す
る
場
合
は
、
当

該
輸
入
廃
棄
物
が
法
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

２
．
原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
輸
入
廃
棄
物
が
法
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

輸
入
廃
棄
物
の
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
が
検
査
実
施
責
任
者
お
よ
び
検
査

員
と
し
て
実
施
す
る
検
査
を
統
括
す
る
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
輸

入
廃
棄
物
を
廃
棄
に

係
る
規
定
を
追
加
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
放
出
管
理
用
計
測
器
の
管
理
）
 

第
１
７
０
条
 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
７
０
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に

つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、

修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 表
１
７
０
 

分
 

 
類
 

計
測
器
種
類
 

担
当
課
長
 

数
量
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器

 

廃
棄
物
処
理
設
備
排
水

モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

２
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 
２
台
※
１
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器

 

排
気
筒
モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

４
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 
１
台
※
１
※
２
 

※
１
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
共
用
 

※
２
：
放
射
性
液
体
廃
棄
物
放
出
管
理
用
計
測
器
と
共
用

 

 

 （
放
出
管
理
用
計
測
器
の
管
理
）

 

第
１
７
０
条
 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
７
０
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に

つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
機
能
維
持
を
図
る
。

た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。

 

 表
１
７
０
 

分
 
 
類

 
計
測
器
種
類
 

担
当
課
長
 

数
量
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

廃
棄
物
処
理
設
備
排
水

モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

２
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 
２
台
※
１
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

排
気
筒
モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

４
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 
１
台
※
１
※
２
 

※
１
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
共
用
 

※
２
：
放
射
性
液
体
廃
棄
物
放
出
管
理
用
計
測
器
と
共
用
 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

出
管
理
用
計
測
器
の

機
能
維
持
に
係
る
規

定
の
充
実
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
７
章
 
放
射
線
管
理

 
 

 

 

第
７
章
 
放
射
線
管
理
 

 

第
１
節
 
基
本
方
針

 

 （
放
射
線
管
理
に
係
る
基
本
方
針
）

 

第
１
７
２
条
 
発
電
所
に
お
け
る
放
射
線
管
理
に
係
る
保
安
活
動
は
、
放
射
線
に
よ
る
従
業
員
等
の
被
ば
く

を
、
定
め
ら
れ
た
限
度
以
下
で
あ
っ
て
か
つ
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
低
い
水
準
に
保
つ
よ
う
実
施
す

る
。

 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
従

業
員
等
の
被
ば
く
を

管
理
す
る
こ
と
を
規

定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
１
節

 
区
域
管
理
 

 （
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）

 

第
１
７
２
条
 
管
理
区
域
は
、
添
付
７
に
示
す
区
域
と
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ
っ
て
区
画
す
る
他
、
標
識
を
設
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
解
除
す
る
場
合
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
添
付
７
に
お
け
る
管
理
区
域
境
界
付
近
ま
た
は
管
理
区
域
設
定
・
解
除
予
定
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
表
１
７
２
に
示
す
作
業
を
行
う
場
合
は
、
３
ヶ
月
以
内
に
限
り
管
理
区
域
を
設
定
ま
た

は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間

お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長

は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
で
、
一
時
的
に
管
理
区
域
を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
場
合
は
、
廃

止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当
た

っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法

令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻

す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満

足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
設
定
に
当
た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満

足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
６
項
に
お
け
る
管
理
区
域
を
設
定
し
た
場
合
は
、
設
定
後
に
お
い
て
、
目

的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
な

お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る

管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。

 

 表
１
７
２
 

タ
ン
ク
点
検
等
 

監
視
カ
メ
ラ
点
検
等
 

ポ
ン
プ
点
検
等
 

扉
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
他
作
業

 

バ
ル
ブ
点
検
等
 

清
掃
作
業
 

配
管
点
検
等
 

建
物
補
修
 

ケ
ー
ブ
ル
点
検
等

 
搬
出
入
作
業
 

空
調
点
検
等
 

物
品
の
仮
置
 

計
測
器
類
点
検
等

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
回
収
作
業
 

 

 

第
１
節
の
２
 
区
域
管
理
 

 （
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）

 

第
１
７
２
条
の
２
 
管
理
区
域
は
、
添
付
７
に
示
す
区
域
と
す
る
。

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ
っ
て
区
画
す
る
他
、
標
識
を
設
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
解
除
す
る
場
合
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
添
付
７
に
お
け
る
管
理
区
域
境
界
付
近
ま
た
は
管
理
区
域
設
定
・
解
除
予
定
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
表
１
７
２
の
２
に
示
す
作
業
を
行
う
場
合
は
、
３
ヶ
月
以
内
に
限
り
管
理
区
域
を
設
定

ま
た
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、

期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を

満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課

長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
で
、
一
時
的
に
管
理
区
域
を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
場
合
は
、
廃

止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に
当
た

っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法

令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻

す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満

足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
設
定
に
当
た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満

足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
６
項
に
お
け
る
管
理
区
域
を
設
定
し
た
場
合
は
、
設
定
後
に
お
い
て
、
目

的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
な

お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る

管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
 

 表
１
７
２
の
２
 

タ
ン
ク
点
検
等
 

監
視
カ
メ
ラ
点
検
等
 

ポ
ン
プ
点
検
等
 

扉
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
他
作
業
 

バ
ル
ブ
点
検
等
 

清
掃
作
業
 

配
管
点
検
等
 

建
物
補
修
 

ケ
ー
ブ
ル
点
検
等
 

搬
出
入
作
業
 

空
調
点
検
等
 

物
品
の
仮
置
 

計
測
器
類
点
検
等
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
回
収
作
業
 

 
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
節

番
号
、
条
文
番
号
及

び
表
番
号
の
繰
り
下

げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
２
節

 
被
ば
く
管
理
 

 （
線
量
の
評
価
）
 

   第
１
７
９
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
所
員
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
実
効
線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１

７
９
に
定
め
る
項
目
お
よ
び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
し
、
法
令
に
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

 表
１
７
９
 

項
 

 
 
目
 

頻
 
 
 
度
 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

※
１
：
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除

く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。

 

  

 

第
２
節
 
被
ば
く
管
理
 

 （
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
管
理
等
）
 

第
１
７
９
条
 
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
内
で
作
業
を
実
施
す
る
場
合
、
作
業
内
容
に
応
じ
て
作
業
計

画
を
立
案
す
る
と
と
も
に
、
放
射
線
防
護
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量

低
減
に
努
め
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
所
員
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
実
効
線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１
７
９
に
定

め
る
項
目
お
よ
び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
し
、
法
令
に
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

 表
１
７
９
 

項
 
 
 
目

 
頻
 
 
 
度
 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

※
１
：
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除

く
。）
に
あ
っ
て
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。
 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

名
称
の
変
更
お
よ
び

管
理
区
域
内
の
作
業

計
画
の
立
案
、
放
射

線
業
務
従
事
者
の
線

量
低
減
に
努
め
る
こ

と
（
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の

精
神
に
基
づ
く
活

動
）
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 
 （
平
常
時
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
 

第
１
８
１
条
の
２
 
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
周
辺
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
を
確
認

す
る
た
め
、
平
常
時
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
計
画
を
立
案
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
測
定
を
行

い
評
価
す
る
。
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
平

常
時
の
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
立

案
お
よ
び
そ
れ
に
基

づ
く
測
定
・
評
価
を

行
う
こ
と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）

 

第
１
８
２
条
 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
８
２
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ

い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修

理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

２
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
表
１
８
２
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に

定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替

品
を
補
充
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）

 

 

 （
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）

 

第
１
８
２
条
 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１
８
２
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ

い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
機
能
維
持
を
図
る
。
た

だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

２
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
表
１
８
２
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に

定
め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
機
能
維
持
を
図
る
。
た
だ
し
、
故
障
等

に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
放

射
線
計
測
機
器
類
の

定
期
的
な
確
認
に
よ

り
機
能
維
持
を
図
る

こ
と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
４
節

 
物
品
移
動
の
管
理
 

 （
管
理
区
域
外
等
へ
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
）

 

第
１
８
３
条
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
外
に
搬
出
す
る
物
品
ま
た
は
管
理
区
域

内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
物
品
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度

限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域

か
ら
搬
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
核
燃
料
物
質
等
（
第
１
６
１
条
、
第
１
６
４
条
お
よ
び
第
１
６
５

条
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
運
搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送
に
伴

い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
第
１
６
５
条
第
５
項
を
準
用
す
る
。

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合

は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
核
燃
料

物
質
等
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の

１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

 

第
４
節
 
物
品
移
動
の
管
理

 

 （
管
理
区
域
外
等
へ
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
）
 

第
１
８
３
条
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
外
に
搬
出
す
る
物
品
ま
た
は
管
理
区
域

内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
物
品
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度

限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域

か
ら
搬
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
核
燃
料
物
質
等
（
第
１
６
１
条
、
第
１
６
４
条
お
よ
び
第
１
６
５

条
の
２
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶
輸
送

に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
第
１
６
５
条
の
２
第
５
項
を
準
用
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め

る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０

分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す

る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
核
燃
料

物
質
等
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の

１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

         原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

番
号
の
繰
り
下
げ
お

よ
び
管
理
区
域
外
へ

の
運
搬
時
の
確
認
事

項
に
つ
い
て
、
運
搬

前
に
行
う
こ
と
を
明

記
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
発
電
所
外
へ
の
運
搬
）
 

第
１
８
４
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
お
よ
び
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
核
燃
料
物
質
等
（
第

１
６
１
条
、
第
１
６
４
条
お
よ
び
第
１
６
５
条
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場

合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

 （
発
電
所
外
へ
の
運
搬
）
 

第
１
８
４
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
お
よ
び
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
核
燃
料
物
質
等
（
第

１
６
１
条
、
第
１
６
４
条
お
よ
び
第
１
６
５
条
の
２
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。）
を
発
電
所
外
に
運
搬
す

る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
運
搬
に
あ
た
っ
て
は
法
令
に
定
め
る
核
燃
料
物
質
等
の
区
分
に
応
じ
た
輸
送
物
と

し
て
運
搬
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
運
搬
前
に
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
2)
 
法
令
に
定
め
る
書
類
お
よ
び
物
品
以
外
の
も
の
が
収
納
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

(
3)
 
Ｌ
型
輸
送
物
に
つ
い
て
は
、
開
封
さ
れ
た
と
き
に
見
や
す
い
位
置
に
法
令
に
定
め
る
表
示
を
行
う
こ

と
。
 

(
4)
 
Ａ
型
輸
送
物
も
し
く
は
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
に
つ
い
て
は
、
み
だ
り
に
開
封
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
か
つ
、

開
封
さ
れ
た
場
合
に
開
封
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
容
易
に
破
れ
な
い
シ
ー
ル
の
貼
付

け
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
運
搬
前
に
容
器
等
の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お

よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を

省
略
で
き
る
。
 

 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
条

番
号
の
繰
り
下
げ
お

よ
び
発
電
所
外
へ
の

運
搬
時
の
遵
守
事
項

お
よ
び
運
搬
前
に
順

守
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
を
規
定
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
８
章
 
保
守
管
理
 

 （
保
守
管
理
計
画
）

 

第
１
８
７
条
 
保
守
管
理
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
保
守
管
理
計
画
を
定
め
る
。

 

   １
．
定
義
 

本
保
守
管
理
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
「
原
子
力
発
電
所
の
保
守
管
理
規
程
（

JE
A
C4
20
9
-

2
00
7）
」
に
従
う
も
の
と
す
る
。

 

２
．
保
守
管
理
の
実
施
方
針
お
よ
び
保
守
管
理
目
標

 

(
1)
 社
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
保
守
管
理
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
た
め
、

保
守
管
理
の
現
状
等
を
踏
ま
え
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の

有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え

保
守
管
理
の
実
施
方
針
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
保
守
管
理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
保
守
管
理

目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管
理
を
行
う

観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
守
管
理
目
標
の
見
直
し
を
行
う
。

 

３
．
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
 

原
子
力
部
門
は
、
２
．
の
保
守
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
４
．
よ
り
１
１
．
か
ら
な
る
保
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
す
る
。
 

ま
た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状

態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。
 

４
．
保
全
対
象
範
囲
の
策
定

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
発
電
施
設
の
中
か
ら
、
各
号
炉
毎
に
保
全
を
行
う
べ
き
対
象
範
囲
と
し
て
次

の
各
項
の
設
備
を
選
定
す
る
。

 

(
1)
 廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
維
持
管
理
対
象
設
備

 

(
2)
 そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備
 

５
．
保
全
重
要
度
の
設
定
 

原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
系
統
毎
の
範
囲
と
機
能
を
明
確
に
し
た
上
で
、
構

築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
保
全
重
要
度
を
設
定
す
る
。
 

 (
1)
 系
統
の
保
全
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
を

参
考
に
、
廃
止
措
置
期
間
中
に
お
け
る
安
全
機
能
要
求
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

(
2)
 機
器
の
保
全
重
要
度
は
、
当
該
機
器
が
属
す
る
系
統
の
保
全
重
要
度
と
整
合
す
る
よ
う
設
定
す
る
。

な
お
、
こ
の
際
、
機
器
が
故
障
し
た
場
合
の
系
統
機
能
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
3)
構
築
物
の
保
全
重
要
度
は
、

(
1)
ま
た
は

(2
)に
基
づ
き
設
定
す
る
。
 

   ６
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
お
よ
び
監
視

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め
に
５
．
の
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
、
系

統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
を
設
定
す
る
。
 

ａ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標

 

 

第
８
章
 
施
設
管
理
 

 （
施
設
管
理
計
画
）

 

第
１
８
７
条
 
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
原
子
炉
設
置
（
変
更
）
許
可
を
受
け
た
設
備
に
係
る
事
項
お
よ
び
「
実

用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
を
含
む
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
維

持
し
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
以
下
の
施
設
管
理
計
画
を
定
め
る
。
 

    １
．
施
設
管
理
の
実
施
方
針
お
よ
び
施
設
管
理
目
標
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
施
設
管
理
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
た
め
、

施
設
管
理
の
現
状
等
を
踏
ま
え
、
施
設
管
理
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
１
１
．
の
施
設
管
理
の

有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
施
設
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
６
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え

施
設
管
理
の
実
施
方
針
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(2
)
原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
施
設
管
理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
施
設
管
理

目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
１
．
の
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
施
設
管
理
を
行
う

観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
６
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
施
設
管
理
目
標
の
見
直
し
を
行
う
。

 

２
．
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

 

原
子
力
部
門
は
、
１
．
の
施
設
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
３
．
よ
り
１
０
．
か
ら
な
る
保
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
す
る
。
 

ま
た
、
１
１
．
の
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
施
設
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状

態
（
６
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。

 

３
．
保
全
対
象
範
囲
の
策
定

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
中
か
ら
、
各
号
炉
毎
に
保
全
を
行
う
べ
き
対
象
範
囲
と
し
て
次
の
各

項
の
設
備
を
選
定
す
る
。

 

(1
) 
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
性
能
維
持
施
設

 

(2
) 
そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備

 

４
．
施
設
管
理
の
重
要
度
の
設
定
 

原
子
力
部
門
は
、
３
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
系
統
毎
の
範
囲
と
機
能
を
明
確
に
し
た
上
で
、
構

築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
施
設
管
理
の
重
要
度
と
し
て
点
検
に
用
い
る
重
要
度
（
以
下
、
「
保
全
重
要

度
」
と
い
う
。
）
と
設
計
お
よ
び
工
事
に
用
い
る
重
要
度
を
設
定
す
る
。
 

(1
) 
系
統
の
保
全
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
を

参
考
に
、
廃
止
措
置
期
間
中
に
お
け
る
安
全
機
能
要
求
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

 

(2
) 
機
器
の
保
全
重
要
度
は
、
当
該
機
器
が
属
す
る
系
統
の
保
全
重
要
度
と
整
合
す
る
よ
う
設
定
す
る
。

な
お
、
こ
の
際
、
機
器
が
故
障
し
た
場
合
の
系
統
機
能
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(3
) 
構
築
物
の
保
全
重
要
度
は
、

(1
)ま
た
は
(2
)
に
基
づ
き
設
定
す
る
。

 

(4
) 
設
計
お
よ
び
工
事
に
用
い
る
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
重
要
度
分
類

指
針
の
重
要
度
を
参
考
に
、
廃
止
措
置
期
間
中
に
お
け
る
安
全
機
能
要
求
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

(5
) 
次
項
以
降
の
保
全
活
動
は
重
要
度
に
応
じ
た
管
理
を
行
う
。
 

５
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
お
よ
び
監
視
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め
に
４
．
の
施
設
管
理
の
重
要
度
を
踏
ま

え
、
施
設
管
理
目
標
の
中
で
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
を
設
定
す
る
。

 

ａ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
原
子
力
事

業
者
等
に
お
け
る
使

用
前
事
業
者
検
査
、

定
期
事
業
者
検
査
、

保
安
の
た
め
の
措
置

等
に
係
る
運
用
ガ
イ

ド
（
保
安
措
置
運
用

ガ
イ
ド
）
の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
５
．（
１
）
の
保
全
重
要
度
の
高
い
系
統
に
対
し
て

以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。
 

①
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
以
下
に
基
づ
き
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
１
．
の

保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
の
見
直
し
を
行
う
。
 

ａ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標

 

①
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
の
目
標
値
は
、
運
転
実
績
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
を

考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
系
統
の
供
用
開
始
ま
で
に
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
項
目
、
監
視
方
法
お
よ

び
算
出
周
期
を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
監
視
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お

よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

(
4)
 原
子
力
部
門
は
、
監
視
計
画
に
従
い
保
全
活
動
管
理
指
標
に
関
す
る
情
報
の
採
取
お
よ
び
監
視
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。
 

７
．
保
全
計
画
の
策
定
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
保
全

計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

ａ
．
点
検
計
画
（
７
．
１
参
照
）
 

ｂ
．
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
（
７
．
２
参
照
）
 

ｃ
．
特
別
な
保
全
計
画
（
７
．
３
参
照
）

 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
５
．
の
保
全
重
要
度
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ

て
次
の
事
項
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保
全
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。
 

ａ
．
運
転
実
績
、
事
故
お
よ
び
故
障
事
例
な
ど
の
運
転
経
験

 

ｂ
．
使
用
環
境
お
よ
び
設
置
環
境
 

ｃ
．
劣
化
、
故
障
モ
ー
ド
 

ｄ
．
機
器
の
構
造
等
の
設
計
的
知
見
 

ｅ
．
科
学
的
知
見

 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
段
階
に
お
い
て
、
維
持
す
べ
き
原
子
炉
施
設
※
１
の
安
全
機
能
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
 

※
１
：
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
維
持
管
理
対
象
設
備
を
い
う
。

 

７
．
１

 
点
検
計
画
の
策
定
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
全
方
式
を
選
定
し
、
点
検
の
方
法
な

ら
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
適
切
な
単
位
ご
と
に
、
以
下
に
示
す
保
全
方
式
か

ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。

 

ａ
．
予
防
保
全

 

①
時
間
基
準
保
全
 

②
状
態
基
準
保
全
 

ｂ
．
事
後
保
全
 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
．
時
間
基
準
保
全
 

点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

①
点
検
の
具
体
的
方
法
 

②
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す

る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
４
．（
１
）
の
施
設
管
理
の
重
要
度
の
高
い
系
統
に

対
し
て
以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。
 

①
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
以
下
に
基
づ
き
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
０
．
の

保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
の
見
直
し
を
行
う
。

 

ａ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

①
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
の
目
標
値
は
、
運
転
実
績
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
を

考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
系
統
の
供
用
開
始
ま
で
に
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
項
目
、
監
視
方
法
お
よ

び
算
出
周
期
を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
監
視
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お

よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。

 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
計
画
に
従
い
保
全
活
動
管
理
指
標
に
関
す
る
情
報
の
採
取
お
よ
び
監
視
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。

 

６
．
保
全
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
３
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
保
全

計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。

 

ａ
．
点
検
計
画
（
６
．
１
参
照
）
 

ｂ
．
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
（
６
．
２
参
照
）
 

ｃ
．
特
別
な
保
全
計
画
（
６
．
３
参
照
）
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
４
．
の
施
設
管
理
の
重
要
度
を
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
て
次
の
事
項
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
１
０
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保
全
計

画
の
見
直
し
を
行
う
。

 

ａ
．
運
転
実
績
、
事
故
お
よ
び
故
障
事
例
な
ど
の
運
転
経
験
 

ｂ
．
使
用
環
境
お
よ
び
設
置
環
境

 

ｃ
．
劣
化
、
故
障
モ
ー
ド

 

ｄ
．
機
器
の
構
造
等
の
設
計
的
知
見
 

ｅ
．
科
学
的
知
見
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
段
階
に
お
い
て
、
維
持
す
べ
き
原
子
炉
施
設
※
１
の
安
全
機
能
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
 

※
１
：
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
性
能
維
持
施
設
を
い
う
。

 

６
．
１

 
点
検
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
全
方
式
を
選
定
し
、
点
検
の
方
法
な

ら
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
適
切
な
単
位
ご
と
に
、
以
下
に
示
す
保
全
方
式
か

ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。

 

ａ
．
予
防
保
全
 

①
時
間
基
準
保
全

 

②
状
態
基
準
保
全

 

ｂ
．
事
後
保
全
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
．
時
間
基
準
保
全

 

点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

①
点
検
の
具
体
的
方
法
 

②
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す

る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
保
安
措
置

運
用
ガ
イ
ド
の
反

映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

③
実
施
頻
度

 

④
実
施
時
期

 

な
お
、
時
間
基
準
保
全
を
選
定
し
た
機
器
に
対
し
て
、
運
転
中
に
設
備
診
断
技
術
を
使
っ
た
状
態

監
視
デ
ー
タ
採
取
、
巡
視
点
検
ま
た
は
定
例
試
験
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
場
合
は
、
状
態
監
視
の

内
容
に
応
じ
て
、
状
態
基
準
保
全
を
選
定
し
た
場
合
に
準
じ
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

 

ｂ
．
状
態
基
準
保
全
 

①
設
備
診
断
技
術
を
使
い
状
態
監
視
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ｉ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
の
具
体
的
採
取
方
法
 

ⅱ
）
機
器
の
故
障
の
兆
候
を
検
知
す
る
た
め
に
必
要
な
状
態
監
視
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ

び
必
要
な
対
応
を
適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
管
理
基
準
 

ⅲ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法

 

②
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
巡
視
点
検
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法

お
よ
び
管
理
基
準

 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
す
る
か
ま
た
は
故
障
の
兆
候
を
発
見
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

③
定
例
試
験
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
定
例
試
験
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法

 

ｃ
．
事
後
保
全
 

事
後
保
全
を
選
定
し
た
場
合
は
、
機
能
喪
失
の
発
見
後
、
修
復
を
実
施
す
る
前
に
、
修
復
方
法
、

修
復
後
に
所
定
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
の
確
認
方
法
お
よ
び
修
復
時
期
を
定
め
る
。
 

          

７
．
２
 
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
の
策
定

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方
法
お
よ

び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
安
全
上
重
要
な
機
器
等
※
２
の
補
修
、
取
替
え
お
よ

び
改
造
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
※
３
の
要
否

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。
 

③
実
施
頻
度
 

④
実
施
時
期
 

な
お
、
時
間
基
準
保
全
を
選
定
し
た
機
器
に
対
し
て
、
運
転
中
に
設
備
診
断
技
術
を
使
っ
た
状
態

監
視
デ
ー
タ
採
取
、
巡
視
点
検
ま
た
は
定
例
試
験
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
場
合
は
、
状
態
監
視
の

内
容
に
応
じ
て
、
状
態
基
準
保
全
を
選
定
し
た
場
合
に
準
じ
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

 

ｂ
．
状
態
基
準
保
全

 

①
設
備
診
断
技
術
を
使
い
状
態
監
視
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
の
具
体
的
採
取
方
法
 

ⅱ
）
機
器
の
故
障
の
兆
候
を
検
知
す
る
た
め
に
必
要
な
状
態
監
視
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ

び
必
要
な
対
応
を
適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
管
理
基
準

 

ⅲ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

②
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
巡
視
点
検
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法

お
よ
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
す
る
か
ま
た
は
故
障
の
兆
候
を
発
見
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

③
定
例
試
験
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ⅰ
）
定
例
試
験
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準

 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

ｃ
．
事
後
保
全
 

事
後
保
全
を
選
定
し
た
場
合
は
、
機
能
喪
失
の
発
見
後
、
修
復
を
実
施
す
る
前
に
、
修
復
方
法
、

修
復
後
に
所
定
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
の
確
認
方
法
お
よ
び
修
復
時
期
を
定
め
る
。

 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
点
検
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る

状
態
に
あ
る
こ
と
を
事
業
者
検
査
※
２
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
事
業
者
検
査
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
者
検
査

の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準

 

ｃ
．
事
業
者
検
査
の
実
施
時
期

 

※
２
：
事
業
者
検
査
と
は
、
点
検
お
よ
び
工
事
に
伴
う
リ
リ
ー
ス
の
た
め
、
点
検
お
よ
び
工
事
と
は
別
に
、

要
求
事
項
へ
の
適
合
を
確
認
す
る
合
否
判
定
行
為
で
あ
り
、
第
１
８
７
条
の
４
に
よ
る
使
用
前
事

業
者
検
査
お
よ
び
第
１
８
７
条
の
５
に
よ
る
定
期
事
業
者
検
査
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）
。
 

６
．
２

 
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
お
よ
び
工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方
法
お
よ
び
実
施
時

期
を
定
め
た
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
安
全
上
重
要
な
機
器
等
※
３
の
工
事
を
実

施
す
る
場
合
は
、
そ
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
※
４
の
要
否
に
つ
い
て
確

認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。

 

   原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
保
安
措
置

運
用
ガ
イ
ド
の
反

映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

  (
2)
 原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定

の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
検
査
お
よ
び
試
験
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で

に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
お
よ
び

試
験
の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準

 

ｃ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
実
施
時
期
 

※
２
：
安
全
上
重
要
な
機
器
等
と
は
、「
安
全
上
重
要
な
機
器
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
機
器
お
よ
び

構
造
物
の
う
ち
、
新
燃
料
貯
蔵
設
備
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
お
よ
び
燃
料
取
扱
設
備
を
い
う

(以

下
、
本
条
お
よ
び
第
２
０
３
条
に
お
い
て
同
じ

)。
 

※
３
：
法
令
に
基
づ
く
手
続
き
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
 
第
４
３
条
の
３
の
８
（
変
更
の
許
可
及
び
届

出
等
）、
第
４
３
条
の
３
の
９
（
工
事
の
計
画
の
認
可
)、
第
４
３
条
の
３
の
１
０
（
工
事
の
計
画

の
届
出
)、
第
４
３
条
の
３
の
１
１
（
使
用
前
検
査

)お
よ
び
第
４
３
条
の
３
の
１
３
（
溶
接
安
全

管
理
検
査
)、
な
ら
び
に
電
気
事
業
法

 第
４
７
条
・
第
４
８
条
（
工
事
計
画
）
お
よ
び
第
４
９
条
・

第
５
０
条
（
使
用
前
検
査
）
に
係
る
手
続
き
を
い
う
(
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
２
０
３
条
に
お
い
て

同
じ

)。
 

７
．
３

 
特
別
な
保
全
計
画
の
策
定
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
特
別
な
保
全
を
実
施
す
る
場
合
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
当

該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、

所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の

事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検
の
項
目
、

評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準

 

ｃ
．
点
検
の
実
施
時
期
 

８
．
保
全
の
実
施
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
７
．
で
定
め
た
保
全
計
画
に
し
た
が
っ
て
点
検
・
補
修
等
の
保
全
を
実
施
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
す
る
。

 

 

ａ
．
工
事
計
画

 

ｂ
．
設
計
管
理

 

ｃ
．
調
達
管
理

 

ｄ
．
工
事
管
理

 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
点
検
・
補
修
等
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

９
．
点
検
・
補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評
価
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実
施
段
階
で
採
取
し
た
構
築
物
、
系
統
お

よ
び
機
器
の
点
検
･
補
修
等
の
結
果
か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
、
所
定
の

時
期
※
４
ま
で
に
確
認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

  

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
使
用
前
点
検
を
行
う
場
合
は
、
使
用
前
点
検
の
方
法
な
ら

び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た
使
用
前
点
検
の
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
工
事
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る

状
態
に
あ
る
こ
と
を
事
業
者
検
査
な
ら
び
に
事
業
者
検
査
以
外
の
検
査
お
よ
び
試
験
（
以
下
、「
試
験

等
」
と
い
う
。）
等
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
事
業
者
検
査
お
よ
び
試
験
等
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
者
検
査

お
よ
び
試
験
等
の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
事
業
者
検
査
査
お
よ
び
試
験
等
の
実
施
時
期
 

※
３
：
安
全
上
重
要
な
機
器
等
と
は
、「
安
全
上
重
要
な
機
器
等
を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
機
器
お
よ
び

構
造
物
の
う
ち
、
新
燃
料
貯
蔵
設
備
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
お
よ
び
燃
料
取
扱
設
備
を
い
う
。
 

 ※
４
：
法
令
に
基
づ
く
手
続
き
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
 
第
４
３
条
の
３
の
８
（
変
更
の
許
可
及
び
届

出
等
）
、
第
４
３
条
の
３
の
９
（
設
計
及
び
工
事
の
計
画
の
認
可
）、
第
４
３
条
の
３
の
１
０
（
設

計
及
び
工
事
の
計
画
の
届
出
）
、
第
４
３
条
の
３
の
１
１
第
３
項
（
使
用
前
事
業
者
検
査
の
確
認

申
請
）
お
よ
び
第
４
３
条
の
３
の
３
４
（
発
電
用
原
子
炉
の
廃
止
に
伴
う
措
置
）
な
ら
び
に
電
気

事
業
法
第
４
７
条
・
第
４
８
条
（
工
事
計
画
）
お
よ
び
第
４
９
条
・
第
５
０
条
（
使
用
前
検
査
）

に
係
る
手
続
き
を
い
う
。

 

６
．
３

 
特
別
な
保
全
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
特
別
な
保
全
を
実
施
す
る
場
合
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
当

該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実
施
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、

所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の

事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
点
検
の
具
体
的
方
法

 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検
の
項
目
、

評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
点
検
の
実
施
時
期

 

７
．
保
全
の
実
施

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
６
．
で
定
め
た
保
全
計
画
に
し
た
が
っ
て
保
全
を
実
施
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
第
１
８
７
条
の
２
に
よ
る
設
計
管
理
お
よ
び
第
１
８

７
条
の
３
に
よ
る
作
業
管
理
を
実
施
す
る
。
 

    (3
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

８
．
保
全
の
結
果
の
確
認
・
評
価
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実
施
段
階
で
採
取
し
た
構
築
物
、
系
統
お

よ
び
機
器
の
保
全
の
結
果
か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※
５
ま

で
に
確
認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
た
め
に
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に

あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
事
業
者
検
査
を
実
施
す
る
。

 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
保
安
措
置

運
用
ガ
イ
ド
の
反

映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
定
め
た

プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
点
検
・
補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※
４
ま
で
に
確
認
・

評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

※
４
：
所
定
の
時
期
と
は
、
所
定
の
機
能
が
要
求
さ
れ
る
時
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
保
全
の
完

了
時
を
い
う
。
 

１
０
．
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処
置
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
以
下
の

a.
お
よ
び

b
.の
場
合
に
は
、
不
適
合
管
理
を
行
っ
た
う
え
で
、
９
．
の

確
認
・
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
す
べ
き
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施
頻
度
お
よ
び
時

期
の
是
正
処
置
な
ら
び
に
予
防
処
置
を
講
じ
る
。
 

 ａ
．
点
検
・
補
修
等
を
実
施
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
こ
と
を

確
認
・
評
価
で
き
な
い
場
合

 

ｂ
．
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス

に
基
づ
き
、
点
検
・
補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
評
価
で
き
な
い
場
合

 

  

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、

(
1)
a.
お
よ
び

b.
の
場
合
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処
置
に
つ
い

て
記
録
す
る
。
 

１
１
．
保
全
の
有
効
性
評
価
 

原
子
力
部
門
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
全
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。

 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
お
よ
び
内
容
に
基
づ
き
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。

な
お
、
保
全
の
有
効
性
評
価
は
、
以
下
の
情
報
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。
 

ａ
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
 

ｂ
．
保
全
デ
ー
タ
の
推
移
お
よ
び
経
年
劣
化
の
長
期
的
な
傾
向
監
視
の
実
績
 

ｃ
．
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
運
転
経
験

 

ｄ
．
他
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
経
年
劣
化
傾
向
に
係
る
デ
ー
タ

 

ｅ
．
リ
ス
ク
情
報
、
科
学
的
知
見
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
保
全
方

式
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
７
．
１
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
構
築
物
、
系
統
お
よ

び
機
器
の
点
検
間
隔
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
の
評
価
方
法
を

活
用
し
て
評
価
す
る
。
 

ａ
．
点
検
お
よ
び
取
替
結
果
の
評
価
 

ｂ
．
劣
化
ト
レ
ン
ド
に
よ
る
評
価
 

ｃ
．
類
似
機
器
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
評
価
 

ｄ
．
研
究
成
果
等
に
よ
る
評
価
 

(
3)
 原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
必
要
と
な
る
改
善
内
容
に
つ
い

て
記
録
す
る
。
 

１
２
．
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
お
よ
び
２
．
の
保
守
管
理
目
標
の
達
成
度

か
ら
、
定
期
的
に
保
守
管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
守
管
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録

す
る
。
 

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
定
め
た

プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
保
全
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※
５
ま
で
に
確
認
・
評
価
し
、

記
録
す
る
。
 

※
５
：
所
定
の
時
期
と
は
、
所
定
の
機
能
が
要
求
さ
れ
る
時
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
保
全
の
完

了
時
を
い
う
。
 

９
．
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
未
然
防
止
処
置
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
の
対
象
と
な
る
施
設
お
よ
び
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
、
以
下
の

a.
お
よ
び

b
.の
状
態
に
至
ら
な
い
よ
う
通
常
と
異
な
る
状
態
を
監
視
・
検
知
し
、
必
要
な
是
正
処
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
以
下
の

a
.お
よ
び

b.
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
不
適
合
管
理
を
行
っ
た
う
え
で
、
是
正
処
置

を
講
じ
る
。
 

ａ
．
保
全
を
実
施
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
こ
と
を
確
認
・
評

価
で
き
な
い
場
合
 

ｂ
．
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス

に
基
づ
き
、
保
全
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
評
価
で
き
な
い
場
合
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
他
の
原
子
力
施
設
の
運
転
経
験
等
の
知
見
を
基
に
、
自
ら
の
組
織
で
起
こ
り
得
る

問
題
の
影
響
に
照
ら
し
、
適
切
な
未
然
防
止
処
置
を
講
じ
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、

(1
)お
よ
び

(
2)
の
活
動
を
第
１
３
９
条
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

 １
０
．
保
全
の
有
効
性
評
価
 

原
子
力
部
門
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
全
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
お
よ
び
内
容
に
基
づ
き
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。

な
お
、
保
全
の
有
効
性
評
価
は
、
以
下
の
情
報
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。

 

ａ
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
 

ｂ
．
保
全
デ
ー
タ
の
推
移
お
よ
び
経
年
劣
化
の
長
期
的
な
傾
向
監
視
の
実
績
 

ｃ
．
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
運
転
経
験
 

ｄ
．
他
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
経
年
劣
化
傾
向
に
係
る
デ
ー
タ
 

ｅ
．
リ
ス
ク
情
報
、
科
学
的
知
見
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
保
全
方

式
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
６
．
１
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
構
築
物
、
系
統
お
よ

び
機
器
の
点
検
間
隔
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
の
評
価
方
法
を

活
用
し
て
評
価
す
る
。

 

ａ
．
点
検
お
よ
び
取
替
結
果
の
評
価

 

ｂ
．
劣
化
ト
レ
ン
ド
に
よ
る
評
価

 

ｃ
．
類
似
機
器
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
評
価
 

ｄ
．
研
究
成
果
等
に
よ
る
評
価

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
必
要
と
な
る
改
善
内
容
に
つ
い

て
記
録
す
る
。
 

１
１
．
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
１
０
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
お
よ
び
１
．
の
施
設
管
理
目
標
の
達
成
度

か
ら
、
定
期
的
に
施
設
管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
、
施
設
管
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
お
よ
び
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録

す
る
。
 

１
２
．
構
成
管
理
 

     原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
保
安
措
置

運
用
ガ
イ
ド
の
反

映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

       １
３
．
情
報
共
有
 

原
子
力
部
門
は
、
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
情
報
を
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
を
通
じ
て
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
情
報
共
有
を
行
う
。

 

 

 
 

原
子
力
部
門
は
、
施
設
管
理
を
通
じ
以
下
の
要
素
間
の
均
衡
を
維
持
す
る
。
 

(1
) 
設
計
要
件
（
第
１
３
９
条
７
．
２
．
１
に
示
す
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
う
ち
、

「
構
築
物
、
系
統
、
お
よ
び
機
器
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
要
件
を
含

む
第
１
８
７
条
の
２
の
設
計
に
対
す
る
要
求
事
項
を
い
う
。
）

 

(2
) 
施
設
構
成
情
報
（
第
１
３
９
条
４
．
２
．
１
に
示
す
文
書
の
う
ち
、「
構
築
物
、
系
統
、
お
よ
び
機
器

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示
す
図
書
、
情
報
」
を
い
う
。）

 

(3
) 
物
理
的
構
成
（
実
際
の
構
築
物
、
系
統
、
お
よ
び
機
器
を
い
う
。）

 

１
３
．
情
報
共
有

 

原
子
力
部
門
は
、
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
情
報
を
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
を
通
じ
て
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
情
報
共
有
を
行
う
。
 

 
 

      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
及
び
保
安

規
定
審
査
基
準
の
改

正
並
び
に
保
安
措
置

運
用
ガ
イ
ド
の
反

映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 
 （
設
計
管
理
）
 

第
１
８
７
条
の
２
 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
工
事
を
行
う
場
合
、
新
た
な
設
計
ま
た
は
過
去
に
実
施

し
た
設
計
結
果
の
変
更
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
第
１
項
に
お
い
て
該
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
求
事
項
を
満

た
す
設
計
を
第
１
３
９
条
７
．
３
に
従
っ
て
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
保
全
の
結
果
の
反
映
お
よ
び
既
設
設
備
へ
の
影
響
の
考
慮
を
含
む
、
機
能
お
よ
び
性
能
に
関
す
る
要

求
事
項
 

(
2)
 
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
の
規
定
お
よ
び
設
置
変

更
許
可
申
請
書
の
記
載
事
項
を
含
む
、
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

(
3)
 
適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
以
前
の
類
似
し
た
設
計
か
ら
得
ら
れ
た
情
報

 

(
4)
 
設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事
項
 

３
．
本
条
に
お
け
る
設
計
管
理
に
は
、
次
条
に
定
め
る
作
業
管
理
お
よ
び
第
１
８
７
条
の
４
に
定
め
る
使
用
前

事
業
者
検
査
の
実
施
を
考
慮
す
る
。

 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 
 （
作
業
管
理
）
 

第
１
８
７
条
の
３
 
原
子
力
部
門
は
、
前
条
の
設
計
管
理
の
結
果
に
従
い
工
事
を
実
施
す
る
。

 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
点
検
お
よ
び
工
事
を
行
う
場
合
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
次
の
事
項
を
考
慮
し
た
作
業
管
理
を
行
う
。
 

(
1)
 
他
の
原
子
炉
施
設
お
よ
び
周
辺
環
境
か
ら
の
影
響
に
よ
る
作
業
対
象
設
備
の
損
傷
お
よ
び
劣
化
の
防

止
 

(
2)
 
供
用
中
の
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
悪
影
響
の
防
止
 

(
3)
 
供
用
開
始
後
の
管
理
上
重
要
な
初
期
デ
ー
タ
の
採
取
 

(
4)
 
作
業
工
程
の
管
理
 

(
5)
 
供
用
開
始
ま
で
の
作
業
対
象
設
備
の
管
理
 

(
6)
 
第
６
章
に
基
づ
く
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

(
7)
 
第
７
章
に
基
づ
く
放
射
線
管
理
 

３
．
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
状
況
を
日
常
的
に
確
認
し
、
偶
発
故
障
等
の
発
生
も
念
頭
に
、
設
備
等

が
正
常
な
状
態
か
ら
外
れ
、
ま
た
は
外
れ
る
兆
候
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
適
切
に
正
常
な
状
態
に
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
項
お
よ
び
第
１
４
８
条
に
よ
る
巡
視
を
定
期
的
に
行
う
。

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

－
 

 （
使
用
前
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
８
７
条
の
４

 
所
長
は
、
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
の
認
可
ま
た
は
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
の
届
出

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
設
工
認
」
と
い
う
。
）
の
対
象
と
な
る
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
設
置
ま
た

は
変
更
の
工
事
に
あ
た
り
、
設
工
認
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
へ
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
使
用
前
事
業
者

検
査
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
を
統
括
す
る
。

 

２
．
所
長
は
、
第
１
４
０
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
置
ま
た
は
変
更
の

工
事
を
実
施
し
た
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
を
、
検
査
実
施
責
任
者
と
し
て
指
名
す
る
。

 

３
．
前
項
の
検
査
実
施
責
任
者
は
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 
検
査
要
領
書
※
1
を
定
め
、
検
査
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 
検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
次
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
項
目

と
、
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
基
準
を
定
め
る
。
 

a
．
設
工
認
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

b
．
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
 

(
4)
 
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
結
果
を
踏
ま
え
、
検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
前
号

a
.お
よ
び
b
.の
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
を
最
終
判
断
す
る
。

 

４
．
検
査
実
施
責
任
者
は
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
業
務
を
検
査
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、

検
査
員
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
を
指
名
す
る
。
 

(
1)
 
第
１
４
０
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
置
ま
た
は
変
更
の
工
事

を
実
施
し
た
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
 

(
2)
 
検
査
対
象
と
な
る
設
置
ま
た
は
変
更
の
工
事
の
調
達
に
お
け
る
供
給
者
の
な
か
で
、
当
該
工
事
を
実

施
し
た
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
 

(
3)
 
前
号
に
掲
げ
る
供
給
者
と
は
別
の
、
当
該
検
査
業
務
に
係
る
役
務
の
供
給
者
 

５
．
検
査
実
施
責
任
者
は
、
検
査
内
容
お
よ
び
検
査
対
象
設
備
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
検
査
実
施
責
任
者
お
よ

び
前
項
に
規
定
す
る
検
査
員
の
立
会
頻
度
を
定
め
、
立
ち
会
う
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
お
よ
び
第
４
項
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 検
査
業
務
に
係
る
役
務
を
調
達
す
る
場
合
、
当
該
役
務
の
供
給
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。

 

(
2)
 検
査
に
係
る
記
録
の
管
理
を
行
う
。
 

(
3)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 ※
１
：
使
用
前
事
業
者
検
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
検
査
の
時
期
、
対
象
、
以
下
に
示
す
方

法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
検
査
要
領
書
を
定
め
る
。

 

a
.構
造
、
強
度
お
よ
び
漏
え
い
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

b
.機
能
お
よ
び
性
能
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

c
.そ
の
他
設
置
ま
た
は
変
更
の
工
事
が
そ
の
設
計
お
よ
び
工
事
の
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

－
 

 （
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
８
７
条
の
５
 
所
長
は
、
原
子
炉
施
設
が
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関

す
る
規
則
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
定
期
に
確
認
す
る
た
め
の
定
期
事
業
者
検
査
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
を
統
括
す
る
。
 

２
．
所
長
は
、
第
１
４
０
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
備
等
の
所
管
課

（
室
）
と
は
別
の
組
織
の
者
を
、
検
査
実
施
責
任
者
と
し
て
指
名
す
る
。
 

３
．
前
項
の
検
査
実
施
責
任
者
は
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 
検
査
要
領
書
※
１
を
定
め
、
検
査
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 
検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

則
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
項
目
と
、
検
査
項
目
ご
と
の
判

定
基
準
を
定
め
る
。

 

(
4)
 
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
結
果
を
踏
ま
え
、
検
査
対
象
の
原
子
炉
施
設
が
前
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
を
最
終
判
断
す
る
。

 

４
．
検
査
実
施
責
任
者
は
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
業
務
を
検
査
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、

検
査
員
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の
を
指
名
す
る
。

 

(
1)
 
第
１
４
０
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
設
備
の
設
備
管
理
部
署
と

は
別
の
組
織
の
者
 

(
2)
 
検
査
対
象
と
な
る
設
備
の
工
事
ま
た
は
点
検
の
調
達
に
お
け
る
供
給
者
の
な
か
で
、
当
該
工
事
ま
た

は
点
検
を
実
施
す
る
組
織
と
は
別
の
組
織
の
者
 

(
3)
 
前
号
に
掲
げ
る
供
給
者
と
は
別
の
、
当
該
検
査
業
務
に
係
る
役
務
の
供
給
者
 

５
．
検
査
実
施
責
任
者
は
、
検
査
内
容
お
よ
び
検
査
対
象
設
備
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
検
査
実
施
責
任
者
お
よ

び
前
項
に
規
定
す
る
検
査
員
の
立
会
頻
度
を
定
め
、
立
ち
会
う
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
お
よ
び
第
４
項
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
検
査
業
務
に
係
る
役
務
を
調
達
す
る
場
合
、
当
該
役
務
の
供
給
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
2)
 
検
査
に
係
る
記
録
の
管
理
を
行
う
。
 

(
3)
 
検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。

 

 ※
１
：
各
プ
ラ
ン
ト
の
特
徴
に
応
じ
、
検
査
の
時
期
、
対
象
、
以
下
に
示
す
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め

た
検
査
要
領
書
を
定
め
る
。

 

a
．
開
放
、
分
解
、
非
破
壊
検
査
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
、
摩
耗
お
よ
び
異
常
の
発
生
状
況
を

確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

b
．
試
運
転
そ
の
他
の
機
能
お
よ
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
 

c
．
a、

b
に
よ
る
方
法
の
ほ
か
、
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
状
態
を
維
持
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 （
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
８
８
条
 
所
長
は
、
溶
接
事
業
者
検
査
(
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
)に
係
る
責
任
を
有

し
、
検
査
に
必
要
な
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を
確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。

 

(1
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
を
構
築
す
る
。
 

(2
) 
検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。
 

(3
) 
検
査
の
手
順
に
係
る
工
程
が
管
理
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(4
) 
検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。

 

(5
) 
検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(6
) 
検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

 

（
削
除
）
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
保

安
措
置
運
用
ガ
イ
ド

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更

 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
１
０
章

 
保
安
教
育
 

 （
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
２
０
１
条
 
所
長
室
長
は
、
毎
年
度
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
、
管
理
お
よ
び
廃
止
措
置
を
行
う
所
員
へ
の

保
安
教
育
実
施
計
画
を
表
２
０
１
－
１
、
表
２
０
１
－
２
お
よ
び
表
２
０
１
－
３
の
実
施
方
針
に
基
づ
い

て
作
成
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

２
．
所
長
室
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
第
１
４
３
条
第
２
項
に
基
づ
き
運

営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
保
安
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
年

度
毎
に
実
施
結
果
を
所
長
に
報
告
す
る
。
 

た
だ
し
、
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に

つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
．
所
長
室
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
内
容
の
見
直
し
頻
度
を
定
め
る
。

 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
の
内
容
を
定
め
る
と
と
も
に
所
長
室
長
が
定
め
る
見
直
し
頻

度
に
従
い
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。
 

 

 

第
１
０
章
 
保
安
教
育
 

 （
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
２
０
１
条
 
所
長
室
長
は
、
毎
年
度
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
、
管
理
お
よ
び
廃
止
措
置
を
行
う
所
員
へ
の

保
安
教
育
実
施
計
画
を
表
２
０
１
－
１
、
表
２
０
１
－
２
お
よ
び
表
２
０
１
－
３
の
実
施
方
針
に
基
づ
い

て
作
成
し
、
廃
止
措
置
主
任
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

２
．
所
長
室
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
第
１
４
３
条
第
２
項
に
基
づ
き
運

営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
保
安
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
年

度
毎
に
実
施
結
果
を
所
長
に
報
告
す
る
。
 

た
だ
し
、
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に

つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
．
所
長
室
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
内
容
の
見
直
し
頻
度
を
定
め
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
の
内
容
を
定
め
る
と
と
も
に
所
長
室
長
が
定
め
る
見
直
し
頻

度
に
従
い
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

 

 

 変
更
な
し
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

表２０１－１ 
保安教育実施方針（総括表） 

 

変 
 

更 
 

後 

表２０１－１ 

保安教育実施方針（総括表） 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（法令改正に伴い「保守管理」を「施設管理」に変更、保安規定審査基準改正に伴い「サ

ーベランス」を「サーベイランス」に変更） 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

表２０１－２ 
保安教育実施方針（放射線業務従事者教育） 

 

 

変 
 

更 
 

後 

表２０１－２ 
保安教育実施方針（放射線業務従事者教育） 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（法令改正に伴い「保守および点検」を「保全」に変更） 
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美浜発電所原子炉施設保安規定変更前後比較表（第  次改正） 
 

変 
 

更 
 

前 

表２０１－３  
保安教育実施方針（運転員等） 

 

 

変 
 

更 
 

後 

表２０１－３  
保安教育実施方針（運転員等） 

 

 

理 

由 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更（法令改正に伴い「保守管理」を「施設管理」に、「定期検査」を「定期事業者検査」に

変更、保安規定審査基準改正に伴い「サーベランス」を「サーベイランス」に変更） 
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

 

第
１
１
章
 
記
録
お
よ
び
報
告
 

 （
記

 
録
）
 

第
２
０
３
条
 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
２
０
３
－
１
お
よ
び
表
２
０
３
－
２
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録

を
適
正
※
１
に
作
成
（
表
２
０
３
－
１
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
を
除
く
）
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
表
２
０
３
－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正
※
１
に
作
成
し
、
保
存
す
る
。

な
お
、
記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
表
２
０
３
－
４
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
保
存
す
る
。

 

 ※
１
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
(以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
)。

 

 表
２
０
３
－
１

 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間

 

１
．
使
用
前
検
査
の
結
果
 

検
査
の
都
度
 

同
一
事
項
に
関
す
る
次
の

検
査
の
時
ま
で
の
期
間
 

２
．
定
期
検
査
の
結
果
 

３
．
原
子
炉
施
設
の
巡
視
の
状
況
な
ら
び
に
そ
の

担
当
者
の
氏
名
 

毎
日
１
回
 

巡
視
を
実
施
し
た
施
設
ま

た
は
設
備
を
廃
棄
し
た
後

５
年
が
経
過
す
る
ま
で
の

期
間
 

４
．
保
守
管
理
の
実
施
状
況
お
よ
び
そ
の
担
当
者

の
氏
名
 

(1
) 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
お
よ
び

そ
の
担
当
者
の
氏
名

 

(2
) 
点
検
･補
修
等
の
結
果
（
安
全
上
重
要
な
機

器
等
の
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
に
つ

い
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き

の
要
否
の
確
認
結
果
を
含
む
。
）
お
よ
び
そ

の
担
当
者
の
氏
名
 

(3
) 
点
検
･補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評
価
お
よ

び
そ
の
担
当
者
の
氏
名

 

(4
) 
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処

置
、
予
防
処
置
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏

名
 

保
守
管
理
の
実
施
の

都
度

 

保
守
管
理
を
実
施
し
た
原

子
炉
施
設
を
解
体
ま
た
は

廃
棄
し
た
後
５
年
が
経
過

す
る
ま
で
の
期
間
 

５
．
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
、
保
守
管
理
の
目

標
お
よ
び
保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画

の
評
価
の
結
果
お
よ
び
そ
の
評
価
の
担
当
者

の
氏
名
 

(1
) 
保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者

の
氏
名
 

(2
) 
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担

当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価
を
実
施
し
た
原
子
炉

施
設
の
保
守
管
理
に
関
す

る
方
針
、
保
守
管
理
の
目

標
ま
た
は
保
守
管
理
の
実

施
に
関
す
る
計
画
の
改
定

ま
で
の
期
間

 

※
２
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
点
検
・
故
障
ま
た
は
消
耗
品

の
取
替
え
に
よ
り
記
録
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

 

第
１
１
章
 
記
録
お
よ
び
報
告

 

 （
記

 
録
）

 

第
２
０
３
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
２
０
３
－
１
お
よ
び
表
２
０
３
－
２
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録

を
適
正
※
１
に
作
成
（
表
２
０
３
－
１
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
を
除
く
）
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
表
２
０
３
－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正
※
１
に
作
成
し
、
保
存
す
る
。

な
お
、
記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
表
２
０
３
－
４
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
保
存
す
る
。

 

 ※
１
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う

(
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
)。

 

 表
２
０
３
－
１
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

１
．
使
用
前
確
認
の
結
果

 
確
認
の
都
度

 
同
一
事
項
に
関
す
る
次
の

確
認
の
時
ま
で
の
期
間
 

    

 
 

２
．
施
設
管
理
の
実
施
状
況
お
よ
び
そ
の
担
当
者

の
氏
名
 

(
1)
 保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
お
よ
び

そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

(
2)
 保
全
の
結
果
（
安
全
上
重
要
な
機
器
等
の

工
事
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
必
要

な
手
続
き
の
要
否
の
確
認
結
果
を
含
む
。）

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名

 

 (
3)
 保
全
の
結
果
の
確
認
・
評
価
お
よ
び
そ
の

担
当
者
の
氏
名

 

(
4)
 不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
、
未
然
防
止
処

置
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名

 

 

施
設
管
理
の
実
施
の

都
度
 

施
設
管
理
を
実
施
し
た
原

子
炉
施
設
を
解
体
ま
た
は

廃
棄
し
た
後
５
年
が
経
過

す
る
ま
で
の
期
間

 

３
．
施
設
管
理
に
関
す
る
方
針
、
施
設
管
理
の
目

標
お
よ
び
施
設
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画

の
評
価
の
結
果
お
よ
び
そ
の
評
価
の
担
当
者

の
氏
名
 

(
1)
 保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担
当
者

の
氏
名
 

(
2)
 施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の
担

当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度

 

評
価
を
実
施
し
た
原
子
炉

施
設
の
施
設
管
理
に
関
す

る
方
針
、
施
設
管
理
の
目

標
ま
た
は
施
設
管
理
の
実

施
に
関
す
る
計
画
の
改
定

ま
で
の
期
間
 

※
２
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
点
検
・
故
障
ま
た
は
消
耗
品

の
取
替
え
に
よ
り
記
録
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

               原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
実
用
炉
規
則
改
正

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

表
２
０
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

６
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料

体
の
配
置

 

配
置
ま
た
は
配
置
替

え
の
都
度
 

５
年
間
 

７
．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能

の
量
 

払
出
し
の
都
度
 

１
０
年
間
 

８
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物

の
廃
棄
施
設
等
の
放
射
線
し
ゃ
へ
い
物
の
側

壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率

 

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵

施
設
の
記
録
に
あ
っ

て
は
毎
日
１
回
、
使

用
済
燃
料
の
貯
蔵
施

設
以
外
の
施
設
の
記

録
に
あ
っ
て
は
毎
週

１
回
 

１
０
年
間
 

９
．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視

設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排
水
監
視
設
備

に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３

月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度

に
あ
っ
て
は
毎
日
１

回
、
３
月
間
の
平
均

濃
度
に
あ
っ
て
は
３

月
毎
に
１
回
 

１
０
年
間
 

10
．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１

週
間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放
射
性
物
質

の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放

射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面

の
放
射
性
物
質
の
密
度

 

毎
週
１
回
 

１
０
年
間
 

11
．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を
始
期
と

す
る
１
年
間
の
線
量
、
女
子
※
３
の
放
射
線
業

務
従
事
者
の
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０

月
１
日
お
よ
び
１
月
１
日
を
始
期
と
す
る
各

３
月
間
の
線
量
な
ら
び
に
本
人
の
申
出
等
に

よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女

子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
あ
っ
て
は
出
産

ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
月
間

の
線
量
 

１
年
間
の
線
量
に
あ

っ
て
は
毎
年
度
１

回
、
３
月
間
の
線
量

に
あ
っ
て
は
３
月
毎

に
１
回
、
１
月
間
の

線
量
に
あ
っ
て
は
１

月
毎
に
１
回
 

※
４
 

12
．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
が

２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
放
射
線
業

務
従
事
者
の
当
該
１
年
間
を
含
む
原
子
力
規

制
委
員
会
が
定
め
る
５
年
間
の
線
量

 

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
に

お
い
て
毎
年
度
１
回

（
左
欄
に
掲
げ
る
当

該
１
年
間
以
降
に
限

る
）
 

※
４
 

13
．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
し

た
期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期
な
ら
び
に
放
射

線
業
務
従
事
者
の
当
該
期
間
の
線
量

 

そ
の
都
度
 

※
４
 

※
３
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
４
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て

い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関

に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。
 

表
２
０
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

４
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料

体
の
配
置
 

配
置
ま
た
は
配
置
替

え
の
都
度
 

５
年
間
 

５
．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能

の
量
 

払
出
し
の
都
度
 

１
０
年
間
 

６
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物

の
廃
棄
施
設
等
の
放
射
線
し
ゃ
へ
い
物
の
側

壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
 

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵

施
設
の
記
録
に
あ
っ

て
は
毎
日
１
回
、
使

用
済
燃
料
の
貯
蔵
施

設
以
外
の
施
設
の
記

録
に
あ
っ
て
は
毎
週

１
回

 

１
０
年
間
 

７
．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視

設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排
水
監
視
設
備

に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３

月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度

に
あ
っ
て
は
毎
日
１

回
、
３
月
間
の
平
均

濃
度
に
あ
っ
て
は
３

月
毎
に
１
回
 

１
０
年
間
 

８
．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１

週
間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放
射
性
物
質

の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放

射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面

の
放
射
性
物
質
の
密
度
 

毎
週
１
回
 

１
０
年
間
 

９
．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を
始
期
と

す
る
１
年
間
の
線
量
、
女
子
※
３
の
放
射
線
業

務
従
事
者
の
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０

月
１
日
お
よ
び
１
月
１
日
を
始
期
と
す
る
各

３
月
間
の
線
量
な
ら
び
に
本
人
の
申
出
等
に

よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女

子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
あ
っ
て
は
出
産

ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
月
間

の
線
量
 

１
年
間
の
線
量
に
あ

っ
て
は
毎
年
度
１

回
、
３
月
間
の
線
量

に
あ
っ
て
は
３
月
毎

に
１
回
、
１
月
間
の

線
量
に
あ
っ
て
は
１

月
毎
に
１
回
 

※
４
 

1
0．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
が

２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
放
射
線
業

務
従
事
者
の
当
該
１
年
間
を
含
む
原
子
力
規

制
委
員
会
が
定
め
る
５
年
間
の
線
量
 

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
に

お
い
て
毎
年
度
１
回

（
左
欄
に
掲
げ
る
当

該
１
年
間
以
降
に
限

る
）

 

※
４
 

1
1．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
し

た
期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期
な
ら
び
に
放
射

線
業
務
従
事
者
の
当
該
期
間
の
線
量
 

そ
の
都
度
 

※
４
 

※
３
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
４
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て

い
る
期
間
が
５
年
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関

に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
記
録
項
目
の
番
号

繰
り
上
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

表
２
０
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

1
4．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に
就
く
日
の

属
す
る
年
度
に
お
け
る
当
該
日
以
前
の
放
射
線

被
ば
く
の
経
歴
お
よ
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が

定
め
る
５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度

ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴

 

そ
の
者
が
当
該
業
務

に
就
く
時

 
※
４

 

1
5．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質

等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運
搬
に
使
用
し
た

容
器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
日
時
お
よ

び
経
路
 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

1
6．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種
類
、

当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質

の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入

し
、
ま
た
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場

合
に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び
比
重
な
ら
び

に
そ
の
廃
棄
の
日
、
場
所
お
よ
び
方
法
 

そ
の
廃
棄
の
都
度
 

※
５

 

1
7．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容

器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
方
法

 

封
入
ま
た
は
固
型
化

の
都
度
 

※
５

 

1
8．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お

よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
状
況
お

よ
び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ

び
除
去
の
都
度
 

１
年
間
 

1
9．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復
旧
の
日
時

 
そ
の
都
度

 
※
５

 

2
0．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処

置
 

同
上
 

※
５

 

2
1．
事
故
の
原
因
 

同
上
 

※
５

 

2
2．
事
故
後
の
処
置

 
同
上
 

※
５

 

2
3．
風
向
お
よ
び
風
速

 
連
続
し
て

 
１
０
年
間
 

2
4．
降
雨
量
 

同
上
 

１
０
年
間
 

2
5．
大
気
温
度
 

同
上
 

１
０
年
間
 

2
6．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

2
7．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
、
項
目
お
よ
び
受
け
た

者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

３
年
間
 

2
8．
廃
止
措
置
に
係
る
工
事
の
方
法
、
時
期
お
よ
び

対
象
と
な
る
原
子
炉
施
設
の
設
備
の
名
称

 

廃
止
措
置
計
画
に
記

載
さ
れ
た
工
事
の
各

工
程
の
終
了
の
都
度
 

※
５

 

※
５
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

 

表
２
０
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

1
2．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に
就
く
日
の

属
す
る
年
度
に
お
け
る
当
該
日
以
前
の
放
射

線
被
ば
く
の
経
歴
お
よ
び
原
子
力
規
制
委
員

会
が
定
め
る
５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の

前
年
度
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
 

そ
の
者
が
当
該
業
務

に
就
く
時
 

※
４
 

1
3．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質

等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運
搬
に
使
用
し
た

容
器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
日
時
お

よ
び
経
路
 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

1
4
．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種

類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性

物
質
の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に

封
入
し
、
ま
た
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し

た
場
合
に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び
比
重

な
ら
び
に
そ
の
廃
棄
の
日
、
場
所
お
よ
び
方
法
 

そ
の
廃
棄
の
都
度
 

※
５
 

1
5．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容

器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
 

封
入
ま
た
は
固
型
化

の
都
度

 
※
５
 

1
6．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お

よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
状
況
お

よ
び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ

び
除
去
の
都
度
 

１
年
間
 

1
7．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復
旧
の
日
時
 

そ
の
都
度
 

※
５
 

1
8．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た

処
置
 

同
上
 

※
５
 

1
9．
事
故
の
原
因
 

同
上
 

※
５
 

2
0．
事
故
後
の
処
置

 
同
上
 

※
５
 

2
1．
風
向
お
よ
び
風
速

 
連
続
し
て
 

１
０
年
間
 

2
2．
降
雨
量
 

同
上
 

１
０
年
間
 

2
3．
大
気
温
度
 

同
上
 

１
０
年
間
 

2
4．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

2
5．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
、
項
目
お
よ
び
受
け
た

者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

３
年
間
 

2
6．
廃
止
措
置
に
係
る
工
事
の
方
法
、
時
期
お
よ
び

対
象
と
な
る
原
子
炉
施
設
の
設
備
の
名
称
 

廃
止
措
置
計
画
に
記

載
さ
れ
た
工
事
の
各

工
程
の
終
了
の
都
度

 

※
５
 

※
５
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
記
録
項
目
の
番
号

繰
り
上
げ
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

表
２
０
３
－
２
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
３
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
溶
接
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1)
 
検
査
年
月
日
 

(
2)
 
検
査
の
対
象
 

(
3)
 
検
査
の
方
法
 

(
4)
 
検
査
の
結
果
 

(
5)
 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

(
6)
 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た

と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(
7)
 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

 

(
8)
 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(
9)
 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
10
)
 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
11
)
 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項
 

検
査
の
都
度
 

当
該
溶
接
事
業
者
検

査
に
係
る
原
子
炉
容

器
等
の
存
続
す
る
期

間
 

当
該
溶
接
事
業
者
検

査
を
行
っ
た
後
最
初

の
原
子
炉
等
規
制
法

第
43
条
の

3
の

13

第
6
項
の
通
知
を
受

け
る
ま
で
の
期
間
 

  

表
２
０
３
－
２
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
１
４
条
の
３
 

お
よ
び
第
５
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
使
用
前
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1)
 
検
査
年
月
日
 

(
2)
 
検
査
の
対
象
 

(
3)
 
検
査
の
方
法
 

(
4)
 
検
査
の
結
果
 

(
5)
 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
 

(
6)
 検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た

と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(
7)
 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

 

(
8)
 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(
9)
 検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
10
)
 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
11
)
 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

 

検
査
の
都
度
 

当
該
使
用
前
事
業
者

検
査
に
係
る
発
電
用

原
子
炉
施
設
の
存
続

す
る
期
間
 

２
．
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1)
 
検
査
年
月
日
 

(
2)
 
検
査
の
対
象
 

(
3)
 
検
査
の
方
法
 

(
4)
 
検
査
の
結
果
 

(
5)
 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
 

(
6)
 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た

と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(
7)
 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

 

(
8)
 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(
9)
 
検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
10
)
 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
11
)
 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

 

検
査
の
都
度
 

そ
の
発
電
用
原
子
炉

施
設
が
廃
棄
さ
れ
た

後
５
年
が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

  

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
 

（
実
用
炉
規
則
改
正

の
反
映
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

表
２
０
３
－
３

 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
６
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標

 
変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

２
．
第
１
３
９
条
に
定
め
る
品
質
保
証
計
画
お
よ
び
原
子
力
発
電

の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程

 
変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

３
．
J
EA
C
41
11
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
社
内
標
準
 

(
1)

 原
子
力
部
門
に
お
け
る
文
書
・
記
録
管
理
通
達

 

(
2)

 原
子
力
部
門
に
お
け
る
内
部
監
査
通
達
 

(
3)

 不
適
合
管
理
お
よ
び
是
正
処
置
通
達
 

(
4)

 予
防
処
置
通
達

 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

４
．
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お
よ
び
管
理

を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
組
織
が
必
要
と
判
断
し
た
次

の
文
書
 

(
1)

 グ
レ
ー
ド
分
け
通
達
 

(
2)

 安
全
文
化
通
達

 

(
3)

 品
質
目
標
通
達

 

(
4)

 内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(
5)

 要
員
・
組
織
計
画
通
達
 

(
6)

 教
育
・
訓
練
通
達

 

(
7)

 廃
止
措
置
管
理
通
達
 

(
8)

 運
転
管
理
通
達

 

(
9)

 原
子
燃
料
管
理
通
達
 

(
10

) 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
通
達
 

(
11

) 
放
射
線
管
理
通
達
 

(
12

) 
保
守
管
理
通
達
 

(
13

) 
非
常
時
の
措
置
通
達
 

(
14

) 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
通
達
 

(
15

) 
原
子
力
技
術
業
務
要
綱

 

(
16

) 
外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(
17

) 
設
計
・
開
発
通
達
 

(
18

) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
調
達
管
理
通
達

 

(
19

) 
監
視
機
器
・
測
定
機
器
管
理
通
達
 

(
20

) 
検
査
・
試
験
通
達
 

(
21

) 
デ
ー
タ
分
析
通
達
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

※
６
：
表
２
０
３
－
１
お
よ
び
表
２
０
３
－
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
 

  

表
２
０
３
－
３
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
６
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標

 
変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

２
．
第
１
３
９
条
に
定
め
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
お
よ

び
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

３
．
品
管
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
社
内
標
準
 

(
1)
 原
子
力
部
門
に
お
け
る
文
書
・
記
録
管
理
通
達
 

(
2)
 原
子
力
部
門
に
お
け
る
内
部
監
査
通
達
 

(
3)
 不
適
合
管
理
お
よ
び
是
正
処
置
通
達
 

(
4)
 未
然
防
止
処
置
通
達

 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

４
．
実
効
性
の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
的
な
実
施
お
よ
び
管
理
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
次
の
文
書
 

 (
1)
 グ
レ
ー
ド
分
け
通
達

 

(
2)
 安
全
文
化
通
達

 

(
2)
 品
質
目
標
通
達

 

(
3)
 内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(
4)
 要
員
・
組
織
計
画
通
達
 

(
5)
 教
育
・
訓
練
通
達
 

(
6)
 廃
止
措
置
管
理
通
達

 

(
7)
 運
転
管
理
通
達

 

(
8)
 原
子
燃
料
管
理
通
達

 

(
9)
 放
射
性
廃
棄
物
管
理
通
達
 

(
10
) 
放
射
線
管
理
通
達
 

(
11
) 
施
設
管
理
通
達
 

(
12
) 
非
常
時
の
措
置
通
達
 

(
13
) 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
通
達
 

(
14
) 
原
子
力
技
術
業
務
要
綱
 

(
15
) 
外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(
16
) 
設
計
・
開
発
通
達
 

(
17
) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
調
達
管
理
通
達
 

(
18
) 
監
視
機
器
・
測
定
機
器
管
理
通
達
 

(
19
) 
検
査
・
試
験
通
達
 

(
20
) 
デ
ー
タ
分
析
通
達
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５
年

が
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
 

※
６
：
表
２
０
３
－
１
お
よ
び
表
２
０
３
－
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
 

 

    原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

表
２
０
３
－
３
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
６
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間
 

５
．
J
EA
C
41
11
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
記
録
 

(
1)

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
 

(
2)

 教
育
・
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す
る
記
録
 

(
3)

 業
務
の
計
画
で
必
要
と
定
め
た
記
録
（
本
項
の
他
で
定
め
る

も
の
を
除
く
。
）
 

 (
4)

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結

果
の
記
録
お
よ
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
と
ら
れ
た
処
置

の
記
録
 

(
5)

 原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
設
計
・
開
発
へ
の
イ

ン
プ
ッ
ト
の
記
録

 

(
6)

 設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必
要
な
処

置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(
7)

 設
計
・
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必
要
な
処
置
が

あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

(
8)

 設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必
要
な

処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(
9)

 設
計
・
開
発
の
変
更
の
記
録

 

(
10

) 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必

要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

(
11

) 
供
給
者
の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
評
価
に
よ
っ
て
必
要

と
さ
れ
た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(
12

) 
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
で
組
織
が
記
録
を
必
要
と
し
た
活

動
の
記
録
 

(
13

) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
記
録
 

(
14

) 
組
織
外
の
所
有
物
に
関
し
て
、
組
織
が
必
要
と
判
断
し
た
場

合
の
記
録
 

(
15

) 
校
正
ま
た
は
検
証
に
用
い
た
基
準
の
記
録
 

 (
16

) 
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
と
判
明
し
た
場

合
の
、
過
去
の
測
定
結
果
の
妥
当
性
評
価
の
記
録
 

 (
17

) 
校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
 

(
18

) 
内
部
監
査
の
結
果
の
記
録
 

(
19

) 
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の
記
録
 

(
20

) 
リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に
許
可
し
た
人

の
記
録
 

(
21

) 
不
適
合
の
性
質
、
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ
た
特
別
採
用
を

含
む
処
置
の
記
録

 

(
22

) 
是
正
処
置
の
結
果
の
記
録
 

(
23

) 
予
防
処
置
の
結
果
の
記
録
 

作
成
の
都
度
 

５
年
 

 

表
２
０
３
－
３
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
６
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間
 

５
．
品
管
規
則
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
記
録

 

(
1)
 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
 

(
2)
 要
員
の
力
量
お
よ
び
教
育
訓
練
そ
の
他
の
措
置
に
係
る
記
録
 

(
3)
 個
別
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
当
該
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
し

た
結
果
が
個
別
業
務
等
要
求
事
項
に
適
合
す
る
こ
と
を
実
証
す
る

た
め
に
必
要
な
記
録
（
本
項
の
他
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）

 

(
4)
 個
別
業
務
等
要
求
事
項
の
審
査
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
審
査

の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

 (
5)
 設
計
開
発
に
用
い
る
情
報
に
係
る
記
録
 

 (
6)
 設
計
開
発
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
レ
ビ

ュ
ー
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

(
7)
 設
計
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
検
証
の
結
果
に
基

づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録

 

(
8)
 設
計
開
発
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
設
計
開
発
妥

当
性
確
認
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

(
9)
 設
計
開
発
の
変
更
に
係
る
記
録
 

(
10
) 
設
計
開
発
の
変
更
の
審
査
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
の
結
果
の

記
録
お
よ
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録

 

(
11
) 
供
給
者
の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
当
該
評
価
の
結
果
に
基
づ

き
講
じ
た
措
置
に
係
る
記
録
 

(
12
) 
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記

録
 

(
13
) 
機
器
等
ま
た
は
個
別
業
務
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
記
録
 

(
14
) 
組
織
の
外
部
の
者
の
物
品
を
所
持
し
て
い
る
場
合
の
記
録
 

 (
15
) 
当
該
計
量
の
標
準
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
け
る
、
校
正
ま
た
は

検
証
の
根
拠
の
記
録

 

(
16
) 
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
に
係
る
要
求
事
項
へ
の
不
適
合
が
判
明

し
た
場
合
に
お
け
る
、
従
前
の
監
視
測
定
の
結
果
の
妥
当
性
を
評

価
し
た
記
録
 

(
17
) 
監
視
測
定
の
た
め
の
設
備
の
校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
 

(
18
) 
内
部
監
査
結
果
の
記
録
 

(
19
) 
使
用
前
事
業
者
検
査
等
ま
た
は
自
主
検
査
等
の
結
果
に
係
る
記
録
 

(2
0)
 プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
行
っ
た
要
員
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
記
録
 

(
21
) 
不
適
合
の
内
容
の
記
録
お
よ
び
当
該
不
適
合
に
対
し
て
講
じ
た
措

置
（
特
別
採
用
を
含
む
。
）
に
係
る
記
録
 

(
22
) 
講
じ
た
全
て
の
是
正
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
 

(
23
) 
講
じ
た
全
て
の
未
然
防
止
処
置
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
 

作
成
の
都
度
 

５
年
 

 
 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
品

管
規
則
の
制
定
に
伴

う
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変
 
 
更
 
 
後
 

理
 
 
由
 

表
２
０
３
－
４

 

記
録
項
目
 

保
存
期
間
 

１
．
熱
出
力
 

１
０
年
間
 

２
．
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

１
０
年
間
 

３
．
炉
心
の
温
度
 

１
０
年
間
 

４
．
冷
却
材
入
口
温
度

 
１
０
年
間
 

５
．
冷
却
材
出
口
温
度

 
１
０
年
間
 

６
．
冷
却
材
圧
力
 

１
０
年
間
 

７
．
冷
却
材
流
量
 

１
０
年
間
 

８
．
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

取
出
後
１
０
年
間
 

９
．
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
の
内
容
 

１
年
間
 

1
0．

 
運
転
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
運
転
員
の
氏
名
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
者

の
交
代
の
日
時
お
よ
び
交
代
時
の
引
継
事
項
 

１
年
間
 

1
1．
燃
料
体
の
形
状
ま
た
は
性
状
に
関
す
る
検
査
の
結
果
 

取
出
後
１
０
年
間
 

1
2．
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
の
状
況
の
評
価
の
結
果
 

※
７
 

1
3．

 
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た
保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知

見
の
反
映
状
況
の
評
価
の
結
果
 

※
７
 

1
4.

 定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1)

 検
査
年
月
日
 

(
2)

 検
査
の
対
象
 

(
3)

 検
査
の
方
法
 

(
4)

 検
査
の
結
果
 

(
5)

 検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

(
6)

 検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の

内
容
 

(
7)

 検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

 

(
8)

 検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

 

(
9)

 検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者

の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
10

) 
検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(
11

) 
検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項
 

※
８
 

※
７
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

※
８
：
そ
の
特
定
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
後
５
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
。
 

 

表
２
０
３
－
４
 

記
録
項
目

 
保
存
期
間
 

１
．
熱
出
力
 

１
０
年
間
 

２
．
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

１
０
年
間
 

３
．
炉
心
の
温
度

 
１
０
年
間
 

４
．
冷
却
材
入
口
温
度
 

１
０
年
間
 

５
．
冷
却
材
出
口
温
度
 

１
０
年
間
 

６
．
冷
却
材
圧
力

 
１
０
年
間
 

７
．
冷
却
材
流
量

 
１
０
年
間
 

８
．
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

取
出
後
１
０
年
間
 

９
．
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
の
内
容
 

１
年
間
 

10
．
運
転
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
運
転
員
の
氏
名
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
者

の
交
代
の
日
時
お
よ
び
交
代
時
の
引
継
事
項
 

１
年
間
 

11
．
燃
料
体
の
形
状
ま
た
は
性
状
に
関
す
る
検
査
の
結
果
 

取
出
後
１
０
年
間
 

12
．
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
の
状
況
の
評
価
の
結
果

 
※
７
 

13
．
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た
保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知

見
の
反
映
状
況
の
評
価
の
結
果

 
※
７
 

14
. 
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(1
) 
検
査
年
月
日

 

(2
) 
検
査
の
対
象

 

(3
) 
検
査
の
方
法

 

(4
) 
検
査
の
結
果

 

(5
) 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

(
6)
 検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の

内
容
 

(7
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

 

(8
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(
9)
 検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者

の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(1
0)
 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(1
1)
 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項
 

※
８
 

※
７
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

※
８
：
そ
の
特
定
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
後
５
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
。
 

 

 変
更
な
し
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 
 附
 
則
（
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
平
成
２
６
原
安
管
通
達
第
２
号
－
 
 
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１

 
条

 
こ
の
通
達
は
、

 
 
 
 
年

 
 
月
 
 
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 

・
こ
の
規
定
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会

の
認
可
を
受
け
た

日
を
改
正
日
と
す

る
。
 

・
こ
の
規
定
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会

の
認
可
を
受
け
た

日
よ
り
起
算
し
、

１
０
日
を
超
え
な

い
範
囲
で
施
行
す

る
。
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

添
付
２
 

火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然
災
害
 

発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
８
条
、
第
１
８
条
の
２
、
第
１
８
条
の
２
の
２
お
よ
び
第
１
８
条
の
３
関
連
）
 

 １
 
火
 

災
 

保
全
計
画
課
長
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
、
次
の
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま

た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 １
．
５
 手
順
書
の
整
備
 

(
1
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
定
め
る

火
災
防
護
計
画
に
以
下
の
項
目
を
含
め
る
。

 

ａ
．
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
責
任
の
所
在
、
責
任
者
の
権
限
、
体
制
の
運
営
管

理
、
必
要
な
要
員
の
確
保
お
よ
び
教
育
訓
練
、
火
災
発
生
防
止
の
た
め
の
活
動
、
火
災
防
護
設
備
の

保
守
管
理
、
点
検
お
よ
び
火
災
情
報
の
共
有
化
等
 

 

（
中
略
）
 

 ｗ
．
保
守
管
理
、
点
検

 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に

基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

 

（
中
略
）
 

  

添
付
２
 

火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然
災
害
 

発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
８
条
、
第
１
８
条
の
２
、
第
１
８
条
の
２
の
２
お
よ
び
第
１
８
条
の
３
関
連
）
 

 

１
 
火
 

災
 

保
全
計
画
課
長
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
、
次
の
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま

た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

１
．
５

 
手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
定
め
る

火
災
防
護
計
画
に
以
下
の
項
目
を
含
め
る
。
 

ａ
．
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
責
任
の
所
在
、
責
任
者
の
権
限
、
体
制
の
運
営
管

理
、
必
要
な
要
員
の
確
保
お
よ
び
教
育
訓
練
、
火
災
発
生
防
止
の
た
め
の
活
動
、
火
災
防
護
設
備
の

施
設
管
理
、
点
検
お
よ
び
火
災
情
報
の
共
有
化
等
 

 

（
中
略
）
 

 

ｗ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
管
理
計
画
に

基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

（
中
略
）
 

  

                 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
保
守
管
理
」

を
「
施
設
管
理
」
に

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

２
 内
部
溢
水
 

技
術
課
長
は
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と

し
て
、
次
の
２
．
１
項
か
ら
２
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ２
．
４

 手
順
書
の
整
備
 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

ｈ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

(
a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
時
に
消
火
水
を
放
水
し
た
場
合
、
消
火
水
に
よ
り
防
護
す
べ
き
設
備
の

要
求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き

適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(
b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
没
水
ま
た
は
被
水
し
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要

求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(
c
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
蒸
気
環
境
に
曝
さ
れ
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要

求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(
d
) 
電
気
保
修
課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
お
よ

び
エ
リ
ア
外
の
溢
水
を
受
け
て
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
の
防
護
す
べ
き
設
備
が
機
能
喪
失
し
な

い
よ
う
に
海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
止
水
壁
お
よ
び
泥
水
対
策
壁
に
つ

い
て
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
補
修
を
行
う
。

 

(
e
) 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
配
管
の
想
定
破
損
評
価
に
お
い
て
、
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り
破
損
形

状
の
想
定
を
行
う
配
管
は
、
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な
減
肉
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
、
継
続
的
な
肉
厚
管
理
を
行
う
。
 

(
f
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
浸
水
防
護
設
備
お
よ
び
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
補
修
を
行
う
。

 

２
 内
部
溢
水
 

技
術
課
長
は
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と

し
て
、
次
の
２
．
１
項
か
ら
２
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ２
．
４
 手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

ｈ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

(
a)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
時
に
消
火
水
を
放
水
し
た
場
合
、
消
火
水
に
よ
り
防
護
す
べ
き
設
備
の

要
求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き

適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(
b)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
没
水
ま
た
は
被
水
し
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要

求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

(
c)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
蒸
気
環
境
に
曝
さ
れ
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要

求
さ
れ
る
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

(
d)
 
電
気
保
修
課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
お
よ

び
エ
リ
ア
外
の
溢
水
を
受
け
て
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
の
防
護
す
べ
き
設
備
が
機
能
喪
失
し
な

い
よ
う
に
海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
止
水
壁
お
よ
び
泥
水
対
策
壁
に
つ

い
て
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
補
修
を
行
う
。
 

(
e)
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
配
管
の
想
定
破
損
評
価
に
お
い
て
、
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り
破
損
形

状
の
想
定
を
行
う
配
管
は
、
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な
減
肉
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
、
継
続
的
な
肉
厚
管
理
を
行
う
。

 

(
f)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
浸
水
防
護
設
備
お
よ
び
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補

修
を
行
う
。
 

                 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
保
守
管
理
」

を
「
施
設
管
理
」
に

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

３
 火
山
影
響
等
、
降
雪
発
生
時
 

技
術
課
長
は
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ３
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

 

（
中
略
）
 

 (3
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
火
山
事
象
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
の
保
守
管

理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ３
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

ｋ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
事
象
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
降
灰
後

に
お
け
る
降
下
火
砕
物
に
よ
る
静
的
荷
重
、
腐
食
、
磨
耗
等
の
影
響
に
つ
い
て
、
保
守
管
理
計
画
に

基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

 

（
中
略
）
 

 

 

３
 火
山
影
響
等
、
降
雪
発
生
時
 

技
術
課
長
は
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ３
．
２

 
教
育
訓
練
の
実
施
 

 

（
中
略
）
 

 (
3)
 各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
火
山
事
象
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
の
施
設
管

理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ３
．
４

 
手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 

ｋ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
事
象
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
降
灰
後

に
お
け
る
降
下
火
砕
物
に
よ
る
静
的
荷
重
、
腐
食
、
磨
耗
等
の
影
響
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
計
画
に

基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

（
中
略
）
 

  

            原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
保
守
管
理
」

を
「
施
設
管
理
」
に

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

５
 津

 
波

 

技
術
課
長
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ５
．
２

 教
育
訓
練
の
実
施

 

 

（
中
略
）
 

 

(
3)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波
監
視
設
備

の
保
守
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ５
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

ｅ
．
保
守
管
理
、
点
検

 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波
監
視
設
備
の
要
求
機
能
を

維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

（
中
略
）
 

  

５
 津

 
波
 

技
術
課
長
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ５
．
２
 教
育
訓
練
の
実
施

 

 

（
中
略
）
 

 

(
3)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波
監
視
設
備

の
施
設
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ５
．
４

 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

ｅ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波
監
視
設
備
の
要
求
機
能
を

維
持
す
る
た
め
、
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

（
中
略
）
 

  

             原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
保
守
管
理
」

を
「
施
設
管
理
」
に

変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

６
 竜

 
巻

 

技
術
課
長
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ６
．
２
 教
育
訓
練
の
実
施
 

 

（
中
略
）
 

 

(
3)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
竜
巻
対
策
設
備
の
保
守
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓

練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ６
．
４

 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準

に
定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

ｇ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
保
守
管
理

計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

 

（
中
略
）
 

  

６
 竜

 
巻

 

技
術
課
長
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し

て
、
次
の
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課

（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

 ６
．
２

 教
育
訓
練
の
実
施

 

 

（
中
略
）
 

 

(
3)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
竜
巻
対
策
設
備
の
施
設
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓

練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 ６
．
４
 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準

に
定
め
る
。
 

 

（
中
略
）
 

 

ｇ
．
施
設
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
施
設
管
理

計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

 

（
中
略
）
 

  

            原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
保
守
管
理
」

を
「
施
設
管
理
」
に

変
更
）

 

 
 

273



美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

添
付
３
 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
８
条
の
５
お
よ
び
第
１
８
条
の
６
関
連
）
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
、
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
も
し
く
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
ま

た
は
大
規
模
な
自
然
災
害
も
し
く
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
原
子

炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容

に
つ
い
て
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用
手
順
等
に
つ
い
て
は
、
表
－
１

か
ら
表
－
１
９
に
定
め
る
。
な
お
、
多
様
性
拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順
の
詳
細
な

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 １
 
重
大
事
故
等
対
策
 

 

（
中
略
）
 

 １
．
１
 
 体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備

 

 

（
中
略
）
 

 

(2
) 
教
育
訓
練
の
実
施
 

ア
 
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
検
査
終
了
日
等
）
ま
で
に
、
ま
た

は
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
も
し
く
は
緊
急
安
全
対
策
要
員
を
新
た
に
認
定
す

る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
２
項
お
よ
び
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ
い

て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

(ｱ
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
－
１
か
ら
表
－
１
９
に
記
載
し
た
対
応
手
段
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

と
す
る
手
順
に
つ
い
て
、
「
ウ

 
成
立
性
の
確
認
訓
練
」
の
要
素
を
考
慮
し
た
教
育
訓
練
項
目
を

定
め
、
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
役
割
に
応

じ
た
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(ｲ
) 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る
場

合
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
検
査
終
了

日
等
）
ま
で
に
、
成
立
性
確
認
訓
練
（
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
）
お
よ
び

成
立
性
確
認
訓
練
の
要
素
等
を
考
慮
し
た
確
認
方
法
に
よ
り
、
力
量
の
付
与
方
法
の
妥
当
性
を
確

認
す
る
。

 

 

（
中
略
）
 

  

添
付
３
 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
８
条
の
５
お
よ
び
第
１
８
条
の
６
関
連
）
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
、
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
も
し
く
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
ま

た
は
大
規
模
な
自
然
災
害
も
し
く
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
原
子

炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容

に
つ
い
て
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用
手
順
等
に
つ
い
て
は
、
表
－
１

か
ら
表
－
１
９
に
定
め
る
。
な
お
、
多
様
性
拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順
の
詳
細
な

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 １
 
重
大
事
故
等
対
策
 

 

（
中
略
）
 

 １
．
１

 
 体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

 

（
中
略
）
 

 

(2
) 
教
育
訓
練
の
実
施
 

ア
 
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業
者
検
査
終
了
日
等
）
ま
で

に
、
ま
た
は
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
も
し
く
は
緊
急
安
全
対
策
要
員
を
新
た

に
認
定
す
る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
２
項
お
よ
び
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
以
下
の
教
育
訓
練

に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

(ｱ
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
－
１
か
ら
表
－
１
９
に
記
載
し
た
対
応
手
段
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

と
す
る
手
順
に
つ
い
て
、
「
ウ
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
」
の
要
素
を
考
慮
し
た
教
育
訓
練
項
目
を

定
め
、
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
役
割
に
応

じ
た
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。

 

(ｲ
) 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る
場

合
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業
者
検

査
終
了
日
等
）
ま
で
に
、
成
立
性
確
認
訓
練
（
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
）

お
よ
び
成
立
性
確
認
訓
練
の
要
素
等
を
考
慮
し
た
確
認
方
法
に
よ
り
、
力
量
の
付
与
方
法
の
妥
当

性
を
確
認
す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

  

                      原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
法

令
改
正
に
伴
い
「
使

用
前
検
査
」
を
「
使

用
前
事
業
者
」
に
変

更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

表
－
１
４
 

操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

 

（
中
略
）
 

 代
替
電
源
（
交
流
）
の
給
電
・
代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電
・
代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る

給
電

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

 

（
中
略
）
 

 ○
 負
荷
容
量
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
必
要
最
大
負
荷
は
、
想
定
さ
れ
る
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
う
ち
最

大
負
荷
と
な
る
、「
外
部
電
源
喪
失
時
に
非
常
用
所
内
交
流
電
源
が
喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却

機
能
の
喪
失
お
よ
び
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
す
る
事
故
」
の
場
合
で
あ
る
。
空
冷
式
非

常
用
発
電
装
置
は
必
要
最
大
負
荷
以
上
の
電
力
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
を
安
定
状
態
に

収
束
す
る
た
め
の
電
力
を
供
給
す
る
。
さ
ら
に
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
電
源
裕
度
お
よ
び

プ
ラ
ン
ト
設
備
状
況
（
被
災
状
況
、
定
期
検
査
中
等
）
に
応
じ
た
そ
の
他
使
用
可
能
な
設
備
に
供

給
す
る
。
 

電
源
車
は
、
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
等
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
度
の
負
荷
に
給
電

す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

 
 

表
－
１
４
 

操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
 

 

（
中
略
）
 

 代
替
電
源
（
交
流
）
の
給
電
・
代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電
・
代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る

給
電

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 

（
中
略
）
 

 ○
 負
荷
容
量
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
必
要
最
大
負
荷
は
、
想
定
さ
れ
る
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
う
ち
最

大
負
荷
と
な
る
、「
外
部
電
源
喪
失
時
に
非
常
用
所
内
交
流
電
源
が
喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却

機
能
の
喪
失
お
よ
び
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
す
る
事
故
」
の
場
合
で
あ
る
。
空
冷
式
非

常
用
発
電
装
置
は
必
要
最
大
負
荷
以
上
の
電
力
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
を
安
定
状
態
に

収
束
す
る
た
め
の
電
力
を
供
給
す
る
。
さ
ら
に
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
電
源
裕
度
お
よ
び

プ
ラ
ン
ト
設
備
状
況
（
被
災
状
況
、
定
期
事
業
者
検
査
中
等
）
に
応
じ
た
そ
の
他
使
用
可
能
な
設

備
に
供
給
す
る
。
 

電
源
車
は
、
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
等
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
度
の
負
荷
に
給
電

す
る
。
 

 

（
以
下
略
）
 

 

 
 

                  原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
定
期
検
査
」

を
「
定
期
事
業
者
検

査
」
に
変
更
）
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
前
後
比
較
表
（
第

 
 
次
改
正
）

 
 

変
 

 
更
 

 
前

 
変

 
 
更
 
 
後

 
理
 
 
由
 

 

添
付
６

 
長
期
保
守
管
理
方
針

 

（
第
１
２
０
条
の
２
関
連
）
 

 

３
号
炉
 
長
期
保
守
管
理
方
針
※
１
（
始
期
：
平
成
２
８
年
１
２
月

1
日
、
適
用
期
間
：
２
０
年
間
）
 

№
 

保
守
管
理
の
項
目
 

実
施
時
期
※
２
 

1
 

原
子
炉
容
器
胴
部
（
炉
心
領
域
部
）
の
中
性
子
照
射
脆
化
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
原
子
炉
の
運
転
サ
イ
ク
ル
・
照
射
量
を
勘
案
し
て
第
５
回
監
視
試

験
を
実
施
す
る
。
 

中
長
期
 

2
 

疲
労
評
価
に
お
け
る
実
績
過
渡
回
数
の
確
認
を
継
続
的
に
実
施
し
、
運
転

開
始
後
６
０
年
時
点
の
推
定
過
渡
回
数
を
上
回
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

長
期
 

※
１
：
Ｎ
ｏ
．
２
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
５
月
か
ら
平
成
２
９
年
９
月
ま
で
冷
温
停
止
状
態
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
 

※
２
：
実
施
時
期
に
お
け
る
、
平
成
２
８
年
１
２
月
１
日
か
ら
の
５
年
間
を
「
短
期
」、
平
成
２
８
年
１
２

月
１
日
か
ら
の
１
０
年
間
を
「
中
長
期
」、
平
成
２
８
年
１
２
月
１
日
か
ら
の
２
０
年
間
を
「
長

期
」
と
す
る
。
 

 

 

添
付
６

 
長
期
施
設
管
理
方
針
 

（
第
１
２
０
条
の
６
関
連
）
 

 

３
号
炉

 
長
期
施
設
管
理
方
針
※
１
（
始
期
：
平
成
２
８
年
１
２
月

1
日
、
適
用
期
間
：
２
０
年
間
）
 

№
 

施
設
管
理
の
項
目
 

実
施
時
期
※
２
 

1
 

原
子
炉
容
器
胴
部
（
炉
心
領
域
部
）
の
中
性
子
照
射
脆
化
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
原
子
炉
の
運
転
サ
イ
ク
ル
・
照
射
量
を
勘
案
し
て
第
５
回
監
視
試

験
を
実
施
す
る
。

 

中
長
期
 

2
 

疲
労
評
価
に
お
け
る
実
績
過
渡
回
数
の
確
認
を
継
続
的
に
実
施
し
、
運
転

開
始
後
６
０
年
時
点
の
推
定
過
渡
回
数
を
上
回
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

長
期
 

※
１
：
Ｎ
ｏ
．
２
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
３
年
５
月
か
ら
平
成
２
９
年
９
月
ま
で
冷
温
停
止
状
態
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
 

※
２
：
実
施
時
期
に
お
け
る
、
平
成
２
８
年
１
２
月
１
日
か
ら
の
５
年
間
を
「
短
期
」、
平
成
２
８
年
１
２

月
１
日
か
ら
の
１
０
年
間
を
「
中
長
期
」、
平
成
２
８
年
１
２
月
１
日
か
ら
の
２
０
年
間
を
「
長

期
」
と
す
る
。
 

 

 原
子
力
規
制
に
お
け

る
検
査
制
度
の
見
直

し
に
伴
う
変
更
（
実

用
炉
規
則
の
改
正
に

伴
い
「
保
守
管
理
」

を
「
施
設
管
理
」
に

変
更
、
添
付
番
号
の

繰
り
下
げ
）
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添付資料 

 

１．原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更について 
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添付資料１ 

 

 

原子力規制における検査制度の見直しに伴う変更について 

 

原子力利用における安全対策の強化のための核燃料物質、核原料物質及び原子炉の規制

に関する法律等の一部を改正する法律の一部の施行に伴い、並びに核原料物質、核燃料物

質及び原子炉の規制に関する法律の規定に基づき、及び同法を実施するため、令和２年１

月２３日付で実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則の一部の改正が行われるとと

もに、原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則が

制定されたことから、関連する以下の原子炉施設保安規定の条文の変更並びに新規条文を

追加する。 

 

 

（追加） 

第１３条の２、第１００条の４、第１００条の５、第１０５条の２、第１１４条の２、

第１２０条の５、第１２０条の６、第１４７条の２、第１６５条の２、第１６７条の２、

第１７２条の２、第１８１条の２、第１８７条の２、第１８７条の３、第１８７条の４及

び第１８７条の５ 

 

（変更） 

第２条の２、第２条の３、第３条、第４条、第５条、第８条、第９条、第１０条、第１

２条の２、第１４条、第１５条、第１７条、第１９条の２、第２３条、第２５条、第２７

条、第２８条、第３４条、第４４条、第４５条、第４６条、第４７条、第４８条、第４９

条、第５２条、第５３条、第５６条、第５７条、第５８条、第６０条、第６１条、第６２

条、第６３条、第６４条、第６５条、第６６条、第６８条、第６９条、第７１条、第７２

条、第７４条、第７７条、第８５条、第８７条、第８９条、第９４条、第９６条、第９７

条、第９８条、第９９条、第１００条、第１００条の２、第１００条の３、第１０３条、

第１０５条、第１１２条、第１１５条、第１１６条、第１１７条、第１２０条、第１２０

条の２、第１２０条の３、第１２０条の４、第１３１条、第１３３条、第１３７条、第１

３９条、第１４０条、第１４１条、第１４３条、第１４４条、第１４５条、第１４８条、

第１４９条、第１５２条、第１６１条、第１６３条、第１６４条、第１６５条、第１７０

条、第１７２条、第１７９条、第１８２条、第１８３条、第１８４条、第１８７条、第１

８８条、第２０１条、第２０３条、添付２、添付３及び添付６ 

 

以 上 
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